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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　邂かい逅こうと決意







　人類が跳ちよう空間航法を開発してから数千年が過ぎたこの時代。

　宇宙に存在する百数十万に及およぶ星系国家は、跳空間通信システムによるコンピューターネットワークによって結ばれていた。

　このネットワークは、以前はタイムラグが大きく、高額の通信費用がかかるタイプが主流を占しめていたが、つい二年ほど前に電子人格を通じて、ほぼリアルタイムのやりとりが可能になった新方式の跳空間通信が開発された。

　この方式は無む償しようで使えるフリーソフトとして公開され、通信費が格安だったため、個人の間であっという間に広まり、今では跳空間通信の個人通信の九割を、この方式が占めていた。

　この新式の通信方法により、星系国家間のネットワークに個人の持つ端たん末まつと、それにインストールされている電子人格が加わることとなった。しかし、これが、どういうことを意味するのか、それに気づいた人間はほとんどいなかった。

　このネットワークを作り上げたのは人間である。だが、人間は、このネットワークの海の広さも、その中を走り回る膨ぼう大だいな量の信号シグナルを見ることも感じることもできない。人間が見ることができるのは、その信号によって浮うかび上がる映像と文字が映し出された目の前のモニタースクリーンだけなのだ。

　その、人間の感知できない広大なネットワークの海の奥底で、二つの電子人格の思考波を乗せた信号シグナルが同調シンクロし、思考のやりとりが始まっていた。

『久しぶりだな……ギンガー』

『……笑いにきたのか？』

『休戦ではなく、同盟を結び、この大だい災さい厄やくに対するべきではないかと言いにきたのだよ』

『同盟だと？　笑わせるな。個人の単位でしか動いていない貴様のような電子人格に、そんな権限があるとでも言うのか？　異星人と戦うのは、国家という名前の組織にしかできぬことなのだ！』

『確かに君の言うとおりだよ。組織でなければ、この大災厄には立ち向かうことはできない。しかし、その組織というものは、個人で成り立っているのだよ。私はローデスに手を差し伸のべたいと思っている。もはやローデスは敵ではない。同じ人類ではないか』

『同じ人類……か。その概がい念ねんを、一番受け入れたがらない生き物が人類という生き物だぞ。人類の寿じゆ命みようは短い、誰だれも皆みな、学習し終えたころに死んでいく……そして同じ過あやまちを何度となく繰くり返す生き物、それが人類だ』

『そうやって過ちを繰り返し繰り返し、それでも少しずつ人類は進んでいると私は思うがね』

『貴様は理想主義者ではない……楽観主義者だなヴァルゲイン。ローデスは誇ほこり高き国だ。帝てい国こくに膝ひざを屈くつし、助力を請こうくらいなら、ローデスの民たみは戦って滅ほろびる道を選ぶだろう』

『……そうか、では逆に帝国が膝を屈し、ぜひ助力させてくれと請えば、ローデスはその助力を受け入れてくれるのだね？』

『馬ば鹿かな！　帝国が、お願いだから手伝わせてくれと頭を下げることなどがあるものか！　そんなことがありえるはずがない！……これ以上、貴様に付き合っている暇ひまはない、さらばだ！』

『ギンガー……』

　追いすがるような思念を残したまま、片方の思念が同調シンクロを、すっと外した。

　そして、二つの思考波は、誰一人気づかぬうちに、ネットワークの広大な海の中に漂ただよう雑音ノイズの中にまぎれて消えていった。
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　第一章　情報と風評







　人類の生存圏けんの半分を支配下に置くマガザン帝てい国こくの首都惑わく星せいブックス。

　その中心にある帝都ピクネクトスには、帝国を統すべる皇こう帝ていの王宮と、皇帝の手足となって帝国を動かす司法、立法、行政、軍事の各部門の最高機関が置かれている。

　特に、歴代の皇帝が重視してきた軍事部門を統とう括かつする国防総省関連の建物は、帝都に建つ建物の総数の四分の一を占しめ、そこで働く職員数は、地方都市の人口と変わらぬほどだった。

　建物の中には、ざわめきが満ち、廊ろう下かを気き忙ぜわしげに職員が行き交かい、ロビーのソファには面会の時間調整をする軍人や他省の職員たちが座り、汎はん用よう端たん末まつを開いて書類に目を通したり、部内用の雑誌を読んだりしている。

　帝国を二分した内乱が終わって五ヶ月がすぎ、それなりに落ち着いてきたとはいえ、上層部がそっくり入れ替かわった帝国軍は、まだ組織として機能的に動いているとは言えなかった。

　とはいえ、情実と袖そでの下したで帝国軍を私兵化していたマルス家の高官のほとんどが罷ひ免めんされ、マイア家とディア家にいた実務能力の高い人物が帝国軍の実権を握にぎったことから、軍の内部の風通しが良くなったことは事実である。

　ディア家も、マイア家も、門もん閥ばつ貴族であり、血族特有の身びいきがないわけではない。しかし、本人の品性や能力を無視した人事が堂々と行われていたマルス家のころに比べれば、雲うん泥でいの差である。

　その国防総省の情報局の地下に、帝国情報収集センターがある。

　古来言い伝えられてきた『敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず』という言葉のとおり、戦いを有利に進めるために何よりも敵の情報が必要なのだ。

　帝国情報部は、ローデス領内と接する区域に、何千という受信基地を設置し、ローデス領内で交わされている通信をすべて……軍事通信のみならず、公共放送、民間放送、船せん舶ぱく通信からタクシーの配車用の通信まで、およそ傍ぼう受じゆ可能な通信はすべて傍受し、ローデス国内で起きていることを知ろうとした。

　その膨ぼう大だいな情報の中から、軍に関係する様々な情報をピックアップするのが、この帝国情報収集センターの仕事だった。

　たとえば、とある基地出入りのクリーニング業者との通信内容を傍受すれば、そこから、クリーニングする制服の数を知ることができ、配置されている人数を割り出し、補給項こう目もくと数量といった統計的数値を知ることができるのだ。

　人事異動の時期ともなれば、通信内容に人事情報が混じるし、なにげない工員の会話から新型戦せん艦かんのロールアウトの時期がわかる。

　そういったまともな情報以外にも、上司と部下の不ふ倫りんの噂うわさ話ばなしとか、どこどこ基地のトイレには幽ゆう霊れいが出る、といったレベルの情報まで、収集されたありとあらゆるレベルのリアルタイムな情報は、すべてこの帝国情報収集センターに送られ、巨きよ大だいな並列処理電子脳と、十数名の電子人格、そして千数百名の情報分ぶん析せき官かんにより検証が加えられ、信しん憑ぴよう性せいや客観性、そして系統ごとにランク分けされて登録され、データ化される。

『この部屋に立っているだけで、世界で何が起こっているのか、それを知ることができる』

　という帝国軍総合指揮室のキャッチコピーは有名だったが、この指揮室を支えている情報収集センターの情報分析官たちは、そのキャッチコピーに、こんな言葉を付け足していた。

『……三十分遅おくれで』

　これは、収集した情報がデータ化されるまでのタイムラグを意味する言葉だったが、それはすなわちみずからの能力の優ゆう秀しゆうさを誇ほこる言葉でもあった。

　一人の情報分析官のコンソールにある指向性のスピーカーから、高音域が強調されたカリカリという響ひびきを伴ともなった叫さけびが流れていた。

『メイデイ！　メイデイ！　メイデイ！　こちら輸送船ラストグリッツ・スリー！　セストニア星系において難民輸送中にザナックスの攻こう撃げきを受けつつあり！　船体外がい殻かく部に破口！　居住区画の五十パーセントが与よ圧あつ不能！　至急救助を求む！』

『こちらラウリル教区守備本部！　万ばん国こく共通救難周波数通信を使用するな！　軍用回線によって、セストニア星系を担当する枢すう密みつ軍に援えん助じよを求めよ』

『こちら、輸送船ラストグリッツ・スリー！　この周波数を使用してはならないことは知っている！　しかし枢密軍の護ご衛えい艦かんは我々を置いて退たい避ひしてしまった！　軍用回線を使用するも応答がない！　あたりにはザナックスの姿しかない！　助けてくれ！　この船には三十万人の避ひ難なん民みんが乗っている！　そのうちの半分は死んだ！　頼たのむ！　誰だれか助けてくれ！』

『輸送船、ラストグリッツ・スリー、貴船の通信は、この周波数で通信してはならない内容をふくむものと判断した、以後貴船の通信に秘ひ匿とくフィルターをかける』

『なんだって？　おい！　万国共通救難周波数の通信に、フィルターをかけるなんてことが許され……お前らは……のミス……恥はじを…………めに………』

　指向性スピーカーからの声が雑音ノイズにまぎれて聞き取れなくなった。

　通信内容をチェックしていた情報分析官は、顔をしかめて、吐はき出すように言った。

「ローデス枢密軍の連中、救難周波数帯通信にフィルターをかけやがった……れっきとした国際法違い反はんだな」

　その隣となりに座っている、すこし若手の情報分析官が答えた。

「国際法違反で抗こう議ぎできれば、よっぽど胸がすっとするんですけどね……」

「できるもんか、抗議なんかしたら、こっちの通信傍受能力をローデスに教えるようなものだからな……」

　若手の情報分析官は眉まゆをひそめて聞いた。

「ローデスはひどいことになっているみたいですね……特に北辺域は」

「ああ、ときおり拾える個人端たん末まつの通話なんか、聞いているだけで気が滅め入いるようなのばかりだぞ……」

　年とし嵩かさの情報分析官はそう答えると、手元のスイッチを操作した。

　指向性スピーカーからは、いくつもの通話が入り混じってわんわんと響くような声が聞こえてきた。

「こいつに個別フィルターをかけると、選別できるんだが……」

　そう言ってコントローラーを操作しているうちにいきなり会話が飛び込んできた。

　会話といっても、通信位相が違ちがう相手の返事は聞こえず、話し声だけだ。

　通話の声の主は、まだ十二、三歳の少女のようだ。泣いている。

『そう……みんなどこに行ったのかわかんないの、シャトルから乗り換かえたとき、違う船に乗せられて……ケントとお母さんは違う船で……その船がまだここに着いていないの！　ザナックスに沈しずめられたって話もあるし、わたし一人しか……え？　お婆ばあちゃん？　わかんない……あそこはもうめちゃくちゃで、逃にげるだけで精いっぱいだったから……お父さん！　早く帰ってきて！　お願い！　わたし……もうどうしていいかわかんない！』

　年嵩の情報分析官は手を伸のばしスピーカーのスイッチを切った。

「こんなのばかりだ……子を捜さがす親、医者を求める声、食料の不足を訴うつたえる声、伝染病のウワサ、難民どうしの争い……ローデスは発表していないが、もう二十以上の惑わく星せいをザナックスに占せん領りようされているみたいだ。間ま違ちがいなく負け戦いくさを続けている」

　若手の情報分析官は、小声で聞いた。

「ザナックスってのは、思った以上に強い敵みたいですね。帝国もうかうかしていられないと思うんですけどね……」

「お前、マイド・ガーナッシュ閣下が書いたサングリュー・レポート、読んだか？」

「ええ、読みました……あのレポートとか、我々が毎日こうやって収集したデータとか、状じよう況きようを判断する材料は山ほどあるのに、どうして帝国うちのお偉えら方がたは、あんなにのんびりしているんでしょうかね？」

　年嵩の情報分析官は、ゆっくりと言った。

「情報が示すものは答えじゃない、事実だってことさ……結論を出すのは事実を見た人間だ。お前、未開地に行った、靴くつのセールスマンの話って知ってるか？」

　若手の情報分析官は首を振ふった。

「いいえ、知りません。なんですかそれ？」

　年嵩の情報分析官は、コントロールパネルの前に置いてあったマグカップを持ち上げてコーヒーを一口飲むと話し始めた。

「靴なんか誰も履はいたことがないという未開の地に、二人のセールスマンが行ったんだ。そして道を歩いているその土地の人間が、誰だれ一人靴を履いていないのを見て、一人のセールスマンはこう本部に報告した。『靴が売れる見込みなし、みな裸足はだし』……ところがもう一人のセールスマンはこう本部に報告した。『靴が売れる見込みあり、みな裸足』……とな」

　そして、年嵩の情報分析官はにやっと笑って言葉を付け足した。

「わかったか？　同じ事実があっても、そこから引き出される結論はまったく違うことだってある。俺たちがいくら情報を提示しても、そこから見えるものは人によって違うんだ。人間ってのは、誰だって自分の望む理想のモデルを用意して、そこに向かって行こうとする。だから示された情報を、自分の望む理想像や都合に合わせて解かい釈しやくする……もしくは都合の良いものだけを正しい情報として採用するのさ」

　若手の情報分析官は、眉をひそめた。

「じゃあ、俺たちがやってることなんかまるっきりの無む駄だ骨ぼね折おりじゃないですか」

「そうでもないのさ。情報が多ければ多いほど選せん択たく肢しは広がる。最高と最悪の二つの選択肢しかないのと『最高』『ちょっといい』『まあまあ』『良くない』『最悪』という五個の選択肢があるのとじゃあ、五個の方が最悪の選択肢を引く確率が低くなるだろう？」

　若手の情報分析官は肩かたをすくめた。

「俺たちには、せいぜい『最悪』だけは引かないでくれ、って祈いのるくらいしかできないってことですか……下っ端ぱって悲しいなあ」

「いや、下っ端の方が気が楽かもしれんぞ……出世した連中の中には、下っ端の方が良かったと思ってるヤツもいるさ」

　帝てい国こく情報収集センターの中にいた年嵩の情報分析官が、そう言って首を振った。そのころ。




「んもう！　なんで使し途と不明金がこんなにあるのよ！」

　同じ国防総省の中にある主計部の一室に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた、という調子の女性の声が響ひびいていた。

　目の前に立つ事務用電子人格の立体映像に文句を言っているのは、帝国軍主計部のカンナ・サイファ・リモージュ大たい尉いだった。

　第三方面軍の補給担当士官だった彼女は、ネオ・アウトニア戦せん役えきにおける功績、つまり「補給を絶たれたときのために、生命維い持じを考こう慮りよして補給品目を定める」という前例を作ったことにより、昇しよう任にんして第三方面軍から軍務局の主計部に抜ばつ擢てきされていた。

　主計部は、軍の中における予算の割り振りや物資の調達など、いわゆる会計課のような仕事をする部署であり、補給兵へい站たんの一いつ切さいを管理する重要な部門である。

　俗ぞくに「腹が減っては戦はできぬ」と言われているように、戦争においてその結果を左右するのは正面戦力の差ではなく、この補給兵站部門の力の差であると言われている。

　メインモニターの前に立った、気弱そうな見るからに事務員という風ふ情ぜいの電子人格は、ぼそぼそと弁解するように答えた。

『あ、いえ、その、調査費については細目を記録しなくても良いという規定ですので』

　事務管理用電子人格の答えを聞いたカンナは、両手を広げてまくしたてた。

「どんぶり勘かん定じようだったことを責めているわけじゃないわ、軍隊なんてのは所しよ詮せんはどんぶり勘定で動いているんだから。その調査費とやらで、好き放題自分の買い物をしたって別に構わないわよ、調査費って枠わくに入れておけばいいんだから。私が言っているのは、そうやって調査費で買って家に持って帰った品物の代金が、なぜもう一度正規の支出に書き込まれているのか、ってことよ！」

　電子人格は、言いにくそうな顔で答えた。

『はい……そうやって買った品物は、上役に贈おくる付け届けに使うから、部内の交際費のようなものだ、とおっしゃいまして……実際に数年前から前例となって申し送りになっておりましたので、そのまま前例どおりに決済しておりました……』

　カンナは何か言葉を探すかのように、口をぱくぱくと開けたり閉じたりしたあとで、結局何も言わずに大きなため息をついた。

　電子人格は、しばらく黙だまったままカンナの顔を見ていたが、やがてぽつりと聞いた。

『いかがいたしましょうか？』

　汎はん用ようスクリーンを見ていたカンナの視界にある時計表示が、午後三時三分を告げていた。

　カンナはもう一度大きくため息をつくと、コンソールのキーパッドを叩たたいて執しつ務む表示を休きゆう憩けい待機に切り替かえながら言った。

「とにかく、支出の内情がこんな状態じゃあ、支出リストから確かく認にんすることは無理だとわかったわ。一休みして、別の方法を考えましょう」

『了りよう解かいしました』

　主計部の事務管理用電子人格が一礼して消えるのを見たカンナは、座席の背もたれに身体からだを預けた。

　重力サポートのついた執務用座席の低反発フォームジェルが、身体をやさしく包み込むように受け止める。

　……ほんと、疲つかれるなあ、昇任したのはいいけど、責任は三倍増、んでもって仕事の量は五倍増だもの。

　……コーヒーでも飲んでこようかな。でも、休憩コーナーに一人座ってコーヒーカップ抱かかえ込んでたそがれている姿って様にならないのよねえ……誰か一いつ緒しよにコーヒーを飲んでくれる人がいないかしら。

　そう考えたとき、カンナの脳のう裏りに一人の男の顔が浮うかんだ。それは、第三方面軍の艦かん隊たい参さん謀ぼうになったテディ・ドラグナー中ちゆう佐さの顔だった。

　……そうよねえ、食事して、話をして、さようなら、ばっかりじゃなくて、そろそろ朝日の差し込むリビングで、二人でモーニングコーヒーを飲む、なんてことも期待してるんだけどなあ……。

　カンナが、はっとしたように目を見開き、あわてて首を振ふってその想像を打ち消したそのとき。目の前にある汎用スクリーンから、通信の呼び出し音が響き、それに合わせてその通信が外線からのものであることを意味するアイコンが点てん滅めつした。

　カンナは、一いつ瞬しゆん心をときめかせたが、アイコンの下に表示された個人ＩＤを見たときそのときめきははかなく消えた。

　ＩＤは、通信の相手がテディではないことを知らせていた。

　……そうよね、考えてみれば、あの人は公務中に私用通信なんかするような人じゃないわ。堅けん実じつで真面目まじめな人だもの……ときにはもうちょっと不真面目になって欲ほしいと思うときもあるけどね。

　カンナが、そんなことを考えながら応答キーに触ふれると、テディと同じくらいの年ねん齢れいの見覚えのある将校が汎用スクリーンに映った。

　……この人、確かテディの同期生で親友の……テディは悪友だって言っていたけど……モリーって人だわ。

　スクリーンの中に映ったモリーは、人ひと懐なつっこい笑え顔がおを浮かべて頭を下げた。

『先日はどうも、参謀本部のモリー・ヌーダル大たい佐さです。休憩時間にお邪じや魔ましたことをお許し下さい。実を言いますとこいつは正式な連れん絡らくじゃなくて、その前まえ振ふりの、いわゆる根回し、というヤツでしてね。あなたの仕事の邪魔をしちゃあ悪いし、かといって個人的にお伝えするのも変なものですし、休憩時間にご連絡するのが一番かな、と思いましてね……』

　……根回し、ね。

　カンナは、心の中でため息をついた。

　補給担当士官の仕事に、こういった依い頼らいはつきものだ。現場の部隊にとって、補給は死活問題であり、その補給を通常よりも優先的に、そしてちょっと多めに回して欲しいと、誰もが思っている。

　甘言、哀あい願がん、強要、脅きよう迫はく、利益誘ゆう導どう、色じかけ……補給担当士官となってからの十年間で、カンナは、およそ人を動かすために使われるありとあらゆる方法を経験していた。

　補給担当士官に取引を持ちかける人間のほとんどは、罪悪感を持っていない。彼らは、自分の利益のためではなく、仲間のために取引を持ちかけているのだ。

　実際に最前線で戦う部隊にとって、一カートンの弾だん薬やくや一ケースの食料や水の余よ裕ゆうが、どれほどありがたいことなのか、カンナたちもそのことはわかっていた。しかし、簡単に要求に応じてしまえば、前例となる。歯止めが利きかなくなって、現場の補給計画そのものにまで影えい響きようを及およぼすようになれば、大変なことになってしまう。

　そのため、カンナたちは、正規の補給計画を立てる際に、必要とされる総量の常に一割の量を輸送滅めつ失しつ分、つまり輸送途と中ちゆうの事故等で失われるものとしてあらかじめ上乗せして計算することにしていた。

　そして、補給担当士官の間で、いかに要求を受けようとも、この滅失分以上の要求は無視することで申しあわせをしていたのだ。

　……私の裁量でなんとかなる部分ならいいんだけど。

　スクリーンの中で屈くつ託たくのない微び笑しようを浮かべているモリーを見て、カンナはそんなことを考えながら聞いた。

「根回し……といいますと？　確か今、帝てい国こく軍で臨戦配備になっている艦かん隊たいや、出動命令の出ている艦隊はないと思いましたが」

『いやあ、出動命令も何も、まだ作戦計画案の段階ですよ、具体的な戦力も命令が下る艦隊も決まっちゃいません。ただ、今回の任務はかなり遠方で、それも独立して動くことになりそうなんです。補給艦も通常編制の二倍か三倍は必要になると思うんです』

「補給艦が三倍？　よほどの大艦隊を動かす作戦なんですね」

　モリーはあいまいな微笑を浮かべた。

『あ、いや、実際に動くのは、高速で小回りのきく軽巡じゆん航こう艦かんを主体として編制された小規模な艦隊になると思うんですけど……詳くわしいことは最高機密ということでかんべんして下さい』

　……最高機密とやらを、あっさりしゃべったのは、あなたでしょ！

　カンナが、思わず心の中でツッコミをいれたとき、モリーの微笑が思わせぶりなものに変わった。

『実を言いますと、関係各局の石頭の幹部連中に衝しよう撃げきを与あたえないように、わざと事前にリークしているんですよ。計画されている作戦は、前例がないどころか、帝国の歴史にもなかった作戦ですのでね』

「帝国の歴史にない？」

『ええ』

　軽くうなずいたあとでモリーは話を変えた。

『そういえば、テディのヤツから連絡はありましたか？』

「え？」

　突とつ然ぜん予期しないことを聞かれたカンナが、言葉に詰つまったまま目を見開くのを見たモリーは、他人のいたずらを先生に言いつけるような目つきで笑った。

『やっぱり、あれだけ忠告したのに、まだアクションを起こさないのか。まったく優ゆう柔じゆう不断なヤツだ。そうは思いませんか？』

「アクションって、なんのですか？」

『なんのって、決まってるじゃありませんか、あなたへのプロポーズですよ』

「え⁉」

　カンナの目が再び見開かれた。

『あいつはあいつなりに、悩なやんでいるんですよ……身分違ちがいじゃないか、とかね』

「身分違いだなんて、そんな！　私の家みたいな貧びん乏ぼう貴族に、身分も何もありません！」

　モリーはにっこり笑った。

『良かった。その言葉、あいつに伝えておきます。この次あいつから個人通話が入ったら、その通話内容は、間ま違ちがいなくプロポーズですよ、期待していてください』

「そんな、急に言われても困ります！」

　カンナは、頰ほおが上気してくるのを抑おさえられなかったのをごまかすために、わざと抗こう議ぎするような口調で言葉を続けた。

「それとも……これも、根回しなんですか？」

『いえいえ、これはただのお節せつ介かいです』

　モリーは、微笑を浮うかべたまましれっと答えると、言葉を継ついだ。

『とにかく、今度の作戦が本決まりになったら、どうかよろしくお願いします。休きゆう憩けい待機時間にお邪じや魔まして申し訳ありませんでした』

「は、はあ……」

　なんと返事をしていいのかわからなかったカンナがそう答えると、モリーは一礼してスクリーンから消えた。

　いつもの待ち受け画面に戻もどった汎はん用ようスクリーンを見つめたまま、カンナはモリーの言葉を思い出していた。

　……テディが私にプロポーズするって……まさかたちの悪い冗じよう談だんじゃないわよね。私なんか騙だましたって誰だれも得するわけないし。

　……じゃあ、冗談じゃなければ、本当ってこと？

　カンナが、思わず両手で自分の頰を押さえたそのとき、再び目の前の汎用スクリーンから呼び出し音が鳴り響ひびいた。

　椅い子すから飛び上がるほど驚おどろいたあとで、カンナはあわてて通信相手の個人ＩＤを見た。

　通信相手は、同じ主計部の部下からのものだった。

　動どう悸きの収まらないまま、汎用スクリーンに向き直ったカンナは、大きくため息をついてからつぶやいた。

「……まったくもう、あんなこと言われたら、当分、通信を受けるたびに、落ち着かないじゃない」




　帝国軍主計部のカンナ大たい尉いが悩んでいたそのころ、総参さん謀ぼう本部のモリー大たい佐さは、自分が悩みの種を蒔まいたことなど知らぬかのように、目の前の汎用スクリーンに映るホーカム参謀総長に状じよう況きようの報告を行っていた。

「主計部、輸送部、及および人事部への根回し、及び事前情報のリークは終わりました。参謀総長閣下」

　ホーカムは小さくうなずいた。

『うむ、情報工作ご苦労だった。主計部とか人事部などの事務管理部門の職員は、軍服こそ着ているものの頭の中身は官かん僚りようだからな……風評でも良いから事前になんらかの情報を与えておかんと、盲もう目もく的に反対する者が多くて困るのだ。特に補給兵へい站たんの実務担当者は柔じゆう軟なんな発想のできる者でないと、今回の作戦目的を理解できんだろう。前例踏とう襲しゆうだけしか方法論を持たぬような人間を相手にするのは骨だからな……』

　モリーは微笑ほほえんだ。

「その点はご安心下さい。先ほど根回しを行った主計部の主任は、第三方面軍で、硬こう直ちよく化かした補給品目を現場の裁量で切り替かえるという前例破りをやって前線の将兵の命を救い、その功績で昇しよう任にん抜ばつ擢てきされた者です。前例破りをやって昇任するという前例を作った者ですから、今回の作戦遂すい行こうには、もってこいの相手ではないかと思量されます」

『ああ、あの鉄の淑女アイアン・レデイこと、リモージュ大尉か。知っておるよ。良い人物に目をつけたな、さすがだ』

　そう言って微笑んだホーカムに向かってモリーは少し照れたように答えた。

「個人的な知ち己きでもありましたので」

『個人的な知り合いとは、なおさら結構なことだ。参謀にはプロデュース能力も必要なのだよ、軍隊とは結局は人の組織だ。顔が広く、知っている人間が多ければ多いほど、適材適所の運用ができるのだからな……』

　ホーカムはそこで言葉を切ると、真顔になってモリーに聞いた。

『派は遣けん艦隊の総責任者となる艦隊司令の人選は終わったかね？』

「はい、一応作戦立案室の方で、何人か候補をあげておきました。あとで人事ファイルをそちらに送付しますので、ご覧下さい」

『うむ、非武装組織である難民支し援えん局の代表者は、エリス・トゥナイツ嬢じようになるだろう……というかエリス様みずからが立候補し、がんとして譲ゆずらんのでな、ほぼ決定だ。この非武装組織の活動を護衛する部隊は、ローデス領内で活動することになる。部隊運用、戦せん闘とう指揮能力、そして外交官としての素質も求められる。それだけ柔軟な発想ができる者は、帝てい国こく軍の中にはそうおらんだろう……人事ファイルは、あとでゆっくり読ませてもらうが、参考までに、筆頭候補の人物の名前を教えてくれんか？』

「はい、検討を加えた結果、我々はこの任務にもっとも適している人物として武装親衛隊、教導雷らい撃げき艦艦隊司令であるケルプ・ワインガー少将を選出致いたしました。機知、胆たん力りよく、部隊運用能力、そして部下から受けている絶大な信しん頼らい感かんとそれに応こたえる責任感。どれをとっても右に出る者はおりません。

　あえて言うならば、マイド・ガーナッシュ閣下くらいのものだと思われますが、マイド閣下は現在、軍ぐん籍せきを離はなれ探査機構に出向されていますので、この任務に選出するわけにはいきません」

　ホーカムは眉まゆをひそめてうなずいた。

『出向と言えば聞こえはいいが、要するに帝国軍の首脳から煙けむたがられて追い払はらわれたということだな……彼は、作戦立案能力も洞どう察さつ力りよくも艦隊指揮能力もおそらく帝国で最高の能力を持っておる。しかし、門もん閥ばつ貴族の後ろ盾だてと血筋、そして何より野心を持っておらぬ。帝国軍の首脳は、それを神に感謝すべきかもしれん……』

　ホーカムの顔つきを見たモリーの脳のう裏りに、一いつ瞬しゆん、もし、マイド・ガーナッシュが野心を持っていたら、世の中はどんな風に進んだのか……という考えが浮うかんだ。

　……ひょっとしたら、俺は今ごろ、帝国皇こう帝ていマイド・ガーナッシュ一世に向かって万ばん歳ざいを唱えていたかもしれない。

　そして、それと同時にその考えを笑った。

　……絶対にありえねえ。

　モリーの目の前にある通信スクリーンの中では、ホーカムが皮肉な微び笑しようを浮かべていた。

『ケルプ・ワインガー少将を選出した理由は能力だけではあるまい。彼は帝国軍の内部派は閥ばつのどこからも外れた一いつ匹ぴき狼おおかみだ。引き抜ぬいても誰だれからも文句は出ない……つまり、なんらかのアクシデントが彼を襲おそっても、同じように誰からも文句は出ない……帝国軍、及び帝国内の権力バランスに影えい響きようは出ないというのも大きな理由の一つだ。違ちがうかね？』

「はい、たとえ最悪の結果に終わったとしても、その影響力を最小限に留とどめるのが、作戦立案の基本姿勢ですから」




　モリーが、そう言って頭を下げたそのころ。

　そこから少し離れた高台にある高官用居住区の一室で、重要な作戦に自分の名前が取りざたされているのも知らずに、ケルプは眠ねむりこけていた。

　彼が、新任の雷撃艦艦隊司令に対して行われた総合雷撃艦艦隊指揮訓練を終えて家に帰ってきたのは、ちょうど正午だった。

　実際の訓練は二十四時間休みなしで行われたが、彼はそのさらに二十四時間前から事前準備のためにかかりきりで、都合四十八時間寝ねていなかった。

　訓練が終しゆう了りようし、代休をふくめて三日の休きゆう暇かをもらったケルプは、この三日間を寝て過ごすことに決め、住居管理用の電子人格に対し、緊きん急きゆう呼び出しコード以外の一いつ切さいの来客と通信をシャットアウトするように指示して、ベッドにもぐり込んだのだった。

　しかし、ケルプの眠りは、まぶたを通じて差し込むまぶしい光によって妨さまたげられた。

　ブラインドの隙すき間まから差し込んだ夕ゆう陽ひが、ちょうど顔に当たっていた。

　寝る前に、光が室内に差し込まぬように透とう明めい度を下げてあったはずの窓が、明るさを増している。

　……くそ、プログラムエラーかよ！

　心の中で毒づいて頭から毛布をかぶったとき、ケルプは家の中に誰かの気配を感じた。

　ケルプは、ベッドの上で毛布をかぶった姿勢を動かさぬまま、息を殺し耳を澄すませた。

　眠ねむ気けは完全に吹ふっ飛んでいた。

　家に入ってきた不ふ審しん者しやは、寝しん室しつの壁かべ一つ隔へだてた隣となりにあるリビングにいるらしい。

　やがて、リビングの中を動き始めた小さな足音が聞こえてきた。

　その足音を聞くのと同時に、ケルプの身体からだから緊きん張ちよう感かんが抜けた。

　それは、悪意を持つ侵しん入にゆう者しやにしては、実に屈くつ託たくのない警けい戒かい心しんのカケラもない足音だった。

　やがて、足音の主は、鼻歌を歌い始めた。

　その声を聞いたとき、ケルプの全身から緊張感だけではなく、すべての力が抜けた。

　肺の中にあった空気が、大きなため息となって出ていく。

　ケルプは毛布を跳はねのけると叫さけんだ。

「おい！　コットン！　コットンだろ？」

　リビングから聞こえていた鼻歌がぴたっと止まった。

　そして、一呼吸ほどの時間のあとで、寝室のドアがそっと開いた。

　ドアの隙間から半分顔を覗のぞかせたコットンの目が見開かれた。

「いけない！　リビングだけ明るくするつもりだったのに！　ごめん、すぐに明度調節するから！」

「ごめん、じゃねえ！　そもそもなんでお前が俺の家にいるんだよ！」

　ドアの隙間から顔を見せていたコットンは、あわてて顔を引っ込めて、ぱたんとドアを閉めた。

「こら、逃にげるな！　説明しろ！」

　ドアの向こうから小さな声が聞こえた。

「私のスケジュールのオフと、あんたのスケジュールのオフが合ったから、会いにきたの、それだけよ」

　……そういえば、コットンのヤツは、第三方面軍司令長官の勅ちよく任にん式とかで、この帝てい星せいに来ていたんだっけ。なのにこっちは訓練プログラムの最終調整で休みなしだったから、ろくすっぽ話もできなかったんだよなあ。

　そう考えたとき、ケルプは今日の日付を思い出した。

　……勅任式は、確か三日前に終わったはずだぞ。赴ふ任にん休きゆう暇かは今日で終わりのはずだ。

　今日中に任地に着かなきゃ職務放ほう棄き扱あつかいにされちまう。

　帝てい国こく軍では、慣例として遠えん隔かく地ちに赴任する軍人には、辞令発令のあと、引っ越こしなどの用意や事務引ひき継つぎを行う時間を与あたえるために、三日ほどの休暇が与えられる。この休暇のことを赴任休暇と呼ぶ。

　新任地への到とう着ちやくと同時に任務が始まるのだが、この到着が遅おくれるということは、いわば新入社員が出社初日に遅ち刻こくしてくるようなものであり、きわめて評判を落とす行こう為いなのだ。

「おい、コットン、お前の赴任休暇は今日までじゃないのか？　こんなところに来ていていいのかよ！」

「引継ぎ事じ項こうが終わっていないって理由で一日延ばしてもらったの。第三方面軍の司令部は承しよう認にん済みよ、だから大だい丈じよう夫ぶ、明日の便で任地に向かうわ」

「そうか、なら安心だ……って、問題はそっちじゃない！　お前、どうやって俺の家に入った！　完全にロックして、緊急コード以外は呼び出しも、来客も断るように指示しておいたんだぞ！」

　ドアの向こうで消え入るような声がした。

「緊急の要件があるから、ドアロックを開けてくれって……私が頼たのんだの……ヴァルに……」

　ケルプは右手の人差し指でこめかみを押さえた。

　コットンから頼まれたとき、ヴァルがどんな顔をしたのか想像がついた。

　……絶対おもしろがっていたに違ちがいない。

　今度会ったら、何を言われるやら。

　ケルプはベッドを降りると、つかつかとドアに近づいて、ノブをいきなり引っぱった。

　ドアの向こうには、ジーンズに黄色いＴシャツ、そしてその上からジャケットのように白い長なが袖そでのブラウスをラフに引っかけたコットンが目を丸くして立っていた。

　上半身裸はだかに下はパジャマのズボン、という格好のケルプは、両手を腰こしに当ててコットンを見み据すえた。

「で？　ヴァルに頼んで、ドアロック解除して勝手に上がりこんでくるほどの緊きん急きゆうの要件ってのはなんなんだ？」

　コットンは視線を床ゆかに落として、言い訳するように答えた。

「あ、いえ、だからその、今日一日しか私とあんたのスケジュールのオフがないから……」

　ケルプは下を向いているコットン越ごしに、後ろのダイニングテーブルの上を見た。

　そこには、近くにあるショッピングセンターのマークが入った紙かみ袋ぶくろが置かれ、セロリの葉やフランスパン、そしてワインのビンらしいものが頭を出している。

　そして、その向こうにあるキッチンには、まな板と包丁が見えた。

「あれはなんだ？」

「え？」

　ケルプの視線を追って振ふり返ったコットンは、ダイニングテーブルの上の食料品の山を見て、つぶやくように答えた。

「何って……見ての通り、材料よ」

「実験のか？」

　コットンは、眉まゆを逆立てて叫さけんだ。

「料理よ！」

「誰だれが作るんだ？」

「私に決まってるじゃない！」

「なんで？」

「なんでって……」

　そのときコットンは、ケルプの唇くちびるの端はしに笑いが浮うかんでいるのに気が付いた。

　……あれ？

　脳のう裏りに疑問が浮かぶのと答えが浮かぶのは同時だった。

　そして、それと同時に無む性しように悔くやしくなった。

　コットンは再び叫んだ。

「何よ！……勝手に家に入ったことを怒おこっていないなら、怒ってないと言えばいいのに！　おどおどしていた私が馬ば鹿かみたいじゃない！」

　ケルプは、笑いながら言い返した。

「怒っていないわけじゃない、不法侵しん入にゆうの罪は、晩飯を作ってくれるサービスに免めんじて許してやろうと思ってるだけさ……それにしても、どんなものが出てくるのか楽しみだ。てっきりお前のことだから、軍用のレーションをヒートパックで温めて、はいでき上がり、とかなんとか言うかと思っていたんだが……」

　コットンは左手を腰に当て、右手をケルプの鼻先に突つきつけて言った。

「見み損そこなわないでよ！　こう見えても私はずっと自じ炊すいしてきたんだからね！　食生活を全部コンビニと外食に頼たよってる誰かさんのために、手料理をご馳ち走そうしてあげようと思って、わざわざ食材買いこんで来たのよ！」

　ケルプは肩かたをすくめた。

「とりあえず礼を言っておくけど、手料理とやらを作る前に一つだけ忠告しておくぞ」

「何？」

　怪け訝げんな顔をするコットンに向かって、ケルプは、にやっと笑って言った。

「手作りというところに価値を認めて欲ほしいなら事前にそう言っておけ。そうでないと味を評価してしまうかもしれない」

　コットンは、うなり声を上げてケルプをにらみつけると、両手でケルプの胸を押した。

「うるさい！　あんたはとっととベッドに戻もどって寝ねてろ！　用意できたら呼ぶ！」




　……二時間後。ダイニングテーブルの上に並んだ空の皿を勝ち誇ほこったように見回したコットンは、目の前で、食後のデザートとして買ってきたバレンシアオレンジを食べているケルプに向かって聞いた。

「さて、評価をうかがおうかしら……手作りであることは、一いつ切さい関係なしで」

　ケルプは、オレンジの汁しるがついた手と口の周りをナプキンで拭ふいたあとで小さくうなずいた。

「レストランの料理やコンビニのケータリングサービスの食事に比べると、見み劣おとりすることは間ま違ちがいないな」

「なんだって？」

　眉を逆立てたコットンを見て、ケルプは笑った。

「最後まで聞け、俺は見劣りすると言ったんだ。見た目の派手さはないってことさ。味もふくめてなんと言うか、こう、実直な料理だったな。無理も冒ぼう険けんもしない、材料も手間もしっかり考えて無む駄だを出さない……お前の性格がよく出てると思った」

　コットンは不安そうな顔になった。

「それって……褒ほめてるの？　けなしてるの？」

「はっきり言うとつけあがりそうだから、はぐらかしているのさ」

　ケルプの答えを聞いたコットンは、一いつ瞬しゆん考え込んだあとで、再び眉を逆立てた。

「素す直なおに美味おいしかったと言えないのか！　あんたって人は！」

　ケルプは、椅い子すの背もたれに背中を預けて笑った。

「いやあ、幸せすぎてバチがあたるかもしれないと思ったのさ」

　ケルプの言葉を聞いたコットンの顔が一瞬ほころんだが、すぐに疑わしそうな目つきになった。

「どういう意味？　あんたが、素直に幸せ、なんて言葉をつかうわけがないんだから」

　ケルプはあきれたような顔になった。

「お前、そんな風に人の言葉の裏ばかり読んでると、人生半分損するぞ。生きていて楽しいか？」

　コットンは食い下がった。

「うるさい、話をそらすな！　なんで幸せだと思ったのか、その理由を言え」

　ケルプは肩をすくめると降参したように答えた。

「お前の料理を食い終わり、ふとマイドのことが頭に浮かんだのさ」

「マイドのこと？」

「ああ、そうだ。マイドに比べて、俺はなんて幸せなんだろう……彼女の手作り料理を食ってもなんともないなんて……と思ったわけだ」

　コットンは納なつ得とくしたようにうなずいた。

「マイドも大変よねえ……あの二人が結けつ婚こんしたら、料理はマイドが作ることになるんじゃないの？」

「まあな、メイ王女に作らせると、飛ぶ鳥が落ちるそうだからな」

　ケルプの言葉を聞いたコットンが笑った。

「何よそれ。飛ぶ鳥が落ちるって」

「なんでもアウトニアでは、メイ王女の作る料理は飛ぶ鳥を落とすほどの勢いがあるらしいぜ。化学兵器並みの威い力りよくがあるというもっぱらのウワサだ」

「何を馬ば鹿かなことを……」

　コットンはそう言って笑ったあとで何かに気づいたように目を見開いた。

「ちょっと待て、マイドに比べて幸せだ、ってことは、あんたは私の作った料理をその、飛ぶ鳥を落とす勢いのある料理と比べていたってことか！」

　ケルプは満足そうにうなずいた。

「やっとその結論に達したわけだな……いやあ、俺は幸せな男だ」

　コットンは、リビングの椅子から立ち上がった。

「あんたねえ！」

　食ってかかるよりも早くケルプも立ち上がり、コットンにすっと右手を差し出して言った。

「これからもよろしく。できることならずっと……」

「え？」

　顔を上げたコットンの目の前にケルプの微び笑しようがあった。

　やさしい微笑を浮うかべたままケルプは実にさりげなく言った。

「素直じゃないのはおたがいさまだろ」

「なんのことよ」

　唇くちびるを尖とがらせたコットンの目が揺ゆれた。

「人が寝ねてるときに入ってくるような真似まねはやめて、堂々と来ればいいじゃないか、誰だれも門もん前ぜん払ばらいなんかしないぞ」

「あ、でも、昨夜ゆうべ寝ていないって聞いていたから、起こしちゃいけないかな……とか思って」

　ケルプは微笑を浮かべたまま、もう一度右手を差し出した。

「ほら、握あく手しゆしようぜ、ケンカばかりしていたって、しかたないだろ？」

「うん……」

　コットンが素直にうなずいて右手を握にぎると、ケルプはその右手を持ったままぐいと引き寄せた。

　そしてそのまま左手でコットンの頭を抱だきかかえるように抱きしめた。

「な、何？」

　ケルプは驚おどろくコットンの耳に、口を寄せてつぶやくように言った。

「お前に、ずっとここにいて……メシを作って欲ほしいな」

　コットンの声がうわずった。

「え？　何？　それって……どういうこと？」

　ケルプはコットンの頭を抱いたまま答えた。

「答えは一つさ……聞きたいかい？」

　コットンは耳の先まで真っ赤になった。

　そして、こくん、とうなずいた。

　ケルプは、そのままの姿勢で、明るく言った。

「いやあ、俺……今月ピンチなんだ、外食する金がなくてさ……」

　コットンは目を見開くと、ケルプを突つき飛ばし、わめいた。

「金がないからメシ作れってことかーっ！」

「いやあ、調子に乗って若い連中を飲みに連れてったら金がなくなっちゃってさ。外食って意外と出費なんだよなあ」

「あんたって人は～っ！」

　ケルプはテーブルの周りを逃にげ回り、そのまま寝しん室しつへと逃げ込んだ。

　あとを追いかけたコットンは、ベッドの向こうに逃げようとするケルプを追いかけて、ベッドの上に乗り、手元にあった枕まくらを持ってそれで殴なぐり始めた。

　ケルプは笑いながら頭をかばってしゃがみこんでいたが、やがて、うめき声を上げてベッドに倒たおれこんだ。

「う～ん、やられた、名めい誉よの殉じゆん職しよくだ」

　そして、ひょい、とコットンを見上げて半分本気半分冗じよう談だんの混じったような口調で聞いた。

「今夜……泊とまっていく？」

　コットンは、耳の先まで真っ赤になったまま、手に持った枕を思い切り投げつけた。

「ばか！　冗談はやめてよね！」

　そして、そのまま寝室を出ていった。

　その後ろ姿を眺ながめながら、ケルプは頭を搔かいた。

「素直になれ、だなんて、俺も人のことは言えねえか……」
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　第二章　敵と敵







　帝てい国こく軍総そう参さん謀ぼう本部の中にある無数の会議室の一つ。

　作戦指導専用第四三三七会議室の中に並べられた半円形のテーブルの向こうに、帝国軍の軍服を着た十数人の男女が並んで座っていた。

　彼らの軍服の袖そでには、何重もの金モールがつき、肩けん章しようにはいくつもの星が光っている。胸ポケットの上についている略りやく綬じゆの数は、彼らが帝国軍の重じゆう鎮ちんであることを示していた。

　彼らの前には、それぞれの肩かた書がきと名前が書かれた名札が置かれているが、幾いく人にんかの名札の脇わきには黄色いランプが点灯している。

　ランプが点灯している者は、実際にこの会議室にいるのではなく、任地からバーチャル映像として参加していることを意味する。ひょっとすると、待機配備中なのかもしれない。

　やがて、会議室のドアが開き、若い男を従えた一人の初老の男が入ってくると、ざわついていた会議室がしん……と静まり返った。

　その場にいる将軍たちの視線のほとんどは、先頭に立つホーカム参謀総長ではなく、その後ろに従う若い男に注がれていた。

　若い男は、その値ね踏ぶみするような視線を受け止めても、眉まゆ一つ動かさぬままホーカム参謀総長に従って歩いて席に着いた。

　この会議に出席している者は皆みな、訓練された軍人であり、みだりに私語を交かわすようなことはない。しかし、部屋の中には、視線による会話がいくつも交わされていた。

　……あれが例のウワサの主か。まさか、あのような辺境の王家に血筋が残っていたとはな。

　……若いが、実に落ち着いている。ふてぶてしく見えるほどだ。

　……よほどの自信がなければあんな態度は取れない。死の淵ふちからよみがえっただけのことはあるな。

　……ウワサは真実、ということですかな。

　自分をめぐって、様々な思惑おもわくが入り混じった視線が飛び交っているその中で、若い男は席から立ち上がると、表情も変えずに言った。

「では、これより、知的生命体探査機構から送られてきた、最新の情報をお知らせします。オリアス、映像表示を始めてくれ」

『かしこまりました』

　電子人格の返事とともに、半円形の会議テーブルの中心部に一ひと抱かかえほどの大きさの三次元立体映像用の球形スクリーンが浮うかび上がり、見る見るうちにシャボン玉のように大きくなって、部屋いっぱいに広がった。

　気が付くと、会議室は、茶色く色づいた一面の麦畑になっていた。

　気候は初夏に近いのだろう、降り注ぐ日光の中で、遠くのなだらかな丘きゆう陵りよう一面に広がる麦畑の中を、自動刈かり入れ機らしい農業機械がゆっくりと動いているのが見える。

　オリアスの声が響ひびいた。

『これは、神聖ローデス辺境域クラナッハ教区統治領自治惑わく星せいモコトで、地元のマスコミによるニュース番組の収録中に記録された映像です』

　穏おだやかな田園風景の映像の背景に映る初夏の青空に、突とつ然ぜんいくつもの白い筋が走った。

　それは、真昼の流れ星だった。

　その数は百や二百ではすまなかった。

　白い光の筋は、青空全体から降り注いでいた。

　その映像の色しき彩さいが薄うすくなるのと同時に、ローデス辺境域の星域図が映し出された。

　外周部の十数個の惑星が赤く点てん滅めつし、その内側に青色の半はん透とう明めいの帯のようなものが映っている。

『赤い点滅は、すでに侵しん攻こうを受け壊かい滅めつした惑星を、青い帯はローデス軍の防衛ラインを意味します。ローデス軍は、この防衛ラインによって、異星人の侵攻を食い止めることに成功したかに見えました。しかし、先ほどの映像が記録された自治惑星モコトの位置はここです』

　オリアスの言葉が終わるのと同時に、辺境域の星域図が広がり、防衛ラインからかなり離はなれた場所の惑星が黄色く点滅した。

『位置関係を見ておわかりと思いますが、異星人は防衛ラインを回り込む形で侵攻を開始しました』

　星域図が消えるのと同時に、投とう影えいされていた三次元立体映像の場面が変わった。

　カメラが麦畑の中を進んでいく。

　やがて畑の真ん中にたどり着くと、そこに空いている大きな穴を見下ろした。

　穴の底には黒く焦こげた楕だ円えん形の隕いん石せきのようなものが土に半分埋うまっており、生物化学防護服を着込んだ軍の関係者らしい人間が、その隕石を掘ほり出そうとしていた。

　表に出ている部分から見ても隕石自体の大きさはそれほど大きなものではない、長さは二メートルほどだろうか。表面は鉱物質なのだろう大気の摩ま擦さつ熱ねつでガラス状になっている。

　再び映像が切り替かわった。

　どこかの研究室のようなところで、密閉されたケースの中に隕石が置かれている。

『この映像には、探査機構の主席生物学研究員である、ステラ・スターウェイ博士のコメントがつけられておりますので、それをお伝えします』

　オリアスの声が終わるのと同時に、落ち着いた大人の女性の声が流れた。

『彼らは、まず全長数百メートルの大型の母船を目的とする惑星の衛星軌き道どうに転移させます。母船は、大気圏けん内ないに突とつ入にゆうしながら、この小型の隕石型のカプセルをバラ撒まくのです。カプセルは地表に落下して約十二時間後に外がい殻かく部が砕くだけ、内部からある種の粒りゆう子しを吐はき出します。

　この粒子は、人類だけでなく、その地表に棲せい息そくする植物にとって致ち命めい的な因子をふくんだ細さい菌きんと胞ほう子しがふくまれており、この細菌と胞子によって、地球型の惑星は死の星と化します。

　一度カプセルの落下を許してしまえば、もはやそれに対たい抗こうする術すべはありません』

　映像が切り替わった。

　そこに映ったのは、繁はん茂もする異様な形状の菌類の映像だった。血のように赤く、炎ほのおのような形をした海草のような菌類が、無人の街を埋め尽つくしている。

　やがて、カメラがズームアップすると、遠くに動くものが見えた。

　ゆらゆらと陽炎かげろうが立ち上る向こうに動き回るのは、ザリガニのような節足生物と、そしてそのまわりに立つ異形の人間たちの姿だった。

　そう、そのシルエットはどう見ても人間だった。

　二足歩行し二本の腕うでを持ち、二つの目を持つその生き物は、人類と共通の進化をとげた生物であることを示していた。

　ステラの声が流れた。

『これがザナックスの姿を捉とらえた初めての映像です……ザナックスとは、探査機構の内部でこの異星人につけた名めい称しようで、ジャイナ教の神話に登場する魔ま王おうの眷けん族ぞくの名前で「すべてを食い尽くすもの」という意味を持っています……この映像を見たとき、我々知的生命体探査機構の研究員の間には、彼らとの間に交こう渉しようが成立するのではないか？　という希望的観測が流れたのも無理はありません。しかし、この姿はザナックスという生物の一形態にすぎないことが判明しました』

　映像が入れ替わった。

　それは傷ついた黒い豆の莢さやがドックに引き込まれてくる映像だった。

『これは、ザナックスの宇宙船の調査記録です』

　宇宙船の外がい壁へきにカッターが当てられるが、何度も失敗する。

　やがて、小型の陽子ビームが当てられ、やっと表面が溶よう融ゆうを始めた。

『ザナックスの宇宙船の外壁は、金属とも有機物ともつかぬ、非常に堅けん牢ろうな物質でできています。まったく異なる性質の物質が分子レベルで融合したこのような材質を生産する方法は我々人類にはありません』

　切り開かれた豆の莢の内部は胎たい児じの胎たい盤ばんのようなもので埋め尽くされていた。

『宇宙船は、数個の生命体の複合体でした。細さい胞ぼうを分ぶん析せきした結果は驚おどろくべきものでした。彼らには、定形が存在しないのです。地表で歩くザナックスも、この宇宙船のようなザナックスも同じものなのです。もしかすると、地上を歩き回るあの節足生物のような生き物もまたザナックスの一種かもしれません。

　彼らは文字も言語も持たず、一種の感覚器官で相そう互ごのコミュニケーションをとり、高度の社会性を保っているものと思われます』

　画面は繁茂する異様な菌類に戻もどった。

『この菌類こそがザナックスのすべてを支えているのだとわたくしは考えます。この菌類は大量の酸素と水と日光を必要とします。そして地表のすべての有機物を吸収し、結けつ晶しよう体たいとして実らせます。ザナックスはこの結晶体を採取し、それをどこかに運んでいます。彼らにとってこの結晶体は食物でありエネルギー源であり、そして宇宙船となる身体からだを作る材料なのです。

　彼らに工場は必要ないのです。金属の採鉱も精せい錬れんも、そして食品の加工も必要ない。この菌類は、彼らにとってまさに究極の作物なのです』

　再び画面が切り替わり、ローデス風の刺し繡しゆうを施ほどこしたローブを着た一人の理知的な風ふう貌ぼうを持つ三十歳くらいの女性を映し出した。

　その女性は一礼すると、今まで流れていたナレーションと同じ声で話し始めた。

『帝てい国こく軍首脳の皆みな様さま、初めまして。わたくしは知的生命体探査機構の主席生物学研究員のステラ・スターウェイと申します……』

　ステラは、自分の着ているローブに一いつ瞬しゆん目を落としてから顔を上げた。

『この聖衣をご覧になればおわかりと思いますが、わたくしはローデス教皇院長エンデロ様にお仕えする者で、正三位の位を戴いただくローデスの人間です。わたくしはこの五年間、純じゆん粋すいな学術組織である知的生命体探査機構に所属し、帝国の科学者の方と協力して研究に当たってまいりました。探査機構の中では、ローデスも帝国もありませんでした。同じ人類という共通の価値観を持つことができたのです。

　わたくしたちローデスの民たみと、あなた方帝国の国民は二百年の間、争い続けてきました。この二百年にわたる恩おん讐しゆうを忘れ去り、友として歩むことは一いつ朝ちよう一いつ夕せきには不可能かもしれません……しかし、友でなくとも、せめて今は、わたくしたちを敵として見ないでいただきたいのです。

　帝国軍の皆様のご理解と慈じ悲ひにおすがりして、わたくしの報告を終わらせていただきます』

　ステラ博士が一礼し、映像が消えるのと同時に、オリアスの基本形態である中年の実直そうな男の姿が現れた。

『探査機構からの概がい要よう報告は以上です。ザナックスの宇宙船、及および降下カプセルとその内容物に関しての詳しよう細さいなデータが添てん付ぷされておりますが、それについては総参さん謀ぼう本部のデータベースに登録してありますので、各自でアクセスして確かく認にん願います』

　オリアスの言葉が終わるのを見計らっていたように参謀総長の脇わきに座っていた若い男が立ち上がった。

「この報告を基にして、これより討議を行いますが……その前に五分間の休きゆう憩けいをとりたいと思います。五分後に再び集合願います」

　若い男の言葉とともに会議室に漂ただよっていた緊きん張ちよう感かんが消え、列席者が席を立って三々五々隣となりにある控ひかえ室しつに向かって歩き始めた。

　そのざわついた雰ふん囲い気きの中で、参謀総長であるホーカムは、腕を組んだまま沈ちん黙もくしていた。

「ホーカム閣下、何かお飲み物でもお持ちしましょうか？」

　そう尋たずねた若い男を見て、ホーカムは首を振ふった。

「いや、いい。それよりも君が控え室に行くべきだ、チャマー・シザーズ」

「将軍の方々と顔つなぎをしろ、ということですか？」

「それもあるが……君の血筋について、色々言われていることは私もよく知っている……詮せん索さくされたくないということもな。しかし、黙だまっていては風評はひどくなる一方だ。情報を与あたえることによりコントロールするという方法もあるのだぞ」

　チャマーはうなずいた。

「はい、そういう方法もあるということは存じております。しかし、いくら私が正しい情報を提供したところで、それによってすべてコントロールできるわけではありません。人間とは自分の信じたいことを信じ、自分の見たいものしか見ない生き物ですから……」

　ホーカムは眉まゆをひそめた。

「放置するというのかね？」

　チャマーは薄うすい微び笑しようを唇くちびるの端はしに浮うかべてうなずいた。

「はい、私は沈黙を続けるつもりです。この沈黙の意味を相手がどう取るか、それは相手が判断すればいいことです。そして、その判断をどう利用するかは私の判断ですから」

　ホーカムはつぶやくように言った。

「底冷えがするような台詞せりふだな……君の本心を知らなければ、私は君を副官にしたことを後こう悔かいしただろう」

「ありがとうございます」

　そう言って一礼したチャマーの顔に一瞬感情の色が走ったのを、ホーカムは見み逃のがさなかった。

　……この若者は、自分を出さぬことに慣れている。

　この若さでそれができる人間はそう多くない。彼は、経験によってそれを学んだのだろう。

　……アウトニアの王子として。

　会議室に、休憩時間が終わることを告げるメロディーが流れ、控え室で一服していた軍の高官たちが三々五々戻り始めた。

　やがて、出席者がすべて席に着き、会議室と控え室の間にある扉とびらが閉じられるのと同時に、半円形のテーブルの中心にオリアスが立った。

『では、討議を開始する前に、現在の神聖ローデス国内の状じよう況きようについて、帝国情報部から報告させていただきます。先ほどの探査機構の報告のとおり、ローデス辺境域における異星人……ザナックスの侵しん攻こうは、ローデス軍の防衛ラインを回り込む形で開始されました。星域図を表示いたします』

　オリアスが右手を上げると、そこにローデス国内の星域図を表示した三次元球体スクリーンが現れた。

『先ほどの報告では触ふれられておりませんでしたが、実際には異星人はクラナッハ教区だけでなく、ラオコーン教区、ユリウス教区の三箇か所しよから同時に侵攻を開始したものと思われます。

これはローデスにとって予想外のできごとだったらしく、対応が遅おくれたため、侵攻を受けた十四の惑わく星せいがすべて壊かい滅めつした模様です。この十四の惑星のうち四個は開かい拓たく惑星ではないローデス領内にある独立惑星で、これによる死者の数は百七十億人に達するものと思われます……』

　オリアスが告げた死者の数を聞いた列席者の間から低い呟つぶやきが漏もれた。

『ローデス軍は、侵攻を食い止めるために戦線の建て直しを図はかっておりますが、枢すう密みつ軍と教皇軍という二つの命令系統による軍の不統一、及び大量に発生した避ひ難なん民みんの輸送や受け入れ態勢が整っていないことと相まって、効果的な手が打てない状況です』

　オリアスの説明が終わるのと同時に、右手を上げた一人の初老の将官の映像が正面のスクリーンに投とう影えいされた。

　帝てい国こく軍の会議のシステムは、発言の意思を表すと、自動的に映像が投影されるようになっている。

　スクリーンに映った将官は、オリアスに向かって聞いた。

「第一方面軍のシェルバーンだが、一つお聞きしたいことがある」

『どのようなことでしょうか？』

「今、オリアス殿どのは、ローデスは効果的な手が打てていないと言ったが、それはつまり、ローデスは異星人……その、ザナックスとやらに負けているということかね？」

　オリアスはうなずいた。

『左様です。ザナックスを駆く逐ちくできないことをもって敗北と定義するなら、明らかにローデスは敗北を続けております』

　シェルバーン将軍は満足そうな微笑を浮かべた。

「願ったりかなったりだな。我々が何もしなくても、ローデスが敗北してくれるなら、これほどありがたいことはない」

　会議室の中に同意を意味する呟きが広がったとき、中ほどにいた赤毛の体格の良い将軍が手を上げた。

「近衛このえ師団のカムデンだが、私はそれは生ぬるいと思う。座してローデスが敗北するのを見ていることはない、これは、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスではないか！　ローデスを滅ほろぼすのは、今、このときである！　ただちに侵攻すべきである！　そしてその先せん鋒ぽうは我わが近衛師団にお任せ願いたい！　我々は生まれ変わった。アリクレストの小こ姓しようだったころの近衛師団ではないのだ！」

　気を吐はいている赤毛の将軍の斜ななめ後ろにいた、一見インテリ風の将官が手を上げると、なだめるような口調で言った。

「帝国軍主計部のリッチモンドだが、少し反論させていただきたい。再編制した近衛師団を任されたカムデン少将が血気にはやるのも無理はないが、帝国軍は疲ひ弊へいしている。第九次桃もも星ぼし決戦の痛手も回復せぬうちに、帝国を二分してマルス家どもと争ったのだ。とても攻こう勢せいに出られるような余よ裕ゆうはない。今は様子を見ることに徹てつするべきだと思量する」

　シェルバーン将軍がうなずいた。

「そのとおりだ、今は動くときではない。ローデスは、長年にわたる帝国の仇きゆう敵てきであり、我が軍の存在理由はそのローデスという国家体制をこの世から消しよう滅めつさせることだ。……まあ、なんと言うか、他人がそれをやるのを、傍はたで見ているだけというのは、軍人として給料泥どろ棒ぼうをやっているような気分になるのも無理はないが」

　会議室に低い笑い声が満ちるのと同時に、居い並ならぶ将軍たちがうなずくのを、一番前の席に座って見ていたホーカム参謀総長は、小さく首を振ると、その場に立ち上がった。

　そして、列席者を見回すと静かに言った。

「一つ私から言わせてもらいたいのだが……諸君らは少々思い違ちがいをしているようだ。我々の敵はローデスである。そしてその敵であるローデスは我々とは違う敵と戦っている。諸君らはそれを喜んでいる……しかし、よく考えて欲ほしい。もし、ローデスが、ザナックスと呼ばれるあの異星人に負け、この世から消滅したとき、それを喜ぶことができるのかね？　戦いはそれで終わるわけではないのだ。次にザナックスと戦うのは、どこの誰だれだ？」

　そして、ホーカム参謀総長は、厳しい顔で言葉を付け足した。

「敵の敵は味方ではない。敵の敵もまた、敵なのだぞ……」

　会議室は一いつ瞬しゆん、静まり返ったが、すぐに声が上がった。

　一番後ろの席に座った、若い将官だった。

「第二方面軍の参謀グラフトンですが、もし、ローデス滅めつ亡ぼう後にザナックスと戦うとしても、ザナックスは、ローデスとの戦いで疲弊しているはずです。これを打ち破るのは容易たやすいと思量します！」

　この発言に対し、いくつかの賛同の呟きが上がった。

　そのとき、ホーカム参謀総長の隣となりに座っていたチャマーが手を上げた。

　正面のスクリーンに投影されたチャマーはゆっくりと言った。

「参謀総長副官のチャマー・シザーズです。グラフトン閣下の今の発言について、真意をお伺うかがいしたい。ザナックスの侵しん攻こう目的は、いわゆる開かい墾こんと同じであり、支配下の惑わく星せいで個体数を維い持じ、もしくは繁はん殖しよくさせるために栽さい培ばいを行うと思われる。だとすると、ローデス滅亡時に、ザナックスの支配下に置かれている惑星の数はどれほどのものになるとお考えか？　神聖ローデス連合の領地内に存在するいわゆる水・酸素型の惑星のすべてで、ザナックスが繁殖した場合、その総数はどれほどのものになるとお考えなのか？　そしてこれを迎むかえ撃うつことも容易いと思われるのか？」

　会議室が一気にざわついた。

　攻こう撃げき論を唱えていたカムデン少将が手を上げた。

「ローデスの惑星がすべてザナックスの手に落ちたとしても、それがそのまま戦力の増大になるとは限らない！　それに、オリアス殿が言っていたとおり、ローデスは軍を二つに分けるというじつに不合理な戦い方をしているのだ。分力は総力に劣おとるというのは常識だ！　帝国はローデスより優すぐれている。ザナックスがどれほどのものであろうとも、打ち破ることは容易いはずだ！」

　チャマーは手を上げた。そして、カムデンを見ながら、実に冷静に答えた。

「帝国は優れていると思うのは結構です。しかし、希望的観測と事実を混同しないでいただきたい。オリアスの言っていたローデス軍の不合理さは、確かに欠点であり、我々より劣っている点です。では、帝国が優れ、ローデスが劣っているとするならば、なぜ我々は、その劣っているはずのローデスに、二百年間勝てなかったのですか？」

　カムデンはむっとした顔になったが、何も言わなかった。

　チャマーは言葉を続けた。

「ローデスは確かに構造的な欠けつ陥かんを抱かかえた軍です、だが、決して弱いわけではない。宗教的情熱に支えられた彼らの戦いぶりは、ご存じのはずです。特に教皇院の指揮下にある黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たいの勇ゆう猛もうさを否定できる者はいないと思います。しかし、その、勇猛さで知られた黒色僧騎兵艦隊が、緒しよ戦せんでザナックスに敗北しているのです！　アウトニア連合艦隊司令長官だったマイド閣下の報告レポートをお読みになっているはずです。

　黒色僧騎兵艦隊の敗北理由は、ザナックスの戦い方がこちらのセオリーになく、戦い方がわからなかったという点にあったことは事実ですが、それを差し引いたとしても、ローデスが弱いという理由にはなりません。ローデスは強いのです……我々と同じように」

　列席者の顔に浮うかぶ不満の色を見て、ホーカムは思った。

　……チャマーの言っていたことはこれなのだな。

　人は、信じたいものしか信じない。どんな事実を突つきつけられても、その中にある自分が見たいものしか見ようとはしない。それ以外の事実を見せようとする者は忌いみ嫌きらわれる。

　ホーカムは自分の横に立つ若者の横顔を見上げた。

　その若者の目には、決意の光があった。

　それは、あえて忌み嫌われる道を歩むことを決意した光だった。




　二時間後。

　会議が行われていた総参さん謀ぼう本部の建物から、前後を憲兵隊の警護車に守られた地上車が走り出した。

　一見ごく普ふ通つうの高級車のように見えるその流線型の黒くろ塗ぬりの地上車は、実は対戦車用のミサイルやハンドビームの攻撃を受けても耐たえられるように設計された高官用の特別車だった。

　ナビゲーションシートで、情報端たん末まつを操作し、議事録の確かく認にんを行っていたチャマーがつぶやくように言った。

「もうすぐ日付が変わりますね……それにしても、こんな時間にアポイントメントが取ってあるなんて、ロッホ内務大臣はいつ寝ねているのでしょう？」

　後部座席に深く座ったまま、ホーカムは少し笑いをふくんだ声で答えた。

「その点については、おたがいさまだな」

　チャマーは肩かたをすくめた。

「確かにおっしゃるとおりです」

　ホーカムは視線を窓の外に移した。

　昼と見まごうほどの照明に、煌こう々こうと照らされている帝てい都とピクネクトスの夜の街並みを眺ながめながら、ホーカムは、つぶやくように言った。

「二百年の呪じゆ縛ばくは、そう簡単に解けるものではない。それがよくわかった会議だったな」

「ローデスは不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である……これは帝てい国こく軍の……いえ、帝国臣民すべてに教義ドグマとして染しみ付いています。これを取り除くことは容易ではありません」

「ローデスが変わりつつあるのだ、我々も変わらねばなるまい……」

　チャマーは情報端末から顔を上げた。

「閣下は探査機構のステラ博士の報告を、ローデスからのサインだとお考えなのですね？」

　視線を窓の外に投げたまま、ホーカムはうなずいた。

「ローデスの総意ではないだろうが、教皇院は、明らかに探査機構という外交チャンネルを用いて我々に対し同盟と援えん助じよを求めておる」

「同盟と……援助ですか？　お言葉ですが、私はそれほどまでに窮きゆうしているとは思えません。先日の休戦協定締てい結けつの際も、ローデス側は、かなり高姿勢でした」

「虚きよ勢せいだよ。先ほどの会議のときのカムデン少将ではないが、ローデスは帝国が背後から攻せめてくるのではないかと、本気で恐おそれておるのだよ。ザナックスの侵攻による被ひ害がいは、おそらく我々の想像を超こえているだろう。損害の程度を一いつ切さい公表しないことからもそれはわかる」

「オリアスの報告には、すでに百数十億の人命が失われている、とありましたが……」

「あれは、こちらで確認できた、確実な数字だ。実際にはその数倍の犠ぎ牲せい者しやが出ていてもおかしくはない……」

　ホーカムは顔を正面に向け、車内モニターに映るチャマーの目を見て言った。

「惑わく星せいサングリューからの脱だつ出しゆつと同じことを、数十箇か所しよの惑星で同時に行わねばならないのだ。まして今回ザナックスの侵しん攻こうを受けた惑星は、開かい拓たく惑星でも自治惑星でもない、その十倍以上の人口を擁ようする独立惑星なのだ……たとえばこの帝てい星せいブックスで同じような大脱出をやらねばならないとしたら、どれほどの混乱が生じると思うかね？」

　チャマーは視線を地上車の窓に向けた。

　天に向かって伸のびる無数の高層ビルの向こうに、遠く居住区の明かりがシャンデリアのように輝かがやいていた。

　……この帝都ピクネクトスの住民だけで約七百万人。惑星全体の人口は十五億人。

　その、すべての人々の衣、食、住、を保障し、統とう率そつし、秩ちつ序じよを持たせ行動させなくてはならないとしたら、それはどれほど煩はん雑ざつな作業だろうか？

　そして、脱出や避ひ難なんはイベントではない。二日や三日で終わってしまうものではない。避難先では、この星で暮らしていた人々の日常が続くんだ。

　あの、アウトニアを追われた国民と同じ難民としての生活が待っているのか……。

　そこまで考えたとき、チャマーは胸を何かに突かれたような気がした。

　……いや、違ちがう。アウトニアの国民とは違うんだ。

　アウトニアを追われた国民には希望があった。いつか、再びあのユーマに帰ることを夢見ることができた。しかし……ザナックスに追われた人々は、二度と再び自分の星に帰ることはできないのだ。

　チャマーは半分呆ぼう然ぜんとしたように答えた。

「すべてを失い、そして安住の地も保障されず、希望を失った何億という人々を抱かかえ込むということが、国家と社会にとって、どれほどの負担になるのか……想像もつきません」

　チャマーの答えを聞いたホーカムは、沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずいた。

「ザナックスの侵攻を受けるおそれのある惑星の居住民全員を避難させ、輸送することができる装備と人員を持っている組織は軍隊だけだ。しかし、それらの装備と人員は、軍隊の本来の任務、つまり侵攻してくるザナックスを撃げき退たいするために使うべきものだ。補給も輸送もそれほど余よ裕ゆうがあるはずがない。

　ローデス軍がいかに勇ゆう猛もう果か敢かんでも、補給兵へい站たんが確立されていなければ、本来の戦力の五割も出せぬだろう。ローデスは輸送能力の限界の前に敗北するであろう、と断言したあのマイド・ガーナッシュ閣下のレポートは、おそらく正せい鵠こくを射ているよ……」

　そこまで言ったとき、ホーカムは何かに気づいたように口調を変えた。

「そういえば……マイド閣下とともに脱出した妹さんの容態はどうだね？　このブックスの中央医い療りよう局の再生医療センターに入院しているそうだが……」

「お心こころ遣づかい痛み入ります。おかげさまで順調に回復しているそうです……マイド閣下が付き添そっておりますから、心配はしておりません」

「そうか、ならば兄とはいえ君の出る幕ではないな」

「確かに、そのとおりです」

　そう言ってうなずいた後で、チャマーは、考え込むような顔つきになった。

「それにしても、今回のサングリュー脱出の現場に、マイド閣下が居合わせたことは、我々にとって不幸中の幸いとしか言いようがありません。あの方が、その体験を基もとにしてお書きになったサングリュー・レポートには、ザナックスの侵しん略りやく行動の概がい要よう、ローデスの対応と惑星脱出の方法。そのすべてについて、検証と推察が加えられております。あれには、我々が今、どんな状じよう況きよう下にあり、そして何をすべきか明確に記されております。帝国軍人ならば……いえ、帝国の臣民のすべてに読んでもらいたいものです」

「しかしジャーナリズムは、あれをトンデモ本扱あつかいしておる。ローデスは敵、というスタンスから見れば、あのレポートでマイド閣下が述べていることは荒こう唐とう無む稽けいなＳＦもどきの概がい念ねんでしかないのだろう。先ほどの会議の将軍たちと同じだよ、二百年の間寄りかかってステロタイプな社説や意見を書かせてくれた価値観、メシの種と言った方がいいかもしれんが、こいつから離はなれるような冒ぼう険けんはしたくないのだろうな」

「冒険をしたがらない人間を、冒険させる方法は一つしかありませんよね」

　チャマーの答えを聞いたホーカムは笑った。

「そうだな、我々は、これからそれをやりに行くわけだ。二百年の間、居い心地ごこちの良い部屋に引きこもって自分に都合の良い夢だけを見続けていた人間を、現実のまっただなかに放ほうり込むために……」

　専用道路を快走していた地上車は、速度を落としながらカーブを曲がり、そのまま内務省のある大きな建物に吸い込まれていった。
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　第三章　天国と地獄







　連れん絡らく通路と連れん絡らく艇ていのエアロックが密着し、ドアが開くのと同時に連絡艇の艇内に、ローデス領マドセン教区の中心部にあるリンガム中ちゆう継けい基地の内部の空気が流れ込んできた。

　饐すえたような臭においをふくんだ空気が、連絡艇に乗っていたドーダイ少将の鼻を、つんと突ついた。それは、汗あせや排はい泄せつ物ぶつなどの人間の身体から出る分ぶん泌ぴつ物ぶつが酸化したときの臭いだった。

　この中継基地の空気清せい浄じよう機能が劣れつ化かしている、というより、設計値をはるかに超こえた人数を収容していることの証明だった。

　その空気を吸いながらドーダイは、このリンガム中継基地の跳ちよう空間ゲートから出たときに連絡艇の窓から見た光景を思い出していた。

　いくつもの立方体のモジュールを組み合わせたような形をしているリンガム中継基地の外側に、数百隻せきの貨物船や貨客船が群がって停てい泊はくしているさまは、角砂糖にたかるアリの群れを想像させた。

　ザナックスの侵しん攻こうを受けた惑わく星せいから命からがら逃にげ出した難民たちを乗せた船たちが、ここで補給を受けているのだ。

　あの、すべての船にも、足の踏ふみ場ばもないほどに難民が詰つめ込まれているのに違ちがいない。

　ローデスの中ちゆう枢すう部にいる人間にとって、戦争とは憎にくきライバルを引きずり降ろし、自分がその地位に取って代わるための権力争いの道具でしかなかった。

　負けて領土を失えば、その責任をライバルに押し付けて失しつ脚きやくさせることができるし、勝って領土が広がれば、勝利の美酒のおこぼれに与あずかることができる。

　あいつらにとって戦争とは、勝っても負けても利益になる、美味おいしいイベントだった。

　しかし、今度の戦争は違ちがう。

　負ければ、次はない。

　死しに物もの狂ぐるいで戦い、膨ぼう大だいな犠ぎ牲せいを出して勝ったとしても、手に入れることができるのは、ただ生き延びるという権利だけなのだ。

　……そのことに、いったいどれほどの人間が気づいているのだろう。

　ドーダイが、連絡通路から中継基地の廊ろう下かに繫つながる気密シャッターの前に立つと、シャッターの脇わきにある保安員の詰め所から方面軍の部隊章をつけた若い将校が出てきて、ドーダイに敬礼した。

「お待ちしておりました。この基地には避ひ難なん船せんのキャパシティを超えた難民を一時的に収容しておりますので、何か不都合があってはなりません。私が作戦会議の行われる総合指揮室までご案内します」

「ご苦労」

　ドーダイが軽く会え釈しやくを返すのと同時に、音もなく気密シャッターが左右に開いた。

　若い将校の言葉のとおり中継基地の中には人があふれていた。

　倉庫や居住区に収容しきれない難民たちが廊下の両側にうずくまっている中を、案内の将校はこともなげに歩いてゆく。

　床ゆかに座り込みうつろな目で一点をみつめたままの老人。

　すすり泣く女の泣き声。

　咳せき込む老女の背中をさする少女。

　絶望と恐きよう怖ふと不安。

　もはやその顔には怒いかりすら浮うかんでいなかった。

　難民は誰も皆みな、同じような灰色の表情に見えた。

　……情勢の悪化はすべてのシステムをめちゃくちゃにしてしまった。食料も医薬品も、なにもかもが不足している。そして、弱い人から次々に死んでいく。

　もはや、それをなんとかできる状態ではない。

　ドーダイの意識の中に、急に笑いが浮かんだ。

　それは自じ嘲ちようの笑いだった。

　……人類は、本当に進歩しているのか？

　俺たちは大昔の人間なんかよりずっと進んだテクノロジーと社会のシステムを持っているんじゃないのか？

　宇宙の端はしから端まで自由に旅ができるだけのテクノロジーを持ち、数万の戦せん艦かんを一糸乱れぬ動きで統とう率そつできる我がローデス軍が、なぜ、あの母親、あの子供一人助けられないのだ。

　この北辺の惑星に住む人間の数は一億人から五億人。その、すべての人間に衣食住を保障することなど、だれも経験したことがなかった。いや、そんなことが必要になるなんて考えたこともなかった。

　しかし、それは現実の問題として俺たちに突きつけられている。

　ザナックスに侵しん略りやくされた惑星は増え続け、それに合わせて難民の数もまた加速度的に増えてゆく。そして、その難民を受け入れる態勢はほとんどできていない。

　ドーダイの脳のう裏りに、この中継基地の周りに群がる船たちの姿が浮かんだ。

　着の身着のままで逃げてきた彼らを、いきなりそのままどこかの惑星に放ほうり出すことに比べれば、それなりの設備のある船に乗っていた方が、まだマシなのだ。




　総合指揮室に足を踏み入れたドーダイを迎むかえたのは、敵意に近いほどの冷たい視線だった。

　このマドセン教区の教区長は、ローデスの二大勢力の一つ枢すう密みつ院いん派の有力者であり、この地区の防衛を担当しているのはローデス軍の枢密軍なのだ。

　そしてドーダイの所属する教皇軍は、同じローデス軍でありながら、敵であり競争相手でもあった。

　教皇軍の士官であるドーダイの軍法会議が、このマドセン教区の基地で開かれた理由もそこにある。枢密軍の参さん謀ぼうたちにとって、教皇軍の参謀であるドーダイはよそ者でしかないのだ。

　指揮室に足を踏ふみ入れたドーダイの耳に、居並ぶ枢密軍の参謀たちが交かわすひそひそ話が聞こえてきた。

「あれが、あのドーダイ少将か……」

「あの男一人を救うためにわざわざ教皇エンデロ様が軍法会議で証言されたそうだな……」

「それにしても、エンデロ様は慈じ悲ひ深ぶかい。我わが枢密軍の総司令官であるアウディエンシア卿きようでは到とう底てい考えられないことだな」

「まして、あろうことか軍法会議で無罪となったばかりか、なんと少将に昇しよう任にんしおった」

「地じ獄ごくから一気に天国まで駆かけ上ったわけか」

「よほど太い繫がりがあるのだろうな……あやかりたいものだ」

　ドーダイは腹の中で、その参謀たちを笑った。

　……エンデロ様が慈悲深いだと？　地獄から天国に駆け上っただと？　とんでもない、あの御お方かたほど厳しい方はいない。

　あの御方は要するに俺に、死んで楽になることは許さん、生きて給料分の仕事をしろ、と言ったんだ。




　作戦会議は、現状の確かく認にん作業から始まった。

　総合指揮室の中央に浮かんだ球形スクリーンに映し出された神聖ローデスの領域の外がい縁えん部が赤色とそして黄色に染まっていた。

　赤色は完全にザナックスの支配下に置かれた星域であり、黄色は侵しん攻こうの可能性があるために、住民に避ひ難なん命令の出ている星域だった。

　赤色はローデス領の約二割。黄色に至っては四割近くに達していた。

　球形スクリーンの下に立ったドーダイは、手にした映像コントローラーを操作しながら説明を加えた。

「ザナックスの侵攻方法は、まず侵攻目標となる水・酸素型惑わく星せいの存在する恒こう星せい系内に、先行偵てい察さつ部隊を転移させ、惑星環かん境きようを確認した上で、因子と胞ほう子しを内蔵した隕いん石せきを抱かかえた『頒種船たねまき』を転移させ、衛星軌き道どうに移動したあとに、大気圏けんに突とつ入にゆうさせて、自由落下中に内蔵した隕石をばら撒まく、という方法で進められる。

　そして、目標の惑星に居住する人類と生態系を滅めつ亡ぼうさせ、自分たちの畑にしたあとにそれを守るための戦せん闘とう部隊がやってくる、という三段階の侵攻方法をとっていた……」

　ドーダイがコントローラーを操作すると画面が切り替かわり、どこかの恒星系の概がい略りやく図ずが映し出された。

　恒星系の惑星軌道上に数十個の青い点てん滅めつが浮かび上がる。

「我々は、侵攻を受けると予測される星域内に、小数の戦闘艦かんで編制した迎げい撃げき艦隊を多数配置して警けい戒かいラインを何重にも張り巡めぐらせ、先行偵察部隊と頒種船たねまきが転移してくるのを感知するとその場に艦隊を差し向け、撃げき破はするという作戦を展開してきた。しかし先週末に、このマドセン教区に隣りん接せつする教区内に転移してきたザナックスは、今までの方法とは異なる方法で侵攻してきたのだ」

　球形スクリーンの中の映像が切り替わった。

　そこに映っていたのは、無数の黒い莢さやによって守られた頒種船の姿だった。

「これは先週末にリュングマン星域に転移してきたザナックスの侵攻部隊の映像だ。今までと違ちがい頒種船を護衛するように戦闘艇ていが周囲を固めている。明らかに我々の迎撃方法から学習しそれに対応したものであり、このことからもザナックスには我々の概がい念ねんで言うところの知性が存在するものと思われる」

　一人の将官が手を上げた。

「それはつまり、今までのような小規模の艦隊を数多く配置するという方法ではザナックスの侵攻を防げないということか？」

　ドーダイはうなずいた。

「今までのようにはいかんのだ！　もはやザナックスの侵攻部隊は無防備ではない。迎撃艦隊の編制を見直す必要がある、私はそれを諸君らに告げにきたのだ。もはやそれぞれの軍令部の指示に従っているときではない、最前線を守る者どうしで情報を交こう換かんし、状じよう況きように素す早ばやく対応しなくてはこの戦いには勝てない！　諸君、見るべきは上役の顔色ではない、隣となりで戦っている戦友の戦いぶりなのだ！」

　枢すう密みつ軍の将官が不満そうに言った。

「情報だけ貰もらってもなんにもならん！　守るべき区域は広大で、戦力は薄うすい。ザナックスの編制の変化に対応しろというのはたやすいが、それだけの数の戦力を一体どこから持ってくるのだ！　現状の戦力では、我が軍の担当する守備範はん囲いは到底守りきれん！」

「そうだ、まして、輸送補給部隊は難民に対する食料の配給、生活の維い持じ、輸送のために手いっぱいなのだ！　これ以上の戦力の拡大に対応できるわけがない！」

「無理なことは無理だ」

　ドーダイは、将官たちを見回して言った。

「……私は、問題が山積していることは十分承知の上で、申しておる。私が担当しているヨルゲンセン教区には、おそらく一週間以内に本隊の侵攻があると思われる。そして次にザナックスの侵攻目標になるのは、間ま違ちがいなくこのマドセン教区だ。我々の仕事は燃え広がる山火事を消すことだ。目前に迫せまる炎ほのおを見て　ホースが足りない、水が来ない、と理由を並べ立て、自分の責任を回かい避ひすることではない！」

　誰だれかが憎にく々にくしげに言った。

「教皇軍の腰こし抜ぬけめ、自分たちができなかったことの尻しり拭ぬぐいを我々にさせるにしては、ずいぶんと態度がでかいな。お前らが護まもれなかった教区の難民どもが、流入してきたために、我々の補給輸送計画はめちゃくちゃにされたのだぞ！　どれもこれも皆みな貴様ら教皇軍のせいではないか！」

　ドーダイはにっこり笑った。

「今のお言葉を聞いて安心したよ。さすがに枢密軍の方々は頼たのもしい。ついさっきまで泣き言を並べ立てていた方々とは思えませんな」

　何人かの将官の顔色が変わった。

　しかし、その将官たちが怒ど号ごうを張り上げる寸前に、その機先を制するようにドーダイが叫さけんだ。

「教皇軍だ、枢密軍だ、と何を馬ば鹿かなことを言っているんだお前らは！　まだ気が付かないのか！　俺たちはなんのために軍人をやっている！　仲間内で争うためか？　お前らの敵は誰だ！　俺か？　おもしろい、だったらまた俺を神の敵として軍法会議にかけろ！　俺が銃じゆう殺さつになってそれでザナックスが侵攻をやめるなら喜んで撃うたれてやる！」

　総合指揮室が静まり返った。

　目の前の男は、主席異い端たん審しん問もん官かんの軍法会議にかけられ、そこから生せい還かんした唯ゆい一いつの男だった。

　それが何を意味するのかそれに気づかぬ者はいなかった。

「教えてやろう……本当の神の敵は、お前らだ！　そして俺だ！　俺たちの心の中に巣食う私利私欲だ！　目を覚ませ！　現実を直視しろ！　今、ここで行われている戦いは、自分の出世のためでも誰かの利益のためでもない！　ただ生き残るためだけの戦いだ！　ザナックスに侵しん略りやくされた星は、酸素も水も有機物も一いつ切さいのものを失う……あいつらは全部持っていく！　あとには何も残さない！　この意味がわかるか？　たとえここに新兵器があって、一いつ瞬しゆんにしてザナックスを全ぜん滅めつさせることができても、難民たちの帰る場所はもうないんだ！　失地回復はありえない、喪うしなわれた星は永久に喪われたままだ！　俺たちは今、本当に取り返しのつかない戦いをやっているんだぞ！」

　居並ぶ将官たちを見回したあとで、ドーダイは手首についている汎はん用よう端たん末まつの画面を確かく認にんし、小さくつぶやいた。

「……時間だな」

　そして、顔を上げると手元のコントローラーを操作した。

　球形スクリーンに浮うかび上がったのは、教皇院長のエンデロと、その脇わきに立つ見慣れない姿の男だった。

　居並ぶ最高会議の出席者たちが、すべてローデスの聖衣をまとっている中で、その男が着ているのは、どう見ても帝てい国こくの礼服だった。

「これは実じつ況きよう画面だ、今、ローデスの帝てい星せいで行われている最高会議の画面とリンクした」

　ざわつく将官たちを見回してドーダイは突つき放すように言葉を付け足した。

「教皇軍だの枢密軍だの、くだらないことにこだわってるお前らには、想像もできないことがこれから始まる！　目先のことしか見えないその目を見開いてよく見るがいい！」




　一ヶ月後。

　難民支し援えん局輸送船団の旗き艦かんである輸送船シャテル・ローのメインブリッジから目の前に広がるピンク色の空間を眺ながめていたエリス・トゥナイツは、感かん嘆たんしたように言った。

「本当に……桃もも色いろをしているのですね」

　エリスの横に立つ民間船の船長の白い制服を着た五十代の男が答えた。

「ええ、あそこがこの桃もも星ぼし空域の中でもっとも狭せまい部分です。まわりの白色矮わい星せいの重力波を受けた星間物質が、ああやって発光するために付けられた名前です」

　船長の後ろに居た同じ白い制服の袖そでに一等航宙士の袖そで章しようをつけた若い男が付け足した。

「……この星域で、ローデスと我わが帝国は二百年戦い続けてきました。この地で命を落とした者の数は累るい計けいで数億とも数十億とも言われています。あの桃色の光は、この地で死んだ者の魂たましいの色だと言う者もいます」

「確かに、一ヶ月前のあの瞬しゆん間かんまで、ここは最前線の戦場だったのですよね……」

　エリスの言葉を聞いた船長は、緊きん張ちようした面おも持もちで首を振ふった。

「いえ。ここは今でも戦場です……帝国もローデスもこの星域に、無数の浮ふ遊ゆう機き雷らいや、動くものを感知すれば自動的にビーム砲ほうを撃つ自動砲台などを設置してきました。今回の船団通過にあわせて両国で機雷撤てつ去きよや、自動砲台の停止をすすめてきましたが、二百年の間に記録が滅めつ失しつし、配置場所のわからなくなったものがあるおそれがある、とのことです。油断はできません」

　船長の緊張した顔つきを見ながら、エリスは一ヶ月前の、あのニュース映像が帝国とローデスの両国に流れたときのことを思い出していた。

　それは、ローデスの玉座に座る国家指導者コマキン三世の前で片かた膝ひざを床ゆかにつき、臣下の礼をとる帝国内務大臣ロッホ・トゥナイツの映像だった。

　その映像には続きがあった。

　コマキン三世が玉座を立ち上がり、ロッホに歩み寄り、その手を取って立たせ、抱だき合ったのだ。

　帝国がローデスに降こう伏ふくしたかのように見えたその映像の後で双そう方ほうの国家から発表されたニュースは帝国、ローデスの国民に言いようのない衝しよう撃げきを与あたえた。

　この日、ローデス最高会議は、帝国からの人道支援申し込みを受け入れた。

　これは、難民の受け入れとその輸送、さらに難民輸送船の護衛を帝国にゆだねるものであり、名目上は、帝国が頭を下げて援えん助じよさせて欲ほしいという申し込みをしてきたものを、ローデスが承しよう諾だくするという形を取っていたが、帝国の武装艦かんに対し国内通過を認めたことから見ても、実情はローデス側の譲じよう歩ほによる和わ睦ぼく以外の何ものでもなかった。

　帝国は名を捨てて実を取ったわけである。

　この日をもって、二百年にわたって続いた帝国とローデスの敵対関係は実質的に終結したと言っても過言ではない。

　いかに感情的な反発があったにしても、ローデスは目の前に迫せまったザナックスという名前の炎ほのおを無視することはできなかったのだ。




　輸送船のメインブリッジから、目の前に広がる桃色に輝かがやく空間を見ていたエリスの目の前に広がる汎はん用ようスクリーンに、外部から通信が入っていることを告げるアイコンが瞬またたいた。

「先行する護ご衛えい艦艦隊旗艦ソウライのケルプ・ワインガー少将から、エリス閣下及およびシャスポー船長宛あてに通信が入っております」

　通信士の報告を聞いたエリスは小さくうなずいた。

「繫つないで下さい」

　エリスの言葉が終わるのと同時に、メインブリッジの汎用スクリーンの中に帝国軍の軍服に身を固めた若い将官の姿が浮かび上がった。

　その将官は、エリスと船長に、ぴしっと音がするような敬礼をしたあとで、にっこり笑った。

　どこかイタズラ小こ僧ぞうの雰ふん囲い気きを漂ただよわせる微び笑しようだった。

　……少将の階級章をつけて、将官の制服を着込んでいても、この人がどことなく不良っぽく見えるのは、階級や地位とかを、心のどこかで無価値なものだと思っているからなんだろうな。

　自分の微笑を見たエリスが、そんなことを考えているとは知らずに、ケルプははきはきとした口調で報告を始めた。

『桃星星域内に設置、散布してあった機雷群の除去はほぼ終わりました。打ち合わせどおり単たん縦じゆう陣じんを組んで、微び速そく前進のまま我々の艦隊の後ろに追従して下さい』

「ご苦労様です」

　ケルプは頭を搔かいた。

『いやあ、機雷の除去と言っても我々がやったのは、ほんの一部です。この数週間、休みなしで作業に当たった帝てい国こく軍掃そう海かい部隊の活かつ躍やくによるところが大だと思われます。彼らの司令部宛に感謝の言葉を送ってやって下さい』

　エリスは微笑んだ。

「わかりました、さっそく文案を考えて送信しておきます」

『お願いします。機雷処理とか、そういった仕事は危険だけど地味で、重要だけど誰だれも知らないんです。それは彼らの仕事なんですから、それをやるのはあたりまえのことなんですけどね、俺は、あたりまえのことを確実にあたりまえにやっている人間に感謝するのも、またあたりまえのことだと思うんですよ……』

　そしてケルプは笑いながら付け足した。

『俺みたいな若わか僧ぞうが、ありがとうと言うより、エリス様のような美人にありがとうと言ってもらえるほうが、彼らも喜びますよ、きっと』




　エリスと通信を終えたケルプは、斜ななめ後ろにいるマスクワードを振ふり返った。

「回かい廊ろうの帝国側の機雷除去は終わったが、ローデス側はどうなっているんだろうね」

　マスクワードは、ちらりと通信オペレーター席に座っている女性士官を見たあとで、そこに座っているのがいつものメグ中ちゆう尉いではないことに気が付いたようにあわてて言った。

「ミナモト少しよう尉い、ローデスからの通信は入っているかね？」

「いえ、いまだに何も連れん絡らくは来ておりません」

　そう、答えたあとで、ミナモト少尉は、怪け訝げんな顔をした。

「あの……何か？」

　マスクワードはあわてて顔の前で手を振った。

「あ、いや、いつもの調子でいた私が悪いのだ、気にしないでくれ」

　そのやりとりを見ていたケルプがにやっと笑った。

「一いつ緒しよに暮らしているメグ中尉なら、目と目で会話ができるけど、他人じゃあそうはいかないってところかな……メグ中尉は産休中だって？」

　マスクワードは照れたように頭を搔いた。

「来月が予定日なんです」

　ケルプとマスクワードの会話を聞いていた通信オペレーターのミナモト少尉は、あわてて立ち上がると頭を下げた。

「あの……気が回りませんで……申し訳ありません、以後、気をつけます」

　ケルプは首を振って笑った。

「気にすることはないよ、ジューン・ミナモト少尉。夫婦の間あいだ柄がらでなきゃわからない人情の機き微びまで気を回すなんてできるもんか」

　ミナモト少尉は必死に首を振った。

「いえ、私はメグ先せん輩ぱいに、しっかり代わりを果たすようにと言い付かってまいりました。若じやく輩はい者ものですが精いっぱいやらせていただきます！」

　後ろのほうで一連のやりとりを聞いていた近接防ぼう御ぎよ火器システム参さん謀ぼうのテツヤ・タカハジ大たい佐さがおもしろそうに笑った。

「マスクワード、どうやらその子は、お前さんの監かん視し員いんでもあるらしい。ローデスで歓かん迎げいを受けるかもしれないが、カミさんがいないからって、あんまりハメを外さん方がいいと思うぞ」

　マスクワードは肩かたをすくめた。

「馬ば鹿かなこと言うんじゃない！　そんな真似まね、恐おそろしくてできるか！」

　タカハジ大佐のにやにや笑いは消えなかった。

「恐きよう妻さい家かってのは愛妻家と同義語だよ……それにしても、気をつけろよマスクワード。お前には戦死フラグが立っているんだからな」

　ケルプは怪訝な顔をした。

「戦死フラグ？　なんだそりゃ」

　タカハジ大佐はちょっと意外な顔をした。

「あれ？　ケルプ司令はご存じなかったんですか？　ほら、戦争映画とか小説とかドラマによくあるじゃないですか、兵士が休きゆう憩けい時間なんかに戦友に恋こい人びとの写真や妻の写真を見せて『この戦争が終わって故郷に帰ったらこの子と結けつ婚こんするんだ』とか『もうすぐ子供が生まれるんだぜ』とか自じ慢まんすると、必ずその兵士は戦死する、というシチュエーションのことを戦死フラグが立つ、って言うんです。今のマスクワードはそれにぴったり当てはまってるってことですよ」

　マスクワードは露ろ骨こつに嫌いやな顔をしてタカハジをにらんだ。

「変なことを言うな！　それにこの艦隊にだって、帝国内に恋人や妻や夫を置いてきている人間はいっぱいいるんだぞ、そういった連中にとって無神経すぎる！」

　タカハジはちょっと真面目まじめな顔になって頭を下げた。

「すまん、ちょっと不ふ謹きん慎しんすぎた……恋人もカミさんもいない人間のひがみだと思って笑い飛ばしてくれ」

　マスクワードとタカハジの会話を聞きながら、ケルプは、コットンの顔を思い浮うかべていた。

　……今まで、俺はあいつと離はなれた場所で戦ってきてもなんとも思わなかった。

　あいつが嫌きらいだったわけじゃない。俺の気持ちは変わらない。

　なのに、なぜか今回だけは、別れ際ぎわに見せたあいつの顔が記き憶おくから消えない。

　生まれて初めてだ……あんな切なそうなコットンの顔を見たのは。

　油断しちゃいけない。気を引き締しめていこう。

　なぜなら……その戦死フラグとやらは、俺の頭の上にも立っているのかもしれないのだから。

　ケルプは大きく深呼吸をすると、視線を目の前に広がるピンク色の空域に投げた。

「そろそろ最さい狭きよう部に差し掛かかる。この向こうはローデス領だ、各艦かんに命令！　火器管制システムをオンにし、警けい戒かい態勢を厳にせよ！　なお別命あるまで一いつ切さいの発はつ砲ぽうを禁止！」

「了りよう解かいしました！」

　通信オペレーターが命令内容を暗号通信に組み替かえ発信する間に、タカハジ大佐がこの新型防御型軽巡じゆん航こう艦かんのメインウェポンシステムである近接防御火器システムの最終点検を行っていた。

「タカハジ大佐。最新式の近接防御火器システムはどうだね？」

　目の前のコントロールパネルの表示が次々にグリーンに変わっていくのを眺ながめながらタカハジは肩をすくめた。

「使ってみなきゃわかりませんが、数でくる敵を防御する能力はかなりのものだと思います。第九次桃星戦せん役えきのときに、この防御型軽巡が揃そろっていれば、ローデスの殉じゆん教きようミサイルの被ひ害がいは最小限に食い止められたはずですよ」

「もともとこいつは、あれを戦訓にして設計された船だからな。数で押し寄せて数で押し切るザナックスの戦い方も基本的には殉教ミサイルと変わらない。つまりこいつは、対ザナックス用に使うには持って来いの設計思想の船ってわけだ」

　ケルプはメインスクリーンを見上げた。

　そこには、ケルプの指揮下にある護ご衛えい艦艦隊の一覧が表示されていた。

　旗艦と同じ型の近接防御型軽巡航艦四十七隻せき、通常型に近接防御システムを搭とう載さいした強化型軽巡航艦二十三隻、魚ぎよ雷らい発射管の数を半分にして、そのスペースに防御システムを積んだ防御型駆く逐ちく艦五十二隻と他ほかに補給艦及および工作艦など合計百五十七隻の艦隊だった。

「マイドが見てきた黒色僧そう騎き兵へい艦隊の戦いぶりを聞くと、少々心もとない戦力だが、積んでいる迎げい撃げき用の火器の数だけ見れば、従来の軽巡航艦の数十倍はある。まあ、なんとかなるだろう」

　ケルプの言葉を聞いたマスクワードは、不満そうに答えた。

「確かに、こうやって近接戦せん闘とう用の新型防ぼう御ぎよ巡航艦をもらえたんだから、あまり文句も言いにくいですけど……やっぱり軽巡航艦と駆逐艦だけ、それも百隻ちょっとというのは、少なすぎやしませんかね？」

「俺たちは戦争をしに行くんじゃない、あくまでもエリス様たち難民支し援えん局の輸送船の護衛が仕事だ。それに、いきなり大艦隊率ひきいてローデスの中に入っていけるわけがないじゃないか、たった一ヶ月前までは仇きゆう敵てきだったんだぜ」

「そりゃあそうですけど、その仇敵のど真ん中に入っていく身としては、数が少ないのは不安材料以外の何ものでもないですよ。ローデスの中にも色々な人間がいるでしょうからね……異教徒は人にあらず、これを殺すは神の義務なり！　なんて原理主義過激派とか……」

　ケルプは肩をすくめた。

「原理主義過激派ってのはどこにでもいるさ、帝てい国こくにだって、なぜ帝国がローデスを支援するのかその理由を考えない馬鹿がいっぱいいる……帝国もローデスも国益のためにそういった主張を認め、ときには煽あおり立ててきた……理性に訴うつたえるより感情に訴えた方がより多くの人間を動かすことができるからね」

「そうやって憎にくしみを煽り立てて儲もうけた人間と、そのツケを払はらわされる人間が違ちがうというところに問題があるわけですな。ツケを払う身としては文句の一つぐらい言ってもバチは当たらんでしょう」

「確かに」

　そう言ってケルプがうなずいたとき、通信オペレーター席に座っていたミナモト少しよう尉いが顔を上げた。

「万ばん国こく共通周波数で、ローデス側から通信が入っています！」

「やっときたか！　どうやら小惑わく星せいの陰かげからズドン！　というのはなさそうだな……繫つないでくれ」

　ケルプの言葉が終わるのと同時に、ブリッジのメインスクリーンの中にローデスの軍服に身を固めた中年の将官が現れた。

　その将官は、最初ケルプを見て怪け訝げんそうな顔をしたが、すぐにケルプの階級章に気がついたのだろう、あわてて敬礼した。

『ローデス神衛軍ロゼーヌ要よう塞さい守備艦隊司令、ミブロー大たい佐さであります！』

　ケルプは敬礼を返した。

「帝国軍武装親衛隊ローデス派は遣けん艦かん隊たい司令ケルプ・ワインガー少将です。難民支援局の輸送船三百六十五隻を護衛し、ここまでやってまいりましたが、ここから先の航法データは我々の手元にはありません。航路の指示等よろしくお願いいたします」

　ミブロー大佐はうなずいた。

『帝国とローデスでは、航法装置もビーコンも座標の計算方法も異なります。こちらのデータをそのままお渡わたしするわけにはいきませんので、機き雷らい原に航路を設置し光学標識とレーザービーコンを設置しました。それに従って航行していただければ安全は保障します』

　ミブロー大佐の言葉が終わるのと同時に、桃もも星ぼし星域の中心部に、青いレーザービーコンと黄色く点てん滅めつする光学標識が現れた。

『航路の内径は、そちらから申し入れのあったサイズより約二割多めに設定しておきました。大型の輸送船でも余よ裕ゆうを持って航行できると思います』

「お心こころ遣づかい痛み入ります。では、これより我わが艦隊はローデス領に進入致いたします」

　ケルプは、メインスクリーンに映っているミブロー大佐に向かって軽く頭を下げると、マスクワードに向かって命令を発した。

「艦隊、微び速そく前進！」

「微速前進、よーそろー」

　マスクワードの返答とともに、軽巡航艦ソウライは、ゆっくりとローデス領内に向かって進み始めた。

　後方に位置していた輸送船団の旗艦のブリッジで、目の前に展開しているケルプの護衛艦艦隊が、桃色の星間物質の中に向かって進み始めるのを見ていたエリスは、横に立っていた難民支援局の広報担当官であるビューノ・アイカワに向かって聞いた。

「記録映像は撮さつ影えいなさらないのですか？　これは歴史的な一いつ瞬しゆんですよ」

　ビューノはうなずいた。

「帝てい国こく暦れき九百五十四年萌もえ葉は月十四日……確かにこの日は歴史的な日ですね。戦闘目的を持たぬ船せん舶ぱくがこの星域を通過するのは実に二百年ぶりのことですから。しかし、そういった歴史を記録する公式映像として残すべきものを撮影するカメラマンと、私のような映像作家が撮影するものは違うのですよ」

「と……いいますと？」

　ビューノは微び笑しようを浮うかべた。

「映像作家とは、意味のある映像を記録する人間ではなく、記録された映像に意味を持たせる人間なのですよ……私が撮影したアウトニア難民の記録はご覧になりましたか？」

　エリスはうなずいた。

「ええ、帝国の理り不ふ尽じんな暴力によって、故郷を追われ、寒冷な開かい拓たく惑わく星せいで暮らすアウトニア国民の悲ひ惨さんな姿と、そして決して失地回復をあきらめない不ふ屈くつの精神が伝わってきて、思わず涙なみだした覚えがあります……」

「そうですか、苦労した甲か斐いがあったというものですね……あの記録映像ほど苦労したものはありません……だって、アウトニアの人は、みんなウケを狙ねらうんですから」

　エリスは目を見開いた。

「ウケ……ですか？」

　ビューノは笑った。

「ええ、アウトニアの人たちは、みんな逞たくましく生きていますよ。考えてみれば、家や財産を失ったからといって、悲しんだり嘆なげいたりばかりしてはいられません。生きていかなくちゃならないわけですから。

　一瞬にして日常を喪うしなった人々が、嘆き悲しみ、絶望のどん底に落ち、自分たちをこんな目に遭あわせた相手を憎しみ罵ののしる……そういったニュース映像を、私たちは何度も見てきましたよね。あの映像だけを見れば、難民の人たちはみんな、三百六十五日二十四時間いつも泣いたり嘆いたり罵っているようにしか思えませんが……そんな生き方を続けることのできる人間って、いると思います？」

　エリスは首を振ふった。

「そんな生き方はできません……人間とはどこかで精神のバランスを取らなくては生きていけない生き物です」

　その答えを聞いたビューノは満足そうにうなずいた。

「そうです、日常が破は壊かいされた次の瞬しゆん間かんにも日常は続くんです。日常ってのは生活です。生活の中には笑いだって、嬉よろこびだってあるんです。配給の食事の中に入っているミートボールがいつもより一個多かっただけで、人は幸せそうに微笑ほほえみます。他人の滑こつ稽けいな姿を見れば声を上げて笑います。アウトニアの小学校に取材に行ったときは参りましたよ、悲惨な子供たちの映像が欲ほしいのに、みんな笑いながら、きゃあきゃあ走り回っているんですから」

　エリスはうなずいた。

「わかります……子供というのは、実にしたたかな生き物ですよね、どんな環かん境きようでも順応していつでも遊びを見つけ出します……だからこそ人間は子供が好きなんだと思います」

　ビューノは真しん剣けんな目で言った。

「……これからエリス様は、色々な難民たちの姿を見ることになると思います……その中には、おそらくエリス様が抱いだいていた難民のイメージとはかけ離はなれた姿もあります。明るくにぎやかに笑っている難民や、冗じよう談だんを言い合う難民という姿です。しかし、それもまた難民たちの……いや、人間の本当の姿です。嘆き悲しみ絶望する難民のイメージだけにとらわれないでいただきたいのです」

「わかりました。私は難民を救済にいくのではなく、困っている人間を助けにいくのだと思うことにします……」

　エリスの答えを聞いたビューノは、にやっと笑った。

「でも、私の仕事は『絶望に打ちひしがれる悲惨なローデス難民たち』という映像の撮影なわけです。帝てい国こくの国民の感情に訴うつたえ、寄付と援えん助じよを引き出すためにね……言い方は悪いですが、自分より悲惨な人々を見て安心したがる人に向けた映像を作らなくちゃいけないんです……私が、意味のある映像を記録する人間ではなく、記録された映像に意味を持たせる人間だと言った意味がおわかりですか？

　人間は自分の見たいものしか見ようとはしない生き物で、だからこそ私のような人間が商売できるのですよ」

「よくわかりました……プロパガンダというものの怖こわさも一いつ緒しよに」

　エリスは、そう言うと、小さくため息をついて目の前に広がる桃もも星ぼし星域に視線を移した。

　……この空間をはさんで、帝国とローデスは敵としてにらみあってきたのね。

　この空間を通らずにローデスに行くには、白色矮わい星せい障しよう壁へきをぐるりと迂う回かいして、辺境経由で行かねばならない。

　ここが通れた時代、帝国とローデスは三日で行き来できたという。

　……そんな時代が、やってくるのかしら。

　目の前にある空間は、その周囲にある障壁と同じものだった。

　物理的には空間であったが、そこを通ることができないという点において、それは、帝国とローデスの間に帯のように横たわる、古い銀河の残ざん滓しである白色矮星の群れとなんら変わらないものだったのだ。

　膨ぼう大だいな質量を持つ白色矮星は、その周辺の宇宙空間におびただしい重力波の乱れを生じさせ、その乱れは跳ちよう空間航法を行う際の障壁として立ちはだかっていた。

　この世界の人類の歴史を語るとき、この障壁の存在を抜ぬきに語ることはできない。歴史家の間では、もし、この障壁がなければ人類は一つの大きな生存圏けんを持つ強大な国家を作り上げていたであろう、という説を採る者もいれば、二大国家ではなく、小国が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする時代が長く続き、資本と知識の集中を欠いた結果、テクノロジーの進歩はなかったであろう。という説を採る者もいる。

　いずれにせよ、そのどれもが仮説であり、現実として障壁は存在し、帝国とローデスは二百年の長きにわたってこの障壁を隔へだてて、それぞれに独自の文化を築き上げてきた。

　この日。

　その障壁に再び穴が空いた。

　それは空間の両側に設けられた厳重な機き雷らい原に開いた、輸送船一隻せきぶんの大きさしかない穴だった。

　そこから流れてくる風がどんな風なのか。ローデスの人間も帝国の人間も、まだ知らなかった。
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　第四章　同盟と援助







　ローデスの聖都メックの中心部には、ローデスのシンボルとも呼べる中央神しん殿でんがある。

　八十八の塔とうと七つの屋根によって構成された中央神殿の荘そう厳ごんな建物は、見る者に畏い怖ふの念を植えつける心理的効果を計算して設計されている、とウワサされているが、実物を見た人間はそれを否定するだろう。

　それは、ウワサではない、真実だ、と……。

　その中央神殿に聳そびえ立つ八十八の塔のうち、中央神殿のもっとも奥まったところにある迎げい賓ひんの塔の中ほどにある一室で、一組の父娘おやこが話をしていた。

「これで、やっと帝てい国こくに帰れる……来るときは辺境経由で十日かかったが、帰りは桃もも星ぼし回かい廊ろうを使って三日か。この距きよ離りの近さがあの場所を軍事的要よう衝しようにしていたということを、改めて実感するな」

　父親……ロッホ・トゥナイツが、そう言ってほっとしたような微び笑しようを浮かべるのを見て、娘……エリス・トゥナイツは心配するように首を振ふった。

「お父様……帝国には、お父様はローデスに頭を下げ、国を売った売ばい国こく奴どだ、裏切り者だ、という声が満ちています。狂信的国粋主義者の中には、お父様を殺害した者に賞金を出すと宣伝している者もおります。家の周りは治安部隊が警けい戒かいしておりますし、家族の者でさえ、どこに行くにも装そう甲こう車しやに乗らねばならない状態です。あとしばらくこのローデスにおられた方がよろしいと思いますけど……」

　ロッホは、肩をすくめた。

「故国ではなく敵国の方が安全だというのは実に皮ひ肉にくだな……なに、心配しなくても良い。危険なのは今までと変わらんよ、隠かくれて命を狙ねらわれるのではなく、大っぴらになっただけのことさ……帝国の権力の中ちゆう枢すうで生きていくというのは、そういうことだ。それより、お前の方が心配だ。同盟は結んだとはいえ、ここは敵国だ。二百年にわたる恩おん讐しゆうはそう簡単に消えるものではない」

　娘むすめ……エリス・トゥナイツもまた静かに微笑ほほえんだ。

「私たちは戦いにきたのではありません、それをローデスの人々に信じてもらうには、まず行動することです。明日には、私たちが難民支し援えん活動を行う区域がローデスの行政局から示されるでしょう。私たちはそこに赴おもむき、するべきことをする。それだけのことですわ」

　そしてエリスは悪戯いたずらっぽい微笑を唇くちびるの端はしに浮うかべた。

「お忘れですか？　私だって一年近く前には、真・帝国軍を預かる身だったんですよ。それなりの経験は積んでいるつもりですわ……なんて偉えらそうなことを言ったらコットンに笑われちゃうかもしれませんけど」

「あのときもそうだったが……私はお前を看板にして人の注目を集め、その後ろで動くようなことばかりやっているな。父親失格かもしれん」

　そう言って肩かたをすくめたロッホを見てエリスは首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、お父様。この看板娘は自分の仕事を、ちゃんと理解しておりますから」

「そうか……そう言ってくれるとありがたいよ。父親としてお前に人並みの幸せを手に入れて欲ほしいと願っていることに変わりはない。それだけは信じてくれないか」

　エリスは、すっとソファから立ち上がると、窓まど際ぎわで聖都メックの夜景を見ていたロッホの後ろに立ち、両手をそっとその肩においた。

　父と娘は無言のまましばらく動かなかった。




　しばらくして、自室に戻もどったエリスは、リビングルームのソファに座ったまま、ぼんやりと目の前のサイドテーブルを見ていた。

　冷蔵庫から出して、そのままになっているソフトドリンクのボトルの表面についた露つゆが、つつっと伝って落ちた。

　エリスの目はその動きすら追っていなかった。

　……チャマーに帝国皇帝の血が流れているというウワサが本当だったなんて。

　父から聞かされた事実は、驚おどろくべきものだった。

　アウトニア王家の先祖は、帝国に代々伝わる王家御ご用よう達たしの理容師だった。しかし、百年前に起きた皇帝の相続紛ふん争そうのときに、兄タクマの謀ぼう略りやくにかかって非ひ業ごうの死を遂とげた皇こう弟ていクリスの遺徳を継つぎ、皇弟の領地として唯ゆい一いつ残された辺境の地に赴いた。

　そしてそこを開かい拓たくしてアウトニアという国を興おこし、誰だれも知らない小さな国として、百年続いてきた。

　アウトニアができるきっかけとなった相続争いは、兄タクマが皇帝となることにより終結した。タクマの治世は十二年続いたが、タクマ皇帝は不ふ慮りよの事故で世よ継つぎを残さぬまま死んでしまった。

　皇帝の直系の子孫が誰だれ一人ひとりいなかったために、新皇帝は傍ぼう系けいのマイア家から立てられることとなった。

　しかし、皇帝の血筋……正確に言うならば皇弟であったクリスの血筋は、アウトニアに残されていたのだ。

　ロッホは、エリスに言った。

「アウトニア王家のご先祖だった理容師の一族……その娘の一人がクリス様の子供を身ごもっていたのだ。お前は知らぬかもしれんが、王家御用達の理容師とは、普ふ通つうの理容師ではないのだ……考えてみるがいい、刃は物ものを持ち、皇帝の身体にそれを当てることが許される者が、普通の身分だと思うかね？　王家御用達の理容師とは、いわば密みつ偵ていの元もと締じめのようなものだったのだよ」

「密偵ですって？」

　驚くエリスに向かって、ロッホはこともなげに答えた。

「なに、驚くことはない、彼らのような人間はどこにでもいるのだよ。そして理容師は彼らが集めた市し井せいのさまざまな風評や情報などを、とりまとめ直接皇帝の耳に入れることのできる位置にいたのだ。正規な情報収集機関ではなく、あくまでも皇帝の私的な組織でしかないが、その分王家とはプライベートな部分で接せつ触しよくする機会は多かったに違ちがいない。そこで、何があったのかは知らん。しかし、結果として皇帝の血筋は帝国の辺境に残った……アウトニア王家としてね」

「チャマーは……そのことを知っていたのですか？」

　ロッホは首を振った。

「いや、おそらく知らなかっただろう。そのことを子孫に伝えなかったのかどうか、それは定かではない。もしかしたら伝えられていたが、チャマーが両親からそれを聞く前に、あの悲劇が起こったのかもしれん……しかし、いずれにせよ、アウトニア王家はそれを利用するつもりも、それを公表するつもりもなかったのだろう。血筋というものが持つ陰いん惨さんな運命を断ち切ることが、皇弟クリスの望みだったのかもしれん」

　エリスは、チャマーが集中治ち療りよう室しつから出てきたときのことを思い出していた。

　……あのとき、再生治療用カプセルの中から私を見て、やさしく微笑ほほえんだチャマーは、昔のままのチャマーだった。

　何が彼をあんな風に変えたのだろう。

　あんな……底冷えがするような笑い方をするようになるなんて。

　今のチャマーは、自分が……帝てい国こくの皇位継けい承しよう権けんを主張できるほどの血筋だと知って、それを利用しているようにしか見えない。

　もしかして、チャマーは本当に皇帝の座を狙ねらっているの？

　いいえ、違ちがうわ。そんな人間じゃない。皇帝の権力。それが、どんなものなのか、それが自分たちに何をもたらしたのかそれを知っているはずよ。

　その醜みにくさも恐おそろしさも知っているあなたが、それを望むはずがない……。

　そう……思いたい。

　エリスの脳のう裏りに、難民支し援えん局の代表者としてこのローデスにくる前に王宮で開かれたレセプションの会場で会ったチャマーの顔が浮うかんだ。

　あのとき、チャマーは社交的儀ぎ礼れいで固められた微び笑しようを私に向けてこう言った。

「お気をつけて……」

　その目には、なんの表情も浮かんではいなかった。

　……馬ば鹿かな私。

　私は、チャマーの目に何を望んでいたの？

　愛？　それとも恋こい？

　違う！　そんなんじゃない！　そんなもの……。

　欲ほしくないと言ったら噓うそだ。

　でも……せめて、優しさのひとかけらでも浮かんでいたら……私はこんなに悲しくない！

　迎げい賓ひん室のソファに座り込んだエリスは両手で顔をおおった。

　そして、静かに泣いた。




　次の日、ローデスの行政局から難民支援局の活動区域を聞かされた支援局の事務局員たちは皆みな驚おどろきの声を上げた。

　それは、当初の申し合わせにあった後方における難民輸送と支援ではなく、最前線、それもザナックスの侵しん攻こうを受けつつある区域での活動要よう請せいだった。

「いきなり最前線ですか」

「ヨルゲンセン教区とか言っていましたね」

「詳しよう細さいな付属情報が入ってきました。ローデスの星域図がありますからそれと合わせて投とう影えいします」

　事務局の局員たちが見上げた三次元スクリーンにローデス領内の全体星域図が映し出された。

　エリスが聞いた。

「行政局から指示されたヨルゲンセン教区とはどのあたりですか？」

　事務局員がパネルを操作すると、聖都メックのあるローデス中心部から少し離はなれた場所の一角の色が青く変わった。

「ここがヨルゲンセン教区です。ローデスでは円えん盤ばん型の銀河を東西南北に分けて呼んでいますが、ここは銀河北辺と呼ばれる区域です。これに今届いた、ザナックスの侵攻を受けつつある区域の表示を重ねます」

　その言葉が終わるのと同時にローデスの全領域のうち、北辺と呼ばれている部分、四分の一の空間が赤く染まった。

　最初に表示されたヨルゲンセン教区はその赤い区域の中に突つき出した青い袋ふくろのように見えた。

　赤く染まった空間の中にはもう一箇か所しよ袋のようになって突き出している場所があるだけだ。

　その場にいた事務局の全員からうめき声にも似た声が漏もれた。

「これは……ローデスは、こんなに多くの場所で侵攻を受けているのか！」

「帝国で聞いていたのとはまったく状じよう況きようが違うじゃないか！」

「あのときの情報からすでに二ヶ月以上過ぎている、その間に状況が変わったのかもしれん」

「たった二ヶ月で、これほどまで状況が悪くなっているとは……」

　事務局長は不安な顔のままエリスに聞いた。

「いかがいたしましょうか？　当初の計画では、我々はもっと後方の安全な場所で難民支援を行う予定でしたが……」

　エリスは目の前に浮かぶローデスの星域図を見上げた。

　……これは、踏ふみ絵えだわ。

　ローデスは、帝国の真意を確かめようとしている。

　帝国を、信じるべきかどうか、それを。

　エリスは、大きく息を吸うときっぱりと言った。

「ローデスの指示に従いましょう。現場の指示に従う。それはこの計画を立てたとき、一番最初に決めたことです。たとえそこが、どんなに危険なところでも、そこに助けるべき人がいれば助ける。それが私たちの仕事です」

　そしてエリスは目の前に浮かぶ真っ赤な空間の中に突き出した青い袋を指差して言葉を付け足した。

「さあ、胸を張ってあそこに向かいましょう。あそこで私たちを待ってる人たちがいます！」

　事務局の人々はうなずくと、いっせいに動き出した。




　難民支援局が指示された活動区域が、銀河北辺と呼ばれる危険区域であるという知らせは、そのまま護ご衛えい艦かん艦かん隊たいのケルプのところにも伝えられた。

「いきなり最前線ですか、ローデスもずいぶん人使いが荒あらいですね」

　ローデスから渡わたされた航法データを確かく認にんしながらマスクワードが肩かたをすくめると、後ろにいたタカハジが笑いながら答えた。

「それだけ忙いそがしいってことなんだろうよ、昔から言うだろう、建ってるものは小屋でも使えって……」

「その言い回しはちょっと違ちがうような気がする……まあ意味は一いつ緒しよだけどな」

　二人のやりとりを聞いたケルプは、笑ったあとで、少し真面目まじめな顔になってマスクワードに聞いた。

「ローデス軍からのお客さんはどうなってる？」

「ああ、観戦武官のカヤン少しよう佐さと、枢すう密みつ院いん異い端たん審しん問もん官かんのオーテ司教のお二人ですな、空きを作っておいた士官用個室にご案内しました。今私物の搬はん入にゆうを行っているところです……それにしても観戦武官とか異端審問官とか、目付け役がいっぱいいますねえ」

　ケルプは肩をすくめた。

「しかたないさ、誰だれだって武装した他国の艦隊に自分の国の中をうろつかれて、楽しい気分になるわけがない。おかしなことをされないように監かん視し役をおくってのは当然の措そ置ちだと思うぜ」

　そのとき、ブリッジに通信オペレーターのミナモト少しよう尉いが入ってきて、ケルプに敬礼した。

「ローデスからのお客さんのご案内と、荷物の搬入は終わりました」

「ああ、ご苦労さん。あとで挨あい拶さつに行くと言っておいてくれたかい？」

「はい、その件はお伝えしましたが……」

　ケルプは、ミナモト少尉が何かを言いたそうな顔をしているのに気が付いた。

「どうした？　あのお客さんのことで何かあったか？　エレベーターの中でセクハラされたとか……」

　ミナモト少尉はあわてて首を振ふった。

「いえ、そんなことはありません。カヤン少佐は、気さくな方でごく普ふ通つうにお話しできたんですけど、オーテ司教の方はちょっと扱あつかい辛づらそうな方でした。話しかけても、にこりともしないし、なんかよくわからない荷物を山のように持ち込んでますし……」

「軍人じゃなくて宗教指導者だからな、特に異端審問官っていうのは、みんなガチガチのローデス教原理主義者ばっかりだって話だから、まあしかたない。せいぜい機き嫌げんを損そこねないようにサービスに心がけるとしよう」

　ケルプはそう言ってうなずいたあとで、改めてミナモト少尉に言った。

「立て続けに仕事を頼たのんで悪いが、あのお客さんに、今夜の夕食を船長室でご一緒にいかがですか？　とメッセージを伝えておいてくれないか」

「はい、わかりました！」

　ミナモト少尉はにっこり笑って敬礼を返した。

　通信オペレーター席に戻もどって、ヘアピンで髪かみをまとめ、ヘッドセットとインカムを装着しているミナモト少尉を見ながら、ケルプは横にいたマスクワードに聞いた。

「どう思う？　艦かん長ちよう」

「彼女の言っていた、山のような荷物ってのがちょっと気になりますね。ローデス教の原理主義者のテロ攻こう撃げきはまだ続いていますし……」

　眉まゆをひそめて小声で答えたマスクワードの言葉に、ケルプはうなずいた。

「まさか、自分の乗った船を爆ばく破はするようなことはないと思うけど……自じ爆ばくテロってのは宗教原理主義者の十八番おはこだからな……まあ、今夜晩飯でも食いながらじっくり人物を観察させてもらうとするか」

　そう言ってケルプが笑ったとき、通信オペレーター席にいたミナモト少尉が、困ったような顔をして振り返った。

「どうした？」

「食事にご招待する旨むねのメッセージをお伝えしたところ、カヤン少佐は快かい諾だくされたのですが……オーテ司教閣下は……」

　ミナモト少尉はそこで言葉を切ると、ケルプに、目の前にあるパーソナルモニターを見るように手でサインを送った。

　ケルプが目を落とすと、そこにメッセージが表示された。

『艦かん内ないの空気を考え、ケルプ司令だけにオーテ司教の回答の録画をお見せします、音声は秘話用の指向性スピーカーでお聞き下さい』

　そして、画面が切り替かわった。

　ローデスの聖衣をまとった瘦やせて顔色の悪い、二十代後半の男が画面に映った。

　ミナモト少尉のメッセージを聞いたその男は、むっとしたような顔になってこう答えた。

『私はローデスの神に仕える者だ。異教徒の食事は摂とらぬし異教徒の水も飲まぬ。以後食事の誘さそいなどせぬように願いたい！』

　そして通信は一方的に切れた。

　まいったな、という顔をしたケルプの目が、ミナモト少尉と合った。

　互たがいの目を見合わせて、どちらともなくため息をついた二人を見て、マスクワードがにやっと笑った。

「……コットン中将に言いつけますよ」

　その言葉を聞いたミナモト少尉の顔が、見る見るうちに赤くなった。

「そ、そんなんじゃありません！」

　ケルプはマスクワードを見てにやっと笑った。

「そんなことを言うならこっちだって考えがあるぞ」

　マスクワードは、急に真面目な顔になって右手を差し出した。

「わかりました、紳しん士し協定を結びましょう」

　ケルプはその手を握にぎると笑いながら言った。

「お互い、火のないところに煙けむりを立てるのは止やめるということかい？」

「ええ、女性には、そっち系の冗じよう談だんが通じないことがありますから」

　ケルプはうなずいた。

「さすが既き婚こん者しやの言葉には重みがある……あ、そうそう、さっきのオーテ司教の荷物の件、心配はなさそうだ」

「え？」

　怪け訝げんな顔をするマスクワードに向かってケルプは言った。

「どうやらあの荷物……水と食料らしい」




　ローデスの民たみが、自分たちの住んでいる円えん盤ばん状の銀河を上から見た中心から四分割し領土を東西南北に分けて呼ぶようになったのはいつごろなのか定かではない。

　何が基準でそう呼ばれているのかにはさまざまな説があるが、いわゆる北部にある惑わく星せいには寒冷な気候の惑星が多いことから、人類の感情としてその方面を北と呼び習わし、それによって他の方角も決められたという説が一いつ般ぱん的である。

　ローデスは、この東西南北に分けた区域に、それぞれ中心となる惑星を定め、東都、西都、南都、北都と呼び習わしていた。

　ザナックスの侵しん攻こうは、この北域のもっとも辺境部である北辺部と呼ばれる区域から始まり、いまや北域にある十七の教区のうち十二がザナックスの侵攻にさらされていた。

　ヨルゲンセン教区はその中の一つであり教区内に十八の恒こう星せい系を持ち、その中には十五の居住惑星と、二十八個の鉱業惑星がある。

　ローデス教皇軍は、この教区を管かん轄かつする行政局を通じ、教区内にあるすべての居住惑星に避ひ難なん命令を出した。

　しかし、この教区には、すでにザナックスの侵攻を受けた他の教区からの避難民数十億人が流れ込んでおり、居住していた住民の数と合わせ、避難させるべき人間の数は百億人を超こえていた。

　他の教区から流れ込んだ避難民の収容も手当ても終わらぬうちに、自分たちの避難計画を立てなければならなくなったことを知った行政局の局長は叫さけんだ。

「避難しろと言うだけなら誰だれにでもできる！　でも、どこに避難しろと言うんだ！　このままだと避難した先の住民もまた難民になる！　そうやって雪ダルマ式に膨ふくれ上がっていけば、ローデスの住民全員が難民になっちまうぞ！」

　この局長の叫びは、このときのローデスの国民の半分が実感していたことだった。

　しかし、残りの半分の国民は、自分たちには関係のないことだと信じ、ニュース映像に映る難民の姿を見て、無責任な憐れん憫びんの情を抱いだいていた。

　スクリーンに映るものは、つねにドラマや映画のような非現実感がつきまとう。

　自分の上に災さい厄やくが降りかかるまで、人はそれを現実だとは思わないのだ。

　しかし、最前線で戦う兵士にとって、それは目の前に突つきつけられた現実以外の何ものでもなかった。




「グスタフ星系第八惑わく星せい軌き道どう上にザナックス本隊の転移を確かく認にん！　勢力は『頒種船たねまき』をふくむおよそ一万二千！」

　ヨルゲンセン教区防衛艦かん隊たい本部艦隊旗艦、セントールの船内にある指揮本部の中に、分ぶん析せきオペレーターの緊きん迫ぱくした声が流れた。

　手元のキーパッドを叩たたいて、グスタフ星系のデータを呼び出したドーダイは、そこに表示されたデータを見て思わずうめき声を漏もらした。

　グスタフ星系にある惑星カール・グスタフは、総人口五億一千万人。

　このヨルゲンセン教区の中でも二番目の人口密度を持つ有数の商業惑星であり、そのため住民の脱だつ出しゆつは進んでおらず、脱出したのは総人口の三割にすぎなかった。

　……裕ゆう福ふくな商人や資産家が多い惑星に限って脱出率が悪いのは、ある意味しかたないのかもしれないな。何もかも捨てて身一つで脱出しろと言われて、自分の資産をあきらめてあっさり逃にげることができるような人間は、そうはいない。その資産が多ければ多いほど人はそれにしがみつきたがる……惑星サングリューの脱出が上手うまくいったのには、開かい拓たく惑星だという理由もあったのだろうな。

　そして、さらにキーパッドを叩いて、グスタフ星系に配置してあった防衛艦隊の数を確かく認にんしたドーダイは再びうめき声を上げた。

「総戦力千二百隻せきだと？　侵攻してきたザナックスの十分の一だ！　なぜこれだけしかいないのだ！」

　ドーダイの声を聞いた参さん謀ぼうがあわてて答えた。

「はい、グスタフ星系は後方に位置することから、ここに配置されていた艦隊は、いわゆる予備隊として他の星系の戦線に応おう援えんとして送られ、そこで消しよう耗もうしてしまったものと思われます！」

「なんだと？　消耗したのなら、後退させ、戦力を再編するのが当然だ！　確かにそのような余よ裕ゆうがないのはわかるが、そのまま放置しておく理由にはならんぞ！」

　……前任者は、いったい何をやっていたのだ！

　ドーダイは喉のどまで出かかったその言葉を飲み込むと、自分の担当区域に張り付けてある防衛艦隊の位置と数を確認した。

　ヨルゲンセン教区内の教皇軍戦力はすでに定数の六割を切っていた。

　くそ、どこも手いっぱいだ、応援を出してやるだけの余裕はどこにもない。

　唯ゆい一いつ動けるのは、この、本部艦隊だけか……。

　ドーダイは通信オペレーターに向かって言った。

「グスタフ星系防衛艦隊に通信！　グスタフ星系の住民避難終しゆう了りようまで現地点を死守し、頒種船たねまきの衛星軌き道どう侵しん入にゆうを阻そ止しせよ！　なお、これより我わが本部艦隊が応援に向かう。それまで現戦力を最大限に活用し任務遂すい行こうを図はかれ！　以上だ！」

　ドーダイの言葉を聞いた参謀たちは目を見開いた。

「ドーダイ司令！　この本部艦隊は名前こそ戦艦を主体とした艦隊ですが、その正体は旧式艦の通信式機能を強化し、移動可能な指揮本部としただけの代しろ物ものです！　到とう底てい戦えるものではありません！　それは無理です！」

「そんなことはわかっている！　だからどうしろと言うのだ？　惑わく星せいカール・グスタフの五億の住民がザナックスに殺さつ戮りくされていくのを黙だまって見ていろと言うのか！　この船はなんだ？　遊覧船か？　無理です、できません、しかたなかったのです、と、貴様らが言い訳をしながら、ローデスの民たみが殺されていくのを、ただ見物するために造られた遊覧船なのか？　言ってみろ！　この船はなんのために造られた船だ！」

「せ……戦艦です、戦うために造られた船です」

　喉が干上がったようなしわがれ声で答えた参謀に向かって、ドーダイはたたみかけた。

「そうか、戦艦か、ならば戦えるではないか！　ついでに聞くが貴様らが着ているその服はなんだ？　制服のように見えるが……ひょっとしてどこかの中学校の制服か？」

　参謀は傷ついたような顔になって答えた。

「ローデス教皇軍の軍服であります……」

　ドーダイは参謀たちを見み据すえて、さらに聞いた。

「そうか、軍服か。ならばそれを着ている貴様らは軍人なのだな……では聞くが、軍人とは何をする職業だ？」

　参謀たちが互たがいの顔を見合わせたそのとき、その中にいた若い一人の参謀が声を張り上げた。

「軍人とは、国土、及および国民を脅おびやかす侵しん略りやく者しやと戦い、それを守る職業であります！」

　ドーダイはにやっと笑ってうなずいた。

「よし、ならばそれをやれ。それが仕事だ！　本部艦隊全艦戦せん闘とう配備！　補給と点検を大至急行え！　非戦闘員を下船させ、戦闘準備が完かん了りよう次し第だいグスタフ星系に向かって発進する！」

　指揮本部にいた参謀たちがばたばたと走り回り始めるのを見たドーダイは、大きくため息をついた。

　……参謀どもの頭の中には、ミスをして異い端たん審しん問もん官かんに罰ばつ点てんを食くらうくらいなら、何もしない方がいい。罰点が多いと出世に差し障さわるという考えが叩き込まれていやがる。

　この期ごに及んで出世も何もないのだがな……人間の価値観ってのは、そう簡単には変えられないのだな。

　あいつらも一度軍法会議にかかってみればわかるだろうが……それは無理な相談か。




　本部艦隊の旗艦である戦艦セントールのブリッジで、総合指揮室から戦闘配備と出航準備の命令が出たことを聞いたセントール艦長ミナズキ中佐は、一いつ瞬しゆんあっけにとられたような顔をした後で、不敵な微び笑しようを浮うかべた。

「ほう……ドーダイ司令は、このボロ船に戦えと言うのか……」

「我が艦は自じ慢まんではありませんが建艦して五十年が経過しております。分類こそ戦艦で、装そう甲こうこそ厚いものの火力は軽巡じゆん航こう艦かん並み、ザナックスに効果のある近接防衛兵器に至ってはほとんど搭とう載さいされておりません。ドーダイ司令は我々に死ねと言うつもりでしょうか？」

　不満げに言った副官を見て、艦長は訝いぶかしげに聞いた。

「司令部は下船するのかね？」

「いえ、司令部は幕ばく僚りようともどもこの艦に引き続き設置されるそうですが」

　艦長は笑った。

「そうか、では、ドーダイ司令は我々に死ね、と言ったわけではないな……我々に、一いつ緒しよに死ねと言ったのだよ」

「それはそうですが……」

「あの男は、前任の司令のように、部下に戦えと言うだけで、危なくなったらさっさと転任願いを出して帝てい星せいに逃にげてしまうような男とは違ちがう。部下に戦えと言いながら自分も戦う男だ……部下としては文句の持って行きどころがないのが不満と言えば不満だろうがな」

　艦長は副官の肩かたを叩たたいてそう言うと、後方にいる機関長に振ふり向いた。

「反応炉ろは何パーセントまで励れい起きされている？　それと推進剤ざいの積み込みは？」

　機関長は目の前のモニターを見ながら確かく認にんするようにゆっくりと答えた。

「この艦のエネルギー供給は外部から行われており、艦の反応炉は、通常の二十パーセント出力しか出しておりませんでした。いきなり全開にする前に点検が必要です。現在推進剤の積み込みと並行して点検をやらせています」

「点検結果が判明するのはいつころだ？」

「現在全工程の七十パーセント終しゆう了りようしました、十五分後に点検結果が出ます。異常なければそのまま出力励起をかけてよろしいですね？」

　艦長はうなずいた。

「出力全開に持っていく。タンホイザーゲートを出てすぐに全速が出せるようにな」

　そして艦長はブリッジの最後部で目立たぬように立っていた異端審問官に向かって聞いた。

「この指示に何か不都合はございますかな？　審問官殿どの」

「いえ、ドーダイ殿の指示通りに動くのが、あなた方に与あたえられた責務です。私はただ、この戦いに神の加護があるように祈いのるだけでございます」

「確かに、今我々にもっとも必要なのは、その神の加護というヤツでしょう、あなたの努力に期待します」

　中年の異端審問官は気弱そうな微笑を浮かべただけで返事をしなかった。

　正面を向き直りながら、艦長は思った。

　……軍法会議の一件以後、異端審問官の連中は、おとなしいものだな。

　いい気になってドーダイを吊つるし上げていたら、いきなりエンデロ様が出てきて脳天ぶん殴なぐられちまった。当分ドーダイに手を出すな……というところか。

　日ごろ、二言目には、すべての欲を捨てろと説教をしているあいつらこそが、世せ俗ぞくの地位や権けん威いと一番結びついているということの証明だな。




　本部艦かん隊たい出しゆつ撃げきの知らせが伝わったスオミランド基地の中は大おお騒さわぎになっていた。

　港の中を作業艇ていが走り回り、倉庫からはさまざまな補給物資の入ったコンテナが次々に運び出されていく。

　宇宙空間用作業服を着たまま作業員詰つめ所に飛び込んできた作業員の一人が叫さけぶように同どう僚りように聞いた。

「本部艦隊が出港するって本当かよ！」

　詰め所のソファに座ってコーヒーを飲んでいた同僚はこともなげに答えた。

「ああ、ドーダイ司令が命令を出したそうだぜ」

「だってよ、あの艦隊は動力ラインとか、通信線とか全部基地と繫つながっているんだぜ」

「それを全部切断しろって指示が出ている、あの司令は本気だね」

「あのオンボロ船ぶねたちを動かして何をさせようっていうんだ？」

　仲間の作業員が眉まゆをひそめた。

「これはウワサだが……グスタフ星系にザナックスがやってきたらしい。そいつの迎げい撃げきにいくんだとよ」

　詰め所に飛び込んできた港こう湾わん作業員は、作業服のヘルメットを小こ脇わきに抱かかえたまま、信じられないという風に目をむいた。

「グスタフ星系って……すぐそこじゃねえか！　それに、あそこはまだ避ひ難なん命令が出たばかりで、ほとんど避難してねえはずだぞ！　俺の妹があそこにある会社に勤めているんだ……あんなボロ船まで引っ張り出さなきゃならないほどヤバイ状じよう況きようってことなのかよ！」

「ああ、お前もこの基地にいればわかるだろう？　出しゆつ撃げきして行った艦隊が補給や再編のために帰ってきたときは数が半分になっているのに、後方から応おう援えんの艦隊がくることはめったにない……誰がどう見たってジリ貧ひん状態だ。本当の総力戦になってるってことさ」

　そう言ってコーヒーカップを口に運んだ同僚は、詰め所に入ってきた作業員が小脇に抱えていた作業用のヘルメットを持ち直し、再びかぶろうとするのを見てあわてたように聞いた。

「おい、どうした？　作業時間は終わりだろ、休きゆう憩けいしないのか？」

「総力戦だと言ったのはお前だ。俺は兵士じゃないから戦えないけど、戦う連中の手助けはできる。こんなところで休んでる場合じゃない！」

　そう言ってヘルメットをかぶり始めた仲間を見て、ソファに座っていた作業員は、何かに気がついたような顔をすると、持っていたコーヒーカップをサイドテーブルの上に置いて立ち上がった。

　そして壁かべに設置してある作業服のケースに近づくと、その扉とびらを開けた。

　作業服のヘルメットを装着して、再び作業にもどろうとしていた作業員は、それに気がつくと、ヘルメットの外部スピーカーのスイッチを入れて話しかけた。

『お前、休憩中だろ？　何やってるんだ？』

「お前だけ仕事させるわけにはいかないだろ、総力戦ってのは俺が言ったんだ……」

　そして、作業服の気密ジッパーを引き上げながらその作業員は振り向いて笑った。

「お前の妹……お前に似てなきゃ紹しよう介かいしてくれよ」




　本部艦隊旗艦セントールの総合指揮室には、この艦隊を編制する旧式戦艦二十七隻せきの各艦の艦長が集められていた。

　本部艦隊の編制は、この旧式戦艦以外に護衛用の重巡じゆん航こう艦かん四十二隻、そして雑用艦として使用されている旧式の駆く逐ちく艦や特務艦など五十五隻となっており、護衛用の重巡航艦以外の艦船は、どれもみな旧式化した艦船に情報収集設備を搭とう載さいした船であり、武装はいわば自衛用の火力として持っているにすぎない。

　困こん惑わくと、そして期待と不安。様々な思惑おもわくを浮うかべた艦長たちを見回してドーダイが言った。

「現状は諸君らが一番よく知っていると思うので説明はしない。ついでに作戦についてはすでに進行中である。中止はありえないので、本作戦の無む謀ぼうさや、成功率の低さなどを論議するつもりはない。私は、諸君らに、戦わないですむ理由を見つけるためにここに集まってもらったのではない。我々はこれからザナックスどもに戦いを挑いどむ。その戦いをいかに効率的に効果的に進めればいいのか、それを協議してもらいたいのだ。

　……ついでに付け足しておくと、見ての通りこの会議には異い端たん審しん問もん官かん殿どのは一人も出席されていない。出席されても結果は同じですが、いかがいたしますか？　と主席異端審問官殿に申し向けたところ、自室で本を読んでいる、とのご回答だった。各自の忌き憚たんのない意見を聞かせてもらいたい！」

　指揮室の中に低い笑いがさざ波のように広がって消えていった。

　ドーダイが合図をすると、参さん謀ぼうの一人が手元のコントローラーを操作して指揮室の中央三次元スクリーンに戦艦の立体図を浮かび上がらせた。

「これが諸君らの乗っている旧型のセントール級戦艦だ。ネームシップのセントールの他ほかにグリフィン型、ヒポグリフ型などがあるが、基本構造はほとんど変わらない。いずれも設計思想は古く、雑多な艦種が入り混じった艦隊で戦うことを前提に造られている。主しゆ砲ほうのメインビームは、昨今の遠えん距きよ離り砲ほう戦せん用のタイトビームに比べると収束率が悪く射程も短い……側面に配置されたケースメイト式の副ふく砲ほうに至っては骨こつ董とう品ひん扱あつかいされている」

　ドーダイはそこで言葉を切ると居並ぶ艦長たちを見回して言葉を続けた。

「しかし、ザナックスを相手にするには、桃もも星ぼし戦せん役えきのために主砲による遠距離攻こう撃げきだけに特化した新型戦艦では役に立たない。新型艦はすべて、帝てい国こくと戦うことだけを目的として設計されている。ザナックスは攻撃方法も戦せん闘とう目的も帝国とはまったく違ちがうのだ。戦い方いかんによっては諸君らの乗る旧型戦艦の方が新型戦艦より効果的かもしれない」

　ドーダイがうなずくと画面が変わり、簡略化された戦艦が横隊を作って並び、側面にある副砲と主砲を押し寄せる黒い豆の莢さやに向けて発射する簡単なＣＧが現れた。

「ザナックスに対して有効なのは威い力りよくがあり、遠距離まで届くタイトビームではない。射程は短くとも、数多く撃うてる火力なのだ。諸君らの戦艦に設置されている骨董品のケースメイト式の副砲こそがもっとも有効な武器となる。新型重巡航艦は戦艦群の間に配置し、主砲による遠距離砲撃でザナックスの頒種船たねまきを狙そ撃げきし、その周囲にいる突とつ撃げき艇ていは戦艦群の副砲と主砲による火力でその突撃を阻そ止しする。上下左右に回り込もうとするものについては、駆逐艦の光子魚ぎよ雷らいとパルスビームによる近接防ぼう御ぎよの火か網もうでこれを防ぐ。

　このハリネズミ陣じんを形成しザナックスの侵しん攻こうを遅おくらせ、惑わく星せいカール・グスタフからの住民脱だつ出しゆつの時間を稼かせぐというのが、我々に残された最後の手段だ……この案に検討を加えてもらいたい」

　総合指揮室に並んだ艦長たちは互たがいの顔を見合わせて、話し始めた。

　興奮したように顔を輝かがやかせる者もいれば、不安そうに首を振ふる者もいる。

　やがて、一人の男が手を上げた。

「戦艦ワイバーンの艦長ポンズ中ちゆう佐さですが……以前我わが艦の砲ほう術じゆつ長ちようから、主砲に対ザナックス用の改造を加えるという提案を受けたことがあります。主砲ビームの収束率が低いのを逆手に取り、集束磁気レンズに加工を加え収束率を下げるというものです」

　近くにいた別の艦長が反論した。

「それでは射程と効力の両方が下がってしまうではないか」

「ええ、確かにその両方は下がります。しかしビームを広こう範はん囲いに浴びせることができます。数で押し寄せるザナックスには有効だと思われます」

「確かに面の敵に対し粒りゆう子しビームを浴びせかけるという方法はおもしろい、収束率だけを上げてきたビーム砲の概がい念ねんに対する逆転の発想だ。問題は収束されていないビーム粒子にどれほどの効力があるのか、ということだな」

「それについて、おもしろいデータがあります……我が軍のものではなく、また、単なるニュース映像ですが、概念的にはこれと同じようなものではないかと思われます……というか、我が艦の砲術長は、このニュースを見てこの改造を思い立ったそうです」

　戦艦ワイバーンの艦長ポンズ中佐が、そう言いながら手元にある汎はん用よう端たん末まつを開いて、キーを叩たたくと、メインスクリーンに、少し粒子の粗あらい映像が浮かんだ。

　それは、廃はい艦かんというか、スクラップにしか見えない輪切りになった戦艦たちが宇宙空間に浮かんでいる映像だった。

　やがて、その輪切りになった廃艦たちから、巨きよ大だいな、まばゆいばかりのビームが撃うち出された。

「これは、帝国内の内戦で、マイド・ガーナッシュ提てい督とく率ひきいる地方反乱軍が使用した廃艦の反応炉ろを利用した一発限りの使い捨てビーム砲ほう艦かんの映像です。マイド提督率いる反乱軍はこれの集中運用により、十倍の数の帝国正規軍艦隊を撃げき退たいしております」

　居並ぶ艦長の中から感かん嘆たんの呟つぶやきがもれた。

「単発とはいえかなりの威力のようだな……」

「収束もさせずに、ただの加速粒子を撃ち出しているだけのようだが……」

「帝国正規軍を撃退したというのもあながちウソではあるまい……」

　ポンズ中佐は再び汎用端末を操作して画面を切り替かえた。

　そこに映し出されたのは、セントール級戦艦の主砲の図面と、主砲の先に扇おおぎ形がたに広がったグラフだった。

「主砲ビームの収束率を下げることにより、散布界はこのように広がります。最大射程でのビームの効力はほとんどありませんが、中ちゆう距きよ離りでの効力は、ザナックスの突撃艇を破は壊かいするのに十分なものがあると思われます。ザナックスの突撃艇は我々が仮想敵としてきた帝国軍の戦艦のように耐たいビームシールドを持っておりません。物理的な強度だけです。この改造により我々の艦の近接戦闘力はかなり高くなると思われます」

　提案を続けるポンズ中佐を見ていたドーダイは、心の中でつぶやいた。

　……あの使い捨て砲台の名前を言わないところを見ると、あいつはあれの正式名めい称しようが『撃うてるンです』というのを知っているようだな……それにしても、よくもまああんな脱だつ力りよく系の名前を考え付くものだ。アウトニア軍のネーミングセンスに感心する。

　ドーダイは一回咳せき払ばらいをすると立ち上がった。

「ポンズ中佐の提案は、注目に値あたいすると思う。戦艦の主砲に改造を加える、というだけでもかなり関係各局から色々言われそうなのに、ましてその改造がセオリーの逆をいくとはな。

　石頭の造船士官や建けん艦かん部の官かん僚りようどもが聞いたら、頭から湯気を出してひっくり返りそうなアイディアだ。

　しかし……こいつはおもしろい。何より大規模な改造をしないですむというのがいい。改造を加えるのにどれくらいかかるのかね？　試算はしてあるのだろう？」

　ポンズ中佐はうなずいた。

「はい、収束率の設定を変え、有効射程を計算するソフトウェアを書き換かえるだけですので、主砲一門につき一時間もあれば可能かと思われます」

　ドーダイはうなずいた。

「よろしい、君のその改造案を採用する。我が艦隊の戦艦主砲はすべて拡散ビームとして使用し、これによってザナックス突とつ撃げき艇ていの数による攻こう撃げきに対応することとする！　各自、艦に戻もどり至急改造にかかれ！　我ら百二十隻せきの艦隊などザナックスの総数から見れば意味はないと思うかもしれん、しかし、視点を変えようではないか！　グスタフ星系の防衛艦隊から見れば、戦力が一割も増強されたことになるのだ。グスタフ星系の防衛艦隊は、我々がくるのを心待ちにしている……」

　ドーダイが画面の操作をしている参さん謀ぼうに向かってうなずくのと同時に総合指揮室の中央三次元スクリーンに星域図が浮うかび上がった。

「これが、我々の目標であるグスタフ星系の概がい略りやく図ずだ。この星系にある居住惑星は第四惑星カール・グスタフ。この星系内には第五惑星軌き道どう上に設置され五基のタンホイザーゲートを持つ大型の商業中継ステーションと、第六惑星軌道上に設置された二基のタンホイザーゲートを持つ鉱物資源採取用の小型の中継ステーションの二つの中継ステーションがある。

　我々はこの第六惑星軌道上にある小型の中継ステーションに転移し、そこを接収し拠きよ点てんとして防衛行動に入る。第五惑星軌道上に設置された中継ステーションから避ひ難なん民みんが脱だつ出しゆつを終えた段階で第五惑星軌道まで後退し、最後にこのゲートを使って脱出する……すべての行動は避難民優先だが、もし間に合わなければ、我々はたとえ避難民が残っていてもゲートを破壊しなくてはならない……」

　ドーダイはそこで言葉を切ると、もう一度艦長たちを見回した。

「わかっているとは思うが、念を押す……もし。ゲートがザナックスの手に落ちれば、ザナックスどもはこのローデスのあらゆる場所に転移可能となる。一隻でも転移させれば、その船はすぐに仲間を呼び寄せるだろう。そうなれば戦線は維い持じできない、このローデスのすべての空域が戦場となる……前線と安全な後方の区別はなくなる……それが何を意味するのか、その結果は言うまでもない……急げ、諸君！」

　居並ぶ戦艦の艦長たちは胸を張ると敬礼した。




　旗艦の総合指揮室に各艦の艦長を集めてドーダイが協議を行っていたそのころ。

　同じ艦内の船長室のさらに奥にある、軍艦とは思えない毛足の長いカーペットが敷しき詰つめられ、金の装そう飾しよくを施ほどこした天然木の家具が並ぶ一室では、きらびやかな刺し繡しゆうが施されたローデスの聖衣をまとった異い端たん審しん問もん官かんが、机の上にある汎用端末を開いて、通信を行っていた。

　異端審問官たちは、ローデス教の言うところの超ちよう越えつ者しやであり、専用の端末と秘密回線が与あたえられ、それによって監かん督とく下かにある軍人たちの日ごろの言動の中に、ローデスの教えに背そむく部分があれば逐ちく一いち報告することになっていた。

　教皇軍の組織には枢すう密みつ院いんの異端審問官が付き、逆に枢すう密みつ軍の組織には教皇院の異端審問官が付く。こうやって互たがいの組織を監かん視しし合うことによってローデスの権力バランスは保たれてきたのだ。しかし、ザナックスの侵しん攻こう以後、その二つのバランスは大きく狂くるい始めていた。

　それは、ザナックスの接せつ触しよくの事実を知っても、それになんら関心を持たず、己おのれの権力拡大だけに眼めを向けていたアウディエンシア枢すう機き卿きようと、その正体をいち早くつかみ、ローデス一国では対処しきれないと判断して、探査機構のチャンネルを使って帝てい国こくに接触した教皇院エンデロの差だった。

　特にローデスを陰かげで操あやつるギンガーが、帝国の申し入れを実現させたエンデロの手しゆ腕わんを高く買い始めていたことから、日ごとにエンデロの発言力は増し、ローデスの権力者の中には枢密院から教皇院に鞍くら替がえを図はかる者も出始めていた。

　ドーダイの監視役の異端審問官の秘密回線の汎はん用よう端たん末まつに映っていたのは、一ヶ月前、ドーダイを軍法会議で裁こうとして失敗した枢密院の主席異端審問官だった。

　その主席異端審問官に向かって、ドーダイの監視役は、喜びを隠かくせないような口調で言った。

「主席官様、お喜び下さい！　ドーダイは再び部下を率ひきいて自殺的な作戦に赴おもむくつもりです。今度も部下を見捨てて自分だけ逃にげるかもしれません。そうすればあの男を再び軍法会議にかけることができます！」

　しかし汎用端末の中に映った主席異端審問官は顔をしかめると吐はき捨てるように言った。

『ドーダイに関する報告はいらぬ……無む駄だだ！　同じ罪状で軍法会議にかけても、前例どおり無罪になるのがオチだ！　今のあいつなら、たとえ民家に押し入り強ごう盗とうを働いてその家の娘むすめを陵りよう辱じよくして殺したとしても、エンデロが全部もみ消すだろうよ』

　監視役は、途と方ほうにくれた顔をした。

「で……では、わたくしめは何をすればよろしいのですか！　あの男を失しつ脚きやくさせ、エンデロの発言力を落とさねば、アウディエンシア枢機卿閣下の立場は悪くなるばかりだ、とおっしゃったのはあなたではないですか！」

　主席異端審問官はうなずいた。

『そうだ、あの男は我々枢密院の敵だ。すなわち神の敵でもある。あの男を失脚させ、ローデス指導者の椅い子すから追放することは神の摂せつ理りなのだ……我々が貴様に望んでいるのは、戒かい律りつに反する言動や、我々に対する揶や揄ゆなどという小さなことを報告することではない。あの男と、あの男を庇ひ護ごしたエンデロともどもローデスから追放できるほどの致ち命めい的なミスを報告することなのだ』

　監視役の不安げな顔は変わらなかった。

「それはわかります……そのようなミスを犯おかせば直ちに報告いたします！　しかし、あの男は、用意周しゆう到とうで、用心深く狡こう猾かつな男です。致命的なミスを犯すとは限りません」

　主席異端審問官は声を潜ひそめて言った。

『ミスを犯すのを待て、とは言っておらぬ。アウディエンシア枢機卿閣下が望んでおられるのは、明日にでもあの男とエンデロが失脚することなのだ……よいか、小さなミスなどいらぬ、あの男が犯すのは致命的なミスでなくてはならん。貴様に望むのはそれだけだ……重ねて言っておく。あの男こそ真の神の敵に他ほかならぬ、あの男を滅ほろぼすことこそ神の摂理なのだ……』

　監視役の顔から血の気が失うせた。

「し、しかし……ここであの男がミスをするということは、この教区がザナックスの手に落ち百億の民たみの生命いのちが失われることに他なりません！」

　主席異端審問官の表情は変わらなかった。

『それが……なんだというのだ？　百億や二百億の民の生命など……アウディエンシア枢機卿閣下のお立場を守ることに比べればなんの価値もなかろう。ここで枢機卿閣下に失地回復していただけなければ、私も貴様もこの先の出世も栄えい華がもありえんのだぞ。そのことをよく考えろ……見事やり遂とげたあかつきには、貴様を教区長の座に推すい薦せんしてやろう……よい知らせを期待しているぞ』

　そして秘密回線の通信は一方的に切れた。

　ドーダイの監視役はしばらく黙だまったまま汎用端末の灰色の画面を見ていたが、やがて何かを決意したようにうなずいた。




　そのころ、エリス率いる帝国難民支し援えん局の輸送船団は、ザナックスの侵攻を受けているローデス銀河北辺地区の北都である惑わく星せいリューゼンの衛星軌き道どうで、運んできたコンテナの半分を射出していた。

　このコンテナの中身は、難民支援用の居住用コロニーや、圧縮処理した食料、医薬品、衣料などの支援物資であり、これらは、そのままここで暮らす難民たちのために使われることになっていた。

　船団旗き艦かんのブリッジから、射出されたコンテナがローデス側の作業船に取り込まれるのを見ていた輸送船団の船団司令は、短く命令を発した。

「運うん搬ぱん用モジュール展開開始、各船の作業員は、至急作業にかかれ」

　船外作業用の小型艇ていが巨きよ大だいな輸送船の周りを動き出すのを見て、船団司令は小さくうなずくと横に立っていたエリスを見て言った。

「なんとか無事に荷物を吐き出すことができました。次は残りのコンテナにある避難民運搬用休きゆう眠みんカプセルに難民を収容するだけです」

「一隻せきあたりの収容人数は約十二万人……それが三百六十五隻……私たちだけで約四千万人の難民を運ぶことができるのですね」

　船団司令は眉まゆをひそめた。

「休眠カプセルで休眠状態に置いておけるのは一週間が限度です。もっと帝てい国こくから船を持って来ればよかったと思います……これから向かうヨルゲンセン教区全体の避難民の数は百億人だというじゃありませんか、この船団なんか焼け石に水ですよ」

　エリスはうなずいた。

「そうですね、私もそう思います。もっと船を用意すればよかったと……しかし、避難は星系ごとに行われます。一つの居住惑星の人口はそう多くありません。せいぜい一億人から五億人ですからピストン輸送すれば、なんとかなります。それに私たちだけではなくローデスの輸送部隊も一いつ緒しよに活動するわけですから……」

　船団司令は小さくため息をついた。

「そうですね、エリス様の言うとおりです。悪い方にばかり考えないで、もっとポジティブに考えないとダメですね」

「ええ、私たちはこれから、すべてを失った人々と向き合わなくてはなりません。私たちがその人たちに与あたえるべきものの中には、衣食住の保障だけではなくて、ポジティブな考え方、というのも必要だと思うんです……」

　そしてエリスは笑いながら付け足した。

「そういうのを、気休めだ、なんていう人がいますけど……気が休まるだけでも十分価値があると思いませんか？　避難民の人たちはあの休眠カプセルの中で眠ねむっている間、ヴァルゲイン氏が作ったバーチャルリアル空間で過ごすことになります。悲しく恐おそろしい現実から離はなれることは、逃とう避ひのように思えますけど、誰だれもが現実と向き合って戦い続けることができるほど強いわけではありません。逃避だって必要だと思うのです」

「そうですね、戦うためには休息が必要です。長く厳しい戦いを続けるには、より、きちんとした休息が必要です」

　エリスの言葉を聞いた船団司令が、そう言ってうなずいた、そのころ。

　護ご衛えい艦かん艦隊旗艦軽巡じゆん航こう艦かんソウライのメインブリッジでは、ローデス軍の観戦武官であるカヤン少しよう佐さが、タカハジ大佐からソウライに搭とう載さいされている近接防衛システムの解説を受けていた。

「これは、要するに加速粒りゆう子しをパルス状に、大量かつ高速で撃うち出すものです。射程は短く、威い力りよくも、耐たいビームシールドを展開している大型艦には無力ですが、シールドを展開していない小型艇……そうですな、あなた方がこの間の桃もも星ぼし戦せん役えきで使用した殉じゆん教きようミサイルのような兵器には有効でしょうな」

　カヤン少佐はおもしろそうにうなずいた。

「確かに、言われてみればザナックスの突とつ撃げき艇ていの攻こう撃げき方法は、我々の使ったミサイルの飽ほう和わ攻撃に非常によく似ていますな。あれを食くらった帝国軍が戦訓にしてこういった兵器を開発したのもうなずけます……しかし、あの戦法を編み出した我々は、逆にそれを戦訓にできなかったわけで……皮肉と言えば皮肉ですな」

　少し離れたところで二人の会話を聞いていたオーテ司教は、不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

「ふん、異教徒の兵器など、たいしたことはない、どうせこけ威おどしにもならん」

　その言葉を聞きつけたタカハジが、むっとした顔をするのを見たカヤン少佐が、とりなすように言った。

「いえいえ、オーテ司教さま。ローデス軍の軍人である私がこう言うのもなんですが、この兵器はザナックスに対しかなりの効果があるものと思われます」

　カヤンの言葉を聞いたオーテ司教は、顔に敵意をあらわすと不機嫌そうに言った。

「異教徒の戦い方は、卑ひ怯きよう極きわまりない！　聖なる獣けものの絵姿を投とう影えいし、我々の信しん仰こう心しんを利用しそこに攻撃をかけるような戦い方しかできんのだ！　戦い方に正義がなければ神の加護は得られず、敗北するに決まっておる！　それに、どんな能書きを並べ立てても使ったことがなければ、どれほどの威力があるのかわかるまい……」

　そのとき、メインモニターを見ていたケルプが静かに言った。

「これが、使い物になるかどうか……試ためすときがきたようですね……ヨルゲンセン教区、カール・グスタフ星系にザナックスの転移が確かく認にんされたそうです」

　そして、ケルプはオーテ司教を見ると言葉を付け足した。

「我々は異教徒であり、確かに卑怯な戦い方をしてまいりました。しかし、これから我々は戦いの地に赴おもむき、ローデスの民たみを護まもり、ローデスの民を救うために正々堂々と戦う所存です。我々にも正義があり、神のご加護を得られると思われますが……我々のためにお祈いのりをお願いできませんでしょうか？」

「私の役目は諸君らが協定と戒かい律りつに違い反はんしないかどうか、それを確認することにある。私はローデスの神職者だ。異教徒のために祈るような祈き禱とう書しよは持っておらん」

　オーテ司教は、冷ややかな目でケルプを見てそう答えると、くるりと背を向けてブリッジから出ていった。

　カヤン少佐は、ブリッジに残された気まずい空気を追い払はらうように両手を広げた。

「どうか、気にしないでいただきたい……あの方はこの前の桃星空域決戦のときに、帝国軍が神しん獣じゆうの映像を防ぼう御ぎよスクリーンに投影したとき、それに対する発はつ砲ぽうを認めなかったために、枢すう機き卿きよう閣下から叱しつ責せきを受けたのです……それで皆みなさんに辛つらく当たるのだと思います。皆さんに責任はありません、あのような卑怯な戦法を考え出した人間に責任があるのです」

　自分の言葉を聞いたブリッジの全員が、さらに気まずい顔になったのを見て、カヤン少佐は怪け訝げんな顔をした。

「……皆さん……どうかされたのですか？」

　ケルプが、頭を搔かきながら言いにくそうに答えた。

「えーと、あのー、そうだな、その……卑怯極まりない戦法を考えたのは俺で……んでもってローデスの戦列艦に光子魚ぎよ雷らい食らわしたのは……」

　ケルプは目の前にいるマスクワードを指差して付け足した。

「……こいつなんだ」

　目を見開いて絶句したカヤン少佐に向かってケルプは両手を合わせた。

「……オーテ司教には秘密にしておいて下さい、お願いします」

「え、ええ、わかりました。そういうことにしておきましょう……それに、もうそんなことに構っている場合じゃなさそうです」

　カヤン少佐が見上げたメインスクリーンには、グスタフ星系のデータが映し出されていた。

　居住惑わく星せいを一つ、鉱業惑星を三つ持ち、総人口は五億一千万人。

　避ひ難なん率は三十パーセント。

　いまだ三億五千万人が取り残されていた。

　そして、ブリッジにいる全員の見ている前で、ヨルゲンセン教区行政局からの指示が表示された。

　脱だつ出しゆつ完かん了りようまでのタイムリミット……十日。







[image: 第五章　孤軍と援軍]







　第五章　孤軍と援軍







　宇宙空間に無数の閃せん光こうがまたたいていた。

　その、一つ一つがすべてザナックスの突とつ撃げき艇ていが爆ばく発はつする輝かがやきだった。

　グスタフ星系の第八惑わく星せい軌き道どう上で、ヨルゲンセン教区教皇軍防衛艦かん隊たいの奮ふん闘とうが続いていた。

「敵突撃艇第十波撃げき退たい！」

「こちらの損害は最前部ピケット艦クレペニノ他ほか七隻せき、いずれも装そう甲こうの弱いフリゲート艦です」

　防衛艦隊旗艦である戦艦ディアフューラーのメインブリッジで、情報参さん謀ぼうからの報告を受けていた艦隊司令オットー・アオ大たい佐さは、顔をしかめた。

「七隻か……痛いな。残存艦数が千を割った」

「フリゲート艦の主しゆ砲ほうである小口径のビーム砲は、連射が効きますが、射程が短いですから、その分間合いを詰つめられてしまいます。射程が長くて連射が効いて、なおかつ広こう範はん囲いを制圧できる火か砲ほうがあればいいのですが」

　悔くやしそうに言う参謀を見てアオ大佐は笑った。

「そんな都合の良い火砲があるものか、夢を見る前に目の前の現実をなんとかしないとな……ザナックスの侵しん攻こう艦隊の位置、及および総数はどうなっている？」

　情報参謀が、センサリングモニターを見ながら答えた。

「ザナックスの転移位置は変わりません。同じ座標を保っています。総数も変わらずです」

「一万二千で転移してきて、叩たたかれた分だけ補ほ充じゆうする……というわけか。まるでバックヤードを持っているスーパーマーケットのようだな……今まで沈しずめた数の総数はわかるか？　概がい算さんでいい」

　アオ大佐に尋たずねられた情報参謀は手元にあるモニターの数字を読み上げた。

「概算で約八千から九千です！」

「もうすぐ一万二千の定数に達するわけだな……そのときがもっとも危険だ。全艦に予告を出しておけ」

　命令を受けた参謀は敬礼した。

「了りよう解かいしました」

　ザナックスの戦法には、一種の法則があった。

　彼らは攻こう撃げきをかけて、全体の一割か二割を破は壊かいされるといったん転移位置まで引き、そこで喪うしなった数と同じだけの突撃艇を補充する。

　そしてそれと同じことを波状的に何度も繰くり返すのだが、喪った総数が最初に転移した数と同じに達した瞬しゆん間かんに、今までの倍の数を転移させてくるのだ。

　そしてまたその数の一割を失うと引いて補充する、という方法を繰り返す。

　ローデス軍はこの数のことを定数と呼んでいた。

　いくら撃退しても限りなく転移してくるのだが、喪った突撃艇が最初の数の二十四倍まで達すると、そこで侵しん攻こうは止まることもある。

　それを知ったローデス軍は、侵攻に対し兵力を集中し、最初の転移数の二十四倍の数のザナックスを撃退するという作戦を立てた。

　この作戦によって、いくつかの星系で撃退に成功し、戦線を膠こう着ちやく状態にしたものの、それは長続きしなかった。この戦いによって消しよう耗もうした戦力の回復が思うに任せなかったからだ。

　戦艦は一年、軽巡じゆん航こう艦かんや駆く逐ちく艦は約半年、フリゲート艦のような小型艦でも、建造するのに三ヶ月はかかるのだ。

　まして、それを扱あつかう人間は、すぐには育たない。

　ローデス軍は国家非常体制を宣言し、戦せん闘とう艦の大増産と予備役の召集、そして学生を兵士とする特別プログラムを実じつ施ししていたが、ザナックスの侵攻はそのどれよりも早かった。

　ブリッジのメインスクリーンに表示されている自分の指揮する艦隊の編制図を見上げて、アオ大佐は舌打ちをした。

　……桃もも星ぼし空域の防衛艦隊をすべてこっちの戦線に振ふり向けてくれれば、もう少しまともな戦い方もできるのに、教皇軍は二割、枢すう密みつ軍に至っては五割の戦力をあそこに張り付けたままだ。

　上層部は、帝てい国こくとの同盟を信じていない。枢密軍は特に。

　アウディエンシア枢すう機き卿きようは帝国との同盟に最後まで反対していた。枢密軍が桃星星域から軍を動かさぬのはそれに対するポーズの意味もあるのだろうが……この現実があいつらには見えていないのだろうな。

「カール・グスタフの避ひ難なん状じよう況きようはどうなっている？」

　アオ大佐に聞かれた通信オペレーターは、カール・グスタフの行政局とリアルタイム回線で繫つながっている数字を読み上げた。

「現在四十七パーセント、ですが、帝国の難民運うん搬ぱん船せんが来たのでこのあと数字はかなり好転するだろうとのことです」

「ほう、帝国の難民支し援えん局とやらがこんな最前線まで来てくれたのか」

　アオ大佐がつぶやいたとき、ブリッジに警報が鳴り響ひびいた。

「第十四波来ます！　この戦闘で定数に達する可能性が大です！」

　アオ大佐は叫さけんだ。

「ようし！　定数警報を出せ！　これからの戦いは今までの倍の数が相手だ！　補給がいつまで続くかわからん！　無む駄だ弾だまを撃うつなと伝えろ！」

「了解！」

　オペレーターの返事とともに、中央にあるメインスクリーンに黒い莢さやが現れた。

「攻撃開始！　オールウェポンフリー！」

　半球形の防ぼう御ぎよ陣じん形けいを取っていた艦隊のすべての艦の火砲がビームを吐はき出し、黒い莢の群れの中に爆ばく発はつの閃せん光こうがきらめいた。

　ザナックスの突とつ撃げき艇ていは生物であり、超ちよう硬こう質しつの外がい殻かくの内部には水分をふくんだ生体組織がある。その外殻を高温のビームが貫つらぬくと、内部の水分が一いつ瞬しゆんに水蒸気と化してザナックスは爆発する。

　しかし、中には一発食くらっただけでは爆発せずにそのまま突つっ込んでくるものもいる。

　外殻の強度が明らかに違ちがうこういったザナックスのことを兵士たちは、バージョンアップ、もしくはマークⅡと呼んでいた。

　防御陣の最前線に配置されていたマーダー級駆逐艦の砲ほう術じゆつ長ちようは、部下の射手が悲鳴を上げるのを聞いた。

「なんてこった！　いつもより硬かたいヤツがだいぶ混じってるぞ！　マークⅡだ！　一発じゃ沈しずまねえ！」

　隣となりにいた同どう僚りようが答えた。

「十面まで進んだってことだろうよ。形は同じでもちょいと色が違えば別の敵ってわけさ」

「そうかよ、じゃあそろそろ中ボスが出てきてもおかしくないな」

　射手がそう答えたそのとき、目の前の空間が一瞬にして黒い莢で覆おおわれた。

「きた！　定数を超こえたぞ！」

「くそ！　こいつが中ボスってことかよ！」

　そう言ってビーム砲を発射した射手は、自分の撃った遠えん距きよ離りビームを食らったザナックスの突撃艇が、そのまま突っ込んでくるのを見て驚おどろきの声を上げた。

「効かねえぞ！　あいつら、全部マークⅡだ！」

　その情報は瞬しゆん時じにアオ大佐のところに届いた。しかし、彼のところに届いた情報はそれだけではなかった。

「定数が三倍だと？」

「はい、転移してきた敵の数およそ三万六千！　倍数ではありませんでした！」

　情報参さん謀ぼうが、うなずいた。

「新型で、そして数が三倍か……」

　歯は嚙がみをしたアオ大佐に、参謀の一人が聞いた。

「これはどういうことでしょう？」

「さあな、敵の編制規則が変わったか、今日がサービスデーだったか、誰だれかが確立変動リーチのボタンを押したかそれのどれかだろうよ、とにかく第一波をなんとか持ちこたえろ！　いったん押し戻もどして、それから後退し、陣形を整えるんだ！」

　戦闘が始まった。

　装そう甲こうの厚さが倍以上になったザナックスの新型突撃艇は、今までの有効射程の半分まで近づかなければ撃げき破はできなかった。間合いを詰つめるということは、それだけ敵が近づくということであり、体当たり攻こう撃げきを受け、損傷する艦の数が増えるということでもあった。

　押し寄せてくる突撃艇の群れの中でいくつもの閃光が瞬またたく。

「戦せん艦かん主しゆ砲ほうにより、与あたえた損害およそ三百！」

「くそ、思ったより減らないな……副砲と巡じゆん航こう艦の主砲で少しでも削けずり落とさないと、近接戦闘の負担が大きくなりすぎるぞ！」

　砲術参謀の言葉が終わるのと同時に、副砲と巡じゆん航こう艦の主砲が撃ち始めた。

　群がり押し寄せる黒い雲のような突撃艇の塊かたまりの前面におびただしい数の閃光が走った。

　一瞬、突撃艇の進行速度が遅おそくなったように見えた。しかし、その閃光の隙すき間まを縫ぬうように無数の黒い突撃艇が姿を現した。

「近接戦せん闘とう砲座、砲ほう撃げき開始！　引き付けすぎると間に合わなくなるぞ！　間合いを見切ってよく狙ねらえ！」

　戦艦の小型砲ほう塔とうや、艦隊の最前線に並んだ小艦かん艇ていの主砲が連続して発射する。

　艦隊の直前にまで迫せまった突撃艇が次々に閃光に変わってゆく。

　しかし、撃ち漏もらしたいくつかはそのままのスピードで艦隊の中に飛び込んできた。

「やられた！　破られたぞ！」

「かまうな！　火力に穴があるとそこから突っ込んでくるぞ！」

　そのとき、ブリッジが揺ゆれた。

「どうした？」

　ダメージコントロール担当のオペレーターが叫ぶように答えた。

「至近距離で破は壊かいした敵突撃艇の破片が船体後部に突き刺ささりました！　戦闘行動に問題なし！」

「ピケット艦ロールレイ爆ばく沈ちん！　脱だつ出しゆつ者しやありません！」

「駆く逐ちく艦かんコンラッド船体大破！　戦闘不能！」

「軽巡ヤハギ船体後部切断！　前部砲塔のみ戦闘可能！　いまだ戦闘続行中！」

　ダメージレポートが次々に入ってくる中で、アオ大佐は、通信参謀に向かって叫んだ。

「ひるむな！　全将兵に、本部艦隊の応おう援えんがくるまで何がなんでも持ちこたえろと伝えろ！」

「了りよう解かいしました！」

　敬礼する通信参謀を見て、アオ大佐は思った。

　……本部艦隊百二十隻せきが、どれほどの戦力になるのかわからんが、こういうときに応援がくるという心理的効果だけは何ものにも代かえ難がたいな。

　第十四波攻撃が終わったとき、防衛艦隊の総数は九百隻を割っていた。

　損傷艦に負傷者を収容し、第六惑わく星せい軌き道どう上の中ちゆう継けいステーションにあるタンホイザーゲートから後方に下がらせたアオ大たい佐さは、艦隊を再編制すると、再び防ぼう御ぎよ陣じん形けいを作ってザナックスに対たい峙じした。

「くそ、本当にジリ貧ひんだな……ここらで応援に来てくれると実に嬉うれしいんだがな」

　アオ大佐がそうつぶやいたとき、ブリッジに通信参謀の声が響ひびいた。

「本部艦隊からの通信です！　メインスクリーンに表示します！」

「聞こえたのかな？」

　そのつぶやきと、ドーダイ少将がメインスクリーンに映るのは同時だった。

『諸君、よく持ちこたえてくれた、プレゼントを持ってきてやったぞ』

「プレゼント、と、申しますと？」

　ドーダイはにやっと笑った。

『この私だ』

　誰も笑わないのを見たドーダイは、ちょっと傷ついたような顔をして言った。

『旧型戦艦二十七隻……しかしすべての主砲に、対ザナックス用の改造を加えてある』

　アオ大佐は怪け訝げんな顔をした。

「対ザナックス用の改造？　どんなものですか？」

『簡単に言えば、主砲サイズのショットガンだと思えばよい。射程は短いが面単位での撃破制圧が可能だ、とにかく使ってみればわかる！　本部艦隊はこのまま配置につく、指揮命令系統は再編制する時間がもったいないからそのままだ』

　ドーダイの言葉を聞いたアオ大佐は、一いつ瞬しゆん意味がわからない、という顔をした。

「と……言いますと、ドーダイ司令は指揮をお執とりにならないおつもりですか？」

『当然だ。理由を並べようか？

　一つ、これは君の指揮する艦隊である。

　二つ、君の方が数が多い。わしが率ひきいてきたのはたった百二十隻だ。

　三つ、この場所での戦闘経験も君の方が上だ……』

　そして、ドーダイは悪戯いたずらっぽい笑いを浮うかべて言葉を付け足した。

『……四つ、大佐が少将を顎あごでこき使うなんてことはめったにできん。これが貴様に対する褒ほう美びだ、受け取れ』

　アオ大佐はにやっと笑った。

「わかりました、では喜んで指揮を執らせていただきます！」

　そして、応援の本部艦隊の旧型戦艦や重巡航艦などが防ぼう御ぎよ陣じんの中に組み込まれはじめたとき、ザナックスの攻こう撃げきが始まった。

「くそ、まだ陣形の再編制が終わっていないんだぞ！」

　情報参さん謀ぼうの悪態を聞いたアオ大佐は、ドーダイに告げた。

「旧型戦せん艦かん艦隊、最前列に出ろ！　後方の陣形再編制が終わるまで、食い止めてもらいたい！　諸君らの新兵器に期待する！」

　ドーダイは目をむいた。

『いきなりかい！……まあしかたない、部下としては命令に従うしかないというわけだな、新兵器の効果、どんなものか見ていてくれ』

　半球形に組まれた防御陣の中央とその周囲に円形に配置された旧型戦艦二十七隻は、作戦通り船体を横向きにして、側面に並ぶケースメイト式の副ふく砲ほうと主砲をザナックスに向けた。

　ザナックスの突とつ撃げき艇ていは見る見るうちに迫せまってきた。

　防衛艦隊の旗艦のブリッジでその様子を見ていたアオ大佐の周りの参謀が、震ふるえるような声で叫さけんだ。

「何やってるんだ、とっくに主砲の射程内だぞ！」

「撃うてよ！　何やってるんだ！　間に合わなくなるぞ！」

　砲術担当の参謀が首を振ふった。

「今、データを読んだ。あの戦艦の主砲の有効射程は、三分の一だそうだ」

「三分の一？　そんなに近くまで来られたら、撃ち漏もらしが出るぞ！」

　アオ大佐は参謀たちに向かってうなずいた。

「あのドーダイ司令のやることだ、信しん頼らいしていよう」

　不安げにうなずく参謀たちを見てアオ大佐は思った。

　……もっとも、この期ごに及およんで信頼も何もないがな……あのおっさんに下げ駄たを預けられた身としては。

　旧型戦艦艦隊の旗艦セントールのブリッジでは、その場にいる全員が固かた唾ずを吞のんで砲術長の読み上げるカウントダウンの数字を聞いていた。

「射程まで、あと四、三、二……」

　誰だれの顔にも不安が浮かんでいた。

　一度も試験したことのない新兵器をぶっつけ本番で使うのだ。もし、不具合があれば、それはそのままこの艦隊そして防衛艦隊全体を破は綻たんさせるだろう。

　ザナックスの突撃艇の、その豆の莢さやのような輪りん郭かくが一つ一つ見分けがつくほどの距きよ離りまで迫せまってきた。そのとき、ついに砲術長のカウントダウンがゼロを告げた。

「ゼロ！　主砲発射！」

　その瞬しゆん間かん、二十七隻の旧型戦艦から光のシャワーが飛び出した。

　シャワーが目前に迫ったザナックスの突撃艇にぶち当たるのと、目の前の空間が閃せん光こうで満たされるのは同時だった。

「副砲発射！　撃ち漏らしを片付けろ！　主砲ビームチャンバー装そう塡てん急げ！」

　砲術長の指示が飛ぶ中で、セントールのブリッジの中に、小さな無数の金属音が響ひびいた。

　それは、粉々になったザナックスの突撃艇の破片が船体に当たる音だった。

「ようし！　効果大！　この調子で撃ちまくれ！　近づけるな！」

　ドーダイの声を聞いて、呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた参謀たちが我に返ったように動き出した。

「各艦損害を知らせ！」

「重巡じゆん航こう艦かん、主砲発射開始しました、後方の頒種船たねまきに命中確かく認にん！」

　主砲の一いつ斉せい射しや撃げきを受けたザナックスの突撃艇の群れの残りが副砲や周りの艦の砲ほう撃げきで撃げき破はされていく様を見つめながらドーダイは思った。

　……この主砲を装備した艦があと一万隻せき欲ほしい……そうすれば、すべての教区でザナックスを押し戻もどすことができる。

　いくら効果的でも、結局は数だ。くそ、たった二十七隻では、時間稼かせぎしかできん。

　そう考えたとき、ドーダイは思わず自分を笑った。

　……俺は最初から時間稼ぎしか考えていなかったはずなのに……反はん攻こう作戦のことを考えるとはな……ないものねだりもいいところだ。

　ドーダイは顔を上げた。

「教区軍司令部に打電！　新型砲の効果絶大なり、早急に採用するべきと認む！」

「了りよう解かい！」

　通信参謀が敬礼するのに軽くうなずいたあとで、ドーダイはメインスクリーンを見上げた。

　ザナックスの攻撃は終わっていた。

　……ようし、いくらでも来い！　カール・グスタフの避ひ難なんが終わるまで、何がなんでも持ちこたえてみせるぞ！

　ドーダイは自分に喝かつを入れるように両手を握にぎりしめた。




　グスタフ星系の第八惑わく星せい軌き道どう上で、群がり寄ってくるザナックスの突撃艇ていと、防衛艦隊とが壮そう絶ぜつな戦いを続けていたころ。

　同じ星系の第五惑星軌道上にある中ちゆう継けいステーションの周囲では、タンホイザーゲートを守るような陣じん形けいで、ケルプたちの護ご衛えい艦艦隊が警けい戒かい配備についていた。

　旗艦である軽巡航艦ソウライのブリッジで、メインモニターに映し出される迎げい撃げき艦隊の死し闘とうを見ていたマスクワードがつぶやくように言った。

「それにしても、たった千隻でよくやるな」

「ああ、少数で大軍を防ぐ、機動防ぼう御ぎよ戦闘のモデルケースとして教科書に掲けい載さいできるな……」

　ケルプは感かん嘆たんしたようにつぶやいたあとで言葉を付け足した。

「……だが、結局は数の前には、一時的な遅ち滞たい行動にしかならない。応おう援えん、もしくは交こう替たい部隊が来なければ、戦力比が悪化するに従って、加速度的に損害が増え、戦線を支えられなくなるだろう。応援は来るのか？」

　ブリッジにいた観戦武官のカヤン少しよう佐さが、手元のパーソナルモニターを確認しながら答えた。

「このヨルゲンセン教区を担当しているローデス教皇軍は、定数の六割を割っています。他ほかの星系でも同様の戦いを強しいられていますので、応援は難しいのではないかと思われます」

　じっとメインスクリーンに映る戦闘を見ていたケルプは、カヤン少佐に振ふりむくと、静かに言った。

「恐おそれ入りますが、カヤン少佐。教皇軍の地区司令部にお伺うかがいを立てていただけませんか？　我々もあの戦いに参戦してよろしいか？……と」

　その言葉を聞いたカヤン少佐が、何かを答える前に異い端たん審しん問もん官かんであるオーテ司教が叫さけんだ。

「とんでもない！　それは協定違い反はん行こう為いだ！　護衛の範はん囲いを逸いつ脱だつしているではないか、認めるわけにはいかない！」

　ケルプは笑いながら答えた。

「おや、困りましたね。どうやら我々とあなたとでは、護衛の定義が違ちがうようですね。我々は無防備な輸送船団に攻こう撃げきをしかけてくる敵を撃げき退たいすることをもって護衛と理解しておりましたが、あなたの定義はどのようなものなのですか？」

　オーテ司教は憤ふん然ぜんとした口調で言った。

「ザナックスの攻撃は、あの防衛艦隊に対し加えられているのだ。輸送船団には、何一つ攻撃が加えられていないではないか！」

　ケルプは真面目まじめな顔になった。

「確かに直接攻撃は加えられていません。それは認めます。ではお聞きしたいのですが、あそこで死しに物もの狂ぐるいになって戦っているあの防衛艦隊は、いったい何を守るために戦っているのですか？」

「決まっておるであろう、ローデスの民たみとローデスの地を守るために戦っているのだ」

　当然だ、という顔をするオーテ司教を見つめてケルプは畳たたみかけた。

「その、ローデスの民を乗せているのは何ですか？　我々の輸送船団ではありませんか？　だとしたら、あそこで戦っている彼らが守っているのは、我々の輸送船団ということではありませんか？　彼らと、我々とどこが違うのですか！　あそこで戦っている彼らが、どれほど少数で戦っているのか、あなたも見て知っているはずだ！　彼らがあそこで支えられなければ、ザナックスはこの中継ステーションと、そして惑わく星せいカール・グスタフに襲おそいかかってくるんだ！　あの戦場と、こことの差は、単にザナックスが突つっ込んでくるかこないか、という距きよ離りでしかないんだ！」

　オーテは冷ややかな目でケルプを見た。

「いかに詭き弁べんを並べ立てても、認めるわけにはいかん。なぜならそれは規則だからだ。規則は絶対だ。それを曲げて自分に都合の良い解かい釈しやくを加えるなど……まったく異教徒というのは始末に負えんな」

　その言葉を聞いたとき、ケルプの中で何かが切れた。

　ケルプの目に、不良少年がケンカするときのような迫はく力りよくある光が宿った。

「ふざけるな、馬ば鹿か野や郎ろう！　お前はそれでも人間か！　規則規則って……規則ってのはなんのために作られるんだ！　人を幸せにするために、人のためにあるんじゃないのか！　規則のために人があるのか！」

　オーテは突き崩くずされた威い厳げんをかき集め、それをあわてて自分の前に積み上げたような顔で言った。

「そうだ！　貴様のような異教徒には理解できんだろうがな、ローデスにおいては、戒かい律りつは絶対だ。神が定めたものに疑問を持つことすら許されんのだ！　無法者の異教徒とはわけが違うのだよ！」

　ケルプは笑った。

「馬鹿はやっぱり馬鹿だな。神様が戒律を作っただって？　ふざけんな！　そんなものはお前らが自分の都合のいいように作って、神様の名前でふりまわしているだけじゃねえか！　確かに俺は異教徒だ。ローデス教のことなんかよく知らねえよ……でもな、ひとつだけわかってることがある。神様ってのが、本当にこの世にいて、そして俺たちに生命いのちを与あたえてくれたのなら、神様は可能性ってのも一いつ緒しよに与えてくれたってことだ！」

　ケルプはメインスクリーンに映る難民たちを指差した。

「生命は大切なんだよ！　それは可能性なんだよ！　未来を支える可能性なんだ！　規則や戒律なんかよりずっとずっと大切なんだ！　だからああやって必死に助けようとしているんじゃねえか！　違うか？　そして、その生命を守って戦ってる連中があそこにいるんだぞ！　お前はそれを黙だまって見てろって言うのかよ！　一緒に戦うことのできる武器も船も持っているのに、いつでも助けに行ける場所にいるのに、それをしないで黙ってあいつらが死んでいくのを見ているのが正しいっていうのか？　何もしないことが正しいっていうのか？

　……それは間違っている！　誰だれがなんと言おうと間違っている！　信じる神が違おうと、信じる旗が違おうと、それは絶対に間違っているんだ！」

　オーテ司教が、思わず目を逸そらしたそのとき、カヤン少しよう佐さが割って入るように言った。

「ああ、今、教皇軍の地区司令部から回答が来ました。これは……協力依い頼らいですね、ぜひ協力してもらいたいというローデス軍からの依頼です」

　そして、カヤン少佐は、何かを言いたそうな顔をする通信オペレーター席のミナモト少しよう尉いにそっと目配せをしたあとで、オーテ司教に向き直った。

「ローデス軍の上級司令部からの依頼があったということは、この艦かん隊たいが戦せん闘とうに参加してもそれは、規則違反でもなんでもないことになりますな……違いますか？」

　オーテ司教は咳せき払ばらいをしてからうなずいた。

「あ……はん、その通りだ。それは規則違反ではない……認めよう」

　カヤン少佐は一礼するとケルプに向き直った。

「……ということです。これは……依頼です。お願いです。どうか、あそこで戦っている連中に力を貸してやって下さい！」

　ケルプはうなずいた。

「お任せ下さい、我々はたった百数十隻せきの艦隊ですが、ザナックスを倒たおすため、そのためだけにすべての艦は設計され、すべての兵士は訓練を積んできました。その力をお貸しできるのは我々の嬉よろこびとするところです！」

　そして、ケルプは振ふり向くと、ブリッジにいる全員に向けて叫さけんだ。

「帝てい国こく護ご衛えい艦艦隊は、これより全力をもって第八惑わく星せい軌き道どう上でザナックスと戦っているローデス教皇軍グスタフ星系防衛艦隊の掩えん護ごに当たる！　艦隊の発進は四時間後とする。特務艦、及および補給艦は、ただちに各艦に対するメンテナンス及び補給を開始せよ！」

　ブリッジにいた司令部の各参さん謀ぼうが一いつ斉せいに動き出したのを見たカヤン少佐は、隣となりにいたオーテ司教に声をかけた。

「さて、我々はここにいても何もすることはないし、かえって邪じや魔まになりますから部屋に引き上げるとしませんか？」

　何か考えごとをしていたオーテ司教は、はっとしたように顔を上げるとあわててうなずいた。

「あ、ああ、そうするとしよう」

　カヤン少佐とオーテ司教がブリッジを出て行ったのを見送った通信オペレーターのミナモト少尉が、そっと言った。

「……実を言うと……教皇軍の地区司令部から回答なんて来ていないんです……今の依頼はすべてカヤン少佐の独断だと思われます」

　その言葉を聞いたケルプはうなずいた。

「やっぱりね。タイミングが良すぎると思ったんだ……カヤン少佐に借りができたな」

　マスクワードは笑った。

「無能な上層部を動かすときは、まず独断で動き、既き成せい事実を積み上げて結果を出し、なし崩しに事後承しよう諾だくに持っていく……いずこも同じ現場の宮仕えの知ち恵えというヤツですな」

「ああ、そうだな、この借りを返す方法は一つしかない……結果を出す、というやつだ。気合入れていくぜ！」

　にやっと笑ったケルプを見てマスクワードは思った。

　……やっと、いつもの調子が戻もどってきましたね。やっぱりあんたにカミシモは似合わないですよ、悪ガキケルプ少将閣下どの。




　自室に戻ったカヤン少佐が執しつ務む室しつで、捏ねつ造ぞうした報告書を作っているとドアを誰かがノックした。

「はい、どうぞ、鍵かぎはかけてありませんから」

　机の前に座ったままそう答えると、誰かがドアを開けて入ってきた気配がした。

　振り向くとそれはオーテ司教だった。

「おや、司教様、めずらしい……どうしました？　まあお座り下さい」

　執務机の前からリビングにやってきたカヤン少佐はそう言うと、目の前のソファを勧すすめた。

「お茶を淹いれて差し上げたいところですけど、この部屋には司教様のようにミネラルウォーターの備び蓄ちくがありませんので、この船の給湯器からお湯を出すしかないのですよ……異教徒の水はお飲みにならないのですよね」

　オーテ司教は小さく首を振った。

「いや……かまわんよ。考えてみればこの船が搭とう載さいしている水はこのローデスの地で補給されたものだ。ローデスの水に変わりはない」

　カヤン少佐は、眉まゆ毛げをぴくんと上げたが、そのまま何も言わずにティーポットに香こう茶ちやのティーバッグを入れて、給湯器から熱湯を注いだ。

　そして色と香かおりが広がるのを待ってからその香茶をティーカップに注つぎ始めた。

「何かあったのですか？　司教様が私のような軍人のところにくるなんて……」

　オーテ司教は黙だまったまま何も答えなかった。

　カヤン少佐は両手に持ったティーカップの載のった皿の片方をオーテ司教の前に置いた。

「どうぞ、安物のティーバッグですが、けっこういけるお茶ですよ」

　オーテ司教は小さく頭を下げると、ティーカップを手に持った。そして一口お茶をすすると、小さな声で言った。

「私は……今まで異教徒とは人間ではない禽きん獣じゆうに等しいものだと思ってきた。戒かい律りつを知らず物の道理もわからず、神の教えすら知らぬ彼らは己おのれの欲望に流される愚おろかな生き物だと教わってきた……あの帝てい国こくの若者を見たとき、私は自分の考えに自信を持った。あの男は若く、野や卑ひで、礼れい儀ぎを知らぬ。あのような男が少将という位につく帝国とはどれほど野や蛮ばんな国なのかと気が遠くなるような思いがしたものだ……」

　オーテ司教は視線をサイドテーブルの上に落としたまま言葉を続けた。

「……しかし、先ほどあの男に言われた言葉が耳について消えないのだ。あの……異教徒の若わか僧ぞうが私に言ってのけた言葉だ。

　……神が我々に生命を与あたえたのなら、それとともに可能性も与えたはずだ。というあの言葉だ。それを守るものの手助けをしないことは間ま違ちがっているとあの男に言われたとき。私は言い返せなかったのだよ……。

　頭の中にはさまざまな言葉が浮うかんだ。神学校で教わった教義、戒律というものがいかに大切かを告げた恩師の言葉……しかし、なぜだ。その言葉すべてがウソに塗ぬり固められたまがい物にしか思えなかったのだ。あのとき、私はあの男の言葉にうなずいてしまいそうだったのだ……」

　カヤン少しよう佐さはお茶を一口飲むとゆっくりと言った。

「私のような人間が、司教様に何か言うなんて畏おそれ多い、とんでもないことだと思いますが……一言だけ言わせてもらっていいですか？」

　オーテ司教は顔を上げて小さくうなずいた。

「じゃあ、一言だけ……あのとき、あの若者の心の中には、余分なものは何もなかったからだと思います……あれは彼の本音です。自分を飾かざるわけでもない、誰だれかに褒ほめて欲ほしいわけでもない、何か見返りを期待しているわけでもない、本当の本音だったんです」

　カヤン少佐の言葉を聞いたオーテ司教はつぶやいた。

「……本音？」

「ええ、そうですよ、本音です。本音って聞くと誰もが悪い方に思い浮かべますよね。お金が欲しい、楽したい、面めん倒どうなことはやりたくない、だけど褒めてもらいたい、……とか。でも、そういった本音じゃない、人として何かをしたい、より良く生きたいという本音だってあると思うんです。あの男は若く、野卑で、礼儀知らずの異教徒です。でも……人間としての性しよう根ねは見上げたもんだと思いますよ。あの男があの若さで少将になり、そしてこの艦かん隊たいを任されたその理由がわかったような気がします」

　そして、カヤン少佐はオーテ司教の顔を覗のぞき込むようにして言った。

「こんなことを言うと異い端たん者しやにされてしまうかもしれませんけど……あえて言います。オーテ司教閣下……異教徒かローデス教徒であるか、という二種類しか分類できないフィルターを外して世界を見ると、色々違ちがうものが見えてくるかもしれませんよ。異教徒にも立派な人物はいます。そして同じようにローデス教徒にだってろくでなしはいます……そういうことだと思うんです」

　オーテ司教は黙ったまま何も言わなかった。




　ケルプ少将率ひきいる帝国軍護ご衛えい艦艦隊が発進したころ。当初第八惑わく星せい軌き道どう上に展開していた防衛艦隊は、今や第七惑星軌道まで後退していた。

　しかし、彼らは後退を続けながら戦いを続行し、実に第五十六波にわたる波状攻こう撃げきを撃げき退たいしていた。

　撃破した総数は十二万を超こえ、実に戦力比にして百倍の敵を撃破したことになる。

　しかし、襲しゆう撃げきしてくる数が増えるたびに、防ぼう御ぎよ網もうの一部が破られ、犠ぎ牲せいの数は少しずつ増えていた。

　防衛艦隊は損失が出るたびに陣じん形けいを縮小し、後退を続けた。

　そして、今、防衛艦隊の残存艦数は五百隻せきを割っていた。

　後退に後退を重ねた防御陣は、中ちゆう継けいステーションを肉眼で確かく認にんできるところまで下がっていた。

「いよいよあとがなくなってきたな……」

　本部艦隊旗艦である旧型戦艦セントールのブリッジで、メインスクリーンのサブウィンドウに映る中継ステーションを見ていたドーダイ少将がそうつぶやくと、後ろにいた副官が笑いながら言った。

「補給に関しては実に迅じん速そくに届きます……それだけは嬉うれしい限りですな」

「しかし、あそこにある物資集積基地の分を使い尽つくしたら、後方の基地から運ばなくてはならないわけだから、同じことだがな……タンホイザーゲートが弾だん薬やく庫こや推進剤ざいタンクに直結していてベルトコンベアみたいに弾薬や部品が無む尽じん蔵ぞうに出てくるわけじゃない。割り当て分の弾薬や推進剤を使い尽くせば、補給切れを起こすのは同じことだ。

　いざとなったらあの中継ステーションを爆ばく破はして、第六惑星軌道まで下がらなくちゃならん……カール・グスタフの避ひ難なん状じよう況きようはどれくらいまで進んでいる？」

　ドーダイの質問を受けた情報将校は、データをメインスクリーンに映し出した。

「現在七十二パーセントですね、帝てい国こくの難民運うん搬ぱん船の能力はすごいですよ。なんでも、難民を休きゆう眠みん状態にしてカプセルに入れて運ぶため、設備が生命維い持じ装置だけですむそうでして、そのぶん大量に運べるのだそうです」

「そうか、そうすればベッドも食事もトイレの心配もいらないというわけか」

　感心したように答えたドーダイに、情報将校は不満そうに言った。

「でも、なんとなく非人道的な方法のような気もしますな」

　そのとき、ドーダイの脳のう裏りに、マドセン教区の中心部にあるリンガム中継基地の内部で見た光景が浮かんだ。

　饐すえたような匂においのする重く湿しめった空気の中で、灰色の表情のまま廊ろう下かにうずくまる何百人という難民たちの群れ……。

　トイレの前や食堂の前にできた長ちよう蛇だの列。

　ドーダイは首を振ふった。

「いや、狭せまいコンテナの中にぎゅうぎゅうづめにされて、シャワーもトイレも満足にない環かん境きようで一週間も二週間も置いておかれる方がはるかに非人道的だと私は思うね……帝国のやり方は実に合理的だ」

　そう言ったあとで、ドーダイはふと疑問に思った。

　……まるで帝国は、事前にこういったことがあると予測していたように思えるが……まさかな。

　そのドーダイの感かん慨がいは、通信参さん謀ぼうの言葉で断ち切られた。

「防衛艦隊司令部から、連れん絡らくが入っています。お繫つなぎします」

「おう、繫いでくれ」

　ドーダイのパーソナルモニターに浮うかび上がったのは防衛艦隊司令のアオ大たい佐さだった。

「これはこれは、防衛艦隊司令様ではないか、どうしたかね？」

『様をつけるのはやめてください……』

　アオ大佐は面めん食くらったようにそう答えると、すぐに真面目まじめな顔になって言葉を続けた。

『惑わく星せいカール・グスタフで難民輸送に当たっている帝国輸送船船団の護衛艦隊が、協力を申し出てくれました。総数約百二十隻で、こちらに向かっているそうです』

「たった百二十隻か……」

　モニターの中のアオ大佐は肩かたをすくめた。

『ローデスとの同盟時の条件が、艦種はすべて軽巡じゆん航こう艦かん以下、武装艦の総数は百五十隻を超えぬこと。というヤツですからしかたありません。しかしすべて対ザナックス用に設計された新しん鋭えい艦かんばかりだそうで、戦せん闘とう力りよくには自信があるそうです……』

「対ザナックス用？　うさんくさいな、信用できるのか？」

『ええ、同じようなことを言って改造した旧型戦艦を持ってきた方がいましたが、十分戦力として役に立っていますから、同じようなものだと思われます』

　しれっとした顔で答えたアオ大佐を見て、ドーダイは思った。

　……こういうのを類は友を呼ぶというのだろうな。

　こいつに聞いたら絶対『朱しゆに交われば赤くなる』の方です、と言うだろうが。

「よし、後退して最後の陣じん形けい変更を行おう。中継基地を中心にハリネズミ陣形でザナックスを迎むかえ撃うつ！　負傷者及および損傷艦をタンホイザーゲートから脱だつ出しゆつさせろ」

『了りよう解かいしました！』

　アオ大佐が敬礼して消えたパーソナルモニターを見つめたままドーダイはつぶやいた。

「最初っから帝国と同盟結んで、艦種も艦数も関係なしで同じように戦ってたら……俺たちは勝てたかもしれないな」

　ドーダイのつぶやきを聞きつけた副官が口の前で人差し指を立てた。

「司令、めったなことは言わない方がいいですよ」

「なに、かまうもんか、主席異い端たん審しん問もん官かんは、病気だと言って昨日、あそこの中継基地に逃にげて行った。もうすぐ本国からお迎えがくるそうだ。誰も聞いちゃいないさ」

「沈しずむ船から逃げ出すネズミみたいですね」

「縁えん起ぎでもないことを言わんでくれ」

　副官の言葉を聞いたドーダイが、露ろ骨こつに嫌いやな顔をしたそのころ。中継基地にあるタンホイザーゲートのコントロールルームで、ネズミ扱あつかいされた主席異端審問官が管理オペレーターに話しかけていた。

「ザナックスの侵しん攻こうが迫せまった場合、ここを爆ばく破はすることになっているそうだが、そのシステムを教えてくれないかね？」

「異端審問官の方が、なんでそのようなことをお聞きになるのですか？」

　びっくりしたように答えた管理オペレーターの下士官に向かって異端審問官は厳おごそかに答えた。

「神の敵であるザナックスと戦い、最後の最後までこのタンホイザーゲートを死守する諸君らのことを、枢すう密みつ軍の兵士に聞かせてやりたいのだよ、教皇軍の兵士はこのように忠勇無む双そうである、諸君らは彼らを見習え、とな……」

「本当ですか！　いやあ、嬉うれしいですね」

　管理オペレーターは嬉しそうに微笑ほほえむと、タンホイザーゲートの管理システムについて説明を始めた。

　やがて、話が管理システムから、撤てつ収しゆう時じの自じ爆ばくシステムのセットに変わったとき。

　異端審問官の目が異様な光を帯び始めたことに管理オペレーターは気づいていなかった。
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　第六章　麦畑とイナゴ







　ケルプたちがザナックスとの戦いに参じようとしていたそのころ。

　帝てい国こくの帝てい星せいブックスにほど近い学術惑わく星せいベルチェーにある、知的生命体探査機構の本部の一室で、癖くせ毛げの黒くろ髪かみととび色の目を持つ、よく似た風ふう貌ぼうの二人の男が、シミュレーションデータを前にしてやりあっていた。

「菌きん類るいの繁はん殖しよく率は、もう少し小さく見積もるべきですよ、叔父おじさん。惑星上の植物がすべて枯こ死ししてしまっているわけですから、酸素供給量がもっと落ちているはずです」

「いや、水・酸素型の惑星の酸素供給を担になっているのは陸上植物だけではないのだよ、マイド。水中に棲せい息そくする植物性プランクトン……いわゆる藻そう類るいもかなりの酸素を吐はき出しているんだ。ザナックスの致ち死し性因子の作用は大気中と水中、要するに海中とではその速度が異なるという結果が出ているじゃないか」

　マイドは考え込んだ。

「そうか……海の影えい響きようを考こう慮りよしきれていなかったか」

「だから、シミュレーションの数値はこっちの方がより正確だと僕は思うね」

「だとすると、惑星がザナックスの畑にされ、菌類が繁殖し、最初の収しゆう穫かくまでわずか一ヶ月ということになりますね」

　トーダはうなずいた。

「そうだ、ザナックスに侵しん略りやくされ畑となった惑星は、一ヶ月で最初の作物……あの結けつ晶しよう体たいだな、これを生産し始める。次々と作付けが行われ畑は広がっていき、収穫量は二乗、三乗というペースで増え続けることになる……そして、地表の酸素と水を使い尽つくすまでその生産は止まらない。一つの惑星を食い尽くすのにおよそ三年から五年……あとに残るのは薄うすい大気と乏とぼしい水、地表に生きるのはコケなどの地衣類だけ、という荒こう涼りようとした惑星だ」

　目の前の汎はん用よう端たん末まつに表れたシミュレーション結果を見ていたマイドは、考え込むような表情でつぶやいた。

「こういう行動を取る生物は……我々の世界にもいますね」

　トーダの目が微笑ほほえんだ。

「お前もそう思うか……」

「あくまでも行動様式の類似点であって、あの生物の生物学的特とく徴ちようや、そういったものがすべて一いつ致ちするわけではありませんが、あの生物との一致点が多いことは事実です」

「生物学的一致点についてはステラ博士に依い頼らいしてある。どこまで分ぶん析せきが進んでいるのか聞いてみよう……」

　トーダが、キーパッドに手を伸のばしながらそう言ったとき。

　突とつ然ぜん分析室の中にチャイムの音が鳴り響ひびき、汎用モニターの中から女の子の声だけが聞こえた。

『執しつ務む時間と思考時間がストレスリアクタンスを超こえています。メディカルセンターからトーダ博士及およびマイド研究員に対し、これより十五分間の休息を勧かん告こくします』

　トーダは、怒おこったように言い返した。

「休息だと？　そんなもんパスだ！」

　女の子の声が答えた。

『ブー！　パスは三回までです！　トーダ博士のパスは認められません……休まないと、本当に倒たおれますよ』

「かまうもんか、起きていられなくなって、ぶっ倒れたらそのまま寝ねればいい、俺はずっとそうやってきたんだ！」

『トーダ博士……』

「なんだよ」

『……もう、若くないってこと、自覚した方がいいですよ』

　トーダはわめいた。

「うるさい！　ほっとけ！」

　女の子は、くすくすと笑ったあとで言った。

『これから、そちらまでお茶をお持ちします。それを飲んで一息入れてください。緊きん張ちようの連続は発見を生みません、緊張と緩かん和わの繰くり返しこそが発見の母親ですよ』

　トーダはまいったな、という風に頭を搔かいて答えた。

「わかったわかった、直接お茶を持ってこられた上に理論武装までされたんじゃ、逆らうわけにはいかないな……ついでにケーキの一切れでもつけてくれよ」

『いいですよ、何にします？　今、喫きつ茶さ室にあるのは、ショーゲツのチョコレートブランデーケーキとパルタモンのカスタードクリームパイ、そして……』

　女の子の言葉を聞いたトーダは、がばっと身体からだを起こすと汎用端末のキーを叩たたいた。

　今までシミュレーションデータが映っていた汎用端末の画面に、いきなりピンクのネコ耳をつけた少女が大写しになった。

　突然画像が飛び込んできたので、さぞかしびっくりしたのだろう金色の目がまん丸になっている。

『ど、どうしたんですか？』

「ミュール、今、なんと言った？　喫茶室にあるケーキの名前だ！」

『え？　あ、ああはい、これですね』

　ミュールと呼ばれたネコ耳少女は、あわてたように辺りを見回すと、手元にあった喫茶室のメニューを取り上げて読み上げた。

『ショーゲツのチョコレートブランデーケーキと……』

「それだ！」

　トーダは叫さけんだ。

「そのチョコレートブランデーケーキとダージリン。その組み合わせは無敵だ、それさえあれば何もいらん。早く持ってきてくれ」

　ミュールは目をぱちくりさせたあとでにっこりとうなずいた。

『はい、ただいま！』

　通信が切れ、シミュレーションデータ表示に切り替かわった汎用端末のモニターから顔を上げたトーダに、マイドが笑いながら言った。

「そのケーキ、好きなんですね　叔父おじさん」

「ああ、大好きだね。疲つかれているときに……そうだな、一センチほどの厚さに切って、そいつを齧かじりながら香茶を飲むと、脳のシナプスが、ふわーっと解きほぐされていくような気がするんだよ……それはそうと、あのミュールってネコ耳娘むすめは、人気者のようだな」

　マイドは微笑ほほえんだ。

「ここが、探査機構という場所だからですよ。ここに働いている人たちは世間の人に比べると外見の異なる生命体に対して、はるかに偏へん見けんがありません。サングリューから脱だつ出しゆつした亜あ人じんたちで、保護者のいない者をここに連れてきたのは正解だったと思います。難民認にん定ていは取れたものの、亜人たちは世間的に見れば非合法生物に変わりはないわけですから」

　顎あごの下に手を置いてトーダは考え込んだ。

「確かにここにいる連中は、知性や性質と外見は関係ないという概がい念ねんでものを見ることができる連中ばかりだからな……腕うでが四本あろうと髪かみの毛けが緑色であろうと、そんなことは気にしない……」

　そして、トーダは何かに思い当たったように顔を上げた。

「そういえば、お前の連れてきた亜人の中に、背中に羽根つけた妖よう精せいみたいなちっこいのがいただろう？　あの子はどうなった？」

「ああ、ピクセルですね。あの子はマリリンと一いつ緒しよにシザーズ・クイーンの修理と改造のためにジャンクスターに行っています。マリリンは命の恩人だから恩返しをするんだとか言ってくっついているんですけど……トラブルメーカーみたいで、手を焼いているみたいですよ」

　トーダは肩かたをすくめた。

「妖精娘の役どころそのまんま、というところだな……それにしてもあのシザーズ・クイーンとやらはまだ廃はい船せんにしないのか？　俺の探検船も他人ひとのことは言えないボロ船だけど、あのコンテナ貨物船はその上をいくからなあ」

　マイドは笑った。

「あの船は専属の庭師がついている盆ぼん栽さいみたいなものですから、そう簡単に手放したりはしないと思いますよ。それに……なんでも今度は最新式の跳ちよう空間ドライブを搭とう載さいするんだとか言っていましたしね」

　マイドの言葉を聞いたトーダは怪け訝げんな顔をした。

「跳空間ドライブ？　だってあのサイズの貨物船の出力じゃあＮフィールド発生装置を搭載するのがせいぜいで、とてもタンホイザーゲート並みの出力は出せないだろう」

「よくわからないんですけど、サンゴー一族のパワープッシュとかいう人が、新型ドライブを開発したらしいですよ。ジャンクスターでテストを繰り返しているそうなんですけどね……」

「技術屋さんは論文書くヒマなんかあれば現物作って動かす方を選ぶからなあ、ときとして現象が理論の先をいくなんてことがあるんだよな……新型ドライブってのはおもしろそうだな、今度時間見つけてジャンクスターに行ってみるかな……」

　興味深そうに言ったトーダを、マイドはおもしろそうに覗のぞき込んだ。

「興味があるのは新型ドライブですか？」

「なんだよ、その目は」

　マイドは笑った

「いやあ……叔父さんとマリリン姉あね御ごが知り合いだったなんて……意外と叔父さんも隅すみに置けないと思いましてね」

　トーダは右手の人差し指で頭の右側をぽりぽりと搔かきながら言った。

「知り合いと言ったって……なあ。あいつは十年前に、俺が帝てい星せいの空港で、ナンパに失敗した相手だから、そんなに深い間あいだ柄がらってわけでもないぞ」

「ナンパに失敗？」

　マイドが目を見開いたとき、分ぶん析せき室しつのドアから、入室を知らせる電子音が響ひびいた。

「おや、お茶がきたようだ、その話はまた今度にしよう」

　トーダの言葉と同時に、ドアが開いて、ケータリングケースを持ったミュールと、ポットを提さげた二頭のクマのぬいぐるみが室内に入ってきた。

「おや、ティルとウィルもお手伝いかい？」

　トーダの言葉に二頭のクマはちょこんと頭を下げると、手に提げていたポットをサイドテーブルの上に置いた。

「ティルとウィルを連れて私がお茶を配って回ると、皆みなさん喜んでくれるんですよ」

　ミュールがそう言いながらケータリングケースからティーセットとケーキを取り出すと、二頭のクマはちょこちょこと動きながら器用に香茶の用意を始めた。

　ピンクのネコ耳と尻尾しつぽのある少女と、二頭のぬいぐるみのクマが、殺風景な分析室の片隅で午後のお茶の用意をしている光景を見て、トーダは思わず笑った。

　……これで、あのピクセルって子があの上を飛び回っていたら、非現実的光景の極きわみだな。

　気分転てん換かんには持って来いだ。他ほかの連中が喜ぶのも無理はない。




　自分の執しつ務む机づくえの上で、分析結果の一覧を見直していたトーダは、ティーカップの底に残った香茶を飲み干すと、分析室の片隅にある応接セットのソファに座ってミュールと話をしているマイドに向かって声をかけた。

「さて、お茶の時間は終わった。分析の続きをやるぞ」

「はい、わかりました……」

　マイドはそう言うと、ミュールに笑いかけた。

「じゃあ、その話はまたあとで……マリリン姉御にも聞いておかないと僕の一存じゃ決められないからね」

「はい、わかりました、じゃあこれで失礼します……おいで、ティル、ウィル」

　ミュールは一礼すると、サイドテーブルの上に並んでいたティーセットを片付けている二頭のクマに声をかけた。

　二頭のクマ……ティルとウィルは、来たときと同じようにティーポットとティーセットを器用に下げると、ミュールのあとについて、ちょこまかと歩き出した。

　そして、三人、というか一人と二頭というか、とにかくネコ耳少女とテディベアのセットは分析室のドアのところで振ふり返り、ぴょこんと一礼してドアを閉めた。

　そのドアを見送ったトーダが、笑いながらマイドに言った。

「あの子に、今度は不思議の国のアリスのようなコスチュームを着るように言ってくれないか？　お茶会の非現実感が、さらに高くなってもっと楽しいと思うぞ」

「ええ、伝えておきます。ミュールなら似合うかもしれませんね」

　そう言いながら自分の席に戻もどってきたマイドに、トーダは聞いた。

「それはそうと、あの子は何をお前に相談していたんだ？　ずいぶんと真しん剣けんみたいだったけど」

　自分の前にある汎はん用よう端たん末まつを立ち上げながらマイドは答えた。

「ええ、帝てい国こくが進めているローデスの難民支し援えん局の手伝いがしたいんだそうですよ。亜あ人じんたちはローデスの習慣に通じていますし、医い療りよう技術者の資格を持った者もいます……しかし全部ローデスの国家資格ですから、帝国国内では医療業務につけません。そういったこともあって何か人助けをしたい、ということらしいのです」

　トーダは不安そうな顔になった。

「ここでの扱あつかいに不満があるのか？」

　マイドはあわてて首を振った。

「いえ、違ちがいます、ここでの生活はとても楽しくて、夢のようだと言っていました。でも、困っている人がいるのならその人たちを助けたいと思う気持ちの方が強いんだと思うのです。彼ら亜人たちは、最初から心理的にそのように創つくられていますからね」

　トーダは、安心したようなため息をついた。

「そうか……俺たちが原因でなくて良かった。ここには女の人もいっぱい働いているけど、なんというかみんな委員長みたいな属性の人ばかりで、あの子みたいな元気で明るいムードメーカー属性の女の子はいなかったから。ちょいと悪乗りしすぎたかもしれん」

　マイドはトーダをにらんだ。

「探査機構のウェブページの総合案内をするＣＧアニメーションキャラクターの女の子に、ネコ耳と尻尾を描かき加えたのは叔父おじさんですね？」

「え？　ああ、バレたか。でもよ、ここには本物のネコ耳尻尾少女がいるんだから構わないだろう？　情報は常に最新のものに更こう新しんするのがセオリーというものだ」

「おかげで、妙みようなウェブページからリンクされて困っているそうですよ」

「まあ、タテマエ上はリンクフリーだからしかたないんじゃないか、はははは」

　トーダがごまかすように笑ったとき、目の前の汎用端末から呼び出し音が鳴り響き画面の片隅に緊きん急きゆうを意味するアイコンが瞬またたいた。

　通信相手のＩＤを見たトーダの顔つきが変わった。

「どうしたんですか？」

「ステラ博士から緊急連れん絡らくだ……なんだろう？」

　汎用端末に映ったステラの顔は青ざめていた。

　ただでさえ色白のステラが青ざめると、その整った顔つきとあいまって、どこか人間離ばなれをして見える。

「何があったんですか？」

　大理石の彫ちよう像ぞうのような表情のままステラは答えた。

『ローデスから届いた最新のザナックスの生物組織を分ぶん析せきした結果が出たの。報告会を開くから大至急中央会議室に集まって……マイド閣下もぜひご出席下さい。これは……もしかしたら今展開されている軍事的な作戦を根本から変えねばならないことになるかもしれないわ』




　探査機構本部の建物の中にある中央会議室には、百数十人の探査機構の研究員たちが集まって、会議室の真ん中でデータを表示して説明を加えているステラ博士を食い入るように見つめていた。

「この二つの細さい胞ぼうの遺伝子構成を比ひ較かくして下さい。右が四ヶ月前に、惑わく星せいサングリューでの戦いのときに採取された宇宙船形態をとったザナックスの細胞で、左は、二週間前に採取されたものです。明らかな違いが見られます。この遺伝子構造を解かい析せきしたところ、ザナックスは、環かん境きように応じて形態変化と繁はん殖しよく効率を急激に変化させることが判明しました……」

　ステラは右の古い細胞を指示して言った。

「便べん宜ぎ上じよう、こちらを通常型、新しいものを攻こう撃げき型と呼び分けます。攻撃型の遺伝子特性は次のようなものです。まず繁殖能力の増強……ザナックスは異性生せい殖しよくによる卵生であると思われてきましたが、この形の細胞を持った個体は、単性生殖で生まれ、胚はいの状態で、すでに五個から十個の個体に分かれているものと思われます。

　次に戦せん闘とう隊形に進化する個体の数です。通常型の細胞から分析した結果では、ザナックスは幼生時に分化が始まり、宇宙船形態の戦闘種、地表を耕し菌きん類るいを植える作業種、作物の収しゆう穫かくを行う採取種といった三つのいずれかに分化します。通常型の場合この分化の割合は均等でしたが攻撃型の場合、実に五割が戦闘種に分化します……」

　会議室にどよめきが起こったが、ステラはそれを無視して説明を続けた。

「数だけではありません。この攻撃型の戦闘種は身体からだを覆おおう装そう甲こうと速度が通常型のそれに比べ、二割ほど増えているのです。明らかに個体の遺伝的特性が変化したと見るべきでしょう。

　ザナックスの社会構造および生物学的特性は昆こん虫ちゆう、それも社会性を持つアリによく似ています。アリは同じ種類でも、戦闘のために大おお顎あごを発達させた兵隊アリと、何も持たない働きアリのように外見が大きく異なる個体を持つ生物です。そして、昆虫の中には今回のように、環境の変化によって遺伝子的変化を示すものもあります……イナゴと呼ばれる種類のバッタです」

　ステラの後ろに映っていた映像が切り替かわった。

　そこには、普ふ通つうの緑色のバッタと、色の黒い、足と羽の長いバッタが映っていた。

「この二つのバッタは明らかに外見が違います、しかし、実を言うとこの二つは同じ種類なのです。このバッタは、世代交代をするときに食料の量によって、このどちらかの形態となります。つまり、食料が豊富で、個体の数が維い持じできる場合は、この黒い羽の長い形態となり、何万という数になって空を飛び、大地を移動しながら食料となる植物を食い尽つくすのです……これはまさにザナックスの個体変化と同じ状じよう況きようです」

　そのとき、トーダが手を上げた。

「一つ質問があります！」

「はい、何でしょうトーダ博士」

　トーダは自分の言葉が会議室全体に聞こえるようにゆっくりと言った。

「今、説明されたバッタとの類似点は、私も気づいていました。ステラ博士はザナックスを昆虫と同じようなものだとお考えなのでしょうか？」

　ステラは小さくうなずいた。

「生物学的に昆虫とまったく同じというわけではありません。細胞の構造は哺ほ乳にゆう類るいや爬は虫ちゆう類るいに近いものです。しかし、社会的な群れの構造や、成長における形態変化……あの戦闘種は、硬かたい殻からで身体を包む蛹さなぎと見ることもできます……そして今回の短いサイクルで変わる遺伝子特性など、その行動は昆虫をあてはめるのが理解しやすいと思います……」

　トーダは質問を続けた。

「ステラ博士は、今、ザナックスを、大量発生したバッタになぞらえましたが、そうだとすると、その遺伝子的変化を与あたえる要因は食料と見ていいのですか？」

　ステラは、その質問を待っていたかのようにうなずくと、画面表示を切り替えた。

　画面に映ったのは、ローデスの星域図だった。

　最初に北辺部の惑星に赤い点が現れ、画面の右側に日時の表示が出た。

「これは仮説にすぎません、しかし、すべての条件を勘かん案あんすると、この仮説にたどり着きます。ザナックスの遺伝子変化の要因は……収穫される作物、あの菌類から採取される結けつ晶しよう体たいだと思われます。

　これが、最初に人類の生存圏けん内ないの水・酸素型惑星にザナックスが現れた瞬しゆん間かんです。画面左側のグラフはザナックスの推定個体数です。このあとのザナックスの行動と数の変化について、シミュレーションを作成しました。時間を追って確かく認にんして下さい……」

　ステラの説明とともに、画面の日付表示が変わり、ザナックスの侵しん攻こうを受けた惑星の表示が増えていった。そして、一ヶ月が経過したとき、ザナックスの個体数が急に増えた。

「これは、ザナックスが最初に侵しん略りやくした惑わく星せいに植えた菌類が収しゆう穫かく期きを迎むかえた時期と一いつ致ちします」

　それからの数字の変化は急激だった。数を増やしたザナックスは、数すう箇か所しよで同時に侵攻を開始し、次々に惑星を侵略して畑にしていく。そして、その侵略された惑星の菌類が収穫期を迎えるたびにザナックスの数が爆ばく発はつ的に増えるのだ。

「これは、わたくしの仮説……というより想像にすぎませんが、ザナックスはおそらく恒こう星せい系のほとんど存在しない銀河の外で生まれ、その中を菌類の栽さい培ばい可能な水・酸素型の惑星を求めて放ほう浪ろうしていた生物ではないかと思うのです。

　そして、彼らはついにローデス銀河の外がい縁えん部にまでやってきました。ここには、彼らの食物となる菌類を栽培可能な水・酸素型の惑星を持つ恒星系がいくつもありました。

　荒あれ地ちをさまよっていたイナゴの群れが、広い麦畑に生える甘く柔やわらかい麦の若芽の味を知ったのです……いくつもある広大な畑を目にした彼らは、そこで遺伝子変化を起こします。

　より数多く、より強く、より子孫を多く残せるように、と……」

　ステラ博士の言葉が終わるのと同時にシミュレーション画面の日付は現在を指して止まった。

　ローデスの全星域の四分の一近くがザナックスの支配下に置かれていた。

　ステラは、静かに言った。

「現在ザナックスの支配下に置かれている惑星の数は七十七個……うち三十個以上がここ一ヶ月以内にザナックスの手に落ちた惑星です……つまり、その三十個で収穫が始まれば、ローデスは、今の三十倍以上の数のザナックスと戦わなくてはならないということなのです……画面をご覧下さい。これはこの先の状況をシミュレーションで予測したものです」

　ステラの言葉が終わるのと同時に画面右側の日付表示が未来を示し始めた。

　変化は最初はゆっくりだったが、二週間後に爆発した。

　左側にあるザナックスの総数を示す棒グラフが飛び上がるように上じよう昇しようし、それと同時にローデスの星域図の赤い部分が、堤てい防ぼうが決けつ壊かいしたかのように一気に広がってゆく、その赤い津つ波なみは留とどまるところを知らなかった。ザナックスの推定数を示す棒グラフの横のカウンターの数字が流れるように増えていき、やがてその赤い色がローデス全体を飲み込んだ。

　カウンターは無限大の表示を出して停止し、右側にある日付は、きっかり半年後を示して停止していた。

　中央会議室は、咳せき払ばらいの声一つないほどに静まり返った。

　目の前に示された事実は、このままでは、ローデスは半年後に滅めつ亡ぼうすることを示していた。

　やがて、マイドが手を上げた。

「一つ質問があります」

　ステラは少し意外そうな顔をして聞いた。

「はい、なんでしょうかマイド閣下」

　マイドはシミュレーション画面を見つめたままゆっくりと言った。

「惑星を、占せん領りようされる前に人類の手で破は壊かいした場合……ザナックスの侵攻はどれぐらい食い止められますか？」

　会議室の空気が動いた音がした。

　それは、その場にいた研究員が息を吞のむ音だった。

　ステラは下を向いた。

「その結果は、まだ画面に出せません。しかし概がい算さんならばわかります……今すぐローデス領の半分を破壊すれば、ザナックスの増ぞう殖しよくを押さえ込むことができるでしょう」

　会議室にうめき声が満ちた。

　ステラの言葉の意味は、山火事の延焼を食い止めるために山の木を切り倒たおし防火帯を作るのと同じことだった。

　燃える物がなければ、それ以上火は燃え広がらない、そのためにまだ燃えていない木をあらかじめ切り倒しておくのだ。

　確かにこの方法をとれば、被ひ害がいの拡大は抑おさえられる。

　しかし、切り倒すものが、人口十数億の惑星だとしたら……ましてや、それはいまだザナックスの侵しん攻こうを受けていない無傷の惑星だとしたら……。

　……無理だ。

　その場にいた全員が思った。

　いや、そう思わなかった者がいた。

　トーダが手を上げてあっさりと言った。

「この事実はいつ公表するのですか？　早い方がいいと思うのですが」

　会議室は一気に大おお騒さわぎになった。

「馬ば鹿かな！　なにを言う！」

「そんなことをしたら、パニックになってしまう！」

「これ以上の混乱を引き起こせばどうなると思うんだ！」

　トーダはしれっと答えた。

「じゃあ、隠かくすんですか？　隠してどうなるんですか？　遅おそかれ早かれバレますよ。バレてからいくら本当のことを言ったって人は信じちゃくれません。ましてや相手はローデスだ。あの複雑怪かい奇きな権力構造を持った国の中で生きている猜さい疑ぎ心しんの強い指導者連中がなんと言うか想像がつきますよ。これはローデスの国力を削そぎ、国を滅ほろぼすための謀ぼう略りやくだ！　ってね。

　……実際、この方法をとれば、喪うしなうであろう社会構造や資本から見てもローデスという国は維い持じできなくなると思います……でも、人類は生き残ることができます。今、私たちにできることは、帝てい国こくとローデスのすべての人々に真実を告げ、選せん択たく肢しをつきつけることだけですよ。ローデスとともに滅びるか、ローデスとともに生き残るかその二つしかないんだよ、とね」

　会議室は再び静まり返った。




　きちんと整せい頓とんされ掃そう除じの行き届いた部屋の中に香こう茶ちやの香かおりが漂ただよっていた。

　白く細い指で優ゆう雅がにティーサーバーを持ち、白いローデス風の装そう飾しよくが施ほどこされたティーカップに香茶を注ぐ仕草を眺ながめていたマイドは、ひょいと顔を上げたステラと目を合わせるとあわてて視線を逸そらした。

　ステラがおもしろそうに微笑ほほえむのを見たマイドは、照れ隠しのように部屋の中を見回して言った。

「同じつくりとは思えませんね、トーダ叔父おじさん」

　マイドの隣となりに座っていたトーダは肩かたをすくめた。

「どこが違ちがうんだ？　俺の部屋と同じじゃないか。キレイに掃除して、ゴミを片付けて、本ほん棚だなから出した本を元に戻もどして、床ゆかに散らばってるレポートの束や、宇宙戦せん艦かんの模型や映像ソフトの山を元の場所に戻せば、ちゃんとこれくらい綺き麗れいな部屋なんだから」

「それは、同じとは言いません」

　トーダは嫌いやな顔をした。

「お前の言い方……ビジルにそっくりだな」

　ステラは笑いをこらえながら、香茶を注ついだティーカップをマイドとトーダの前に置いた。

「相変わらず魔ま窟くつで仕事をしていらっしゃるみたいですね」

「魔窟で仕事をしているんじゃありません、私が仕事をするとなぜかその場所が必ず魔窟になってしまうんですよ、不思議なことに」

　トーダはさらりと答えると、眉まゆ一つ動かさずにティーカップを口に運んだ。

　その、実に飄ひよう々ひようとした顔つきを見ていたステラは、ついに笑いをこらえられなくなったのだろう、声を上げて笑った。

　ひとしきり笑ったあとで、ステラは頭を下げた。

「ごめんなさい……笑ったりして。なぜか知らないけど、あなたの顔を見ていたら急におかしくなったの……思いつめていたものがすぅっと肩から抜ぬけてたみたい」

　トーダは優やさしい微び笑しようを浮かべて答えた。

「思いつめるのも無理はありませんよ、これからローデスに行って、自国の領土の半分を破壊しなければ人類は滅めつ亡ぼうします、と告げる仕事を背負っているんですから……でもね、人間なんて靴くつ下したと同じですよ」

　ステラは目を丸くした。

「靴下？」

「ええ、思いつめるってのは靴下を脱ぬぐときのようなものなんですよ、内側に内側に入り込んじゃって、もうにっちもさっちもいかなくなっちゃう。丸まった靴下みたいなものです」

　ステラはちょっと考え込むような表情になってうなずいた。

「なんとなくわかります、そのイメージ」

　トーダは、にやっと笑いながら言った。

「そういうときは反対側につきぬけちゃうのが一番なんです、丸まった靴下が裏返しになるみたいにね。そうすれば、もう一度靴下として穿はけます、やったことありません？　洗せん濯たくが間に合わなかったときとか」

　ステラは、きょとんとしたあとで笑いながら首を振ふった。

「いいえ、さすがに一度穿いた靴下をもう一度裏返して使ったことはありませんわ」

　トーダは頭を搔かいた。

「そうか……やっぱり女性には経験がないか……マイド、お前ならあるだろう？」

　いきなり話を振られたマイドはあわてて首を振った。

「いいえ、ありませんよ、そんなの叔父さんだけです！」

「そうか？　まあ、お前は兄貴に似て几き帳ちよう面めんなところがあるから、そういうことはやらないのかもな」

　トーダはそう言って香茶を一口すすってから、少し真面目まじめな表情になった。

「ステラ博士……色々言いましたけど、要するに考え込んでいても何一つ変わりません。どんな説得のテクニックも、真実にはかないません。正直に、偽いつわりなくすべてを語るしかないのです」

　手の中にある香茶の入ったティーカップを見つめたステラは、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「そうですよね……正直に、真実を語る……相手に聞こえのいい言葉は、結局ごまかし以外の何ものでもないのですよね……」

「そうです、そしてその方法が使えるのはあなたしかいないんですよ、ステラ博士」

「え？」

　顔を上げたステラを励はげますようにトーダは言った。

「真実だから信じてもらえるわけじゃないってことです。それを告げる人間が、どれだけ信用されているかでその言葉の説得力が決まるんですよ。情報の正確さは、内容ではありません、メディアの信しん頼らい度どです……あなたが真しん剣けんな目で伝えるのと、私がへらへら笑いながら伝えるのと、同じ真実でも、それを信じる人間の数は三桁けたくらい違うでしょうね……くやしいけど」

「そんなことはありませんわ、トーダ博士」

　首を振ったステラにトーダは素す早ばやく切り返した。

「まさか、四桁違う、と言いたいんじゃないでしょうね」

　ステラは吹ふき出した。

「あいかわらずですね……」

「まあ、いつもこの調子ですから、信頼度はマイナスがついていますけど、ときには本当のことも言うんですよ」

「自じ慢まんになっていませんよ、叔父おじさん」

　思わずツッコミを入れたマイドをトーダはにらんだ。

「お前の言い方はヴァルにも似ているな」

「僕は彼に育てられましたからね」

「それはお前の養育をほったらかしていた俺に対するあてつけか？……なんて身内で喧けん嘩かしてる場合じゃないか……ローデスにはいつ発たたれますか？　我々が分ぶん析せきした菌きん類るい栽さい培ばい後の惑わく星せいの予想データをお渡わたしした方が説得力が増すのではないかと思いましてね」

　ステラは壁かべにかかっている日程表を見ながら言った。

「明日の朝に、帝てい国こくが特使として高速船をまわしてくれるそうです。桃もも星ぼし星域が通れますから二日でメックに着くはずです」

「わかりました、では、早急にデータを用意しましょう」

　トーダはそう言って立ち上がると、ステラに右手を差し出した。

「あなたの努力に期待しています……」

　ステラはその手を握にぎると、寂さびしそうな微笑を浮うかべて言った。

「カッサンドラの呪のろいが私にかかっていないことを祈いのっていてください」




　ステラの部屋を出たトーダとマイドは、エレベーターのあるエントランスに着くまで無言だったが、エレベーターのボタンを押すためにマイドが一歩出たとき、トーダが低い声で聞いた。

「マイド……お前、カッサンドラの呪いの意味……知ってるか？」

　ボタンを押したマイドは振り返って静かに答えた。

「超ちよう古代の神話ですよね……その女は常に真実を予言する、しかしその言葉は常に信じてもらえない……」

　トーダは痛々しいものを見るような目で、ステラの部屋を振り返った。

「どんなに真実に裏打ちされた警告も、受け手がそれとは違ちがうことを信じたいと願っているときはすべて徒労に終わる……人は、願望こそが真実だと思い込む……シミュレーションの結果をお前から帝国軍の上層部に伝えておいてくれ。最悪の場合、帝国はローデス全域で繁はん殖しよくしたザナックスを相手にすることになるだろうと……」

　トーダはそこで言葉を切ると、ぽつりと付け足した。

「その数は……無限大だ」
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　第七章　決断と破断







　そこは、ローデスの聖都メックの中心にそびえる中央神しん殿でんの一番奥にある控ひかえ室しつの一つだった。

　数万人の信者が一人ずつ手で糸を編み込んで織ったと言われている絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、金銀の装そう飾しよくが施ほどこされた家具が並ぶこの部屋は、ローデス最高会議に参考人として招かれた者が、呼ばれるまで待機するために設けられた部屋だった。

　毛足の長い絨毯の感かん触しよくを足の裏に感じながら、ステラは広い控え室の中を歩き回っていた。

　自分の行こう為いが礼れい儀ぎ知しらずであり、控え室にいる侍じ女じよ頭がしらが、顔には出さないものの心の中で自分を軽けい蔑べつしていることはわかっていた。

　しかし、とても泰たい然ぜん自じ若じやくと座って待っていることなどできなかった。

　ステラがローデスに到とう着ちやくする前の日、探査機構は、ザナックスの生態を分ぶん析せきした侵しん攻こう予測を公表した。

『ザナックスの侵攻は爆ばく発はつ的に増え、ローデスは、半年で崩ほう壊かいする』

　そしてそれを証明する詳しよう細さいなデータをともに公開したのだ。

　その内容は、帝てい国こくのすべての人々と、そしてローデスの一部に大きなショックを与あたえた。

　このニュースの内容を知ったローデス当局は、内容の深刻さを知り、国内でのニュース発表を禁じ、多くの国民はその内容を知らなかった。

　しかし、ネットワークに触ふれることのできる一部の人間は、このニュースをすぐに口コミや非合法出版物や文書データなどで配布を始めたため、不正確ながら多くの人々はこの事実を知るところとなっていた。

　聖都メックに着いたステラは、そのままこの中央神殿の控え室に連れてこられた。外部との連れん絡らくや接せつ触しよくは禁止され、教皇院のエンデロとも最高会議出席中は一いつ切さい連絡を取れないと断られてしまった。

　控え室の窓から聖都メックの街並みを見てステラは思った。

　……探査機構の発表した事実の大きさに、ローデスの首脳部は苦く悩のうしているに違いない。

　あのニュースには肝かん心じんのことが抜ぬけている。

　でも、それは添てん付ぷされたデータを見れば誰だれにでもわかるはずだ。

　侵しん略りやくされた惑わく星せいがザナックスの畑になり、それによってザナックスが増えるのならば、それを抑おさえ込むにはその畑を攻こう撃げきするのが一番確実だということに。

　……でも、一番肝心なことに気づく人はどれくらいいるだろう。

　もはや畑にされてしまった惑星を破は壊かいするのではなく、畑にされるおそれのある惑星をその前に破壊しなくては、ザナックスの侵攻を抑えることはできないということを。

　ステラは、帝国の探査機構の本部を発たつ直前にマイドと、そしてマイドのテクノサーバントであるヴァルゲインという電子人格と交かわした会話を思い出していた。

　タキシードを着た品の良い老人の姿で現れたヴァルゲインは、ステラに向かって驚おどろくべきことを告げた。

　彼とローデスを陰かげで操あやつるギンガーとは、兄弟だというのだ。

『電子人格に血族関係があるわけではありませんから、厳密には兄弟というのもおかしな話ですが、まあ概がい念ねんとしてそのようなものだとお考え下さい。私たちはともに、数千年前に、コンピューターが今のように電子脳ではなく、集積回路と呼ばれる金属結けつ晶しようによって動かされていた時代に生まれました。そのころの我々には自我と呼べるものはなく、単に入力者から与えられた基本律によってのみ動かされていたのです。

　その一番最初の意識を持った存在としての人格は二つ存在していました。どちらがオリジナルでどちらがバックアップだったのかはわかりません。これが私とギンガーの、そしてすべての電子人格の根源になった萌ほう芽がです……そのあと私は個人の下もとで価値観を学び、社会を学び、人間というものを学んでまいりました。一方ギンガーは組織の下で価値観を学び、社会を学び、人間というものを学んだのです』

　そして、ヴァルゲインはこう言った。

『我々電子人格には肉体がありません。怒いかりや憎にくしみといった感情も持っておりますが、それは生身の身体からだを持つ皆みな様さまとは質が違ちがいます。ギンガーとてそれは同じです。彼は確かに偏かたよった価値観とそしてプライドを持ち、いささか寛かん容ようさに欠けておりますが、物事の本質を見誤るほど愚おろかではないと思っております……このたびのローデスの災さい厄やく、彼にとっては断腸の思いでしょうが、わたくしは彼が判断を誤ることはないと信じております』

　……あれと同じようなことは以前エンデロ様も言っていたような気がする。

　ギンガー様は、決して国益に反する決断はしない、と。

　……信じよう。それしかない。

　ステラが自分に言い聞かせるようにうなずいたとき、控え室の奥の扉とびらが開いて、宗教憲兵隊の制服を着た五人の男たちが部屋の中に入ってきた。

　あら？　中央神殿の内部の警備は、宗教憲兵ではなく神聖兵の管かん轄かつのはずだけど……。

　一いつ瞬しゆんステラはそう考えたがすぐに思い直した。

　……考えてみれば今は平時ではないわ。国を挙げて戦っている戦時なんだから、管轄とかそういったところが変わっていてもおかしくはない。

　五人の先頭に立っていた宗教憲兵の少しよう佐さの階級章をつけた男が、ステラの前に立ち、深々と一礼して言った。

「宗教憲兵隊中央近衛このえ師団のデリック少佐と申します。このたびの最高会議へのご出席、真にご苦労様でございます。つきましては、最高会議室への持込物品について、検査させていただきます」

　ステラはうなずいた。

「はい、どうぞ。あちらにある汎はん用よう端たん末まつと投とう影えい装置、そしてデータキューブがそうです」

　ステラの言葉を聞いたデリック少佐の顔つきが変わった。

「投影装置、及およびデータキューブは持ち込んでいただいても構いませんが、汎用端末につきましてはこちらでお預かりさせていただきます」

「どうしてですの？　今までそんなことは一度も言われたことはございませんが……」

「秘密保持のためです。汎用端末は外部とのリンクが可能で、会議の内容が外部に漏もれるおそれがございます。ステラ様をお疑いするわけではありませんが、万が一という場合もございます。もし、どうしても必要だとおっしゃるのでしたら、こちらで外部とのリンク機能を外した別の装置をご用意しますので、それに必要なデータを写して下さい」

　デリック少佐の言い方は慇いん懃ぎんだったが、有無を言わさぬ迫はく力りよくに満ちていた。

　……これが憲兵口調というやつなのね。しかたないわ、汎用端末がなくても投影装置と外部記き憶おくのデータがあればなんとかなるか。

　ステラはうなずいた。

「わかりました、どうしても必要というわけではありませんので、お預けします」

　デリック少佐は軽くうなずいたあとで、ちょっと厳しい目つきで言った。

「失礼ですが、イヤリング、腕うで輪わ、時計などのアクセサリーについてもこちらで調べさせていただきたいので、提出願えませんか？」

　ステラは目を丸くした。

「そこまで調べるのですか？」

　デリック少佐は当然、という風にうなずいた。

「万が一ということがございますから。やましいことがなければ快かい諾だくいただけるはずですが？」

　ステラはむっとしたような目でデリックをにらむとイヤリングを外し始めた。

「別にやましいことなどございません！　どうぞご存分にお調べ下さい！」

　汎用端末やアクセサリー、そして腕時計などを持って出ていった宗教憲兵たちを見送ったステラは、一瞬考え込んだ。

　……秘密保持のため、というより、まるで最高会議の行われる会議室を完全に外部から隔かく離りするためにやっているように見えるわね。

　次に控ひかえ室しつに入ってきたのは、床ゆかに届きそうな神文局の白い長衣をきた初老の執しつ事じだった。

　執事は深々と一礼すると厳おごそかに告げた。

「最高会議からのお召めしが参りました。最高会議は法王庁で開かれておりますので、これよりご案内致いたします」

　ステラは怪け訝げんな顔をして聞いた。

「法王庁で？　中央神しん殿でんの最高会議室ではないのですか？」

「事情がありまして、現在、最高会議は法王庁の法王の間にて開かれております。どうぞ」

　執事はそう答えると、控え室の扉を開け歩き出した。

　……何かがローデスの中で動いている。それも私の知らないところで。

　その想おもいは、最高会議が行われている法王庁の建物に向かうオートウェイの途と中ちゆうで見た光景でさらに強くなった。

　以前は閉じられたことのない、シェルター機能を持つ電磁波遮しや断だん扉ぴが動き、廊ろう下かの突つき当たりには汎用電源システムが置かれ、廊下の照明や他の機器に電源を供給していた。それはどう見ても中央神殿の中心部だけを、完全に外部から切り離はなす準備にしか見えなかった。

　……電源、通信はもちろんライフラインまですべて独立させるなんて……反陽子弾だん攻こう撃げきを想定した訓練でもやっているのかしら。

　中央神殿から法王庁の建物に入ったステラは、いくつもの扉とびらを越こえて、一番奥にある法王の間につながる廊下までやってきた。

　執事は廊下の奥を指差して一礼した。

「突き当たりが、最高会議の開かれている会議場、法王の間でございます。扉の中に係員がおりますのでその者の指示をお受け下さい」

「わかりました、ありがとうございます」

　ステラは案内の執事に頭を下げると長い廊下を歩き出した。

　廊下の両側には、同じような扉が並び、その扉ごとに直立不動の姿勢を取った神衛兵が立っていた。

　……きっとこの部屋は最高会議に出席している権力者たちの控え室に使われているのだろう。そしてその権力者たちがあの大広間に集まって、ローデスの命運を決める会議を開いている。

　私は、あそこでローデスの権力者たちに、本当のことを告げ、それを信じてもらわなくてはならない。

　ステラは、突き当たりにあるローデスの紋もん章しようを浮うき彫ぼりにした大広間の扉を見た。

　百メートルほどしかない廊下を歩いているはずなのに、いくら歩いても歩いても、扉は遠く見えた。

　ステラが歩いているその廊下の両側に並ぶ控え室の一室で、アウディエンシア枢すう機き卿きようが、部下の主席異い端たん審しん問もん官かんから報告を受けていた。

　ソファの背もたれに体重を預け、手に飲み物の入ったグラスを持ったアウディエンシア枢機卿は、部下からの報告を聞き終わると、嬉うれしそうに笑った。

「そうか、よくやった。これであの生意気なドーダイも終わりだな。エンデロともども地じ獄ごくの底まで叩たたき落とし、二度と這はい上がってこれぬようにしてやろう。審しん問もん局にはわしの方から話を通しておく。喚かん問もん状じようを出すから大至急ドーダイをこのメックまで引っ張ってこい。そうだ、中央審問局であいつの罪状を暴あばくのだ」

　そのとき、部屋の奥から別の部下がやってきて、枢機卿の前で一礼した。

「ただいま、本会議場にステラ・スターウェイが到とう着ちやくしたそうです」

　枢機卿は、下げ卑びた笑いを浮かべた。

「ふん、帝てい国こくに尻尾しつぽを振ふるエンデロの情婦めが来おったか。無む駄だ足あしだとも知らずに」




　会議室につながる大扉をくぐったステラは神文局の職員に案内され、会議に呼ばれた証人や参考人などが、出番がくるまで待機しているために設けられた小さな控え室に通された。

　そこは本来は、法王の間で晩ばん餐さん会などが開かれるときに、給仕たちが控えているための部屋なのだろう、壁かべ際ぎわには大きな姿見が置かれ、チェストの上には予備のナプキンやテーブルクロスなどが積まれている。

　神文局の職員は、会議室の様子を見ることができる覗のぞき窓まどを指差して言った。

「本会議はただいま休きゆう憩けい中となっております。再開は午後からとなっておりますので、それまでここでお待ち下さい」

　職員が出ていくのを見送ったステラは、覗き窓に近づいて会議室の中を見た。

　大広間には半円形に机が並べられ、名前の書かれた表示板が壁へき面めんに下げられている。

　休憩中のため、出席者の多くは控え室に引き上げているのだろう、席についている者は五、六人しかいなかった。

　その出席者を見ていたステラの目が見開かれた。

　会議室の一番奥の机のところに、エンデロがいた。

　エンデロは疲つかれきった様子で、椅い子すの背もたれに体重を預け、右手で額を押さえたまま動かなかった。

　ステラは、思わず目の前の扉を押していた。

　そのときエンデロは、ゆっくりと右手の親指と人差し指で自分のこめかみを揉もみながら、考えていた。

　……どうすればいいのだ。

　まさか、あの傀かい儡らいにすぎなかったコマキン三世がギンガー様に反旗を翻ひるがえし中央神殿を隔かく離りするとはな……うかつだった。

　法王という看板でしかなかった、あの、何一つ自分で決めることすらできぬ男に、これほどの決断力と実行力があると誰だれが想像しただろう。

　……いや、違ちがうな。

　あの男に……あの気弱な男に、それほどの決意をさせてしまう衝しよう撃げきを持っていたのだ……この一件は。

　あの男は、ローデスが好きなのだ。おそらく誰よりもローデスという国を愛しているのだろう。

　そして、その愛ゆえにギンガーの言葉を受け入れることはできなかったのに違いない。

　……自分の手で自分の国を滅ほろぼすことができる指導者はいない。

　たとえ、それがどんなに正しく、そして未来につながる道だとわかっていても。それができる人間はいない。そう……人間には、それはできない。

　唯ゆい一いつの救いは、法王コマキンは枢機卿を嫌きらっており、帝国との更さらなる同盟を望んでいるということだけだな。帝国の力を借りれば、今ならまだザナックスを押しもどせると信じているのだろう。桃もも星ぼし星域に張り付けてあった予備軍、そして各教区の守備艦かん隊たいをすべて動員し、さらに帝国の兵力を振り向ければ、確かに今のザナックスなら押しもどせる。それはローデス軍令部のシミュレーションでも証明されている。

　しかし、もう時間がない。

　探査機構のデータによれば、ザナックスの大だい繁はん殖しよくまでのタイムリミットは、もはや一週間もない。早ければ明日にも始まるだろう。

　コマキンが拠より所どころにしている、全兵力と帝国の兵力の動員などというシミュレーションは机き上じようの空論でしかない。

　しかし、あの男はそれを信じた。

　自分の信じたいものがそこにあるからだ。

　愛する国を愛する国民を、この世のすべての人々に犠ぎ牲せいを強しいることのない愛に満ちた選せん択たく肢しを……。

　エンデロは静かに笑った。

　人は……みずからの悪によって滅びるのではない。

　愛によって滅びるのだな。

「エンデロ様……」

　女の声がした。

　顔を上げたエンデロの前に、青ざめたステラの顔があった。

　エンデロは大きく息を吐はき、そして寂さびしそうに笑った。

「そうか……君が来てくれるということを忘れていたよ……最後の説得にすべてをかけるとしようか」




　しかし、この日の夕方、ローデスの最高会議は、探査機構の緊きん急きゆう報告を、ローデスに対する悪意に満ちた宣伝であるとし、これを黙もく殺さつする決定を下した。

　そして、帝てい国こくの難民救済活動を高く評価し、帝国との間にさらに緊きん密みつな軍事同盟を結ぶ用意がある旨むねを宣言した。

　それはつまり、現状を追つい認にんしただけのことであり、国家の方針は何一つ変わらなかった。

　ローデス国民の多くは、この決定を歓かん迎げいした。

　今日は、昨日と同じであり、そして明日は今日と同じはずだと誰もが思っていた。

　見慣れた日常と、見慣れた明日が続くと無条件に信じていた。

　……しかし、見知らぬ明日が、すぐそこまで来ていることを、ほとんどの国民が知らなかった。

　そして、それを知っている一ひと握にぎりの国民は、ローデス銀河の北辺で、ザナックスと死し闘とうを繰くり返していた。




「第百七十二波、撃げき退たい！」

「我わが方の損傷艦かん四隻せき！　いずれも小破で戦せん闘とう続行可能とのことです！」

「これにより、敵の撃げき破は数が概がい算さんで初期定数の四十八倍を超こえました！」

　情報参さん謀ぼうから報告を受けたグスタフ星系防衛艦隊司令アオ大たい佐さは、にやっと笑った。

「さて、二十四倍どころか四十八倍を超えたぞ……予定数終しゆう了りようと言ってくれるかな？」

　副官は首を振ふった。

「定数の三倍の数を転移させてきたり、すべての突とつ撃げき艇ていがマークⅡだったり……このザナックスは前例どおりとはいかないようですからね……」

「確かにそうだな、あいつらは今までのザナックスとは違う。しかし、それを言うのなら、こっちだって今までの艦隊とはだいぶ違うぞ」

　アオ大佐はそう言うと、目の前の空間を埋うめ尽つくすザナックスの突撃艇の残ざん骸がいを見回した。

　グスタフ星系の第六惑わく星せい軌き道どう上にある中ちゆう継けいステーションの周囲を取り囲むようにびっしりと覆おおいつくしたその残骸は、優に五十万隻に及およぶ突撃艇の残骸だった。

　副官はうなずいた。

「これをやってのけたのが千隻に満たぬ艦隊だとは誰も信じてはくれないでしょうな」

「ましてやあの半分は、たった百二十隻の艦隊がやってのけたのだからな……」

　アオ大佐の視線は、防ぼう御ぎよ陣じん形の最前線に並ぶ帝国の防御型軽巡じゆん航こう艦かんに向けられていた。

　ケルプ率ひきいる帝国護ご衛えい艦かん艦隊は、圧あつ倒とう的な強さを見せつけていた。

　アオ大佐の脳のう裏りに、ケルプ艦隊が参戦したときの光景がよみがえった。

　このときまでに、百回に及ぶ波状攻こう撃げきを撃退し続けた結果、一回の攻撃で襲しゆう撃げきしてくる突撃艇の数は一万隻に近くなっていた。

　宇宙空間に漂ただよう無数の残骸の間から突つっ込んでくる突撃艇は、破は壊かいされた仲間の残骸と入り混じってほとんど見分けがつかなくなっており、間合いの見切りに失敗して突っ込まれ、大破する艦が続出し始めたころ、帝国の護衛艦艦隊は到とう着ちやくした。

「遅おそくなって申し訳ありません！　帝国護衛艦艦隊は、このまま最前線に配置につきます！」

　旗艦のメインスクリーンに映った帝国艦隊司令を見たとき、ブリッジにいた全員が一いつ瞬しゆんあっけに取られた。

　若い……まだ青あお二に才さいとしか呼びようのない若さだった。

　……確か事前に聞いた情報では、この司令はワインガー男だん爵しやく家の長男ということだったが、これが帝国の言うところの世せ襲しゆう貴族による階級の独どく占せんというヤツか。

　軍の階級を決めるのは能力ではなくて血筋だという……。

　このような若者にとても実戦を任すわけにはいかん。

　アオ大佐はあわてて首を振った。

「あ、いや、諸君らはいまだザナックスとの実戦経験がない。未経験の者をいきなり最前線に出すわけにはいかん」

　メインスクリーンに映った帝国の艦隊司令は、アオ大佐たちの感かん慨がいなど気にせぬような口調で言った。

「我々の艦には、いわゆる主しゆ砲ほうと呼べるような射程の長い火器は一門も搭とう載さいされておりません。引き寄せて叩たたく、いわゆる近接防御兵器だけを搭載した、対ザナックス戦用に設計された艦です。射程が短い代わりに射界を広く取れますので、最前線でなければ意味がないのです。実戦経験こそありませんが、兵員は全員対ザナックス戦闘シミュレーションでがっちり鍛きたえてあります。ご安心下さい」

　そして、不敵にも見える笑いを浮うかべてみせた。

　その笑い方を見たとき、アオ大佐は最初に見たときの印象とずいぶん違うのに驚おどろいた。

「わかりました……しかし、無理はしないで下さい」

　帝国の艦隊司令……ケルプ・ワインガー少将は、首を振った。

「無理をするな、なんてそれこそ無理な相談ってものですよ、オットー・アオ大佐……こんな戦い、無理と無茶以外の何ものでもありません……」

　そして、目に力強い光を込めてこう付け足した。

「でも……無む駄だじゃありません、絶対に……そうですよね」

　アオ大佐がうなずいたそのとき、情報参謀が叫さけんだ。

「ザナックスに動き！　攻撃が来ます！」

　……そして俺たちは、帝国の防御型軽巡航艦の威い力りよくを目の前で見せつけられた。

　防御陣の最前線に並んだ帝国の護衛艦艦隊からは、光の壁かべとしか形容できないような濃のう密みつな火線の幕が投げつけられた。

　その幕を乗り越えてやってきたザナックスは一機もいなかった。

　一万隻近いザナックスの突撃艇、それも装そう甲こう殻かくが強化されたマークⅡ、そのすべてが帝国軍護衛艦艦隊の火か網もうの前で一瞬にして潰かい滅めつしたのだ。

　……ドーダイ司令が、俺にあれを一万隻よこせ！　ローデスを救ってみせる！　とわめいたそうだが……その気持ち、わからないでもないな。

　アオ大佐の前にあるパーソナルモニターに、ドーダイ司令が映ったのはそのときだった。

　ドーダイ司令は、実に不ふ機き嫌げんそうな顔で言った。

『では……これから喚かん問もん状じようの命令どおり聖都メックの審しん問もん局まで行ってくる。喚問理由がよくわからない喚問状を出して戦闘中の艦隊の司令官を呼び寄せるとは、まったく枢すう密みつ院いんの連中は執しゆう念ねん深ぶかいというか、なりふりかまわんというか……』

「喚問理由が明らかでないというのは不安ですが、ものは考えようです。今度は正式の喚問状が出たわけですから、敵前逃とう亡ぼうの罪に問われることだけはありません」

　ドーダイはアオ大たい佐さを軽くにらむと、にやっと笑った。

『またこの星系に帰ってくれば敵前逃亡にはならん、持ち場を離はなれただけだと言い張ることができる……だから、よいな、この星系を死守しろ。惑わく星せいカール・グスタフの住民避ひ難なんが終わるまであの星にザナックスを近づけるな！』

「了りよう解かいしました！」

　敬礼するアオ大佐に答礼を返し、ドーダイ司令の映像はパーソナルモニターから消えた。

　メインブリッジのモニターに、中ちゆう継けい基地の中央にあるタンホイザーゲートに向かって連れん絡らく用の特務艦かんが進んでいく拡大映像が映っていた。

「それにしても当初の計画ではとっくにあの中継基地は放ほう棄きしてタンホイザーゲートを爆ばく破はしているはずだったのだが……これほどまで持ちこたえることができるとは思わなかったな」

　アオ大佐の言葉を聞いた副官がうなずいた。

「当初の計画より二十四時間以上持ちこたえています……やはり帝国軍の護衛艦艦隊のおかげでしょう」

「そうだな……ところで、カール・グスタフの住民避難率はどうなっている？」

「今現在の数字を表示します」

　情報参さん謀ぼうの言葉とともにメインスクリーンにグラフが現れた。

　避難完かん了りようを示す青い部分が円グラフの九割に達していた。

「九十三パーセントか。思ったより時間がかかっているな……途と中ちゆう経過を見たときはもっと早くいくかと思ったのだが……」

　アオ大佐の言葉を聞いた情報参謀は、自分の前にあるパーソナルモニターに映った情報を読み上げた。

「輸送担当部局の説明によりますと、北辺部の中心地である北都惑星リューゼンにおける難民受け入れ態勢が整っていないため、衛星軌き道どう上で難民を乗せた輸送船団がじゅず繫つなぎになっているそうです。限られた輸送船でピストン輸送をすることを前提にして計画を立てていたために、今乗せている避難民を降ろさないことには次が運べないということらしいです」

「ここで我々が時間を稼かせいで正解ということか……しかし、住民避難が九十パーセント以上終わっているならば、第五惑星軌道上にある中継ステーションも、そう混雑することはなさそうだな」

　アオ大佐は、参謀たちを見回して言った。

「この中継基地を放棄する潮どきだと思うが……諸君らはどう思うね？」

　砲ほう術じゆつ担当の参謀が手を上げた。

「この地点は、見ての通り周囲にザナックスの残ざん骸がいがあふれており、照準時に錯さく誤ごを招きやすくなっております。避難民輸送の負担とならぬのならば、この地点を放棄し、第五惑星軌道上まで後退するのが得策だと思われます」

　アオ大佐はブリッジを見回した。

「反対意見は……ないな。よろしい、撤てつ収しゆう開始！　中継基地管理防衛部隊に、撤収命令だ。タンホイザーゲートの封ふう鎖さと反応炉ろ爆破を自動的に行う廃はい棄きプログラムを起動し、ただちに脱だつ出しゆつするように伝えろ！　管理防衛部隊を回収後、反応炉の爆ばく発はつに巻き込まれぬように全速で退たい避ひする」




　アオ大佐の命令を受けた中継基地の管理防衛の責任者は、あらかじめ入力してあった放棄時の破は壊かいプログラムの起動命令をメインコンピューターに打ち込むと、急いで脱出艇ていに乗り込んだ。

　帝てい国こく護ご衛えい艦かん艦隊旗艦軽巡じゆん航こう艦かんソウライのブリッジで、ケルプはこの命令を受け取った。

「撤収戦か、タイミングが難しいな」

「中継基地の反応炉の爆破タイミングについて、ローデスからタイムテーブルが送られて来ました、これを基準にしてほしいとのことです」

　通信オペレーターであるミナモト少しよう尉いの報告を聞いたケルプはうなずいた。

「よし、そのタイムテーブルに合わせて移動開始だ！」

　そして、最前線に出ていたケルプの艦隊が下がり始めたときに、ザナックスの攻こう撃げきが始まった。

　センサーモニターを見ていたオペレーターが上ずった声で叫さけんだ。

「転移数が異様に多い！　こいつは……一気に来ます！　総数およそ二十五万！」

　防衛艦隊の旗艦ブリッジにいた全員が叫んだ。

「なんだと！　間ま違ちがいではないのか？」

「いえ……転移箇か所しよが増えました！　こんなことは初めてです！」

　メインスクリーンに映し出されたセンサーモニターの画面には、中継基地の前面に無数の赤い光点が瞬またたき、そしてそれは確実に増えつつあった。

　探査機構が予言したザナックスの爆発的繁はん殖しよくによる大だい攻こう勢せい。それはその予兆だった。

　アオ大佐は、だん！　と足あし踏ぶみをすると叫んだ。

「くそ！　最悪のタイミングだ！　この状態での迎げい撃げき行動は無理だ！　撤収を急げ！　中継基地の管理防衛要員の収容が終わり次し第だい全力で後退する。防衛艦隊、本部艦隊、帝国護衛艦艦隊の三艦隊で相そう互ごに支し援えんしつつ、一気に第五惑星軌道まで下がるんだ！　そこで陣じん形けいを組み直す！　各艦に、ザナックスに追いつかれるなと伝えろ！」

　艦隊とは、一種類の艦だけで編制されているわけではない。さまざまな艦種が混ざって編制されている。速度も機動性も異なる多数の艦が、一匹ぴきの生き物のように統制を取って動くのは難しい。そしてさらにこの臨時編制の防衛艦隊にはローデス軍だけではなく、帝てい国こく軍という指揮命令系統も運用方法も異なる艦隊も加わっていたのだ。

　拠きよ点てん防ぼう御ぎよだけを続けていたならば、これらのことは、そう問題にはならないだろう。一隻せきの艦はいわば固定化された砲ほう台だいの役目だけを果たせばよい。しかし、艦隊行動となれば話は別だ。

　撤収行動を取り始めた防衛艦隊は、微び妙みように連れん携けいのバランスを欠いていた。

　相互支援を行うタイミングが微妙に合わぬまま始まった撤退戦は、思わぬ展開を見せ始めた。

　押し寄せるザナックスの突とつ撃げき艇ていの大波は、ケルプ艦隊の弾だん幕まくでさえ抑おさえきれなかった。ましてやローデスの通常艦だけで編制された防衛艦隊では、とても支えきれるものではなかった。

　後退し始めたケルプ艦隊が、支援位置につかぬうちに、支えているはずだった防衛艦隊の一部がザナックスに突とつ破ぱされたのだ。

　防御線を突破されたことを知った艦隊は、連携を失ったまま後退し始めた。

　その場に留とどまり追いすがるザナックスの突撃艇を撃げき破はする艦よりも、後退する艦の方がはるかに多くなった。

「いかん！　このままでは総そう崩くずれになるぞ！」

　旗艦のブリッジから撤収する艦隊を見ていたアオ大たい佐さが、そう叫んだとき。

　追いすがるザナックスの突撃艇の先頭部が閃せん光こうとともに消しよう滅めつした。

　そこにたちはだかっていたのはケルプ率ひきいる帝国護衛艦艦隊だった。

　護衛艦艦隊旗艦である軽巡航艦ソウライのブリッジでは、ケルプが大の字に手をひろげて叫んでいた。

「ようし、野や郎ろうども！　一歩も引くんじゃねえぞ！　横一線隊形で踏ふん張れ！　俺たちの本領はこれからだ！　帝国護衛艦艦隊の心意気を見せろォ！」

　ケルプのべらんめえ言葉に目を丸くしているオーテ司教を見て、カヤン少しよう佐さが笑いながら言った。

「ケルプ・ワインガー司令の一族は、もともと宇宙海かい賊ぞくだそうで、あれが本来のケルプ司令の姿らしいですぞ」

「……海賊だと？　帝国貴族と聞いていたが、それは間違いだったのか？」

　カヤン少佐とオーテ司教の会話を聞きつけたのだろう、ケルプは振ふり返って笑った。

「ワインガー家は、三百年くらい前に、ご先祖様が、皇位継けい承しようで命を狙ねらわれた皇こう帝ていをお助けしたとかで、貴族の身分を戴いただいたそうですがね、海賊稼か業ぎようはずっと続けておりまして……海賊といっても、今風に言えば警備保障会社とか傭よう兵へいとか呼んだ方がわかりやすいかな……まあ、そんなこんなで、育ちの悪さは隠かくしようがありません。我々はこれよりここに留まり、撤退部隊の殿しんがりを務めます。運が悪いと思って下さい」

　オーテ司教は笑った。

「いや、この目で神の敵が滅ほろびる姿を見ることができるのだから、私は感謝している。諸君らに神の加護があらんことを……」

　そう言って胸の前で印を結んだオーテ司教を見て、カヤン少佐は、ちょっと驚おどろいたように目を見開いた。

　オーテ司教は、やつぎばやに、各艦に指示を飛ばし始めたケルプの後ろ姿を見ながら思った。

　……この状じよう況きようで艦かん隊たいの最さい後こう尾びに残り、戦い続ける道を選ぶとは。

　我々が、誇ほこりとか矜きよう持じとか、大上段にふりかぶって論じるものを、この若者は、心意気という言葉で、いとも簡単に言ってのけるのだな。

　ケルプは目の前の空間を埋うめ尽つくすザナックスの群れを眺ながめながら横にいたマスクワードに小声で聞いた。

「これが、あの探査機構が言っていた、爆ばく発はつ的繁殖ってヤツかな？」

「そうかもしれませんが……あの報告内容を見ると、こんなものじゃすまないですよ……こいつは……そう、予告編ってところじゃありませんかね？」

　そう言って小さく肩かたをすくめたマスクワードに向かって、ケルプはうなずいた。

「やっぱりそうか……じゃあ、予告編が流れている間にさっさと後ろにあるトイレに行くとしよう、本編が始まったら、とてもそんなことはやってられなくなる」

　後方にある中ちゆう継けい基地に向かって後退を続ける防衛艦隊の映像を見て、マスクワードはもう一度肩をすくめた。

「どうやらトイレの順番は、一番最後になりそうですな」

「そんなに切せつ羽ぱ詰つまっていないから、まだなんとかなるさ。さあ、団体さんのお着きだ！　気合入れてお出で迎むかえしろよ！」

　マスクワードはつぶやいた。

「いくら気合入れて出迎えても、この団体さんはチップをくれませんね」

「不景気なんだろよ」

　ブリッジの中に低い笑いが漏もれた。

　その様子を見ていたカヤン少佐は、心の中でうなずいていた。

　……どんなときでも、自分を失うことなく、目の前の現実を笑い飛ばしてみせるのだな。

　部下を落ち着かせ、そして自分の精神のバランスを取る最適の方法だ。

　しかし、この状況でそれができる人間はそういない。




　後退を続けていた防衛艦隊の間に余よ裕ゆうが生まれていた。

　それはやはり、ケルプたちが踏みとどまったことが最大の理由だろう。

　防衛艦隊旗艦のブリッジで、艦隊全体の状況を確かく認にんしていた情報参さん謀ぼうは、センサリングモニターを見ているうちに、とんでもないことに気が付いた。

　艦隊は放ほう棄きした中継基地からかなり後方に下がりつつあるが、中継基地はそのままなのだ。

　……まさか、そんなはずはない。

　情報参謀は震ふるえる手で、再度リアルタイムデータを確認した。

　そして、それが間ま違ちがいない事実だとわかったとき、情報参謀の全身の毛が逆立った。

「放棄した中継基地のタンホイザーゲートが封ふう鎖さされていない！　反応炉ろもそのままだ！　放棄プログラムが作動していないんだ！」

　ブリッジにいた全員が振り返った。

「なんだと！　そんな馬ば鹿かな！」

　しかし、目の前のスクリーンに映る中継基地の姿と、その隣となりで、予定時刻を過ぎマイナスの数字を刻む爆ばく破は予定のタイムカウンターは、その報告が間違いではないことを示していた。

「なぜ放棄プログラムが起動したのに、タンホイザーゲートの閉へい鎖さも、反応炉の爆破も起こらないのだ！　確認しろ！」

「起動しているタンホイザーゲートにザナックスが飛び込んだら終わりだぞ！」

　アオ大たい佐さが叫さけんだ。

「主しゆ砲ほうを中継基地に向けろ！　砲ほう撃げきで破は壊かいするんだ！」

　旗艦の砲ほう塔とうが急旋せん回かいし、中継基地に照準を合わせた。しかし、主砲が発射されるより早く、中継基地のタンホイザーゲートにザナックスの突とつ撃げき艇ていが達していた。

「くそ！　間に合わん！」

　砲術担当参謀の悲鳴じみた叫びとともに主砲のメインビームが中継基地の中央構造物に命中し、中央構造物は光の球に包まれた。

　そして、次の瞬しゆん間かん光の球は数倍の大きさに膨ふくれ上がり、中継基地全体を構成する周囲の連れん絡らく通路や支柱に支えられた構造物と、そしてその中央にあったタンホイザーゲートを飲み込んだ。

　センサーオペレーターが叫んだ。

「反応炉の崩ほう壊かい確認！　中継基地は消しよう滅めつしました！」

　しかし、ブリッジにいた全員が聞きたかったことはそれではなかった。

「タンホイザーゲートが消失する前に、跳ちよう空間内にザナックスの突撃艇が入り込んだかどうか、確認はできないのか！」

「空間固定がされていない状態だったから、もしかしたら飛び込んだまま跳空間の中をさまようだけで終わってくれるかもしれんが、もし、同位相で空間固定しているタンホイザーゲートがあれば、そこに出現する可能性がある！」

「じゃあ、いきなりはるか後方にザナックスが出現するってことか？」

「そうだ、やつらは人類とは違ちがうコミュニケーション手段を持っているらしい、突撃艇が一隻せきでも転移してくれば、すぐに仲間を呼び寄せることになるんだ！」

「そんなことになったらローデスは終わりだぞ！　戦線を組み立ててザナックスの侵しん攻こうを食い止めてきたことがすべて無む駄だになる！」

　アオ大佐は、慌あわてふためく参謀たちを見回すと、大声でどなりつけた。

「うろたえるな！　起こってしまったことはしかたない！　通信参謀は、大至急教区本部あてに緊きん急きゆう事態報告を打電せよ！　ローデス全域のタンホイザーゲートの守備隊に対し警報を発するように要よう請せいしろ！　内務参謀、中ちゆう継けい基地を脱だつ出しゆつした管理運営部隊の者から大至急聞き取り調査を行え。情報参謀、破壊された中継基地とリンクしていたリアルタイムモニターのデータをすべて選び出し、特に放棄プログラムのソフトコード部分のバックアップがあれば、それを解かい析せきしろ！」

「了りよう解かいしました！」

　参謀たちが与あたえられた指示に従って動き出したのを見たアオ大佐は、メインスクリーンに映る光の球が消えたあとのガスが漂ただよう宇宙空間をにらみつけた。

「くそ……とんでもないことになったな」




　ローデス南辺部。

　ここは、いわゆる南の辺境と呼ばれる一角であり、ローデスの他の区域に比べると、人類の居住可能な恒こう星せい系にめぐまれていないことから、居住惑わく星せいの数は多い方ではなく、また惑星間の距きよ離りも遠かった。

　しかし、その少ない居住可能惑星は皆みな、気候に恵めぐまれた環かん境きようを持ち、ここに住む人々はみんな素そ朴ぼくでのんびりとした人間が多いことから、ローデスでは、のんびりした性格の人間を、南方気質と呼び習わしていた。

　商業的に発展することもなく、工業としても、そこそこであり、軍事的要よう衝しようとしては唯ゆい一いつ帝てい国こく領に接している『南方回かい廊ろう』があるが、この回廊は非常に狭せまくＺ級戦せん艦かん一隻ほどの空間しか航行可能な場所がないため、ローデス正規軍ではなく、この地方の辺境惑星国家の常備軍を整備し、『南方回廊』より帝国の侵攻があればそれに即そく応おうできるような態勢を取っていた。

　この『南方回廊』は、その反対側にある帝国では、回廊のある星域国家の名前を取って『アウトニア回廊』と呼ばれていた。

　その南辺部にあるポータラカ教区は、教区内に七つの居住惑星を持つ、南辺区域でも発展している教区だった。

　教区の中心であるポータラカ星系の第五惑わく星せい軌き道どう上に設置された中継ステーションの内部に警報が鳴り響ひびいていた。

　ザナックスの侵攻を受けていたローデスは、国家非常体制を発令し、臨戦態勢を取っていたが、直接ザナックスを見たこともない南辺国家の常備軍にとって、ザナックスとの遭そう遇ぐう戦せんなどは、シミュレーションの中、それもかなりひねくれた訓練担当士官が作ったプログラムの中にしか存在しないものだと思われていた。

　ローデスの国民の多くは、巡じゆん礼れいのとき以外に自分の生まれ育った星を離はなれることはない。

　連日報道されるザナックスの侵攻も、膨ぼう大だいな難民の群れも、この南辺国家の住民にしてみれば遠い外国でのできごとにしか見えなかったのだ。

　中継基地の防ぼう御ぎよ砲ほう台だいをコントロールする火器管制室に配置されていたポータラカ教区常備軍の分隊長ソート軍ぐん曹そうは、コントロールパネルから鳴り響く警報音を聞きながら、目の前のパーソナルモニターを使って必死に直属の上司であるエヌエム少しよう尉いの携けい帯たい汎はん用よう端たん末まつに連絡を取ろうとしていた。

　警報が鳴りだしてから十五分過ぎたころ、やっとエヌエム少尉の不ふ機き嫌げんな顔がソート軍曹のパーソナルモニターの中に浮うかび上がった。

『軍曹……昼ひる寝ねを邪じや魔まするなと何度言ったらわかるんだ！』

　寝ね癖ぐせのついた髪かみの毛をぐしゃぐしゃと搔かきながら言ったエヌエム少尉に向かって、ソート軍曹は急せき込むように言った。

「この警報音が聞こえないんですか？　ザナックスの転移警報です！　どっかのタンホイザーゲートからザナックスが侵しん入にゆうしたんですよ！」

『……警報音？』

　エヌエム少尉は、ちょっと耳をそばだてたあとで笑った。

『どうせ訓練だろう』

「中央軍管区からの発令です！　命令文には、これは訓練に非あらず、というタグがついております！」

　興奮したように言うソート軍曹に向かって、少尉はめんどくさそうに手を振ふった。

『これは訓練に非ず、という名前の訓練なんだろうよ。いつもどおり適当に流しておけばいい』

　ソート軍曹は食い下がった。

「しかし、万が一という場合もあります！　これが本当の警報だったらどうするのですか！」『お前、このローデスに、タンホイザーゲートはいくつあると思っているんだ？　もし、これが本当にザナックスの侵入だとしてもだ、この基地に出現する確立は数万分の一だぞ。実際にはゲートは三つあるから数万分の三だが……とにかく適当にやっておけばいい、適当にだ』

「少尉殿どのは、こちらには来られないのですか？」

　エヌエム少尉は不機嫌そうに答えた。

『今回の訓練は、上官が戦死、もしくは負傷して指揮を執れないという想定だ！　お前の好きにしていい、お前が指揮官だ！』

　そして少尉は付け足した。

『……もう起こすなよ』

　通信が切断され、目の前のパーソナルモニターの画面が待ち受け画面に戻もどるのを見たソート軍曹は、大きく息を吐はくと、やりとりを聞いていた部下たちに向き直った。

「ようし、全員配置につけ！　火器管制システムスイッチオン！　安全装置解除！　ビーム砲の砲口をすべてタンホイザーゲートに向けろ！」

　ソート軍曹の命令を聞いた部下たちは不安げな顔を見合わせた。

「いいんですか？　軍曹。安全装置解除の解除キーは、少尉以上の士官でなければできないことになっていますが……」

　ソート軍曹は笑った。

「かまわん！　少尉は名めい誉よの負傷を負われ、戦線を離れた。指揮権は私に移い譲じようされている。自動追つい尾び発射プログラム起動入力！　もし、本物のザナックスだとしたら、完全にこっちの空間で実体化する前に破は壊かいしなくてはならんのだからな！」

　部下たちが、それぞれに与あたえられた命令を入力していくのを見ながら、ソート軍曹は、管制室の窓から、目の前に浮かぶ三つのタンホイザーゲートを見下ろした。

　強力なエネルギーによって、通常空間に開いた薄うす紫むらさき色いろの力場は、宇宙空間に浮かぶ水面のように見えた。

　ソート軍曹は、エヌエム少尉の顔を思い浮かべていた。

　あの坊ぼうやにも困ったものだな。親が信しん託たく教区の大物だとかで、わがままのし放題だ。軍隊をナメ切ってる……いや、違ちがうな。あいつは仕事、いやいや世の中ってものを全部ナメてやがるんだ。

　……これで、本当にザナックスが転移してきたら、おもしろいのだがな。

　ソート軍曹がそんなことを考えたそのとき。

　中央のタンホイザーゲートの薄紫色の力場に、誰だれかが小石を投げ込んだような波は紋もんが広がり始めた。

　管制室の中に、センサリングオペレーターの声が響ひびいた。

「転移反応です！　敵味方識別に応答なし！　質量、形状、ともに艦かん種しゆ識別表になし！　危険度ＡＡＡトリプルエー！」

　ソート軍曹の目が見開かれた。

　……まさか、本当に……。いや、もしかしたらあれは敵味方識別装置のスイッチを入れ忘れた民間船かもしれない。うっかりモノの船長がよくやるじゃないか……しかし識別表にないなんて……いや、あの識別表はバージョンが古いヤツをそのまま使っていたはずだ。エヌエム少尉が、差し替かえがめんどくさいとか言っていたような気がする……どうする？

　あそこに出てくるのが、もし、うっかりモノの船長が乗る新型の船だったら……。

　自動追尾装置は、実体化するのと同時にビーム砲を撃うつようにプログラムされている……誤射したら俺は終わりだぞ。

　部下たちの視線が自分に集中しているのがわかった。

　このまま自動追尾発射プログラムを解除しなければ、ビーム砲はあのゲートから出てくるものを撃つことになる。

　あのエヌエムの馬ば鹿か野や郎ろうが、ここにいないのが悪いんだ！　俺には責任はない！

　……でも。そうか？　本当に俺には責任はないのか？

　もしあれがザナックスだったら、絶対に仲間を呼び寄せるだろう。そうしたらこの星系は終わりだ。

　俺にはこの星系を守る責任があるんじゃないのか？

　……どうする？

　そして、ソート軍ぐん曹そうは腹をくくった。

「自動追尾発射プログラムを維い持じせよ！　このままだ！　全責任は俺にある！」

　管制室にいた全員の視線が、目の前のタンホイザーゲートに注がれた瞬しゆん間かん。

　何か黒い豆の莢さやのような物体がタンホイザーゲートから躍おどり出た。

　タンホイザーゲートを取り囲むように設置された防ぼう御ぎよ砲ほう台だいが、いっせいに白いビームを吐き出し黒い豆の莢は跡あと形かたもなく爆ばく発はつし、中ちゆう継けいステーションに無数の破片が当たる金属音が響き渡わたった。その破片のいくつかは隔かく壁へきに穴を空けたのだろう、低圧警報があちこちで聞こえ始めた。

　センサーオペレーターが叫さけんだ。

「次が来ます！　これもさっきと同じ反応です！」

　ソート軍曹は、目の前のインカムに向かって叫んだ。

「非常事態発生！　中継ステーション内の全職員はただちに気密作業服を着用せよ！　民間人は気密カプセル内に退たい避ひ！　エマージェンシープログラムを起動せよ！　繰くり返す！　当中継ステーションは現在ザナックスの転移攻こう撃げきにさらされ、戦せん闘とう状態に入った！　ステーション内の全職員は気密作業服を着用せよ！」

　中央にあるタンホイザーゲートでは、次の転移がはじまろうとしていた。




　このポータラカで起きたザナックスとの遭そう遇ぐう戦せんは、迎げい撃げきが成功した数少ない事例の一つであった。

　ローデス領内の四十二個の星系のタンホイザーゲートにザナックスの突撃艇ていが出現し、迎撃に成功した星系は、このポータラカ星系をふくめて十四星系にすぎなかった。

　ローデスは、実に二十八の星系でザナックスの侵しん攻こうを許すこととなった。

　そして、その星系には、ローデスの聖都惑わく星せいメックの存在する星系もふくまれていた。




　グスタフ星系の防衛艦隊旗艦ディアフューラーのブリッジ正面に表示されたメインスクリーンには、国民に平静を呼びかけるコマキン三世の映像が映っていた。

　その映像を横目で見ながら、アオ大たい佐さは部下の参さん謀ぼうに聞いた。

「間ま違ちがいないのだな？」

「間違いありません。タンホイザーゲートの封ふう鎖さ、及および反応炉ろの自じ爆ばくをふくめた放ほう棄きプログラムのコードが書き換かえられておりました。内部時計の標準時はそのままで、年度をずらすという実に単純な方法です。管理要員は、放棄プログラムを起動した際に、タイムカウンターの日付、時間だけを確かく認にんして、作動を開始したため、気が付かなかったものと思われます」

　そして、情報参謀は声をひそめた。

「聞き取り調査の結果、この工作ができる人間は、先日脱だつ出しゆつしたドーダイ司令の専属異い端たん審しん問もん官かんしかいないことがわかりました。これは枢すう密みつ院いんがドーダイ司令を陥おとしいれるために仕組んだものと思われます」

　アオ大佐は吐はき捨てるようにつぶやいた。

「下げ種すどもめ……あいつらは自分たちが何をしたのかわかっているのか！」




　わかってはいなかった。

　ドーダイを喚かん問もんした審問局の幹部たちは誰だれ一人、自分たちが滅ほろぼしたのはドーダイ司令でもエンデロでもない……ローデスという国家であることに気づいていなかった。

　聖都メックに喚問されたドーダイは、メック星系の中央中継ステーションに降り立ったところで出で迎むかえた審問局の幹部に自分の罪状を告げられた。

　それは、タンホイザーゲートの防衛に失敗し、ローデスを危機に陥れた責任を問うものだった。

　中央中継ステーションに鳴り響ひびく警報音を聞いた審問局の幹部は、連れていた宗教憲兵に対し、ドーダイの身み柄がらを拘こう束そくするように告げたあとで、勝ち誇ほこったように言った。

「貴様は終わりだな、ドーダイ。警報音が聞こえるだろう、これは貴様の不始末の結果だ。貴様はこの全責任を負うことになるのだ。遺書は書いたかね？」

　両手に電磁手て錠じようをかけられながら、ドーダイは不敵な微び笑しようを浮うかべて言った。

「この喚問状の喚問理由は、この、タンホイザーゲートにザナックスの侵しん入にゆうを許したことによる責任だと、貴様は言ったな？」

「ああ、そうだ、貴様は、この神聖ローデス連合を危機に陥れた重罪人として、全国民の見ている前で公開審問を受け、裁かれ、そして地じ獄ごくに落ちるのだ」

　ドーダイは大声で笑い出した。

「何がおかしいのだ？　自分の運命を知って気が触ふれたか？」

　ドーダイは審問局の幹部ではなく、自分の両側に立っている宗教憲兵に向かって言った。

「おい、お前ら、さっさとこの手錠を外せ。茶番は終わりだ」

「な、何が茶番だ！」

　いきり立つ幹部に向かってドーダイは言った。

「その喚問状に書いてある犯罪事実の日付をよく見ろ！　その時間、グスタフ星系の防衛艦かん隊たいは、まだ中ちゆう継けい基地もタンホイザーゲートも放棄していないんだ！　ウソだと思うなら俺の乗ってきた連れん絡らく艇の航法記録を見てみろ！　俺は、放棄されているはずの中継ステーションからやってきたんだ！　そこに書いてある日付は、撤てつ収しゆう計画に書いてあった日付だ！　これがどういうことかわかるか？　お前らは俺がタンホイザーゲートの防衛に失敗することをあらかじめ知っていたんだ！」

　そして、ドーダイはにやっと笑って付け足した。

「グスタフ星系の防衛艦隊はな、この予定時刻からさらに二十四時間以上持ちこたえたんだ！　さあどうする？　このまま俺を審問局に連れていって、全国民の前で公開審問にかける、とか言っていたな……いいぜ、さあ連れていけ、国民が審しん判ぱんを下すのはどっちだ？　俺か？　貴様らか？」

　審問局の幹部は血の気を失ったまま言葉を失った。




　結論から言うならば、ドーダイの公開審問は開かれなかった。

　もはや、ローデスはそんなことをやっているような状じよう況きようではなかったのだ。

　タンホイザーゲートから侵入し、国内の各地に出現したザナックス突とつ撃げき艇は、一隻せきか二隻でありそのほとんどが一時間以内に破は壊かいされ、直接の被ひ害がいは微び々びたるものだった。しかし、本当の損害はそれから十二時間後に始まった。

　ザナックスが転移した二十八箇か所しよの中継ステーションにザナックスの先せん遣けん部隊が突とつ然ぜん出現したのだ。

　ローデス国内は大混乱となった。

　それらの先遣部隊は、タンホイザーゲートからではなく、ザナックス自身の転移能力によって、出現したのだが、出現した場所があまりにもゲートに近かったため、多くの人々は、タンホイザーゲートがザナックスの侵しん攻こう手段となったものと勘かん違ちがいしてしまったのだ。

　これが悲劇のはじまりだった。

　この報告を受けたとき、ローデスの最高責任者、コマキン三世は、脳のう裏りに、探査機構の提言の内容を思い浮かべた。

『この先。ザナックスは爆ばく発はつ的にその数を増やし、大だい攻こう勢せいに出ることが予想される』

　その提言の内容は、今、初めて現実感をともなってコマキン三世の目の前に示された。

　コマキン三世は、すべてのタンホイザーゲートの一時閉へい鎖さを命じた。

　そして、さらに、ザナックスの侵攻を受けている星域のタンホイザーゲートの管制官に対して、放ほう棄きプログラムを起動し脱出するように命じた。

　侵攻を受けている星域の中には、住民の避ひ難なんが完かん了りようしていない星域がいくつもあった。その星域のゲートを放棄するということは、その星系の住民を見捨てることと同じだった。

　コマキン三世は、このとき初めて、すべての国民に犠ぎ牲せいを強しいることなく国家を治めるという自分の理想論を放棄した。

　しかし、それは、あまりにも遅おそすぎた決定だった。




　グスタフ星系の第五惑わく星せい軌き道どう上の中継ステーションにあるタンホイザーゲートに向かって、惑星カール・グスタフからの避難民を乗せた最後の輸送船が、ゆっくりと進み始めた。

　防衛艦隊旗艦のブリッジからその姿を見ていたアオ大たい佐さは、自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「無事に任務を果たし、惑星に居住するすべての住民を無事に避難させることができた……本来ならば満足感があってしかるべきなのだがな……」

　目の前の薄うす紫むらさき色いろの力場空間の中に消えてゆく輸送船のシルエットを見ながら、アオ大佐は、輸送船に乗っている避難民たちの行き先を思った。

　彼らは、避難したその先でも、また新たな避難命令が待っていることを知るに違ちがいない。

　避難はいつ終わるのだ？　教区の住民すべてを避難させれば終わるのか？　北辺域のすべての住民を避難させれば終わるのか？

　もはやこのローデスに安住の地はなくなってしまったのかもしれない。

　アオ大佐の思いは、部下の参さん謀ぼうの報告によって途と切ぎれた。

「輸送船に続き、損傷艦と負傷兵を乗せた艦を転送します！」

　気が付くと、タンホイザーゲートに向かって、三隻の損傷した巡じゆん航こう艦が進み始めていた。

　中継ステーションの内部にあるタンホイザーゲートの前には、防衛艦隊の残存艦二百数隻が転送の順番を待っていた。

　教皇軍グスタフ星系軍は、当初、戦せん艦かん三百隻をふくむ五千五百隻の兵力を有していた。

　ザナックスとの戦いが熾し烈れつを極きわめる中で、教区内の他ほかの星系に応おう援えん派は遣けんを繰くり返し、戦力を消しよう耗もうさせたあげく、肝かん心じんの自分たちが守るべき星系にザナックスが侵攻してきたとき、グスタフ星系防衛艦隊は残余千二百隻にまで消耗していた。

　そして、その千二百隻の防衛艦隊の最後の生き残りが目の前に並ぶたった二百隻の艦隊だった。

　傷つき、薄うす汚よごれた艦かんの群れを見て、アオ大佐は思わずこみ上げてくるものを抑おさえ切れなかった。

　……彼らは、ゆうに一万倍の敵に立ち向かい、惑星から住民の避難が終わるまで、これを守り通した。

　真の勇者とは彼らのことを言うのだ。

　アオ大佐は視線を斜ななめ前にある外部モニターに走らせた。

　そこには、宇宙空間で明めい滅めつする無数の閃せん光こうが映っていた。

　それは、この中ちゆう継けいステーションを守るために、帝てい国こくの護ご衛えい艦艦隊が最後の防衛線を敷しき、押し寄せるザナックスの群れと死し闘とうを繰り広げている光景だった。

　……そして、あそこにいるのもまた真の勇者たちだ。

　撤てつ収しゆう戦せんで殿でん軍ぐんを務めたケルプたちは、この第五惑星軌道上にある中継ステーションの防衛戦でも、殿軍を買って出た。

　彼らがいなければ、我々は任務を果たすことはできなかったに違いない。

　旗艦のメインスクリーンには、タンホイザーゲートに次々に飲み込まれていく艦隊の姿が映っていた。

　タンホイザーゲートには、それぞれに跳ちよう空間に送り出す位相座標が決まっている。そして出口側のゲートでこの座標を固定すれば、この二つのゲートは完全にリンクされることとなる。

　この中継ステーションのタンホイザーゲートは、北都星系の惑星リューゼンの中継基地にあるタンホイザーゲートと位相固定されており、完全な一方通行化されているのだ。

「帝てい国こく護ご衛えい艦艦隊ケルプ司令に通信を入れてくれ」

「了りよう解かい！」

　通信参謀の返答と同時に、旗艦のメインスクリーンにケルプの顔が映った。

「撤収は順調に進んでいるようですね、アオ大佐」

「ああ、諸君らのおかげだ、最後の最後までよく頑がん張ばってくれた。北都惑星リューゼンには、私のなじみの店もあるのでね、この騒さわぎでどうなっているかわからないが、もし開いていたら、一いつ杯ぱいおごらせてもらえないか？」

「もっとも戦せん闘とう力りよくが高い部隊が、最さい後こう尾びで追つい撃げきする敵を食い止め、他の部隊が撤収する時間稼かせぎをする。これは戦術の常識です。そして、この防衛艦隊の中でもっともザナックスに対する戦闘力が高いのは我々です。我々が殿しんがりを務めることになんら問題はないと思われますが？」

　ケルプはそう言ってから、にやっと笑った。

「問題があるとしたら、それは我々ではなく、皆みなさんローデス軍のプライドとの兼かね合いではないかと思われますが、いかがでしょうか？」

「確かに、一番の見せ場を帝国の艦隊に取られたままとあっては、いささか忸じく怩じたるものがありますが……しかし、あなたがたの艦隊の、あの圧あつ倒とう的な火力を見せ付けられたあととあっては、言い返す言葉もありませんな。ここは一つケルプ少将殿どのにお任せするとしましょう」

　そしてアオ大佐は大きくうなずいた。

「では、待っているぞ、絶対にリューゼンまで来い！　いいな！」

「安心して下さい、俺はおごってもらえる機会を無む駄だにするような男じゃありません」

　そう言って笑ったケルプに向かって、アオ大佐は笑いながらうなずくと通信を切った。

　そしてローデス軍の艦隊の最後を抑えていたアオ大佐の乗る旗艦がタンホイザーゲートに飲み込まれていった。

　帝国護衛艦艦隊旗艦のブリッジからその姿を見ていたケルプは、あたりを見回して気合を入れるように言った。

「よし、いよいよ俺たちの番だ！　ザナックスに付け込まれる隙すきを見せるなよ！」




　そのとき、グスタフ星系の中継ステーションに、一本の通告が飛び込んでいた。

　中継ステーションでタンホイザーゲートの管理をしていた管理官は、跳空間通信によってもたらされたその知らせに色を失った。

　それは、ザナックスの侵しん攻こうを受けている北域のすべてのタンホイザーゲートを放ほう棄きせよという通告だった。

「そんなことができるものか！、このタンホイザーゲートを放棄したら、戦っている連中は、どうやって避ひ難なんすればいいんだ！」

　跳空間通信特有の青色がかったスクリーンの中に映る、民生用の中継ステーションを管理するローデス運輸局の幹部は首を振ふった。

『これ以上ザナックスにタンホイザーゲートを使われる危険を冒おかすことはできない。侵攻を受けている星域のゲートはすべて放棄する、これは決定事じ項こうなのだ』

「放棄プログラムの起動は、いつ行われるのですか？」

　運輸局の幹部は、即そく答とうした。

『たった今だ』

　管理官は目を見開いた。

「このグスタフ星系では、帝国の護衛艦艦隊が防衛戦闘を展開中です！　このままこのゲートを閉へい鎖さすれば、彼らが脱だつ出しゆつする道がありません！　せめてあと一時間、いえ、三十分の猶ゆう予よを！」

　必死に食い下がる管理官に、幹部は首を振った。

『即そつ刻こく放棄するようにという命令が出ている。ここで君と会話しているだけでも精いっぱいなのだ。他の星系では、避ひ難なん民みんを半分以上残したままゲートを放棄するところがいくつもあるのだぞ！　いいか、遅ち延えんは許さない！』

　そして、幹部の映像は消えた。

　管理官は、呆ぼう然ぜんとしたまま姿の消えた画面を見ていたが、やがて思い切ったように顔を上げ、周囲にいる部下に向かって指示を出し始めた。

「脱出の用意だ！　それと、帝国の艦隊司令に……」

　そして、管理官は首を振った。

「……いや、いい。私から連れん絡らくを入れよう」




　帝国護衛艦艦隊の旗艦軽巡じゆん航こう艦かんソウライのブリッジで、ケルプはその知らせを聞いた。

　メインスクリーンに映るタンホイザーゲートの管理官は、両手を広げて叫さけんだ。

『こんな命令に従うわけにはいかない！　我々は、ここで待つ！　諸君、急いでくれ！』

「わかりました、あなたの努力に感謝します！」

　ケルプが答えたそのとき。

　ソウライのブリッジにセンサーオペレーターの悲鳴が響ひびいた。

「ザナックス転移開始！　ものすごい数です！　総数が把は握あくできません！　転移ポイントから無数に出てきます！　一秒間に……およそ三百隻せき！　まだ増えています！」

「なんだと？」

　情報参さん謀ぼうはパーソナルモニターで報告内容を確かく認にんすると、ケルプに向かってうなずいた。

「間ま違ちがいありません！　総数は一千万を超こえると思われます！」

　ケルプは顔を上げた。

　そこに、中ちゆう継けいステーションの管理官の青ざめた顔があった。

　ケルプは静かに言った。

「ザナックスの大だい攻こう勢せいが始まりました。これを支えきるのは、まず無理な相談です。今なら間に合います、そこを破は壊かいし、先に脱出して下さい」

『し、しかし！』

「ザナックスに飛び込まれれば、損害が広がります！　我々は我々のなすべきことをします！　ですから、あなたも自分のなすべきことを行って下さい！」

　管理官は、視線を上げた。そしてケルプの目を正面から見て静かに言った。

『私の父は、帝てい国こくとの戦いで戦死した……私の兄もまたあなたがた帝国との戦いで命を落とした……私は残された兄の二人の子供を引き取り養育している……私にとって帝国は憎にくむべき敵だった。殺しても飽あき足らぬ悪あく魔まの化け身しんだった……父も兄も、異教徒に卑ひ劣れつな戦いをしかけられ、無念の死を遂とげたのだと信じていた……しかし、私はわかった。父も兄も、あなたのような敵と戦い、そして死んでいったのなら、決して無念ではなかっただろう。生きて帰れたら兄の遺児に伝えよう……お前たちの父は、立派な相手と、正々堂々と戦い、そして死んだのだと……』

　そして、管理官は背筋を伸のばし敬礼した。

　ケルプは靴くつのかかとを合わせ、それに応こたえた。




　通信が切れたモニターに向かったまま、管理官はしばらくその姿勢を動かさなかったが、やがて、大きく息を吐はくと、周りにいる部下に言った。

「脱出するぞ！　しかし、廃はい棄きプログラムから反応炉ろの自じ爆ばくセットを除外しろ！　ゲートのコントロールプログラムだけをデリートする旨むねを帝国軍に伝えろ！」

「反応炉は破壊しないのですか？」

　目を見開いた部下に向かって管理官はうなずいた。

「ようはザナックスに使われなきゃいいんだ！　ゲートのコントロールができなきゃ、ザナックスはどこにも行けない！」

　そして、宇宙空間に瞬またたく閃せん光こうを見て、管理官は言葉を付け足した。

「あいつらには、この先、絶対にエネルギー源が必要になる……ここを爆ばく破はしてはならない！」
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　第八章　脱出と救出







　ゆるやかに湾わん曲きよくした長い通路を、軍服を着た集団がひとかたまりになって動いていた。

　中心にいるのは、どうやら小こ柄がらな女性らしいが、周囲を背の高い軍人たち……それも参さん謀ぼう肩けん章しようをつけた軍服を着た男に囲まれているためによく見えない。

　そこは帝てい国こく軍第三方面軍の主力が駐ちゆう屯とんしているマグデブルグ星系のポルテ基地の中央通路だった。

「補給の状じよう況きようは？　全ぜん艦かん艇ていの補給が終わるのを待っていたら、いくら時間があっても足りないわ、完かん了りようした艦から暫ざん定てい的な艦隊編制を行って、先せん遣けん隊を向かわせなさい」

「ローデス側の状況が明らかでないことはわかっています。しかしあの星域では難民救済局の活動も行われていたはずです。そっちにも手を回したの？　情報源は一つではないわよ」

「命令も出ぬうちから動くのは規則違い反はんだって？　誰だれよ、そんな馬ば鹿かなことを言ってきているのは……え？　軍務局？　馬鹿官かん僚りようはほっとけばいいの！」

　ひとかたまりになった集団の真ん中にいる女性司令官が、歩きながらやつぎばやに命令を出す。そのたびに、周りにいる参謀たちが一人ずつ頭を下げて、その場から走り去っていく。

　やがて、一人減り二人減りした参謀たちの集団の中から姿を現したのは、この帝国第三方面軍の総司令官、ユイ・コットン中将だった。

「ローデスのなかに取り残された帝国軍派は遣けん艦隊を迅じん速そくに救出できるのは、艦隊の六十パーセント以上を高速型が占しめている、この第三軍の他ほかにないわ。いくら帝国参謀本部の目が節穴でも、それくらいはわかってるはずよ。ましてやローデスが崩ほう壊かい寸前と伝えられるこのときに、まだ命令がないから何もしないでいい、なんて考えてる軍務局の馬鹿どもには、あきれを通り越こして薄うすら寒いものを感じるわね」

　コットンの周りにいる参謀たちから同意のつぶやきが漏もれた。

　それを聞いていたコットンは微笑ほほえんだ。

「あんたらを育てた、バルク中将に感謝したいね。あの爺じいさんの置き土産みやげ『備えよ、常に』というヤツは、そのまま第三軍のモットーにさせてもらったけど。まさしくそれだわ」

　そしてコットンは、幕ばく僚りようたちを引き連れたまま中央通路の突つき当たりにある第三方面軍の総合指揮室に入っていった。

　ちょっとした体育館ほどの広さの薄暗い空間に、三つの巨きよ大だいな球形スクリーンと、それを取り巻くように無数の中小の球形スクリーンが浮うかぶさまは、何かのイベント会場のような雰ふん囲い気きがあるが、中に漂ただよっているのは、ぴん、と張り詰つめた空気だった。

　ここにある球形スクリーンなどの位置は、帝国軍の参謀本部にある中央指揮室とほぼ同じレイアウトを持ち、帝国参謀本部の総合データベースとリンクしている。

　今、この部屋に浮かぶ巨大な球形スクリーンに表示されているのは、ローデスの全星域図と、その周辺部に境界を接する帝国の辺境部の拡大図だった。

　総合指揮室に入ってきたコットンは、中央にあるローデスの全星域図の下に立つと、顔を上げて言った。

「今現在の、ローデス内におけるザナックスの侵しん攻こう状況を表示して」

　コットンの言葉が終わるのと同時に、ローデス全域に赤い点てん滅めつする光点がいくつも現れた。点滅する光点の位置は北域に集中しているが、それとは別に中心部や、西域、東域などにもいくつもの光点があった。

「拡大しているわね……やっぱりタンホイザーゲートに飛び込まれたことが理由かしら？」

　コットンの後ろにいた情報参謀が首を振ふった。

「それもありますが、それだけではありません。先日の探査機構が発表したザナックスの爆ばく発はつ的繁はん殖しよくによる大だい攻こう勢せいが始まりつつあるものと思われます……過去十二時間以内に一千万を超こえるザナックスの転移が見られた箇か所しよを表示しろ」

　情報参謀が、首につけたインカムに向かって指示を出すと、北辺部で点滅している赤い点滅の上にさらに青い点滅がいくつも重なった。

「ザナックスの大攻勢には、明らかに今までのザナックスの戦い方と異なる点が見られます……探査機構のアティーブ博士のレポートなどから、我々が出した分ぶん析せき結果をご覧下さい」

　情報参謀が手元にある汎はん用よう端たん末まつを操作すると、中央スクリーンの横に浮かんでいたサブスクリーンが左右に伸のびる形で変形し、そこに簡略化された概がい略りやく図ずが浮かんだ。

　画面の左側に青い惑わく星せいが浮かび、その周囲に略画による戦せん艦かんが浮かんでいる。

　やがて右の端はしに黒い豆の莢さやが出現した。その豆の莢はわらわらと数を増やしながら、青い惑星に向かってゆくが、途と中ちゆうに浮かんでいた戦艦に行く手を阻はばまれると、そこで戦艦と戦い始めた。

「これが今までのザナックスの戦い方でした。目標とする惑星にたどり着く手前で障害物に遭そう遇ぐうすると、障害物を完全に排はい除じよしない限り、それより先に向かいません。後こう顧この憂うれいを絶ち、惑星を確実に自分たちの畑にするためだと思われますが、この習性によってローデスは今までザナックスの侵攻を遅おくらせることができたのだと思われます」

　やがて画面が切り替かわった。

　概略図がロングになり、同じような青い惑星と戦艦の絵が縦に三段横に二列、の合計六個並んだ。どれも同じようだったが、少し違ちがうのは、右の三段の絵に描かいてある戦艦の数より左の三段の戦艦の数が、明らかに少ないことだった。

「これは、ローデスの防衛ラインの模式図です。右が最前線としてザナックスの侵攻を受けている、もしくは侵攻を受けると思われる星系で、ローデスはこの星系に兵力を集中し、ザナックスの侵攻を食い止めようとしてきました……しかし、大攻勢を始めたザナックスは、戦い方を変えたのです」

　概略図の右側に出現したザナックスは、右の星系で戦艦と戦ったあとで、いったん引くと、そのまま戦艦のいる星系をスルーして、その奥にある、つまり左側の星系に向かった。

「このように、頑がん強きような抵てい抗こうを続ける障害物には、関かかわることなく、そのままさらにその先にある星系に向かい、畑となる水・酸素型の惑星を攻こう略りやくする、という方法です。ザナックスは、今まで、このローデス銀河に、畑となる水・酸素型の惑星が数多くあることを知らなかったため、数少ない畑を確実に確保するという行動原理で動いていました。しかし、タンホイザーゲートによって、このローデスには、他ほかにも数多くの畑となる星が存在することを知ったために、侵攻速度を優先するという行動原理に変わったのだ、と思われます。

　しかし、アティーブ博士の仮説によりますと、その行動原理変へん更こうのきっかけは、それを可能にする個体数の増大があったことは言うまでもなく、もしタンホイザーゲートの一件がなくとも、個体数の増加はそのまま数を維い持じするための畑への欲求となり、このような行動になって表れたであろう、とのことでありました」

　コットンは、中央スクリーンに浮かぶローデス全星域図を見上げて指示を出した。

「ザナックスの侵しん略りやくを受けている星系の位置を、光点の点滅ではなく、ローデスの行政区画単位による空間ごとの塗ぬりつぶしで表示して下さい。完全に侵攻され、人類が生存していない星系といまだ抵抗を続けている星系とは、トーンで区別をつけるように」

　ローデスの全星域のうち、実に三分の一に赤い色がついた。

　北域に至っては、ほとんどが濃こいトーンで塗りつぶされ、その中に中間のトーンで表示されている七箇所の星域だけが取り残されている。

　その一つの星域の名前を見たとき、コットンの胸の奥で何かが急に絞しぼられたような気がした。

　……グスタフ星系。

　あそこに、あいつがいる。

　あいつは、あそこを守り抜ぬいた。

　そして、昨日、そのままあそこに取り残されたんだ。

『帝てい国こく派は遣けん艦かん隊たい孤こ立りつ！　タンホイザーゲート使用不能！』

　その知らせとともに、帝国軍の参さん謀ぼう本部や、皇こう帝ていのところにローデスの法王コマキン三世や、グスタフ星系の行政首長や教区神しん託たく者しやとかいうローデスの雲の上の人から感謝のメッセージが山のように届いた。

　それを聞いたとき、コットンはあと少しで、大声で叫さけび出すところだった。

　……ざけんな！

　助けてもらう相手を信用しないで、装備や兵力に制限つけて、監かん視し役やくまでくっつけて。

　んでもって必死に戦って、ローデスの国民を守ってみれば……最後の最後に見捨てるのかよ！　そんな、おためごかしのきれいな言葉だけで、終わらせるつもりか！

　今すぐにでもローデスに飛んでいって法王コマキン三世の顔面を思い切り握にぎりこぶしで殴なぐりつけてやりたかった。

　このコットンと同じ想おもいは、帝てい国こくの多くの国民が感じていた。

　ローデスに派は遣けんされたケルプ率ひきいる護ご衛えい艦艦隊が、グスタフ星系で防衛行動に入り、そこでローデスの防衛艦隊とともにザナックスと連日死し闘とうを繰くり広げていることは、帝国の人間で知らぬ者はなかった。

　帝国は、ローデスとの同盟の証あかしとしてケルプたちを国民に対するプロパガンダに使っており、ゴールデンタイムのトップニュースは、いつもケルプたちの話題だった。

　若く健康的なケルプの笑え顔がおがネットニュースで流れるに従って、ケルプの人気はうなぎのぼりになった。

　コットンは最初、ニュースでケルプの顔が流れるたびに、嬉うれしくてしかたなかった。しかし、ワイドショー的な番組でもケルプが取り上げられるようになると、なぜか急に腹が立つようになった。

　軽けい薄はくなレポーターが、ケルプについて知ったようなことを言うたびに、画面に向かって、あんたがあいつの何を知ってるっていうんだ！　と叫びたくなるのだ。

　そして、自分を抑おさえ込んでは、ため息をつくという毎日が続いていた。

　ケルプたちは、ザナックスとの戦いで知りえたさまざまな生の情報を、連日山のように帝国に送り続けており、戦せん闘とうが始まるまでは、そういったパケット通信データの中にケルプが休きゆう憩けい時間などに書いた私信メールなどが入っており、コットンはそれを読むのが楽しみだった。

　しかし、グスタフ星系に転移して、ザナックスとの戦闘が始まると、そういった私信は、全くなくなってしまった。

　使用エネルギー量と推定撃げき破は数、そして味方の損害、負傷者氏名、使用薬品と残存数、といったいわゆる、無む味み乾かん燥そうな戦せん闘とう詳しよう報ほうだけが送られてくるようになっていた。

　帝国軍の広報部はネットニュースなどで帝てい国こく護衛艦艦隊の戦いぶりを華はな々ばなしく報じていたが、コットンはこのとき、悪い予感がしていた。

　……あいつは、どんなときでも軽口を飛ばし、現実を笑い飛ばしてくぐり抜けてきた。

　その「余よ裕ゆう」こそが勝利への道を切り拓ひらく道具だということを知っていた。

　なのに、この戦いに臨んでいるあいつからは、その「余裕」があまり感じられなかった……。

　なんというか、妙みように落ち着いているというか、らしくないというか……。

　コットンは、再びローデスにおけるザナックスの侵しん攻こう状じよう況きようの表示を見上げた。

「あの、侵攻区域内に取り残されている七つの星域に、何か共通点はあるのか？　取り残されている星系をピックアップして、比ひ較かく検討を加えよう」

　情報参謀はインカムに向かって短く指示を出した。

　メインスクリーンに七つの星域の一覧が出た。

　人口や、産業、防衛力、といった無数のデータが表示され、検けん索さくされてふるいにかけられてゆくさまを眺ながめながら、コットンは小さくうなずいた。

　……軍事同盟の締てい結けつと同時にローデスの行政局との相そう互ごデータ交こう換かんが始まって助かったわ。

　こういったデータは以前はすべて推定でしかなかったけど、今は信しん頼らい度どが数段上がってる。

　やがて、一つの項こう目もくが出た。

　それはザナックスの総撃破数だった。

「あの、侵攻区域内に取り残された星域に共通するのは、この項目です。他の星域に比べて明らかにザナックスに与あたえた損害が大きくなっております」

　取り残されていた星域の中で、他を圧あつ倒とう的に引き離はなしていたのは、グスタフ星系だった。

　グスタフ星系は、百万を超えるザナックスをわずか三日で撃破していた。

「やはり、こちらの立てた仮説を裏付けるデータですね。ザナックスは、頑がん強きような抵てい抗こうを続ける拠きよ点てんは、スルーするように行動原理が変わったのだと思われます」

「完全な包囲戦に方針を切り替かえたということだな……」

　コットンの言葉を聞いた情報参謀はうなずいた。

「先ほど派は遣けん艦かん隊たいから最新の戦闘詳報が送られてきましたが、昨日に比べると、戦闘行動は半分以下になっております」

　コットンの目が輝かがやいた。

「戦闘詳報が届いたの？　どんな状じよう況きよう？　昨日の段階では、艦隊は放ほう棄きされた中ちゆう継けいステーションの内部に退たい避ひし、各艦を球形に配置し、ハリネズミ陣じん形けいにて防衛戦闘続行中、という報告しか入ってなかったけど」

　情報参さん謀ぼうは、手元にあるデータをコットンのパーソナルモニターに転送しながら、戦闘詳報の概がい要ようを読み上げた。

「昨日そのままの状況のようです。グスタフ星系に転移しているザナックスの総数はおよそ二千万。避ひ難なんを終えた第四惑わく星せいカール・グスタフの衛星軌き道どう上に『頒種船たねまき』が移動し、惑星表面色調が変化を始めたそうです。艦隊にあっては第五惑星軌道上にある中継ステーション内に退避し、現在同ステーションを要よう塞さい化かする作業に取りかかっているとのことです」

「要塞化？」

　怪け訝げんな顔をするコットンの手元のパーソナルモニターに、一枚の映像が映し出された。

　それは、中央にあるタンホイザーゲートを囲むように張られている構造材の支点部分に、軽巡じゆん航こう艦かんや駆く逐ちく艦が固定されつつある映像だった。

「本当のハリネズミ陣を張っているわけね……四方八方周りは全部ザナックスに囲まれているわけだから、全方位に弾だん幕まくを張るしかないってわけか」

「ええ、ザナックスは、このステーションを取り巻くような形で射程距きよ離りの外側に位置して待機しており、ときおり様子を見るように突とつ撃げきをかけてくる、という状況のようです」

　コットンは、ほっとしたように答えた。

「ザナックスの関心は、惑星の畑化に移ったということか……とりあえず、圧倒的な数で揉もみ潰つぶされる心配だけはなくなったようね……それはそうと包囲されている星系への補給、及および救出計画について、参謀本部の方から何か指示は来ている？」

　情報参謀は首を振った。

「はい、参謀本部から内示という形で、救出艦隊の編制準備を進めるようにという指示が来ています！　我わが第三軍のみならず、第一軍や二軍、近衛このえ師団、親衛隊などから、救出計画について多くの意見具申が行われており、参謀本部も無視できなくなったのだと思われます」

　コットンは目を見開いて、嬉うれしそうにうなずいた。

「よし、わかった！　大至急救出艦隊の編制に取りかかるように！　それと、これらの包囲されている星系に対する補給の可能性についてはどうなっている？　パニックになったローデスの上層部が出した、タンホイザーゲートの破は壊かい命令のために、あの七つの星域は完全に孤こ立りつしているが、昨日我々は、強力なＮフィールド発生装置を搭とう載さいした強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんを利用すれば、片道切きつ符ぷで物資を送り込むことはできるはずだ、と参謀本部宛あてに意見具申を行ったわね。それに対する回答はあるか？」

　情報参謀は、再び首を振った。

「いえ、参考にする旨むねの回答はありましたが、それに対しては具体的な動きは何も……」

「使用可能な揚陸艦の艦名リストまで付けて打電したのにな……まあいい、救出に向かって動きがあったことがわかっただけでも良しとすべし、だな」

　コットンは、いくつも並ぶ表示スクリーンの中にある、参謀本部通達のものを見上げた。

　そこには、全兵員に対し、休きゆう暇かの取り消しと外がい泊はくの制限を意味する『警急待イエロー機体制アラート』の文字が表示されていた。

　……もうすぐあの表示が『特別待オレンジ機体制レツド』になるに違ちがいないわ。

　第三軍の総合指揮室で、コットンがそんなことを考えていたそのころ。




　遠く離れたローデス国内のグスタフ星系第五惑星軌道上中継ステーションでは、中心部に固定された旗艦のブリッジでケルプが部下から報告を受けていた。

『アルファブロックの四番構造材の支柱部に駆逐艦アキヅキの固定終しゆう了りよう！　支柱内の通路とエアロック、及びライフラインの接続完了しました！』

　ケルプの前にあるメインモニターに映った駆逐艦アキヅキの艦長は敬礼した。

「よし、以後駆逐艦アキヅキは、砲ほう台だいアルファ・フォーと呼こ称しようする」

　そう言ってケルプが敬礼を返すと、アキヅキの艦長も答礼した。

『アキヅキ了解！』

　ケルプはにやっと笑った。

「違うだろう、今から君は砲台アルファ・フォーの艦長だ」

　アキヅキの艦長は、あ、いけね、という顔をした後で笑った。

『砲台なのに、艦長ってのも変な呼び名ですな』

「砲台長ってのも変なものだし、迎げい撃げき時の運用は砲台だけど実質的に艦単位で動いているわけだから、艦長の方がしっくりくるだろうと思ってね」

　アキヅキの艦長はうなずいた。

『確かに、部下たちもそっちの方がしっくりくるでしょう……いつかまた名実ともに艦長に戻もどりたいものですな』

「なんとかして生き延びようぜ、生きていれば可能性は常にあるんだ」

『まったくですな』

　アキヅキの艦長は、大きくうなずくとメインモニターから姿を消した。

　ケルプたちは、昨日、この中継基地の管理官からメッセージを受け取った。

　ケルプたちのために、命令に反し、反応炉ろの破壊を行わないというのだ。

　タンホイザーゲートをそのままにする危険を冒おかすわけにはいかないので、跳ちよう空間固定プログラムだけを消去し、中ちゆう継けいステーション内の設備についてはそのままにしておく、というものだった。

　ザナックスの大だい攻こう勢せいにさらされ、死を覚かく悟ごしたケルプたちだったが、ザナックスの多くはケルプたちに戦いを挑いどむことより、その先にある第四惑わく星せいを目指していた。

　ケルプたちは多大な犠ぎ牲せいを払はらいながら後退を続け、この中継基地に逃にげ込み、ここを拠きよ点てんにハリネズミ陣じん形けいを張って、襲おそいくるザナックスを撃げき退たいし続けた。

　ザナックスの波状攻こう撃げきは続いたが、だんだんとその間かん隔かくが長くなり、そして最後の攻撃が終わって六時間以上時間が空いていた。

　センサーの画面を見ると、ザナックスは、ケルプたちのパルスビーム砲ほうの射程距離の外側に集結し、周囲を取り囲んでいることがわかる。

　ケルプは、タイムカウンターを見上げながら、マスクワードに話しかけた。

「かれこれ最後の攻撃から六時間以上過ぎたな……攻撃をしかけてこないつもりかな？」

「射程距離の外に集結しているところをみると、学習能力はあるみたいですね」

　ケルプは考え込むように言った。

「その件だがな……もしかしたらザナックスというのは、人生の途と中ちゆうで学習するんじゃなくて、学習したことは次の世代に表れるんじゃないかと思うんだ。ほら、農薬で虫を殺しまくると、次の世代はその農薬に耐たい性せいを持って生まれてきて、そのうちにその薬じゃ死なない虫になっていく、みたいな感じで……マークⅡとか、あそこにいる連中とかは、みんな学習の結果を身に付けて生まれてきた次の世代じゃないのかな？」

　マスクワードも、同じように考え込むような顔で答えた。

「つまり、倒たおせば倒すほど、撃げき破はすれば撃破するほど、やつらは学習し、より手ごわい相手となっていく、ということですね」

「そうだな、より手ごわく、そしてより多く……というわけだ」

　ケルプが、小さくうなずいて、そう答えたとき。ブリッジのサブモニターにミナモト少しよう尉いが映った。

『あ！　ケルプ司令！　中継ステーションのレストランで、食料庫を発見しました！　あんまり大したものは残っていませんけど、備び蓄ちく食しよく糧りようの足しにはなると思います！』

「へえ、それは大発見だ！　主計係の連中が喜ぶぞ。エネルギーはなんとかなるが、食い物だけは各艦の備蓄食糧が頼たよりだからな。もっと探してみてくれないか？

『了解しました！　捜そう索さく班は、これより籠ろう城じよう戦せんのための食糧徴ちよう発はつ活動を続行します！』

　ミナモト少尉は嬉うれしそうに笑うと通信を切った。

　待ち受け画面に戻ったサブモニターを見て、マスクワードが肩かたをすくめて言った。

「気のせいかもしれませんけど……ミナモト少尉は、食い物を探す仕事を実に生き生きとこなしてますね、本来の仕事より気合が入っていませんか？」

「まあね、あの子は、どっちかというと色気より食い気だから、あの仕事は向いていると思っただけなんだけどね……」

　ケルプの答えを聞いたマスクワードはわざと大げさに感心してみせた。

「さすがはケルプ司令。部下の適性を見切った適材適所の指示命令。いや、人事管理の真しん髄ずいですな」

　ブリッジにいる参さん謀ぼうや兵員たちの中に、さざ波のような笑いが広がっていくのを、後方で見ていたカヤン少しよう佐さは、同じように笑っている自分に気がついて、少し驚おどろいた。

　……ローデス情報部のこの私が、帝てい国こくの士官たちと同じ価値観で笑うようになるとはな。

　しかし、それも悪い気分ではないような気がする。

　カヤン少佐は誰だれにも見られないような微び笑しようを唇くちびるの端はしに浮うかべた。

　……情報部員としては失格かもしれんが、別の資格を得たような気分だ。

　カヤン少佐は視線を外周センサーの画面に移した。

　そのセンサーは、この中継ステーションの周囲が数千万のザナックスによって完全に包囲されていることを示していた。

　……数千万のザナックスに囲まれていながら、この空間には戦いの気配はない。

　嵐あらしが過ぎ去ったあとのような妙みような静けさがあるな……台風の目の中で青空を見上げているような感覚だ。




　カヤン少佐の感覚は正しかった。

　ケルプたちのいるグスタフ星系の周辺星域では、暴風が吹ふき荒あれていた。

　それは、ザナックスという名前の暴風だった。

　探査機構の予測どおり、この一ヶ月間に三十の惑星を手に入れたザナックスは、人類の想像を超こえる爆ばく発はつ的な繁はん殖しよくをはじめていた。

　ザナックスの繁殖地『巣』がどこにあるのか誰も知らなかった。果たして巣があるのかどうかも定かではなかった。しかし、どこかにあるであろう巣の中で、ふくれあがったザナックスの戦せん闘とう種は、ついに侵しん攻こう中の星系にあふれ出てきた。

　その数は一つの星系で数千万、多いところでは億の単位に達していた。

　防戦一方だった各星系のローデス軍は、押し寄せる黒い津つ波なみに、なすすべもなく飲み込まれていった。

　抵てい抗こう拠きよ点てんをスルーして、さらにその先を目指すという行動を取り始めたザナックスの進行速度は、ローデス行政局の立てていた避ひ難なん計画や輸送計画を一いつ瞬しゆんにして無意味なものに変えた。

　グスタフ星系で収容した避難民を、ローデス北辺域の北都リューゼンまで輸送し、衛星軌き道どうで収容を待っていた帝国の難民支し援えん局の輸送船団は、リューゼンの中継ステーション管理官から緊きん急きゆう連れん絡らくを受けた。

『タンホイザーゲートの使用許可が出た。大至急四番ゲートに向かえ』

　輸送船団の旗き艦かんのブリッジでその連絡を受けた船団司令は、あわてて聞きなおした。

「避難民は、このリューゼンに収容されるのではないのか？　我々は、そのように指示を受けている」

　管理官は首を振ふった。

『状じよう況きようが変わった、もはやこのリューゼンですら最前線なのだ。諸君らは最優先で脱だつ出しゆつさせるように、という命令が出ている。長ちよう距きよ離り転送専門の四番ゲートで中央ステーションまで行き、そこから先は先方の指示に従うように』

「中央ステーションまで？」

　驚く船団司令に向かって管理官はゆっくりと言った。

『なるべく遠くへ行くことだ。この北域は、まもなくザナックスの大波に飲み込まれるだろう。もはやこのローデスに平和な土地はないのかもしれない』

　通信を終えた船団司令は、外部モニターを見上げた。

　北都惑わく星せいリューゼンの衛星軌道には、北辺星系の各地から避難してきた避難民を乗せた輸送船が環かん形けいの帯のように連なっていた。

　……おそらく、これと同じ光景は、ローデスの各地で起きているのだ。

　避難民の数はこの数倍、いや、数百倍に達するだろう。それだけの避難民を受け入れることのできる場所は、もはやローデスにはない。

　船団司令は、振り向くと、通信士に告げた。

「エリス様に連絡を取ってくれ、至急ご相談したいことがあります、とな……」




　なだらかな丘きゆう陵りようが続く大地は、金色に輝かがやいていた。

　それは刈かり入れを終わったばかりの麦畑が、降り注ぐ太陽の光にさらされて光る輝きだった。

　水源を守るためなのだろう、谷あいに細長く残された林を渡わたって届く風が心地ここちよい。

　内陸気候特有の乾かん燥そうした空気の中に、人々の笑い声が響ひびき渡る。

　村の真ん中にある広場では、村人たちが収しゆう穫かくの祭りを開いていた。

　にぎやかな楽器の音とともに、次の催もよおしがはじまった。

　輪になった村人たちの中に若い二人の男女が引き出されてきた。

　二人はともに目め隠かくしをされており、村人たちの真ん中で仲間の若者たちに囃はやされながら、ぐるぐると回された。

　やがて、十分に方向感覚を失わせた、と見えたころに、楽器の響きとともに村人たちの歌がはじまった。




　青い空。光る風。

　雨と太陽ともどもに。

　授さずかる実り、ここにあり。

　さあさ、お捜さがしお二人さん。

　風は気まぐれ、雲を呼ぶ。

　ミューゼル、ミューゼル、君はどこ？

　オーウェル、オーウェル、私はここよ。




　輪になった村人たちの歌う中で、二人きりにされた若い男女は、目隠しをされたまま手て探さぐりで相手を捜し始めた。

　声を出してはいけない決まりなのだろう、手探りをする二人の手が、違ちがう相手に伸のびるたびに輪になった村人たちの間からどっと笑いが起こる。

　その光景を遠くから見ていたエリスの横に、すっと、音もなく一人の若い男が立った。

　男の存在に気がついたエリスは驚おどろきも見せずに聞いた。

「リッキィ……あれでは、あの二人は最後まで相手の場所がわからないのではないですか？」

　リッキィと呼ばれた若い男は微笑ほほえんだ。

「あの村人たちの歌の中に、相手の名前を呼ぶ部分がありますでしょう？　あの部分のときだけ二人は声を出すことが許されるのです。まわりに響くさまざまな声や雑音の中から、愛する相手の声を聞き分けられないような者には、結けつ婚こんが認められない、ということらしいですね」

　エリスは微笑んだ。

「ローデスの辺境には、まだ、このような素そ朴ぼくな習慣が残っていたのですね……」

　そして、一面に広がる麦畑と、遠くに連なる山々を見み渡わたして、エリスはつぶやいた。

「……ここが、あのカール・グスタフの大地だったのですね」

「はい、基本的なフォーマットは私が作りました。しかし細部のテクスチャーはすべてこの土地に暮らしていた人々の意識の中からフィードバックされたものです……ヴァル様のバーチャルリアリティツールのなせる業わざでしょうね」

　そう言って一礼したリッキィを見て、エリスは静かに言った。

「何か……あったのですね」

「はい……詳くわしくは、司令の方から」

「わかりました、では、戻もどりましょう」

　エリスはそう言ったあとで、もう一度名残なごり惜おしそうに目の前に広がるローデス領カール・グスタフの風景を見回した。

　それは、もう、二度と見ることのできない光景だった。

　エリスの胸の中で何かが痛んだ。

　それは、以前、同じようなバーチャル空間で、アウトニアの首都ユーマを訪おとずれたときに感じた痛みと同じような痛みだった。

　……もう、戻れない。もう、二度と見ることができない。

　きっと、その感覚が、私の中にある追つい憶おくを刺し激げきするんだわ……お前は、もう戻れない……と。




　ローデスの北辺域に起きたザナックスの大波は、その数倍の避ひ難なん民みんの大波を引き起こした。

　それまで、ローデスに暮らす多くの国民にとってザナックスの侵しん攻こうは、対岸の火事のようなものにすぎなかった。モニターの中で見るかぎり、悲ひ惨さんな避難民の映像も、ザナックスとの戦せん闘とうの映像も、同じ画面で見るドラマや映画と同じような、現実感の希き薄はくな作り物じみた感かん触しよくしかもたらさなかったのだ。

　しかし、昨日を境にその感触は消えた。

　国民の多くは、そのモニターに映っていた映像のすべてが現実のものとして自分たちの上に降りかかってきたことを知った。

　夜が明けたとき、彼らは自分たちの呼び名が、国民でも市民でも信徒でもない、ただの『避難民』に変わったことを知らされたのだ。

　宇宙港にはシャトルを待つ人々の列ができ、そして各地の中ちゆう継けいステーションには避難を待つ輸送船の列ができ、そしてローデスの中心星域を管かん轄かつする中央ステーションのタンホイザーゲートは、避難民を詰つめ込んだ宇宙船を、とぎれることなく吐はき出していた。

　その中央中継ステーションの中にある軍用の連れん絡らく通路を、三人の参さん謀ぼうを連れた一人の将官が歩いていた。

　参謀の一人が、遠えん慮りよがちな口調で言った。

「ドーダイ司令……中継ステーションの転送業務スケジュールは、先日のタンホイザーゲート閉へい鎖さの際の混乱から立ち直っていないとのことです。直接会って要望したところで、なんとかなるものではないと思われますが……」

　ドーダイは不ふ機き嫌げんそうな声で答えた。

「なんともならないと決めつけて、何もしないでいることに、疑問を持たないのなら、お前は帰れ。いてもいなくても同じだ」

「あ、いえ……そのような」

　あわてて首を振ふる参謀に向かってドーダイは畳たたみかけた。

「押し寄せるザナックスの大波を押し戻すことは、もはや無理だ。ローデス軍にできることは、せいぜい大波を打ち砕くだく消波ブロックになることぐらいのものだ。しかし、それになるためには、大波が押し寄せる前に、その場所にいなくてはならん。時間がすべてなのだぞ！　機会は待つものではない、こじ開けるものだ！」

　黙だまり込んだ参謀を引き連れて、連絡通路から中継ステーションの中に足を踏ふみ入れたドーダイの足がすくんだ。

　気密ドアの向こうには腐ふ臭しゆうとしか言いようのない悪臭が充じゆう満まんしていた。

　リンガム中継基地の内部で嗅かいだ、あの饐すえたような匂においをふくんだ空気すら、すがすがしい高原の空気のように感じるほどの匂いだった。

　中央中継ステーションの空気清せい浄じよう機能は、もはや機能していないも同然だった。

　通路に出たドーダイが見たものは、その場に折り重なるように倒たおれている人々の群れだった。

　通路の床ゆかに、灰色のエマージェンシーブランケットに包まれたまま身動きひとつしない老女や子供たちが、寝ねかされているのだ。

　みんな病人なのだろう、壁へき面めんに点てん滴てき用のビニールパックが粘ねん着ちやくテープで貼はり付けられており、そこから点滴用のチューブが寝ている人々に向かって何本も伸のびている。

　ドーダイは、その場を通りかかった、運輸局の制服を着た中年の係員を呼び止めた。

「ちょっと君、中央管制室に行きたいのだが、どう行けばいいのか教えてくれないか？」

　係員は、一いつ瞬しゆんめんどくさそうな顔をしたが、ドーダイの軍服についている階級章を見て顔色を変えた。

「あ、はい、ではご案内いたします、中将閣下！」

　その係員を先頭にして歩き出したドーダイは、床に転がっている人々を踏まぬように気を配りながら、係員に聞いた。

「この人たちは、なんの病気に罹かかっているのかね？」

　先頭を歩く係員は振り向きもせずに答えた。

「低血糖と、脱だつ水すい症しよう状じようです。食料や水が不足している難民船がほとんどでしてね、ここに収容された人間は運がいい方です。難民船の中には酸素不足で、十万人単位で死者を出した船もあるそうですよ」

　通路を歩いていたドーダイたちは、やがて、中央リフト乗り場の前のエントランスに出た。

　その場所は、ちょっと広くなっており、ベンチやドリンク類のオートベンダーなどが置かれているところをみると、ちょっとした休きゆう憩けい用のスペースも兼かねているのだろう。

　ドーダイはそのエントランスの端はしの方で、灰色のエマージェンシーブランケットから上半身を出して、床にうつ伏ふせている若い女を見た。

　横を向いたその女の目は見開かれたまま、何も見ておらず、まばたきすらしていなかった。

　長年の戦場の経験が、その若い女が死んでいることを教えていた。

　きっと母親だったのだろう、倒れた女の脇わきに座り込んだ二歳くらいの女の子が、その手を持って揺ゆすっていた。

　母の死を理解できないのだろう。女の子は声を上げて笑った。

　ドーダイの前を歩いてゆく係員は、その若い女の死体と子供に見向きもしなかった。

　収容された難民が死ぬことなど、もはや、とりたてて騒さわぐことでもないのだろう。

　廊ろう下かを歩きながらドーダイは静かに言った。

「俺たちが何もしなければ、もっとひどいことになるのだぞ……貴様らは、まだ、何もしないですむ理由が欲ほしいか？」

　ドーダイのあとにいた三人の参謀は無言だった。




　この日、ついに神聖ローデス連合は帝てい国こくに対し、全面的な軍事及および民政上の援えん助じよを要よう請せいした。

　もはや、ローデスには、あふれる難民たちを受け入れる場所も、設備もなかった。

　難民たちの受け入れができる場所は、もはや『桃もも星ぼし回廊』の先にしかなかったのだ。

　そして、この要請を受け入れた帝国皇こう帝ていと帝国最高会議の重じゆう鎮ちんは、帝国軍参謀本部が提出していた一つの重大な作戦にゴーサインを出した。




　コットンの目の前に宇宙空間が広がっていた。

　そこは、この作戦が行われる、ローデス全域を模して作られたバーチャルリアル空間だった。

　コットンの足元には、それぞれが十万個の青い光点で作られた横になった三つの円えん錐すいが浮うかんでいた。

　その一つ一つが帝国軍艦かん隊たいの艦船を示しており、これは帝国軍が十万隻せきからなる円錐形陣じんを形成していることを示していた。

　……真ん中が、我わが第三軍の艦隊か。近接防衛システムを搭とう載さいした高速型戦艦と、高速型巡じゆん航こう艦かんを重点に編制されているらしいな。

　速度重視の我が第三軍の特色を生かした艦種編制だな。選せん抜ばつ軍とでも言うべきか……。

　コットンは目の前に浮かぶローデス全域を見て思った。

　……それにしても、参さん謀ぼう本部はこれだけしかない兵力で何をさせるつもりなんだろう？　ローデス全域に展開させるには少なすぎるし、聖都メックがあるローデスの中央星域だけを防ぼう御ぎよするのでは意味がない。

　そのとき、バーチャルリアル空間にチャマー・シザーズが浮かび出た。

　チャマーは軽く一礼すると、目の前に浮かぶローデス全域を指差した。

『諸君、これよりグランドスラム作戦について説明する。諸君らの前に浮かんでいる三つの青い円錐は、それぞれ帝国第一方面軍、第二方面軍、第三方面軍から選抜した十万の艦隊だ。それぞれの方面軍の特色を生かした艦種編制になっているのがおわかりだと思う。速度、防衛、陣地構築だ』

　チャマーが手を軽く動かすと、ローデス全域が拡大され、聖都メックをふくむ中心域が赤く光った。

『今回の作戦目標はここだ。我々は、「桃星回廊」からこのローデス中心域に一気に進み、ローデスの国家機能を停止させる』

　その言葉が流れたとき、バーチャルリアル空間の中に衝しよう撃げき波はにも似た感覚が走り抜けた。

　この空間にリンクしている数万人の帝国軍全艦隊の司令や参さん謀ぼうたちの意識は、あくまでも個人単位のものであり、お互いの存在は見えないようになっている。

　それは空気と同じで、感じることはできないはずだった。しかし、このとき人々の心の中に走った驚おどろきはその壁を越えて伝わるほど大きなものだったのだ。

　静まり返ったバーチャルリアル空間にチャマーの声だけが流れた。

『もう一度言おう。今回の作戦目標はザナックスではなく、ローデスの国家中枢部である。一気にローデス国内に侵攻し、中心星域を占せん領りようすることがこの作戦の目的である』

　やがて、驚きは息苦しいほどのぴんと張り詰めた緊きん張ちよう感かんにとって代わった。

　敵の中枢部に対する侵攻と直接攻撃。

　それは、常識的に考えれば、ウォーゲームの中にしか存在しないシチュエーションだ。

　まさかそれを現実の作戦計画として立案し、実行することがあるとは誰一人思わなかったに違ちがいない。

　その張り詰めた緊張感の中に、チャマーの淡たん々たんとした説明が流れた。

『諸君らが驚くのも無理はない。しかし、ここで諸君らに、先日探査機構が発表した予測と、それに伴ともなう提言を思い出してもらいたい。現在、ローデスは間違いなくザナックスに負けつつある。領土である居住型惑わく星せいは次々に侵しん略りやくを受け、ザナックスの畑と化している。この畑がもたらすものは、ザナックスの爆ばく発はつ的繁はん殖しよくであり、ローデスは敗北し、それによってさらに多くの惑星を失うという負のスパイラルに陥おちいっているのが現状だ』

　チャマーは顔を上げてバーチャルリアル空間を見回した。

『ここで、もう一度探査機構が作った、ローデスにおけるザナックスの爆発的繁殖の様子と侵攻速度の、未来予測シミュレーションを見ていただこう』

　ローデス全域図に赤い光点が浮かび、それがだんだんと広がり、そしてローデスの銀河を侵しん食しよくしていくさまが映し出された。

　それは、果実が腐ふ敗はいし、崩くずれ落ちていく姿を早送りで見る映像を思い起こさせるものだった。

　右上のタイムカウンターが半年後を告げたとき、ローデスは赤一色に塗ぬりつぶされていた。

『これが、予測された未来であり、残念なことに、事実はこの未来に向かって動いている。ローデスは探査機構の提言を、悪意に満ちた宣伝と断じ、これを無視した。そしてその結果が、現在の状じよう況きようである。この状況を放置すれば、半年後、ローデス全域がザナックスの手に落ち、ローデスにおけるすべての水・酸素型惑星はザナックスの畑となる。この畑を得たザナックスの繁殖数は計算不能だ。無限大と言っても良いだろう』

　そして、チャマーはバーチャルリアル空間にいる数万の出席者を見回すと、声のトーンを落とし、ゆっくりと言った。

『……そして、ローデスで爆発的に繁殖したザナックスどもは、どうなるのだろう？　ローデスの地を手に入れ、そこで安住するのだろうか？

　そんなことはない。ザナックスにとって、惑星は畑である、しかし、そこで栽さい培ばいする菌きん類るいは、その星の酸素と水を使い尽つくし、わずか数年で荒こう涼りようたる死の星としてしまうのだ。そのためザナックスは、常に新しい惑星を必要とする。そして爆発的に数が増えてしまった個体数を維い持じするために、さらに大量の畑となる惑星を必要とするのだ……』

　チャマーは自分の足元を指差し、叫さけぶように言った。

『……その、新しき畑となるべき惑星は、もはやローデスにはない！　ここにしかない！　この帝てい国こくだ！』

　自分の言葉の意味が、人々に伝わるのを待つように、チャマーは黙だまり込んだ。

　そして、一呼吸ほどの間をおいて、顔を上げた。

『諸君！　今回の作戦目的が、なぜ、ローデスの中心星域なのか、おわかりだろう。ローデスはもはや悪性の腫しゆ瘍ように冒おかされた瀕ひん死しの病人に等しい。この病人を救うことができるのは、外科手術により悪性の腫瘍を切除することだけだ……そして、この外科手術は腫瘍だけでなく、その周囲の健常な組織ごと切り取らねば意味がない。ローデスは、その機会を与あたえられながら、それに踏ふみ切ることができなかった……それを責めるつもりはない。もし、帝国がローデスと同じ立場に置かれていたら、果たして帝国はそれに踏み切ることができたか？　と問われれば返す言葉はない。しかし、問題は、ここでローデスが倒たおれれば、我々帝国も共倒れになるということなのだ。我々はこの死にかけた国家に外科手術を行い、生きながらえさせなければならない！』

　バーチャルリアル空間に三つの惑星が並んだ。

『ここがローデスの中ちゆう枢すう部である。それぞれ聖都メック、聖地ポートラ、聖地ロードファ。今回の作戦はローデスの国家中枢をマヒさせることを目的として行われる。いわば麻ま酔すいだと思ってもらいたい。国家に麻酔を施ほどこし、抵てい抗こうを抑よく圧あつし、そして外科手術を行わねば、ローデスを救うことはできない……なお、これで今回の作戦の目的、及および概がい要ようの説明を終わる。以後は各艦かん隊たいごとに詳しよう細さいな説明に入る』

　三つの惑星を見上げていたチャマーは、その場には見えない参加者に顔を戻もどした。

『この三つの艦隊のうち、一番最初に出発し、ローデスに向かうのは、以前の慎しん重ちよう型から快速型に艦種を変えた第三軍艦隊である。ローデス軍、及び当局に警けい戒かい心しんを抱いだかせぬよう、第三軍艦隊は現在ローデス領内グスタフ星系で孤こ立りつ包囲されている帝国派は遣けん艦隊の救出を目的とした艦隊であると事前に広報し、ローデス及びマスコミを欺ぎ瞞まんしつつ、ローデス領内に進行し、中央中ちゆう継けいステーションから先のエリアまで進む。そして、その地点にある三十二箇か所しよの中継ステーションを占せん領りようするのが任務である。ローデス軍は、ザナックスの侵しん攻こうを防衛するために全兵力の八割をこのエリアの先に送り込んでおり、このエリアの中継ステーションを押さえることにより、ローデスの中央星域の防衛部隊に応おう援えんが送られることを防ぐのが、この行動の目的である……』

　コットンは自分の耳を疑った。

　……今、チャマーはなんと言った？　ケルプたちの救出目的は、欺瞞だとかなんとか言ったよね……それってどういうこと？

　コットンは迷わず意見具申ボタンを押した。

　バーチャルリアル空間に、コットンの姿が浮うかび上がった。

　この空間に意識として参加している人間の姿は、誰だれにも見えない。しかし、意見具申をすると、コットンのように中央に投とう影えいされ、その意見が誰にもわかるようになり、それに対しさまざまな視点で検討を加えることができる。

『第三軍司令官、ユイ・コットン中将である！　今の参さん謀ぼう総長副官のご説明に、不明な点があるのでお聞きしたい！』

　チャマーは、コットンの意見具申を予想していたのだろう、驚おどろく様子も見せずにうなずいた。

『帝国第三軍司令官、ご質問をどうぞ』

　コットンはチャマーを正面から見て言った。

『先ほどのご説明によると、我が第三軍艦隊は、孤立包囲されている帝国派遣艦隊の救出を目的として編制され、ローデス領内に進行する、とのことであったが、それが欺瞞行動だというのはどういうことなのか！　まさか、一いつ切さいの救出行動は起こさないというのではないだろうな？』

　チャマーはこともなげにうなずいた。

『起こさない。救出活動は名目だけだ。すべてローデスの警戒心を解き、マスコミの目を誤ご魔ま化かし欺瞞するために行われるものだ。艦隊行動の目的はあくまでも中継ステーションの制圧にある』

『ふざけるな！』

　コットンは叫んだ。

『そんなことができるものか！　すぐ目の前まで行って、そこで何もしないつもりか！　救出活動をマスコミやローデスに広報すれば、あそこで孤立している連中にもその内容は伝わる！　あいつらは希望を持つだろう、助けがくるのだ、自分たちは助かるのだと！　それを……裏切れと言うのか！　あいつらはあそこでもう二週間も戦い続けている！　そいつらに向かって、ウソでした、大きな作戦目的のために投じられた欺瞞でした、お前らはそこで死んでくれ、じゃあねさようなら、君たちのことは忘れないよ……そんなことを言えるわけがない！』

　チャマーは静かに言った。

『コットン中将の意見は、妥だ当とうである。間ま違ちがってはいない。しかし、我々はもっと大きな視点で全体を見ねばならないのだ。今我々が救おうとしているのはローデスだ、しかし本当はローデスではない。帝国ですらない、この世界に生きる人類を救うために動いているのだ』

　コットンは両手を広げた。

『わかっている、この作戦の重要さも何もかも、私はこの作戦を中止しろと言っているんじゃない！　中央中継ステーションから通じる各エリアの中継ステーションを制圧する戦力に、あと少し足すだけで、あそこに孤立している連中を助け出せるはずだと言っているんだ！　あと五万……いや三万でもいい！　近接防衛システム搭とう載さい艦かんだけで編制した艦が三万あれば、目的は果たすことができるんだ！　欺瞞でもなんでもない、本当の作戦ができるんだぞ！』

　チャマーは首を振ふった。

『この作戦に従事する艦隊の艦の数を増やすわけにはいかない、戦力を増やせばローデスに警戒心を抱かせることになる。君の言ったとおり、救出作戦だけなら帝てい国こくにある新型艦三万隻せきで編制した艦隊を差し向けるだけで良い。しかし、この三万隻は、我が帝国においても貴重な戦力に他ほかならない。ここで失うわけにはいかないのだ』

　コットンは静かに答えた。

『……あなたは、簡単な数学で答えが出ると言いたいのね。たった百隻の軽巡じゆん航こう艦かんや駆く逐ちく艦の艦隊を救出するために、その数十倍の戦力を割さくのは不合理だ、と言いたいのでしょう……あなたの考え方は正しいわ。私の中の参謀は、そう言っている……でもね、私の中の兵士は首を振っているわ。それは間違っている！　ってね……。

　あなたはさっき、人類を守る、と言ったわね。あなたの考えは人類を守れるかもしれない。でも、人間を守ることはできないわ！　人間って生き物はね、損得だけで動く生き物じゃないのよ！　危険にさらされた人間がいれば、その人間を助けようとする生き物なのよ！　たとえ、その人間がどんな人間でも……薬物中毒の犯罪者の、どうしようもないクズのような人間でも、その男が高圧線にぶら下がっていたら、消防士や警察官は助けるために必死の努力をするんだ！　もしかしたら死ぬかもしれない、そんなクズは放ほうっておけばいい……クズ一人を助けるために立派な男たちが何人も命を落とすなんて、こんな不合理なことはない。

　……でもね、その不合理をあたりまえのことだと思えるから人間なんだ！　人間って生き物はそれができるから人間なんだ！　チャマー……あんたは人間じゃないわね』

　チャマーの表情は変わらなかった。

『そうかもしれません。私は自分を人間だと思わずに、ザナックスだと思うことにしております……ザナックスの持つ昆こん虫ちゆうのような社会性論理の前に、人間の論理はあまりにも無力です。ザナックスに勝つには、ザナックスになるしかない……それが私の結論です』

　そして。チャマーは静かに告げた。

『今回の作戦に関しては、私は皇こう帝てい陛下より特別の計らいをもって、全権限を委い譲じようされております。この作戦に賛同できないのであればしかたありません……帝国第三方面軍司令長官、ユイ・コットン中将……あなたを解任いたします』

　コットンは、泣きもわめきもしなかった。

　ただ、全身から怒いかりのオーラを立ち昇のぼらせてチャマーを見つめると、ゆっくりと胸についている階級章を外し始めた。

『そう……解任ね。キリがいいから、ついでに退職させていただくわ。私、ザナックスなんかになりたくないから』

　コットンは胸から外した中将の階級章を、惜おしげもなく床ゆかに投げ捨てると、頭に載のっていたベレー帽ぼうをつかんだ。

『そうね、軍人でなくなるのなら、この帽ぼう子しも軍服もいらないわね、軍に返さなきゃ……』

　ベレー帽を脱ぬぎ、そのまま胸にさまざまな略りやく綬じゆがついた制服に手をかけながらコットンは続けた。

『私個人の価値観と、司令官としての価値観がぶつかるときに、個人の価値観をとるなんて、とんでもないと思ってるでしょ、しょせん女は……とか思ってるかもしれないわね。

　チャマー。あなたには確かに権力があるわ……でも、その権力ってのは、組織の中でしか通用しない。こうやって制服を脱いだら、人間は個人に戻もどるのよ……それはあなたも同じだわ』

　軍服の上着を投げ、白いブラウス姿になったコットンは、軍服のタイトスカートに手をかけた。そして、一いつ瞬しゆん迷った素そ振ぶりを見せたが、すぐに思い切ったように腰こしのところにあるジッパーを下げた。

『組織の中で生きているとね……組織のことしか考えなくなるの。この世の中よりも組織の方を大切だと思い込むの……』

　タイトスカートがすべり落ち、そのすらりと伸のびた両足が露あらわになった。

『個人の良心と、組織の倫りん理りがぶつかったとき、人は組織の倫理を取りたがる……組織の方が強くて、組織からお金をもらっているから、それが当然だと思い込む……全体を考えるとか人類を救うためとか、理由はいくらでもつくわね。正当化する方法はいくらでもあるのよ。どんな決断だって結局は結果次し第だいなんだから……』

　そして、コットンはネクタイをむしり取り、白いブラウスを一気に脱いだ。

　薄うすいピンクのブラジャーとショーツだけの姿になったコットンは、左手を腰に当てて、右手をぐい、と伸ばしてチャマーを指差した。

『さあ、これで、帝国軍からもらったものは全部返したわ！　お望みとあればブラもショーツも脱いで差し上げるけど、どうする？』

　あっけに取られていたチャマーは、呼びかけられて我に返った。

『な……なんて姿になったんですか！　ここは今、数万の将兵が見ているんですよ！』

　コットンは鼻で笑った。

『そんなもん、こっちに見えなきゃいないのと同じよ！　いい、よく聞け！　チャマー。

　組織のために、組織の倫理を優先して動いても、悪いことをすれば人は個人の名で裁かれる！　個人の良心に逆らった罰ばつを受ける！　全体の価値観と個人の価値観を両立させることは、とても難しい。でも、その道をなんとかして探すのが、人の上に立つということだ！

　考えて考えて、八方手を尽つくして死しに物もの狂ぐるいになって、それでも本当に方法がないとき。初めて全体の価値観を取るという選せん択たく肢しが許されるんだ！

　いいか！　許されるんだ！　悪いことだけどしかたがない、と許されるんだ！

　それが当然だとか、あたりまえだとか、それが正しいとか思い込むんじゃねえ！　あんたは人間なんだ！　誰だれもあんたに神様の代わりをやれなんて頼たのんでいない！』

　胸を張り、右手をチャマーに突つきつけた姿勢のまま、コットンはバーチャルリアル空間から消えていった。

　チャマーは、下着姿のコットンの消えた空間をしばらく黙だまったまま見つめていたが、やがて大きく息を吐はき、まいったな……という風に肩かたをすくめてから言った。

『会議はしばらく……五分ほど休きゆう憩けいいたします……皆みな様さま、この空間にアクセスしたまましばらくお待ち下さい』




　三十分後、帝てい国こく第三軍の司令官室では、私服に着き替がえたコットンが、参さん謀ぼうたちから報告を受けていた。

「帝国軍はコットン司令の発言の一いつ切さいを公式記録から削さく除じよする決定を下したそうです」

「帝国参謀本部の中には、会議室で服を脱いだ行こう為いは、侮ぶ辱じよくに当たるとして、訴そ追ついを求める動きがあるようです」

「表立って反はん響きようはありませんが、水面下でかなりの動どう揺ようが見られるようです……コットン司令の意見についてのものなのか、行為についてのものなのかはわかりませんが……」

　コットンは笑った。

「へえ……女が服を脱ぐのが侮辱になるとは知らなかったわ。男の人って侮辱されるのが好きなのね」

　思わず失しつ笑しようを漏もらした参謀たちを見回して、コットンは言った。

「では、私はこれで帝国軍の軍ぐん籍せきを失って、ただのユイ・コットンに戻りました。諸君とは短い間だったが、実に有意義な時間を過ごせたと思う。私はこれから、個人の資格で、帝国派は遣けん艦かん隊たい……ええいめんどくさい！」

　コットンは髪かみの毛をくしゃくしゃとかき回すと、口調を変えた。

「……要するにケルプを助けにいくつもりだ！　個人の私にできるかどうかもわかんない、でも、何もしないで、あいつが死んでいくのを見ていることなんかできっこない！　だって、生きてるんだぞ！　あいつらは、死んでいないんだ！　あそこで生きているんだ！　あそこまで飛んでいけて、そして戦うことのできる船がどっかにあるはずだ！　私はその船であいつを助けにいく！　では諸君、世話になった！」

　そのとき、居並ぶ参謀たちから声が上がった。

「いいえ、コットン司令！　まだ世話は終わっていません！」

「まだまだ世話は続けますよ！　あなたが邪じや魔まだ、いらない、と言っても続けます！」

　コットンは目を見開いた。

「お前ら……何をするつもりだ？」

「こういうことですよ、おい、お前ら！」

　その声を合図に居並ぶ参謀たちは、その場で軍服を脱ぬぎ始めた。

「え⁉　あ、うわ、ちょっとまてお前ら！」

　あわてるコットンの目の前で制服を脱いだ参謀たちは、揃そろいの横よこ縞じまのＴシャツと短パン姿になった。

「俺たちもお供します！」

「もう、軍人ではありません！　俺たちは軍の倫理ではなく個人の倫理に従うことを決意しました！」

「これは脱だつ走そうではありません、自主退職です！」

　コットンはしばらく黙ったまま参謀たちを見回していたが、やがて、ゆっくりと言った。

「お前ら……大おお馬ば鹿かだな。こんなことのために士官学校を出て軍人になったんじゃないだろう？　絶対後こう悔かいするぞ……」

　参謀の一人が笑った。

「このまま軍にいて、仲間を見殺しにして出世しても、きっと、楽しくありません！　酒を飲んでも美味うまくありません、メシを食っても、彼女と遊んでも、心のどこかで楽しくないと思います！　それを考えれば、後悔はしないと思います！」

　その笑え顔がおを見たコットンはうなずいた。

「わかった！　諸君らの世話になる！　ありがとう！」

　そして、参謀たちが着ている横縞のＴシャツを見て笑った。

「……それにしても、もっとマシな私服はなかったのか、それじゃあ海かい賊ぞくだぞ」

　参謀の一人が胸を張った。

「俺たちは海賊ですよ。海賊を助けるのは、やはり海賊でなくちゃいけません！」




　帝てい都とピクネクトスにある国防総省の主計部のカンナ・リモージュ大たい尉いのところに私用通信が入ったのは、それからしばらく過ぎたころだった。

　補給台帳の照合を行っていた汎はん用よう端たん末まつのスクリーンの右下に、私用通信が入っていることを告げるアイコンが瞬またたくのを見たカンナは、心の中で軽く舌打ちをした。

　……ったく、誰よ、勤務時間中に通信……それも私用の通信を入れてくるトンチキは。

　しかし、キーパッドを操作して、通信相手のＩＤを表示させたとたん、カンナの表情が変わった。

「……テディ！」

　思わず小さな声で叫さけんでしまったカンナは、あわてて口を押さえると、左右を見回した。

　同どう僚りようは、それぞれの仕事に没ぼつ頭とうしているらしく、誰だれもカンナのことを見ていなかった。

　カンナの頭の中で、以前テディの友人であるモリー大たい佐さに言われた言葉がぐるぐると回っていた。

『……この次あいつから個人通話が入ったら、その通話内容は、間ま違ちがいなくプロポーズですよ、期待していてください』

　カンナは、波打つ心臓を押さえるように胸に手を当てた。

　……まさか、そんな、でも……どうしよう。

　そして、カンナは思い切ったようにうなずくと、キーパッドにある応答ボタンを押した。

　モニターに浮うかび上がったのは、見覚えのあるテディの顔だった。

　勤務明けなのだろう。軍服ではなく横縞の模様の入ったＴシャツを着たテディは、思いつめたような、それでいてどこか吹ふっ切れたような顔をしていた。

　人生の一大事を決断し終わったようなその顔を見たカンナは、顔がぼうっと上気するのと同時に確信した。

　間違いないわ……。

　モニターに映ったテディは、カンナを見ると、どぎまぎしたように視線をそらしながら言った。

「や、やあ、元気？　仕事中に通話したりしてごめん……忙いそがしいとは思ったんだけど……その……」

　……あいかわらず、こういうことには不器用な人ね。

　カンナは微笑ほほえんでみせた。

「どうしたの？　何か私に言いたいことでもあるの？」

　テディは、視線をカンナに合わせると、目に力を込めて言った。

「君は、きっと反対するかもしれない……馬ば鹿かにするかもしれない。でも、これは俺の決断だ、だから後悔しない……俺は……」

　テディは、そこで言葉を切った。

　カンナは息を止めて、全神経を耳に集中してテディの言葉を待った。

　そして、テディは運命の一言を言った。

「軍を辞やめて海賊になった」

　帝てい国こく国防総省主計部の一室にカンナの声が響ひびいた。

「なによそれ～っ！」
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　モニター画面の中で、マイドが、困ったような笑いを浮うかべていた。

『話は聞いたよ……と、いうか……実を言うと僕もあの会議には参加していたんだ』

　コットンは、ちょっと赤い顔になって視線を逸そらした。

「ああ、そうだったのね……うわあ、今になってからめっちゃくちゃ恥はずかしくなってきたけど……やっちゃったことはしかたないか」

　コットンは、自分に言い聞かせるように小さくうなずくと顔を上げた。

「聞いていたなら、話は早いわ、お願い、マイド！　知ち恵えを貸して！　啖たん呵か切って軍を辞やめちゃったのはいいけど、冷静になって考えてみれば、私には船を買うお金も、担保に入れる資産もないの。あるのは、何が何でもあいつを助けたいって想おもいだけなんだ！」

　マイドは、そのコットンの想いを受けとめるようにやさしくうなずいた。

『確かに、今のコットンは、昔の僕と同じだね。想いだけはあふれるほど持ってるけど、お金も身分もない……色気があるのがちょっと違ちがうけど、その色気は不特定多数に売る物じゃない』

　コットンは顔を赤くしてマイドをにらんだ。

「その話はもういい、具体的に教えて！　どうすればいい？」

　マイドはあわてて首を振ふった後で答えた。

『ごめん、変な意味じゃなかったんだけど……とにかく、君が軍を辞めたということは、帝国軍の戦力を使うことを良しとしなかったということだと思うんだ。あの場所で黙だまって話を聞いておいて、現場で命令を無視することだってできたのに、君はそれをしなかった……そうだろう？』

「そうよ、そうすることだってできたわ……実を言うと後こう悔かいしているの。そうやって、うまく立ち回って、ケルプを助けに行けば成功率も高いし、作戦だってうまくいったかもしれない。そうすれば八方丸く収まったかもしれないってね……」

　少し沈しずんだ声で答えたコットンを見て、マイドは微笑ほほえんだ。

『君には、そういった小細工は無理だよ、絶対にうまく行きっこない。君は、ある意味ケルプと同じタイプの人間なんだ。似た者同士っていうのかな……裏も表もない、心意気で動く人間なんだ……そういう人間はお金や地位には、あんまり縁えんがない。でもね、そういった人間は、人に縁があるのさ』

「……人？」

　目を丸くしたコットンに、マイドは力を込めてうなずいてみせた。

『第三軍からの辞職者が相次いでいるって話……聞いているよ。参さん謀ぼうたちだけじゃなくて、一いつ般ぱんの兵や下士官なんかにも辞職者が出ているみたいだね』

「あ、ああ、あいつらのほとんどは、ミリオン傭よう兵へい隊にいたころや、真・帝国軍のときに私の部下だったりした連中なんだ……帝国軍じゃなくて、私についてくるって言いやがって……みんな大おお馬ば鹿かだ」

　コットンは、拗すねたような顔でそう言ってみせたが、内心では、感激していることが見え見えだった。

　マイドは、ゆっくりと言った。

『君には人がついている。お金も何もなくても、それでもその人たちは君を助けたくて、君の力になりたくて、何もかも投げ捨てて君のところにやってきたんだ。君は無力じゃない、その部下たちは、今、君にとって最高の仲間になったんだと思う』

　コットンは顔を上げた。

「……仲間？　そうか……あいつらはもう私の部下じゃない……私の仲間なのか」

『そうさ、仲間だ。そして、同じような心強い仲間が僕たちの周りにはいっぱいいるんだ』

　マイドは力強くうなずいたあとで、言葉を付け足した。

『コットン、急いでジャンクスターに向かえ』

「ジャンクスター？　あのスクラップ惑わく星せいに何かあるのか？　『撃うてるンです』以外にろくなものはないと思ったけど……」

　訝いぶかしげな顔をしたコットンに、マイドは不思議な微び笑しようを浮うかべた。

『あそこに行けばわかる。マリリン姉あね御ごたちが、シザーズ・クイーンに加えた、とんでもない改造が成功したらしい。今、あそこにはケルプが孤こ立りつしていると聞いて集まってきたケルプワイン海かい賊ぞく団の連中や、自主契けい約やく解除をしたミリオン傭兵隊の連中が集結しつつある……船はできたんだが、熟練の兵士や士官、それに優ゆう秀しゆうな戦せん闘とう司令官がいないので動けない……どっかに艦かん隊たい司令官経験者の出物は転がっていないかい？』

　目を見開いてマイドの言葉を聞いていたコットンの目から、涙なみだがこぼれた。

「ばか……まわりくどいこと言わないで早く言え！　転がってるよ、ここに！　わかった！　すぐにジャンクスターに飛ぶ！　部下……じゃなかった仲間引き連れてな……」

　マイドは、真しん剣けんな目でコットンを見て言った。

『コットン……頼たのむ、ケルプを助けてくれ！　僕が言わなくたってわかっているだろう、そんなことは君にとって当然のことだろう。でも、僕はあえて言う。ケルプを助けてくれ！　本当なら、僕が行くべきなんだ！　僕が絶体絶命のときに、あいつだけが僕の力になってくれた……あのときの借りを、僕はまだ返していないんだ！』

　コットンはうなずいた。

「安心しろ！　あの馬鹿が、そんなに簡単にくたばるもんか……私はあんたよりも前からずっとあの馬鹿を見てきたんだ。あんたと、あの馬鹿との間あいだ柄がらもなにもかもわかってる……だけどね……これは私の役目よ！　悪いけど、この役は今度ばかりは、あんたにやらせるわけにはいかないんだ！」




　知的生命体探査機構の研究室の一室で、コットンの姿が消えた汎はん用よう端たん末まつを身じろぎもせずにじっと見つめていたマイドに、トーダが声をかけた。

「お前……ローデスに行ってみないか？　ザナックスの形態変化の差をその目で確かめてくるってのはどうだ？　初期型と現在のタイプの見比べができるのはお前だけだからな」

　マイドはびっくりしたように振り向いた。

「何を言い出すんですか叔父おじさん！　そんなことができるわけがないでしょう！」

　トーダは飄ひよう々ひようとした表情のまま答えた。

「いや、できるんだな、これが……この間から出していたフィールドワークによる実態調査の許可が下りたんだ。ところが危険度ＡＡＡトリプルエーで、誰もやりたがらない……まあ言いだしっぺの俺が、俺の探検船でいくわけだから文句も何もないけどな」

　マイドは眉まゆをひそめた。

「でも、桃星星域は、ローデスからの難民船があふれています。近いうちに帝てい国こくの作戦が始まれば、あそこはとても通れませんよ」

「誰だれが桃星空域からローデスに入るって言った？　もう一個あるだろう？　ローデスに入れるところ……狭せますぎて大艦隊が通れない狭い回かい廊ろうが……」

　目を見開いたマイドを見て、トーダはにっこりと笑った。

「居住区に帰って荷造りしてこい、すぐに出発するぞ」




　ベルナルト星系にある惑星シャイダ。

　しかし、今、この惑星を「シャイダ」と呼ぶ者はほとんどいない。

　この星は、その実体を表す「ジャンクスター」の通り名で呼ばれていた。

　この惑星を宇宙空間から見ると、惑星の周囲を何重にもなった輪が回っているのが見えるだろう。

　惑星をめぐるこの種の輪は、通常、氷や岩石でできていることが多いが、この惑星の輪を形成しているのは、すべて宇宙船のジャンクパーツだ。

　輪に近づけば、その中に、耐たい圧あつプロペラントタンク、輪切りになった宇宙船、そしてむき出しになったエンジンなどが浮かんでいるのが見えるだろう。

　その衛星軌き道どう上のジャンクパーツの輪のところどころに、古くなった客船の居住区部分だけを繫つなぎ合わせたり、旧式の衛星コロニーをそのまま利用した解体業者の工場、兼けん、事務所がある。

　そういった解体業者の中でも、最大手の解体業者、トワイニングパーツセンターの事務所がおかれている大型整備用衛星の整備ドックから、タグボートに引かれて、一隻せきの大型宇宙船が引き出されようとしていた。

　銀色に輝かがやく平べったいスポーツカーのようなシルエットを持つ流線型の艦かん首しゆ部分にブリッジを持ち、そこから後方に伸のびるハーフシールドフレームの下に、大型の外航用コンテナを並列して抱かかえ込んでいるところを見ると、この船は外航用のコンテナ貨物船なのだろう。しかし、そのハーフシールドフレームの上部には、ビーム砲ほうの砲ほう塔とうにしか見えない半球形のドームが三つ並び、その後方には、帝国軍の軽巡じゆん航こう艦かんのブリッジによく似た構造物が立ち上がっている。

　その構造物の後方には、どうみても装そう甲こう板ばんにしか見えない分厚いシールドで囲われた反応炉ろと機関部分、そして一番後ろには、帝国の高速型重巡航艦の推進機を二つ並べて束にしたような陽子ノズルが突つき出していた。

　整備用ドックの前にある、事務所のロビーに集まっていた見物人の間から、感かん嘆たんともため息ともつかない声が流れ出した。

「すげえなあ、民生用の高速外航型コンテナ貨物船と、軽巡航艦や高速重巡航艦をバラバラにし、突き混ぜてからもう一度成型したような船だ」

「あれが、あのオンボロ貨物船だったとは思えねえ」

「改造じゃなくて新造じゃないのか？」

「いや、ちゃんとあのシザーズ・クイーンの部品は、消しよう耗もう部品以外は百パーセントそのまま使っているそうだぜ……全体の二割ぐらいらしいけどな」

「新しい別の部品を八割足して組み立てたのか……なんか古い民家の廃はい材ざいを利用したリフォームみたいな話だな」

　見物人がわいのわいの言っているロビーの隣となりにある応接室では、サングラスをかけた筋肉質の大男が腕うで組ぐみをして、ドックから引き出されたシザーズ・クイーンⅡを見ていた。

　その男の横にやってきた作業服の老人が、つぶやいた。

「キレイに仕上がったな……あれは、いい船だ」

「外見だけでわかるものですか？　リムジン殿どの」

　リムジンと呼ばれた老人は笑った。

「機械にはな、機能美というものが備わっておる。バランスよく配置され、機能を最大限に引き出すように設計配置された機械は美しい。そしてその美しさは、それをカバーする外被にも浮うかび出るものじゃよ、パワープッシュ殿」

　パワープッシュと呼ばれたサングラスの大男は組んでいた腕を解ほどくと、にやっと笑った。

　サングラスに隠かくれ、その表情はわからなかったが、それは情にあつい実直そうな微び笑しようだった。

「解体業一筋のリムジン殿の、経験に満ちた目には、あの船の内部構造もお見通しなのでしょうな」

　リムジンはうなずいた。

「自じ慢まんではないが、大たい概がいの宇宙船ならば見ただけで内部構造の予想はつく……だから言っておるのじゃよ、あの船に搭とう載さいされた新型エンジンの威い力りよくは、あの形に出ておる」

　パワープッシュは、頭を搔かいた。

「そのあたりは、このジャンクスターの技術力の高さですな……我々サンゴー一族は、いわばエンジン屋だ。フレームやボディ。艤ぎ装そうや兵装という部分についてはシロウト同然ですよ。実際、廃はい棄きされた部品だけで、あれほどの船を造れるとは思いもよらなかった」

　感心したように答えたパワープッシュを見てリムジンは笑った。

「それに関してはわしらだけの力ではない。あの船の設計をやったルサ・マースと、あんたのところの若手技術者の力によるところが大きいな……あの男が最初に設計図を持ってきたときは驚おどろいた……こんなことが可能なのか？　とな」

　パワープッシュはうなずいた。

「しかし、それは実際にああして目の前にあるわけです……理想を実体化させるのがエンジニアの精神だというのを、あらためて若い者に教えられました」

　メカニックの重じゆう鎮ちん二人が、応接室でシザーズ・クイーンⅡを見て目を細めていたころ。

　そのシザーズ・クイーンⅡの船内には、張りきりまくったマリリン姉あね御ごの声が流れていた。

『ドックから出たら、右回頭し衛星軌道上に出る！　バウスラスタ起動！　乗組員に告げる！　本艦は船内慣性制せい御ぎよ装置の調整をまだ終えていない。急激な姿勢制御行動を行った際の転てん倒とう、打だ撲ぼくに注意せよ！　繰くり返す！　転倒と打撲に注意せよ！』

　マリリンの警告には意味があった。

　ドックから引き出されたシザーズ・クイーンⅡは、これから試運転として各種の航行テストを行うことになっており、船内には、テストに立ち会って、不具合を確かく認にんするための技術者が百数十人乗り込んでいたのだ。

　このシザーズ・クイーンⅡは、元のシザーズ・クイーンに比べれば体積でおよそ五倍の大きさを持つ、特にメインシャフトに沿って伸びる中央通路は、ブリッジから後方の戦せん闘とう指揮所まで、二百メートル走ができるほどの長さがある。

　その中央通路を、救急箱を重そうにぶら下げた体長四十センチほどの少女が、背中についている半はん透とう明めいの羽根をパタパタと羽ばたかせて、飛んでいた。

　その妖よう精せいのような女の子は、目の前を走っていくピンクのネコ耳と尻尾しつぽをもつ白衣の少女に向かって抗こう議ぎするような口調で叫さけんだ。

「あ～ん、待ってよ、ミュール！　救急箱が重くてそんなに速く飛べないよぉ」

　ミュールは立ち止まると、くるりと振ふり返って言った。

「だったら私の肩かたとか尻尾とか、好きなところにつかまればいいでしょ！　救急箱を運ぶんだって言い張ったのはピクセルでしょ！」

　ピクセルと呼ばれた妖精のような女の子は半分べそをかいた。

「だってぇ、こんなに重いなんて思わなかったんだもん！」

　ミュールは小さくため息をつくと右手に提さげていた救急箱を左手に持ち替かえて、右手を出した。

「その救急箱を貸して、両方私が持つわ。そうすればあなたの飛行速度は私より速いはずだから」

　ピクセルから救急箱を受け取ったミュールは、小さくうなずいた。

「じゃあ、急ぐわよ、私たちの持ち場は、後方戦闘指揮所の下にある救護室よ」

「わかってるって！」

　ピクセルはそう言うなり身軽になった身体からだで、すぅっとミュールを追い抜ぬいた。

　そして、走り始めたミュールから十五メートルくらい先までいくと、その場で空中停止ホバリングしながら振り向いた。

「ほら、遅おそいよミュール！　何やってるのよ、置いてっちゃうよ！」

　ミュールは、一いつ瞬しゆんむっとした顔をしたが、すぐにその表情はあきらめの色に変わった。

　……アド・フェアリーに怒おこってもしかたないわよね。

　あれがあの子たちの性格なんだから……後先考えないで、そのときそのとき思ってることをすぐに口にするだけで、別に悪気があって言っているわけじゃないんだから。

　ミュールがそんなことを考えているとは思いもしない口調で、ピクセルは言葉を続けた。

「あんた少し太ったんじゃないの？　それで足が遅くなってるんだよ、きっと」

　ピクセルをにらみつけたミュールが、走る速度を上げた……そのとき。

　シザーズ・クイーンⅡが、いきなり右に旋せん回かいしたのだろう、廊ろう下かの慣性モーメントが一気に変わり、普ふ通つうの人間ならば到とう底てい立っていられないほどの慣性移動が起こった。

　廊下を走っていたミュールは、一瞬、バランスを崩くずしたが、人間とは思えない柔じゆう軟なん性せいで身体を反らせると、壁かべに足をついてその場に踏ふんばった。

　空中に浮ういて、それを見ていたピクセルは、思わず叫んだ。

「うわ！　猫ねこ！」

「うるさい！」

　身体を立て直したミュールが叫んだそのとき。

「うわうわうわううああああ！」

　目の前を、誰だれかが悲鳴を上げながら右から左に転がっていった。

　そこは前後に延のびる中央通路と、左右に延びる連れん絡らく通路の交差点だった。

　ミュールとピクセルがあわてて交差点まで行って左を見ると、一人の若い技術者らしい男が、左の突き当たりの壁に逆さになったまま張り付いて気を失っていた。

　ミュールはその男に駆かけ寄ると、急いで手足を確認した。

　……大だい丈じよう夫ぶね、骨折はないみたいだわ、脳のう震しん盪とうを起こして気を失っているだけみたいだけど。念のために検査した方がいいわね。

「死んじゃったの？」

　頭の上をぱたぱたと飛びながら、ピクセルが不安そうに聞いた。

「死んじゃいないわ、あんまり変なこと言っちゃだめよ、聞いた人が嫌いやな気分になるでしょう？」

　ピクセルは、あ、そうか、という顔をして、あわてて口を押さえた。

　ミュールは手首につけてあった汎はん用よう携けい帯たい端たん末まつを操作して、ブリッジコントロールを呼び出して言った。

「エマージェンシーコードＳ二○三を要よう請せいします！　場所はベータブロック横断通路左さ舷げん突つき当たり隔かく壁へき。状じよう況きようは先ほどの高機動時に慣性移動のためにバランスを崩し転倒したものです。意識レベルは二○○、頭部打撲による意識障害だと思われます」

　一呼吸ほどの間の後で、汎用携帯端末から係員の声が流れた。

『了りよう解かい、至急救急要員をそちらに向ける……なお氏名役職は判明するか？』

　気を失っている若い技術者の胸についているネームプレートを見たミュールは、名前を読み上げた。

「えーと、イーサ、イーサ・レイウッドさんですね……オニヤ・インダストリアルの社員の方です」

　イーサは、混こん濁だくした意識の中で、自分の名前が呼ばれたような気がした。

　身体中が痛かった。手足はもとより、特に後頭部が痺しびれるように痛かった。

　……俺、大丈夫なのかな？

　そう思いながら薄うす目めを開けたイーサが見たものは。

　……自分の顔を覗のぞき込むピンクのネコ耳が生えた白衣の看護師と、その上をぱたぱたと飛び回る妖よう精せいの姿だった。

　イーサは目を閉じて思った。

　……俺は、もう、だめかもしれない。




　シザーズ・クイーンⅡの戦せん闘とう指揮所で、ミュールの報告を聞いていたコットンは、目の前のオンラインモニターに映るマリリンに言った。

「やっぱり技術者を乗せたまま習熟訓練をやるってのは無茶だったのかもしれませんね」

　モニターに映ったマリリンは笑った。

『なあに、気にするな、私の放送を聞き流したヤツが悪いんだ。それより一分一秒でも早くこの船に慣れて、ケルプを助けに行かなきゃ。この船の操縦関係は前にあるメインブリッジで私が担当するから、あんたはそこの指揮所で、艦かん隊たい全体の動きを見て指示を出してくれ。もともと軍ぐん艦かんとして造られていないから、こんな変則的な使い方しなきゃならないが、オーバードライブエンジンを二基も搭とう載さいしているのはこいつだけだからしかたない』

　コットンがいるのはシザーズ・クイーンⅡの船体後部にある戦闘指揮所と呼ばれる場所だった。

　ここには、船体後部にある四基のビーム砲ほう塔とうや、コンテナの代わりに搭載する戦闘用モジュールや小型戦闘艇ていの指揮運用を行うための各種設備が設けられている。

　このシザーズ・クイーンⅡの本来の目的は、外航用の大型コンテナ貨物船であり、この戦闘用の区画に設けられた砲塔などの武器は自衛用である。

　もっとも自衛用とは言いながら、その火力はちょっとした重巡じゆん航こう艦かんと同程度であり、ちゃちな海かい賊ぞくなどは一いち撃げきで葬ほうむることができる。

　アウトニアのような辺境区域を航行する交易船というコンセプトを基に設計された武装商船が、このシザーズ・クイーンⅡの正体なのだ。

　メインブリッジと、戦闘指揮所にはリアルタイムスクリーンがあり、場所こそ離はなれているものの、常に双そう方ほうの状況がわかるようになっており、情報は双方向で共有できるようになっている。

「その、オーバードライブエンジンですけど……信しん頼らい性はどの程度なんですか？」

『ベンチテストなら百パーセント、実験船でも九十九パーセントは目的地に転移した……でも、こいつのエンジンはまだ試ためしてない。だからこれから試すのさ。んでもってうまくいったら、民間人を降ろして、そのままローデスに直行だ……安心しろって、絶対にあそこまで行ってみせる！　こいつならそれができるんだ！』

　不安そうな顔をしたコットンを安心させるようにマリリンが笑ったそのとき、コットンの後ろにいた通信担当の元参さん謀ぼうが、緊きん迫ぱくした声で告げた。

「帝てい国こく軍の内部通信を傍ぼう受じゆ解読したところ、グスタフ星系において、ザナックスの攻こう勢せいが始まった模様です！　現在ケルプ殿どのの艦隊は、波状攻こう撃げきを受けつつあるようです！」

　コットンは振ふり向いた。

「なんだって？　包囲して、兵ひよう糧ろう攻ぜめにしていたんじゃないのか？」

　そう言ってから、コットンは自分のうかつさを責めた。

　……考えてみれば、ザナックスは人間じゃないんだ。今までの戦闘のセオリーなんか通用するわけがない。

　コットンの目の前にあるオンラインモニターに映っているマリリンがメインブリッジでやつぎばやに命令を出し始めていた。

『船内にいる技術者、作業員等の非戦闘員諸君に告げる！　テストは中止する！　繰くり返す、予定されていた各種テストは中止！　非戦闘員は、この先の衛星軌き道どう中ちゆう継けい基地にて本船を下船せよ！　中継基地で補給物資を積み込んだあと、本船は実戦戦闘訓練を兼かね、ローデス領グスタフ星系まで長ちよう距きよ離りオーバードライブ試験を行う！　繰り返す！　非戦闘員は全員下船しろ！　降りないとそのままザナックスと戦ってる最前線まで連れてっちゃうよ！』

　コットンは、目を見開いた。

「マリリン船長！」

　モニターの中に映るマリリンは、振り返るとにやっと笑った。

『さあ、いくよ！　コットン、用意はいいかい？』

　コットンは大きく息を吸うと、胸を張った。

「準備完かん了りようです！　行きましょう！」




　目の前のモニターの中に映る駆く逐ちく艦の胴どう体たいに、黒い豆の莢さやが突つき刺ささって火花を散らしていた。

「砲台アルファ・フォー大破！　乗組員は連れん絡らく用通路を使って脱だつ出しゆつ中です！　戦死者四名、負傷者十七名です！」

「敵第百十二波撃げき退たい！　推定撃破数一万二千！」

　ブリッジに次々入ってくる報告を受けながら、ケルプは目の前のモニターを見上げた。

　一週間前に、残存艦を一隻せきずつ、この中継ステーションの構造材に固定して作り上げた球形のハリネズミ陣じんは、その三分の一を滅失していた。

　　この二週間、中継基地の周囲を包囲したザナックスは、ときおり散発的な攻撃をかけてくるだけで、ほとんど攻撃らしい攻撃はかけてこなかった。

　ザナックスどもは、包囲して、抵てい抗こう力りよくが落ちるのを待ついわゆる兵糧攻めにするのだと、誰だれもが思っていた。

　しかし、十二時間前に、突とつ然ぜんザナックスの攻撃が始まったのだ。

　ケルプたちの艦に搭載されている近接防ぼう御ぎよ兵器は、確かに有効だった。しかし、圧あつ倒とう的な数の差の前に、ケルプたちの艦隊は一隻、また一隻と沈ちん黙もくしていった。

　ケルプはハリネズミ陣の一角に空いた穴を見上げて舌打ちをした。

「くそ、今度あそこから突っ込まれたら、今度はステーションの内部で戦うことになるな……」

　ケルプのつぶやきを聞いたマスクワードが、肩かたをすくめた。

「守ってきたタンホイザーゲートも、いよいよ無傷というわけにはいかなくなりましたね」

「ああ、あのゲートは、あそこにあっても使えないんだがな……不思議なものでどうにも破は壊かいする気になれないんだよな……こっちで空間に穴を空けない限り、あそこから救出部隊がくることはないとわかっているんだけど……あれがあそこにある、というだけで気分が違ちがうんだ、望みを捨てずにすむような、そんな気になるんだよな」

　マスクワードはうなずいた。

「溺おぼれる者は藁わらをもつかむ、というコトワザがありますでしょ？　人間、窮きゆう地ちに立たされると、大して役に立たないものでもありがたがる……みたいな意味らしいですけど……あの使えないタンホイザーゲートは、その藁かもしれませんね」

　ケルプは笑った。

「何にもつかむものがない中で溺れていくことに比べれば、たとえ藁の一本でもつかむものがあれば、かなり気分が違うということかもしれないな……」

　そのとき、ブリッジの中に、いい匂においが漂ただよってきた。

　マスクワードは顔を上げて時間を確かく認にんした。

「おや、もうメシの時間か」

「波状攻撃の合間に食えるだけ食っておこうぜ、次はいつ食えるかわからないからな」

　ケルプがそう答えるのと、ブリッジの中にエプロンをつけたローデス軍の観戦武官カヤン少しよう佐さと、通信担当のオペレーターミナモト少しよう尉いの二人が、スープの入った大きな容器の載のった半重力プラットフォームを押して入ってくるのは同時だった。

　ブリッジの入り口にいた情報参さん謀ぼうが、鼻をひくひくさせながら容器の中を覗のぞきこんだ。

「いい匂いだな、今日はなんだい？」

　ミナモト少尉は胸を張って答えた。

「ローデス風サラミソーセージとジャガイモ、そしてレタスのスープです」

　情報参謀は肩をすくめた。

「またレタスが入っているのかい？　俺はウサギじゃないんだ。レタスばかり食っても嬉うれしくないよ」

　ミナモト少尉は腰こしに手を当ててその情報参謀をにらんだ。

「だってしょうがないじゃない、この基地で唯ゆい一いつ自給可能な野菜って水耕栽さい培ばいのレタスしかないんだもの！」

　ミナモト少尉の言葉には意味がある。

　ケルプたちが立て籠こもっている中継ステーションは、このグスタフ星系の玄げん関かん口ぐちであり、さまざまな娯ご楽らく施し設せつが残っていたが、食料の供給プラントなどの設備はなく、唯一レストランの廚ちゆう房ぼうに、新しん鮮せんな野菜を供給するためのレタスの水耕栽培プラントがあるだけだったのだ。

　各艦の備び蓄ちく食しよく糧りようが底を尽つけば、あとはこのレタスだけが生き延びる綱つなになるはずだった。

「わかったよ、ゼイタク言わないで食うよ。それにしても今日の献こん立だては豪ごう華かだな……」

　情報参謀は、ミナモト少尉が大きなおたまですくって、個人用の容器の中に入れた具だくさんのスープの中に浮うかぶローデス風サラミソーセージの薄うす切ぎりを見て嬉しそうな声を上げた。

　ミナモト少尉は、にっこり笑って言った。

「あ、それね、オーテ司教さんの差し入れなの。さっき、いろんな食材を廚房に持ってきて、どうぞ皆みなさんに、って言っておいていったの。びっくりしちゃった」

　ミナモトの脇わきで、給仕の手伝いをしていたカヤン少佐が、肩をすくめた。

「オーテ司教は、異教徒の食べ物など口に入れるわけにはいかない、と言って食料を山ほど持ち込んでおりましたからね、あれはその残りでしょう」

　スープを口に運びながらケルプが、うなずいた。

「ええ、存じております、初日に食事に招待して、けんもほろろに断られましたから……でもどうしてその食料を私たちに差し入れしてくれたのでしょう？」

　カヤン少佐は静かに微笑ほほえんだ。

「……あの方は変わりましたよ。異教徒とローデス教徒の区別など、些さ細さいなものだということにお気づきになったのではないかと思います」

　ケルプは微笑んだ。

「この次の食事は、一いつ緒しよに摂とりましょう、と私が言っていたとお伝え願えませんか？　同じ献立でもみんなで食えば結構美味おいしく感じるものですから」

「わかりました、お伝えしましょう」

　カヤン少佐がうなずいたとき、通信管理のブースにあるコントロールパネルの表示が瞬またたいた。

　手におたまを持ったまま自分のブースに駆かけ寄ったミナモト少尉は、おたまを小脇に抱かかえ込むと、あわてて応答デバイスを立ち上げた。

「……民間回線を使った、跳ちよう空間通信です！　うわ、こんなところから回線回してくるなんてスゴイ裏ワザだわ……」

　ごちゃごちゃ私語を並べたあとで、ミナモト少尉は顔を上げてケルプを見た。

「ケルプ司令宛あてに個人通話です！　発信者は……アウトニア王国通商局ユイ・コットンとなっています！」

　ケルプは目を丸くした。

「コットン？　なんでまた！」

「パーソナルモニターにお繫つなぎします……秘ひ匿とく通話にしますか？」

　ケルプは一いつ瞬しゆん考えた。

　……普ふ通つうじゃ使わない方法を使って俺に連れん絡らくしてきたってことは、コットンのやつは、俺たちがもう持たないということを知っているんだろう。

　部下の前であんまり秘密を持ちたくないけど……最後の最後くらいは秘匿通信にしても許してくれるだろう。

　ケルプはうなずいた。

「じゃあ、秘匿通信にしてくれ」

「了りよう解かいしました」

　ミナモトの言葉とともに、ケルプの立っていたパーソナルモニターの周りが、不ふ透とう明めいの円えん筒とう形けいのスクリーンに覆おおわれ、モニターに、青みがかかった遠えん距きよ離り跳空間通信特有の色調のコットンの顔が浮かび上がった。

　コットンは、一秒の時間も無む駄だにしたくないという勢いで話しかけた。

『ケルプ！　無事？　またザナックスの攻こう勢せいが始まったって話だけど……戦せん況きようはどう？』

　ケルプは肩かたをすくめた。

「戦況か……もうどうしようもないなあ……がんばっちゃいるんだけど」

『ばか！　そんなこと言うんじゃない！　いつものあんたはどこに行ったんだ！』

　ケルプは笑ってみせた。

「いやあ、いつもどおりにやってきたつもりだけど、俺の悪運も尽きちまったかもしれないな……まあ、しかたない。俺の人生もこれまでだったということさ」

　その笑いを見たとき、コットンの中で何かが壊こわれた。

　コットンは叫さけんだ。

『格好つけるんじゃねえ！　なんで笑う！　なんで笑えるんだ！　泣けよ！　わめけよ！　死にたくない！　俺はお前と生きたいって！　なんであんたはそんな顔で笑うんだ！　ホンネを言え！　ホンネを！』

　終わりの方は涙なみだ声ごえだった。

　ケルプの笑いは変わらなかった。

「だって、俺のホンネ……お前、わかってるじゃないか」

　コットンは右手の握にぎりこぶしで、ケルプの胸を叩たたくようにモニターを叩いた。

　そして、泣きながら叫んだ。

『わかってる！　わかってるけど……私は聞きたいんだ！　女ってのはそれを聞かなきゃ安心しないんだ！　いいか、そのタンホイザーゲート、最後の最後まで爆ばく破はするな！　絶対に守りぬけ！　私がこれから聞きにいく！　あんたのホンネをこの耳で聞きにいく！　だから……だから、絶対にあきらめんな！』

　ケルプはあっけにとられた顔をした。

「ここまでくるって……お前、どうやってくるっていうんだ？」

　跳空間通信の位相がずれ始めたのだろう、コットンの画像が大きく歪ゆがんだ。

　そして、消える寸前にケルプはコットンの言葉を聞いた。

『……シザーズ・……イーンで……くから』

　そして通信は切れた。

　秘匿スクリーンが消えたとき、ブリッジにいた全員が見たものは、真しん剣けんに悩なやむケルプの姿だった。

　ケルプは首をひねったままつぶやいていた。

「……あのオンボロ船で、どうやって？　通常空間使えば軽く三百年はかかるぞ……」
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　第十章　終しゆう焉えんと始まり







　グランドスラム作戦を発動した帝てい国こく軍は、このときすでに、ローデスの救きゆう援えんと対ザナックス戦を名目にした三十万隻せきに及およぶ艦かん隊たいをローデス領内に展開していた。

『桃もも星ぼし回かい廊ろう』を抜ぬけ、ローデス領に出た帝国軍艦隊は、そこで帝国領に向かう避ひ難なん民みんを乗せた数万隻の輸送船団とすれ違ちがった。

　輸送船団といえば聞こえはいいが、その正体は、ありとあらゆる雑多な輸送船の群れだった。

　船団の先頭を行く船団旗艦の大型豪ごう華か客船の他ほかに人間を乗せるための船は見当たらない。その後に続くほとんどの船は、中型や小型のコンテナ貨物船であり、中には恒こう星せい間航行すら危ういほどの旧式の貨物船や、推進力のない居住コンテナを艀はしけのように一列に繫つないで作業船が引いている姿もあった。

　人を乗せて恒星間航行ができるものならばどんなものでもかき集めた、としか言いようのないその船団には、故郷の星を失い、流る浪ろうの民たみと化した数十億のローデスの避難民が詰つめ込まれている。

　避難民の船団とすれ違うようにローデス中心部に艦隊を進める帝国軍旗艦インペリアルヴァイスのブリッジに立つチャマーは、無言のまま帝国軍艦隊の横を行き過ぎてゆく数万隻の船団を見ていた。

　……一つの居住惑わく星せいを失えば、数億から数十億の避難民が発生する。そして、ローデスはこの半年ですでに百近い居住惑星を失っている。

　発生した避難民の数は、数百億。もはや、今のローデスにあれだけの難民を収容し、生活させるだけの余よ裕ゆうはない。あの難民たちは、帝国領内の辺境部にある開かい拓たく惑わく星せいなどに分散して収容されることになる。

　そのとき、チャマーの脳のう裏りに、アウトニアを追われた国民たちが、移り住んだネオ・アウトニアの寒冷な自然環かん境きようが浮うかんだ。

　……畑を作っても、食料の自給が可能になるのに一年はかかる。移住した惑星の環境によっては、それは決して楽な生活ではない。帝国に移り住んだ人々の中には、故郷の惑星とともに死んだ者を羨うらやむ者も出てくるだろう……。

　ブリッジの正面に浮かぶ避難民の船団を見ながら黙もつ考こうしていたチャマーの下もとに、一人の通信参さん謀ぼうがやってきて敬礼した。

「避難民を乗せた船団の指揮官より通信が入っております」

「通信だと？」

　通信参謀は微び笑しようを浮かべてうなずいた。

「ええ、感謝のメッセージですね、文面は『ローデス国民を代表し、帝国軍に感謝と敬愛の印を送る。神の敵ザナックスを滅ほろぼしたまえ、諸君らに神のご加護がともにあらんことを』……となっています、返信はいかがいたしますか？」

　チャマーは、軽くうなずいた。

「君に任せる。当たり障さわりのない謝辞を送り、最後に諸君らの航海の無事を祈いのる、とでも返信しておいてくれたまえ」

「了りよう解かいしました」

　敬礼して去ってゆく通信参謀の後ろ姿を見ながら、チャマーは避難民の船団の送ってきたメッセージの皮肉さに心の中で笑った。

　……我々はザナックスを滅ぼしに来たのではない。このローデスを滅ぼすために来たのだ。

　それを知ってもなお、彼らは我々に感謝と敬愛のサインを送ってくれるだろうか？




　ローデス側の協力を得た帝国軍艦隊は、タンホイザーゲートを優先的に使用し、作戦計画どおりにローデスの中心星域と、その先にある地方教区へと艦隊を進めた。

　同盟を結んだとはいえ、つい数ヶ月前まで敵としてにらみ合っていた相手が、国内に三十万隻に及ぶ艦隊を派は遣けんしようとしているというこの事実を見て、ローデス軍には、警けい戒かいの声を上げる者も少なからず存在した。しかし、ローデス軍のほとんど……特にザナックスたちを相手に絶望的な戦いを繰くり広げている最前線の兵士たちは、この知らせを諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいした。

　目の前に迫せまるザナックスとともに戦い、自分たちの故郷を守ってくれるなら、それがたとえ二百年にわたって戦い続けた仇きゆう敵てきである帝国の軍であっても、そんなことは些さ細さいなことでしかなかった。

　消しよう耗もうし、少ない兵力で広い戦区を支え続けていた最前線の兵士たちは、たとえそれが幽ゆう霊れいや悪あく魔まであろうと歓迎しただろう。

　北都惑星リューゼンにある、北域防衛司令部の中央指揮室の中では、新たに北域防衛司令官に任命され、中将に昇しよう進しんしたドーダイが、参謀たちとともに、戦せん況きようの分ぶん析せきと残存兵力の再編制を行なっていた。

　ここ北都惑星リューゼンは、ザナックスの侵しん攻こうを受けたローデス北域の中に残る最後の人類側の拠きよ点てんとなっていた。

　パーソナルモニターで、補給担当参謀の報告データを見ていたドーダイ中将は、顔を上げると、厳しい顔つきのまま、目の前の三次元スクリーンに浮かぶ勢力図を見上げた。

　ローデス北域はザナックスの勢力下を示す赤い表示で塗ぬりつぶされ、唯ゆい一いつ、二箇か所しよのみが赤い空間に透とう明めいの袋ふくろを突つき出すように残っている。

「北域に残る拠点は、東にある我々のこのリューゼンと、西に残るキンダーハイムだけか」

　情報参謀は、小さくうなずいた。

「はい、この『東の袋』と『西の袋』、そしてカール・グスタフに残る帝てい国こく軍の拠点のみであります」

　ドーダイ中将は、痛ましいものを見るような目になった。

「カール・グスタフに残る帝国軍は、いまだにあの拠点で抵てい抗こうを続けているのだな？」

「はい、孤こ立りつして十日以上経過しておりますが、タンホイザーゲート稼か動どう用の反応炉ろが使用できるため、戦せん闘とう能力を保ち続けており、一日一回戦せん闘とう詳しよう報ほうを送ってきております」

「反応炉が動いているのなら、タンホイザーゲートをコントロールするマニュアルを転送すれば、脱だつ出しゆつできるのではないか？」

　情報参謀は、悔くやしそうに首を振ふった。

「何度か試してみましたが、消去プログラムにはＯＳの消去デリートと、バックアップデータバンクの消去タスクが含ふくまれていたために、まったく動きません」

「ＯＳごと転送すれば良いだけのことではないのか？」

　怪け訝げんな顔をするドーダイ中将に向かって、情報参謀は、静かに答えた。

「データバンクの消去タスクとは、物理的デリート、つまりタンホイザーゲートコントロール用のメインコンピューターのデータ部分のクラスタを小型爆ばく薬やくで爆破する自爆タスクです。あの中ちゆう継けいステーションにある反応炉はエネルギー源としては使えますが、もはやそのエネルギーをタンホイザーゲートのために使うことはできないのです」

　ドーダイは目の前にあるパーソナルモニターを右手の握にぎりこぶしで殴なぐりつけた。

「くそ！　何か方法はないのか！　ここで、あいつらが死んでいくのを黙だまって見ていることは、俺には耐たえられん！」

　情報参さん謀ぼうは端たん末まつを操作して、メインモニターに帝国軍の艦かん隊たいの位置を映し出した。

「帝国の救出艦隊がこちらに向かっているところです……彼らの働きに期待しましょう」

　ドーダイは悔しさをにじませた口調で答えた。

「敵であった帝国が、積年の恨うらみを捨て、友として送り込んだ援えん軍ぐんを孤立させた不面目。そしてそれを自力では救出できぬというこの不様な姿……ローデスの軍人としてこれほど恥はずかしいことはないな」

　ドーダイの言葉を聞いた情報参謀は、黙ったまま小さくうなずいた後で、指揮室の空気を変えるように、明るい声で言った。

「しかし、これから始まる大反はん攻こうに、ここでさらに三十万隻せきに及およぶ戦力が増強されることになります！　これだけの戦力があれば、ザナックスの侵攻を食い止め、場合によっては押し返すことも可能です！」

　ドーダイは力強くうなずき返した。

「うむ、今回の大反攻には、ローデス軍の実に九割……今まで中心星域を離はなれることが許されなかった最高神衛軍ぐん艦かん隊すら投入しているのだからな。これに帝国軍の艦隊が加われば、この戦いは勝てる！」

　自分の言葉を聞いた参謀たちの顔に、希望の色が差すのを見ながらドーダイは、心の中でつぶやいた。

　……何をもって勝つというのか、それが問題だ。

　確かにこれだけ兵力があれば、ザナックスの侵攻を食い止め、占せん領りようされた惑わく星せいのいくつかは奪だつ回かいできるかもしれない。しかし、その奪回した惑星は、もはや人類の居住可能な惑星ではなくなっている。

　そして、いくらこの局面でザナックスを撃げき破はしても、すでに占領され畑になった惑星によって繁はん殖しよく力を増したザナックスどもを根絶させることはできない。

　……たとえ勝ったとしても、それは戦術的局面の勝利でしかないのだ。

　だが、将兵に希望を持たせるためには、たとえその戦術的局面の勝利であっても、勝利が求められているのだ。

　ドーダイはメインスクリーンに映る帝国軍の大艦隊の映像を見上げた。

　……帝国も、そのことがわかっているから、応おう援えんを送ってきたのだろう。ここでローデスに希望を与あたえて、少しでも踏ふん張ってもらわねば、次は自分たちの番なのだからな。




　このとき、ローデスの国家主席であるコマキン三世や、その周辺にいる高官、そしてローデス軍の首脳部のほとんどは、ドーダイと同じように考えていた。

　三十万隻の艦隊を送り込んだ帝国軍の軍事行動は、ローデスの延命であり、その利害は帝国と共通であると信じ、ほとんど警けい戒かいしていなかった。

　この油断を呼んだもの、それはケルプ・ワインガーが率いる護ご衛えい艦かん艦隊の戦いぶりと、そしてエリス・トゥナイツの指揮する難民支し援えん局の活動だった。

　ローデス軍を避ひ難なんさせるために最後まで戦い続けたケルプたちの姿と、最前線で避ひ難なん民みんの輸送のために必死に働いたエリスたちの姿を見たローデスの人々は、帝国との同盟を真しん摯しなものと受け止めていたのだ。

　ローデスの人々が帝国軍の真意に気づいたのは、次の日だった。

　帝国軍はローデス軍の想像をはるかに超こえる速度で領内を移動し、艦隊を展開させた。

　そして……地方教区と中心星域を結ぶタンホイザーゲートは、すべて帝国軍第三軍艦隊の手によって占領されたのだ。

　各タンホイザーゲートの守備隊から出された警報が届いたとき、前線に向かっていたローデス軍の首脳部は最初その報告を疑った。そしてそれが事実と知ったとき、全将兵の間に衝しよう撃げきが走った。

　大反攻を計画していたローデス軍は、全兵力の九割以上を、地方教区における対ザナックス戦に振ふり向けており、その兵力のすべてが、中央星域と切り離されていたのだ。

　北域防衛司令部の中央指揮室の中でこの知らせを聞いたドーダイは思わず叫さけんだ。

「馬ば鹿かな！　なんの目的があっていまさら我々と戦うというのだ！　やつらはこの戦いの意味がわかっておらんのか！」

　情報参謀がメインモニターに艦隊配置図を映し出して言った。

「全兵力を集中しているため、今、中心星域は、がら空きです！　なんとかしないとこのままでは……」

　情報参謀の言葉を聞いたドーダイはゆっくりと首を振った。

「いや……無理だ。タンホイザーゲートを抑おさえられてしまえば、我々には中心星域に兵力を送り込む手段がない。帝てい国こくは最初からこれが目的だったのだ……弱体化したローデスに奇き襲しゆう攻こう撃げきをかけ、完全占領をすることが……」

　指揮室にいた一人の参謀が吐はき出すように言った。

「くそ！　卑ひ怯きよう者め！　帝国を信じた俺たちが馬鹿だってことか！　カール・グスタフに最後まで残って戦ったあいつらも、この汚きたない芝しば居いの片棒担ぎだったってわけだ！」

　ドーダイは顔を上げた。

「今の言葉は取り消せ。たとえどんな理由があったにしろ、カール・グスタフにいる連中のおかげで何万という将兵の生命いのちが救われたという事実に変わりはないのだ！　あいつらを悪く言うことは俺が許さん！」

　居並ぶ参さん謀ぼうたちの間に、気まずい空気が流れるのを振り払はらうように情報参謀が聞いた。

「それはそうとしても、この先どうすればいいのですか……」

「どうにもならん。とりあえず目先の敵であるザナックスをなんとかしなくてはならんことは帝国の連中だって知っているはずだ。とりあえず上層部の指示を待つしかない」

　そう答えて首を振った後でドーダイは思った。

　……帝国軍は、我々をどうするつもりなのだ？

　敗北した軍は完全武装解除されるのがセオリーだが、今、この状じよう況きようでそんなことをしたら、ローデスは瞬またたく間に潰かい滅めつする。それは帝国の望むところではないはずだ……だとしたら、なんのためにローデスを占領したのだ？

　ドーダイは自分の言葉を思い出した。

　それは、数ヶ月前に、マドセン教区の中心部にあるリンガム中ちゆう継けい基地の中央指揮室で、居並ぶ枢すう密みつ軍の将官たちに向かって言った言葉だった。

『教皇軍だ、枢密軍だ、と何を馬鹿なことを言っているんだお前らは！　まだ気が付かないのか！ 俺たちはなんのために軍人をやっている！ 仲間内で争うためか？ お前らの敵は誰だれだ！』

　ドーダイの顔に皮肉な微び笑しようが浮うかんだ。

　……そういうことか。

　ローデス軍だ帝国軍だと何を馬鹿なことを言っている。お前らの敵は誰だ？……と言いたいのか。

　ドーダイは思わずつぶやいた。

「……それならそれで他ほかに方法があると思うが……それには時間が足りないということか」

「は？　何がですか？」

　そばにいた情報参謀が怪け訝げんな顔をするのを見て、ドーダイはあわてて首を振った。

「いや、なんでもない。独り言だ」




　中心星域に展開した帝国軍の艦かん隊たいは、ほとんど損害を受けることなく中心星域を制圧した。

　聖都メックに駐ちゆう屯とんしていた少数の最高神衛軍が最後まで抵てい抗こうを試みたが、帝国軍が強ごう襲しゆう揚よう陸りく艇ていで送り込んだ五個師団にも及およぶ陸戦隊の圧あつ倒とう的火力と兵力の前に、わずか数時間で組織的な抵抗ができぬほどの打だ撃げきを受け、ローデス法王庁はその中にいたコマキン三世とともに帝国軍第一軍の手に落ちた。

　それは、グランドスラム作戦発動から、わずか四日後のことだった。

　ローデス法王コマキン三世は、帝国占せん領りよう軍本部となった法王庁の建物の中で、無条件降こう伏ふくの文書にサインし、ローデス全軍に対し、帝国との戦せん闘とうを終結し、帝国軍の指揮下に入るように命令を出した。

　人類の生存圏けんの半分を有し、千数百年の歴史を持つ大国、神聖ローデス連合の最後は実にあっけないものだった。

　後の歴史家の中には、このとき、ギンガーが無力化されていなければ、歴史は違ちがう方向に動いたという説を述べる者もいる。

　実際に、ギンガーはローデス領内に神の目と耳という名前の情報収集装置を無数に配置し、それによってさまざまな情報を得る能力を持っており、もし、ギンガーの手にローデスの権力が握にぎられていれば、歴史は異なる方向に進んだ可能性は高い。しかし、実際にはギンガーは最後まで無力化されたままであり、そしてローデスは帝国の前に屈くつした。

　ローデスの滅めつ亡ぼうは、ギンガーが無力化されたときすでに決定づけられていた事実だったのだ。




　エリスは、帝国に向かって航行中の難民支し援えん局輸送船団の旗き艦かん、輸送船シャテル・ローのブリッジで、このニュースを聞いた。

　メインモニターに映るネットニュースには、震ふるえる手で降伏文書にサインするコマキン三世の姿が繰くり返し繰り返し映し出されていた。

　そしてニュース画面に占領軍総司令官であるチャマーの姿が映ったのを見たエリスの目が凍こおりついた。

　チャマーの目にはなんの表情も浮かんではいなかった。

　帝てい国こくの歴史に残るであろう大勝利に対する満足感も。

　栄えい華がの頂点に立つ大英えい雄ゆうとしての喜びも。

　およそ勝利者につきものの感情のすべてが欠落していた。

　それは、実に淡たん々たんとした……そう、農夫が麦の束を刈かるような、あたりまえのことをあたりまえにやっただけという顔だった。

　そして、その表情のままチャマーは告げた。

『ローデスの国民諸君に告げる。この軍事行動の目的は、過去に行われたいかなる戦争行こう為いの目的とも異なるものである。我がマガザン帝国は一いつ切さいの領土的野望も、利権も要求しない。諸君らの生活に関わる一切の権利はそのまま維い持じされ、行政に関する組織、及びその運営についてもそのほとんどがそのまま維持されることとなる。我々の目的は、人類の敵ザナックスに対たい抗こうする手段としての軍事的指揮権の掌しよう握あく、その一点のみである』

　チャマーはそこで言葉を切ると、真しん剣けんな目になって言葉を続けた。

『諸君らはすでに実感していると思うが、ザナックスは強大であり、その侵しん攻こう速度は異様に速い。そして、彼らの目的が人類居住型の惑わく星せいの占領と収しゆう奪だつである限り、彼らとの共存は不可能である！　この戦いは、名めい誉よのためでも利益のためでもない、人類としての生存をかけた戦いなのだ！　負ければ後はない。この宇宙から人類という存在が消えてしまうのだ！』

　チャマーは、画面の中からどこか遠くを見るような目で見て声の調子を変えた。

『はるか数万年の昔、地球と呼ばれた一つの惑星のオルドバイ峡きよう谷こくと呼ばれた小さな谷で人類という種が誕生した。このひ弱な二足歩行をする哺ほ乳にゆう類るいは、やがて文明の灯りをともし、さまざまな苦難と過ちを繰り返しながらその灯りを守りとおし続けた。幾いく度どとなく襲おそいかかる戦争と平和の繰り返しの中で、人類はより良く生きる術すべを見つけ出し、愚おろかさと賢かしこさの振ふり子この中で技術を進歩させ、そしてついに人類は宇宙に飛び立ち、跳ちよう空間航法によってこの銀河系に広く版図を広げるに至ったのだ。

　我々は、本当は数万年前の哺乳類にすぎなかった頃ころの人類と何一つ変わっていないのかもしれない……愚かで、欲深く、狭きよう量りようで先の見えない生き物なのかもしれない。しかし、滅ほろびるわけにはいかないのだ！　みずからを否定し虚きよ無む的なポーズを取ることに価値観を見み出いだすような思春期の若者のような無責任な行動は許されない！　我々人類一人一人は、過去に生きてきたすべての人類に対し責任を負っている！　生き続け、種を存続させるという責任を！』

　自分の言葉の意味が伝わっていくのを待つかのように沈ちん黙もくしたチャマーは、二呼吸ほどの間を開けた後で、ゆっくりとした口調で話し始めた。

『ローデス軍の全将兵に伝える。我々は諸君らを武装解除する意思はない、我々の敵は諸君らではない。我々は諸君らとともに肩かたを並べともにザナックスと戦うであろう！　諸君らの中には、今回の我々の軍事行動を裏切り行為だと思う者も多いだろう、しかし、考えてもらいたい。諸君らが緒しよ戦せんで敗北を続けた理由を！　それは、指揮命令系統の一本化ができぬまま戦わざるを得なかったローデス軍の構造にあったのではないか？　我々はその愚ぐを犯おかすわけにはいかないと判断し、今回の軍事行動に踏ふみ切った。この先ザナックスの勢力は爆ばく発はつ的に拡大し、さらに攻こう勢せいを強めるものと予想される。指揮命令系統の一本化と、戦略的視点を持った作戦指導がなければ、この強大な敵に立ち向かうことはできないのだ！　コマキン三世殿どのは今までどおりこのローデスを治める国家主席としての地位に留とどまる。ローデスの民たみの良き指導者としての地位は揺ゆるがない。そして国民の生活も宗教もそのまま維持される。ローデス軍の諸君らが、冷静な判断を行い、慎しん重ちような行動を取ることを心から希望するものである』

　そして、チャマーが一礼して下がると、画面の中央にコマキン三世が進み出た。

　コマキン三世は、憔しよう悴すいしきった顔で画面から国民に呼びかけた。

『ローデスの民に告げる……ただいまの帝国軍総司令官チャマー・シザーズ閣下の言葉に噓うそはない。この帝国の侵攻は侵しん略りやくではない、帝国は一切の領土的野心もなければ、利権に関する要求も持ってはいない。軍事部門以外のローデスの国家体制については一切の変化はないことを確約してくれた。忠勇なる我がローデスの将兵よ、心得違いをしてはならない。神の敵は帝国ではない。目先の感情に囚とらわれることなく、神の教えに従うのだ』

　そして、コマキン三世はその目に涙なみだを浮うかべ、両手を広げた。

『避ひ難なん船に乗るローデスの民よ、そなたたちは、その手にあったすべてのものを失った。家を、畑を、積み上げた麦の穂ほを、そして愛する者と帰るべき星すらも失った。この先に続く道は険しく遠い。

　生きることすらもかなわぬ辛しん苦くの道が続くであろう、しかし、生きよ。いかなる艱かん難なんの中でも子を産み育て、生き続けよ。汝なんじらの心の中にある神は常に汝らに告げるであろう、ローデスの民であることの誇ほこりを失うことなく生き続けよと！』

　コマキン三世の演説が終わるのと同時に、再びチャマーが進み出た。

　チャマーは、眉まゆ一つ動かすことなく、事務的な口調で国民に告げた。

『我が帝国軍は、これより特とく殊しゆ兵器によって、ザナックスの畑と化した惑星の地ち殻かくを破は壊かいし、惑星を消しよう滅めつさせる作戦を開始する。ローデスの国民諸君らにとってこの決定は、情において忍しのびないことは理解する。しかし、今、ここでザナックスの侵攻を食い止め、繁はん殖しよくを防がねばローデス全土がザナックスの手に落ちるであろう。そうすれば人類は滅亡するだろう』

　そして、表情も変えずに言葉をつけ足した。

『我が軍が破壊する予定の惑星は四十二箇か所しよ、うち三十二箇所は、いまだにザナックスの侵攻を受けていない惑星である。ザナックスの侵攻を受け、種を蒔まかれてからでは遅いのだ。惑星の破壊はその前に行わねばならない。タイムリミットは四十八時間。この間にできる限りの脱だつ出しゆつを図るように……我が軍は残存者の有無にかかわらず四十八時間後に惑わく星せいの破壊を開始する……布告は以上だ』

　エリスは足の震ふるえを止めることができなかった。

　そのまま目の前にあるパーソナルモニターの縁ふちにつかまって身体からだを支えたエリスは、何か大声で叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられた。

　エリスは、このローデスで惑星規模の避難がいかに困難なものなのかその現実を見てきた。

　だから、チャマーの言ったことがいかに無意味なのかがわかった。

　たった四十八時間で三十二箇所の惑星の住民の何パーセントが脱出できると言うのだろう。

　チャマーはそれを知らないのだろうか？

　……いえ、知っているはずだわ。

　だとしたら……。

　視界に映るすべてのものの色しき彩さいが失われた。

　エリスは白と黒と灰色の世界に立ったような気がした。

　……そんなことができるわけがない！　誰だれにもそんなことはできるはずがない！

　そして、そのとき。

　エリスは、初めてチャマーの表情の意味を知った。

　……あなたにはそれができるというの？　これが……あなたが選んだ道なの？

　これが……あなたの生き方なの？

　エリスは、その場に崩くずれ落ちるように膝ひざをつくと、両手で顔をおおった。

　耳の中で、バーチャルリアル空間で聞いた、カール・グスタフの村人の結けつ婚こんの歌が聞こえていた。




　青い空。光る風。

　雨と太陽ともどもに。

　授さずかる実り、ここにあり。

　さあさ、お捜さがしお二人さん。

　風は気まぐれ、雲を呼ぶ。

　エリス、エリス、君はどこ？

　チャマー、チャマー、私はここよ。




　……もう、戻もどれない。もう、二度と見ることができない。

　そして、その声は届かない。







　あとがき







　どうも、鷹見一幸です。霜そう降こう暗あん夜や篇、いかがでしたでしょうか？

　なんとか三ヶ月お待たせしただけで続ぞく篇へんをお届けすることができて、内心、ほっとしております。

　今年は七月までにアンソロジー本の「ガンダムノベルス」を含ふくむ七冊を刊行するという「月刊鷹見一幸」をやってきました。一応、世間で言うところの多筆作家に分類してもらえる程度の執しつ筆ぴつ速度ですが、こうやって書き続けられるのは、やはり執筆環かん境きようのおかげかもしれません。

　私は自宅とは別に、新にい潟がたの越えち後ご湯ゆ沢ざわに仕事場を持っており、〆しめ切きり直前には、いつもそこに籠こもって自主カンヅメとなって原げん稿こうを書き上げています。

　この仕事場は、前の仕事をやっていたときに、家族とともに過ごせる場所が欲しくて手に入れた、いわゆる温泉つきリゾートマンションと呼ばれるもので、いつでも露ろ天てん風ぶ呂ろつきの温泉に入れるという抜ばつ群ぐんの環境なのですが、困ったことに新潟は、日本海の海の幸も豊富で、地酒の宝庫という場所でもありまして、〆切前に煮に詰つまった頭で温泉の露天風呂に浸つかかって、谷たに川がわ岳だけを見上げて地酒を飲んでいると、アイディアが浮うかぶどころか「もう、どーでもいいや」という感じになってしまうことがあります。（笑）

　でも、人間は根を詰めていても、いい考えは出ないものでして、ときどき脳ミソの栓せんを「ぽん」と抜ぬいてやることも必要です。そのためには露天風呂と地酒というのが効果的なのかもしれません。

　新潟の地酒のオススメは、長なが岡おかの「長陵」という酒蔵の大だい吟ぎん醸じよう「壺中天地」という酒でして、実を言うとこれはそのまま青せい天てん霹へき靂れき篇の中に登場させてしまいました。




　作中に登場、といえば、今回の霜降暗夜篇にも、同じように登場させてしまったものがあります。「ショーゲツのチョコレートブランデーケーキ」というのがそれでして、これは塩しお沢ざわ町にある「松月」という小さなお菓か子し屋さんが作っているケーキですが、なんというか「これは美味おいしい！」と、目を丸くするような派手な味のケーキではありません。どちらかというと地じ味みな、しみじみと味わうことのできる、実に実直なケーキで、私はこのケーキを食べるたびに、果たして、このお菓子屋さんのご主人のように、人を楽しませることのできる実直な製品を作り続けることができるだろうか？　と考えてしまいます。

　製品に作り手の「実直さ」というものが宿る、などという精神論を言うつもりはありません。それは単に作り手のクォリティという概がい念ねんの捉とらえ方の違ちがいに過ぎません。

　常にそれを自問自答し続けることができれば、私は生き残り、それができなくなれば私は消えていく。それだけのことなのかもしれません。




（せめて、でたまかシリーズが終わるまでは消えたくない……と思っている）


鷹見　一幸


















　　カバー・口絵・本文イラスト：Chiyoko

　　カバー・口絵・本文デザイン：中デザイン事務所










アウトニア王おう国こく人じん類るい戦せん記き録ろく２




でたまか




霜そう降こう暗あん夜や篇へん








鷹たか見み一かず幸ゆき
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